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今やわが國においても高度 pg 防阈家—練力戰艚制 = の理論と政策については、 | 應の理 解と 認識 
に到達しつ、ある。すくなくともその®則的な方向と方法論の決定をみたかのやぅである。ゆ i *. に 
J 6 れ <はその理論と政策の®跷化 I 練力戰的全閟爭の展開 I のために、各鬪爭手段の技術的 
方法論の究明につき進まねばならな v'C 

本 S 嫌力戰的觀 S たちて、ナチ KQI 戰 i 屢 •謀略 f 、わが I 下 Q 情勢と 對照し 
つ-•硏究し、ナチ K 的戰略•戰術が、 いかなる敎訓を W らしつ、あるかを學びとるべ く 努力した も 
ので、最近流行の傍觀的なナチ ス •ドィッの紹介で もな く •また、 ョ I ロッパ 大戰 の-1 ユース的報 
道でもない。即ち、あくまで ia 國日本の立場から、 ナチ スの全體主義戰爭の 一 分野た る 思想 戰 •宜 
傳戰•謀略戰を、攻单 と 防禦の戰鬪 手段と して究明 せんとしたものである。 

けれども、本書は解密な學問的領域における著作で なく、むしろょり多く通谷の W であり、,@.想 




•.宣傳•謀略戰の理解を普及せしめんと願ふ常識の書であるが、學究的な良心は努めて失はざるや 
う心懸けたつもりである。 

ナチスの. e. 想•宜庳•謀略戰の KM を見極めずして、今次 m 丨 a ッ.•ハ大戰の正體とナチス铯力戰 
の贲體を知ることは出來な い。 ナチスの果敢なる思想•宜傳戰と第五部隊の暗中飛躍をもつてする 
ナチス謀略戰の表裏に通じてこそ I 復雜怪奇」な近代戥の假面を: t ぎと〇ことが出來るであらう-* 

世界新秩序1大東亞共榮圈 I の建設の前夜に立 * o 日本は、もはやいつまでも謙譲の美^を以 
て進むことは出來ない。ドィッの北歐作戰や獨ゾ開戰の戰略•政略•謀略の水も谀らさぬチーム • 
ヮークに徴しても解る如く、われ<は常に新なる戰爭形態と戰爭手段を削 is して、自己を主張し 
戰ひ取ることなくば、わが民族の生活する權利、民族發 M の目的を放棄することにたる。即ち、世 
界に冠絕する皇道主義の宣傳を斷念するに等しいことになるであらう。 

大東亞共榮圈の確立といふ皇國の興§1を賭しての大事衆が、 m なる口舌の徒にょつて出来る もの 
でない、と同樣に、武力戰を本分とする軍人のみにょつて出來上るものでもないことは、 いまさら 




贅言を要しないであらぅ。それは一 _ 家、一民族(7>武力的•政治的•經濟的•文化的諸力の總力的 
發揮と伸張によつてのみ可能である。大東亞共榮圈の確立を前提とする世界新秩序の建設は、 この 
困難な多角的總力戰の展開を通じてのみ戰ひとらるべきものである。 

わが國の「思想•宣傳•謀略 Jfc 關する認識と理解は、人も知るごとく淺薄であり無智にひとし 
く、その活用と鬪爭の手段形式は、驚くほど拙劣である。 

私はわが國のこの至らざる認識ど理解を深め、その活用と運營を銳敏 ならし めるべく努力したの 
であるが、私の微力と淺學は、折角の念願にも拘らず、本書におけるこのさ、やかな成果によつて 
滿足しなければ ならな かつた。 

しかも、この貧しい成果すら、斯學に關 する 多くの先輩諸氏の不斷の梭 助と 指導によつて、始め 
てなし得たもので、萬一本普にいささかなりとも、國家と H 者諸賢に益す るところあるなら ば、 そ 
の功績は、むしろ私を絕ぇず指導鞭撻して下さつた、多くの先眾 諸氏に M すべきも CO. である。 

本書の中には、多くの先犁の著書や英、獨の原霄、あるひは內外の諸雑誌•諸新聞より引用した 
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苗所も隨分多いのであるが、煩雑を避けるために引用の著書を紹介してない ものもあるので、卷末 
の附錄に、宣傳硏究の參考書一覽表と共に、直接間接に著者に影響を輿へた著 萬を、殆んど全部列 
舉することにした ok 

非禮ながら、先眾各位に、こゝに深茜なる感謝の意を表する次第である。. 

拙き本書における囑望は、總力戰における思想二且|^謀略戰の重耍性について大方諸賢の更に 
深き、ょり髙き硏究の一礎石、一尖兵的役割に甘んずる以外になく、斯學の硏究と理解のます-^ 
助長されんことを切望してやまない。 

本書の上梓にあたつ て 目下大政翼賛會 にて 活躍中の畏友神谷茂、堤市則兩 氏ならびに斯學の先輩 
新田宇一郞氏等の すくなから ざる御盡 力を賜はりしを 特に 記して謝意を表す。 

昭和十六年七月 
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第 一 章緖 論 • 

の軍事専門{永の敎|»1| 

(治外交戰、經濟戰、思想宣傳戰の綜合、統一せる！：家總力戰である 
-らぅ。しかも、近代戰の戰略上における思想•謀略•宣傳戰術が ま 
|しつゝある以上、われわれは國家總力戰に協力する文化技術者とし 
-て、この問題-戰時謀略•宣傳の硏究-をとりあげずにはゐら 

ドィッ的戰略とは」と題する拙著を出したが、それにたいする賛否 
の兩論とその後に讀んだ數冊の#物は、私の獨善的な硏究と結論とに深い反省と辭重なる再檢討と 
を與へるとともに、この課題にたいする解答の困難 さを 痛感せしめたので ある。， 

總 力*と筻傅 戰 ， 三 



私はこの意圇をもつて典に： 



笫 一節 11人の 軍事 專門家 の 敎調 四 

とくに近來稀なる名著と謳はれ必「日本戰爭學|の著者たる陸箪大舉敎官、哮軍中佐多田督知氏 
が、「戰爭は®家の一大事である。 それは 民族の存亡•國家の興狻を岐 ち、 更に责くは人類の安危 
禍福のょつて懸るところである。 

戰爭に於いて、若しそ0撰ぶ道を一步踏み誤らんか、忽ちにして國家は死滅の淵に突き落され、 
民族は永き喑黑•戰慄の苦界1:彷搜はしめらる>•。戰争にして、若しも天地の公道ょり外れんか、 
人の世は悉く鬼畜の世界と化し、人々は舉げて悽忮なる生存を繽けねばならぬであらぅ。 

茲に於てか、勝利を目指す栽爭の理論も、またその意袭と價値とに關する戰爭の哲學も、共に人 
類がそれぞれの歷史をもち始めて以來の重大なる課題である」云々、と。その杏中(六三頁)に述 
ベられたる貴重な敎 P と、 ィギリスに おける現代最大の軍事評論家として令名あるリデル•ハート 
(cf— LilllIIaro の「戰爭は®家の興菝といふ點から云つて一介の戰略家だけに依つて勝手 
に行はれるのにば、餘りにも M 肅な大業である。そこで、逊爭後の平和狀態をも含む大戰略に依る 
廣い視界が必要となつて來る。一といふ含蓄ある If 吿とは、 v> ろ v' ろな意味で不敏な私 5: 再思11:省 
せしめるに足る十分なものがあつた。 • 











私は現代に活躍せるこの二人の軍事專門家の眞象なる態度にすくなからず啓發 され、 激勵 されつ 
V 、かつはその 貴 軍：なる 教訓を座右に 銘記して、拙著 「ドィツ 的戰略 とは」の改 稿の筆を とるべく 
決意したのである。 . 

第二節我が國宣傳理論の批判 

なほ、私に拙著の改稿を促したるいまひとつの重大なる理由と動機は、この貧しい著書にた VN す 
るきはめて懇切なる賛否兩論ょりなるかずかずの批判と激勵と鞭撻であつた。 

I 新聞の現在及び將來 J の著者にして、朝日新聞阿部本社業務局長•たる新田宇一郎氏は、 拙著の 
公刊され る やいちはやく著者に懇切かぎりなき激勐と支梭をょせられ「新聞の激務に從事 しながら 
かくも^汎な範阐から資料を集められた著者の努力には敬服に値するものがある。自分とし U は矢 
張り第一篇の「謀略宜傳一と第二篇の「新聞と宣傅-を面白く讀んだが、第一篇「謀略宣傳 J は著 
者に更に 時日を 與へて、之だけを一本にまとめ上げてもらひた W と考へ る。 J と、過分な 贳說 のぅ 
ちにも、さらに突き込んだ研究を慫慂されて ゐる 。私は第一番に省田氏の この 親切なる淤勵と聲叛 
練. 力 联と宣傅赖 五 


第二 節 我が！ a K 傅 理論の 批抖 . 六 
に强く胸うたれるものがあつた。 

新田氏のほかに『沈默の戰士」 や 「フランスょり還る」の著者として. 聲 名高き小松淸氏や「國防 
國家と文化」 I 文化政策論 j の論客として新體制の文化政策確立に活躍せられつゝある近藤春雄氏 
や、 情報局の一員として宣傳政策を我踐されつ、 r 戰爭と思想宜傳戰一の著述や 翻 譯に傾注5.れて 
ゐる小松孝彰氏 や、| 宣傳技術論一を著はされ、わが!*!において始めて宣傳理論の皋究的な硏究と 
その新たなる分野とを開拓された小山榮三氏等の身に あまる 貫譜と激勸 と 鞭撻とは(遺 M ながら、 
ここに 引用を杏略するが〕不勉强な著者にすくなからぬ感激七發脔をあたへた U 

わけて、大場彌平將軍の-:ドィッ的戰略-の戰略は、いふまでもなく國家總武力の運用であり、 
現象の國家機構では、それはまさに、武力と經濟と宣傳と！！呙精神昂揚の四耍素のいはゆるチーム 
•ヮ ークで ありませう。 

けれども、このうちで、最も11略の殽高目®とする戰勝の大焦點は武力の|點であります。ドィ 
ッが紛爛の外交宣俾戰略に新らしい一つの型を全世界に投げつけるほど戰略と結び付いたことは、 
吾々の學ぶべきことでありますが、しかし、宣傳謀略も或限度を越え得ないといふ現實を透視して 





V た >きた いと 思ひます。 ムッソ リ1,1 が ヱチオビア戰爭に際し宣傳謀略の 大動員と、 C れが大運 
營にょつて英海軍を地中海ょり退避せしめたなどは、この種戰略の典型的 實 効を收めた もので あら 
ぅと？ じひますが、；^近におけるィタリ _ ss 、 今後 25 •謀略をして手 も足 も 出ない狀態に 
抛り込むことは見え透いでゐます。 

ドィッが ノー ルゥ H I 進略に際し、知らざる もの、 如く、すべてを他に 来 制し、 深い礎琛の中こ 
閉ぢ§てゐて、しかも、電光一閃の快戰略に出たのは、孫子 Q |兵は勝なり。云々 .：：. 一の M 
道—つて、どちらかといへば企圖秘匿、作戰機密保持の方— 點のやぅに見えます。 

ヒットラ—總統が卒然獨ッ不可侵條約を結び、今日尙引摺つてゐるのは、ナチ百萬の軍隊が ソ聯 
に備ふる所あるからです。空疎な宣傳の能くする 所ではありません。 

しかし、ヒットラ—戰硌の目にも鮮か な ものとして、吾々 に 深く印象づけるものは、何ん. といつ 
ても仰せの通り、戰略 . S •謀略のチ It ヮ—ク です。吾々はこれ暴ばねば ならぬ i ひま 
す。過去の日本など 夥しく バラ <です0" この點に對して一大袢錡を亂打し、資際手に取るやぅに 
國民に指敎をはつきり與へた贵君の著書は貴い ものと存じます。 

練力戦と霣傅戰 b 




笫三節 謀略 •?(:?» は補助手段に非ず 八 
しかし、それと同時に、派手なビスマーク外交も、天馬空を征くヒットラー謀略 も、 之れみな— 
然たる大軍備と卓越薪新の戰略が、大きく物$:言ふてゐ ると いふ ことを、もつと突込んで 說述 され 
たなら更に 錦上 華を 添へ たこと、存じます。それは書名が j ドィッ 的戰略と は」 と ある點において 
殊にその感を深くする次第であります r °〗と、私の論說が、謀略•宣傳戰を 重要視し、 これを强調 
するのあまり、武力戰を過小評價せんとする傾向を、銳 くも 警吿された 大場開下の 御 批評は、流石 
に千軍萬馬の贵重な賴驗から發せられた萬鈴の重みある敎訓と戒吿であつた0 

第三節謀略•宣傳は補助手段に非ず 

拙著にたい してやはり多大な 御好曹寄せて 下さつ た 石丸 藤太 氏 も 『大戰 と日本の 進路 一と 題す 
る近刊の.著書の- 4« で、 一 戰爭 は、なんといつても、血を流さずに勝負はつくものでないから、武力 
戰が本で、そ Q 他 Q も S 畢竟するに、味方の武力を强大 y し、 相手 q 武力靠め、かくして武力 
戰の勝 利を 確贾 ならしむ る補助手段に 過ぎない。武力を拔きにした戰爭はない のだ。 これが戰爭本 
來の性質である。 



この 戰爭本來の性 f 知らずに、外交戰とか經濟戰、乃至は宣傳戰 、—戰などに重き— き、 
戰爭を神經 の 馨だとか、灰色の戰爭2かいふ風に考へ過ぎ f、 そこに 見當が t、 豫想が 裏 
切られることになる' 神 經戰爭や灰色の戰爭に 受身を やつす ことに 專 念して、肝腎の武力戰を忘れ 
たなら、 a 爭は .S つまで經つても勝負はつかない。結局は何のために戰ひつX ぁるかの 目的は哚櫳 
となり、層共倒れになる結果に—。戰 tQ は、 こ ssfi とが S1 (翼 
三三 五頁) 气大場 閣 下と.—、 武力戰の過小評價に一 矢嘉ひてゐられ るので— が、そして、 
私もまた、武力戰 Q 優位と決定的攻擊 力とを 毫も疑はないので ぁるが、それと 同時に、 近代级 こお 
ける 謀略•宣傳戰の重要性を、決して輕視せんとす る ものではない。 

いな、 武力に よる 相手！一にたいする 攻联 力が高まれば、 高まるほど、また、そレち定力が强 
ば、 强まる一^ど、謀略：； Is の重；要性 も、 その 影響力 も、 相對的 £まり、 かつ、 綜•合戰略 上に‘、。 
ける謀略 i 傳戰術 Q すぐれたる威力は相當强 く S されても よい 皇つてゐ る。 

勿論、私はこの尊敬すべき二人の軍事專門家の S と 忠言を無駄に しよ1•夢にも思はないが 

へ 7 次の大 51 主たいす i 靈 §?t 、 その限りに J て 武力 f 伴つ たと 

想力戰と宽傳戰 




第三節謀略•宣傅は捕助手段に非ず 一0 
ころの® f 仇なる思想戰、ないしは世界観の爭鬪であり、リデル•ハ—卜のいふ如く、戰爭後の平和 
狀態をも含む大戰略がはやくも準備されなければならず、また、フランス敗北の婼因を、われわれ 
は完全に額菝せる國家組織、前世紀的遺物を模範とせる楢謀術數の寧日なき舊式の政治的方法、し 
かしてーダ—スもの蒹派に分裂せしめられた國民と愛國的精神の喪失などのなかに見出したる以上 
さらに、 ドイッの 西部戰綵における赫々たる勝利が I 狐疑に對しで大膽が、打算に對して理想が、 
逡巡に對して確信が、防禦と女々しさに對して攻擊精神が、小心翼々たる動搖に對して熟慮斷行が 
山師根性に對して將帥的精祌が、凡俗精神に對して天才が、洞穴と疊壁に對して生ける人 I ' Jl が阏つ 
た」 ドイッ 精神力の凱歌である以上、しかも、謀略•宜傳•思想戰が、 mtc 武力戰、經濟戰の ¥- なる 
補助手段たるにと V まらず、高度®:防；一家の重要なる構成要素であり、それゆ幺にこ•て、攻轚對象と 
しても、有力なる要素で あり、 近代戰の勝利が、結局において、武力•政治•經濟 •.? 想謀略作戰の 
緊密なる综合的戰果の上にこそ、はじめて輝くものたることを信ずること强き私は、^略•宜傳. 
思想戰が武力戰•經濟戡にまさるものであり、これに代位するかのごとく考える誤誇とは、全然別 
な意味において、とくに今後の戰爭が、クラウゼウイッツの所謂1戰爭らしからざる逊爭 J の展開 




される可能性が充分にあり#ると1はれるにおいては、私はますまず戰略上における 謀略 •宣俾戰 
の重要性と、その 作戡計瓮 内への十分なるとりいれをあくまで勇敢に、また 斷乎 として 强 調したい 
のである。 

すなはち、本書刊行の第二の理由と動機は、武力戰を過小評價せりとの印象をあたへるにいたつ 
た旣述の論說の不足と誤解とを補足し、拂拭するためであり、また、同時に、近代戰略における、 
とくに將來戰における謀略•宣傳•思想戰のあなどりえない威力と、重大性をさらに力强く主張し 
舊觀念にょる戰闘形/ i にとらはれて、ともすれば謀略•宣傳•思想戰を輕視せんとする一派の M . 潮 
に深甚なる反省と考慮をわずらはさんがためである。 

第四筘謀略•宣傳戰の評價と Is 識 

陸軍省情報部陸軍中佐鈴木 S 三氏監修の著書「世界再建と國防國•冢 J のなかに、次のごとく論破 
せる一節がある。 

「新興ドィツに著しく對立し何時かは相戰ふ時があらぅと覺悟してゐたィギリスは、その民主主 
練 力戰と 寅傅戰 一一 


義的な國象形態のために徵 ft 、 制度を布く C とも出來ず、從つて十分に軍備を充實することが出來ぬ 
ために、他に對抗の道を發見しなければならなかつた。それは、イギリスの得意とする課報網の充 
實であつ た。 單に軍亊諜報だけでなしに經濟、政治、外交、思想の全面に苴る諜報網を用意した。 

この ことは、 經濟 、政治、 外交等のこの 諜報 網の捕へた情報によつて、これらの分野に於いて直 
ちに敵國破壤の行動を起そうとする準備のあることを意味してゐる。經濟の面に於いて敵國が弱點 
を有するならば、直ちに、經濟界に混亂を惹き起させ、これを通じて敵を破壤しよう、政洽的に决 
點5:有してゐるならば、直ちにこれ5:利用して內亂に至らずとするも經濟的紛糾を惹起させて敵を 
崩壊に導かう、思想界に些少なりとも不安があるならば、この點を衝いて厭戰反戰思想を誘發させ 
ようとの計書：のあることを意味してゐる。イギリスの所謂戰爭を武力戰に限らず、凡ゆる方面にま 
で及ぼそうとする C の作戰は功を奏した。 

武力戰においては、ドイツは 所期の 戰果を舉げることが出來た。事實、東部戰線に於いても丙部 
戰線に於いても斷乎敵を壓してゐた。しかしドイツは內面から打ち破られた。軍備擴張に重點を注 
>で食料品の 確保に 缺稻の あることを見てとつたイギリスは、直ちにその莫大な M 濟力を動員して 


經濟封鎖を行ひ食 f 貢占めてドイツを飢諛に陷らしめようとした〇これに氣のついたドイツはあ 
わて X 手を打たうとしたが時旣に遲かつた。敗運は早くもここに根ざしてゐ t 。 

また、イギリスはそ Q 充實し S 信 f — して盛んにドイツ— f 非人道的—ことを 
世界 S 傳した」ドイツが勝利するならば、世界 S 黑に—であらうと宣傳した。ドイツは物資 
缺乏の餘り、同胞 Qi から油を採つてゐるといふデ if へ敢てした。か、る宣傳は外國にけ 
してのみでな く、 ドイツ 自體 に開戰前から i してゐた社 1 がなほ不平を有してゐるの 
を見てとつて、ドイツ國內にまでこれを行つた。カイゼルの專制を倒して i 主義ドイツ—設せ 
よ、我等はこの新ドイツと無條件にて講和締結の用意があるとか、早く革命を起して共和國ドイツ 
を建設し永久平和 G I ツバ S 加せよとか、？ $1ひて宣傳した。ドイツ S 謀本部丈 
これにも對策を講じたが遂には効果はなかつた。革命の烽火は遂に海軍部内にも上つた。 

かうした第一次歐洲大戰は、武力戰 Q み S ではなくなつてゐたのである。また武器そのものも 
機關銃、航空機、戰車等 S めて消耗率の高いものが現れ、貯藏してあるもののみによ？ は不充 

分で/生產しで5といふ新しい馨の形式が發生した。ここでは¥、純然と工業鳥が戰爭に 

總力職と寛傅联 


笫四節謀略•官傅戰の評價と涊嫌 一四 

參加してゐるのである。工場は戰場となつたのである。それは單に軍需工場のみではない■」全產業 
がこのやうな意義をもつやうになつた。殊に鑛エ業、京始產業たる農^とは違つて、一度破壤され 
るならば、それは直ちにこの生產しつゝ戰ふこの戰爭に致命的な打寒となつて現はれるからであ 
る0 

このやうにして、第一次歐洲大戰に於いては國家機能の全«5が戰爭に動 t された。これは誠に國 
家總力戰といふことが出來る。單に國民全 ti が戰爭に參加してゐるのみでなく、阈家機能の全體が 
戰爭の各要素となつたのである」云々 . 。 

石丸藤太氏が「武力戰を拔きにした戰爭はない。これが戰爭の本筲である。この戰爭本來の性質 
を知らずに、外交戰とか經濟戰、乃至は宣傳戰、思想戥などに重きをおき、戢爭を神經の戰爭だと 
か、灰色の戰爭だとかいふ風に考へ過ぎると、そこに見當が外れ、豫想が裏切られる。」云々とい 
つてゐられるのは、武力戰、外交戰、經濟戰、宜傳戰、思想戰等をあくまで對立的に、また犁一的 
に考へられてゐる證摅であり、近代戰が單一武力戰的形態をすて"國家の練力をこれに動員する所 
S 5 W 家嫌力戰の時代にうつた C とを忘却されてゐるためである。 



この點、鈴木中佐の見解はまつたく正しく、武力戰と r »1 樣、經决、政治、思想の活動そのものが 
戰爭で あり、 また、これらのもろ<の耍素を總力戰體制として編成し、國染機能の全 It が、戰爭 
の备要素として、すなはち、攻银力であり、また同時に防禦力として、有機的に戰爭全體に影響 r 
るやぅな紐段として、國家機構が ly 成されなければ、從つて、謀略•宣傳 • B 想戰もか、る認識と 
運營において缺くところなきやぅ、强力なる戰闘手段としての紐縊と體制を整へなければ、われわ 
れは ドィツの 前大戰における敗北の苦杯をここに再び東ね、ばならない G 

第五節思想•宣傳戟の限界と武力戰 

近代戰 U 國家總力戰體制に「見えざる武器 j として 一精神的毒瓦斯，一として、編成された思想的 
武器たる思想宣博戰も、强力なる武力の背景と支梭なくして、いな、武力による問接直接の援汲な 
くして、これを 成功的になし遂げしめる ことは 出來ない。戰勝と武力 1 C よる威 ^ こそ、思想宣傅狨 
における最善の宣傳として作用するもので、武力による勝利こそ、むしろ棱も高度の說得力(宣 
簿；}である。 

嫌力戰と宣傅戰 IS 



笫五節思想•宜薄戰の限界と 武力 戰 、 

lil が、かく？とく武力的背 f 武力に—なくして 、 f 成果を 收め t 
ないといふ—* it 想」繋— sf 決定する決定力でないことを1し、ここに i 
•:$ 傳戰のおのづからなる限界が横るのである。 

し力し、龙想吉 11 が攀の勝敗を決定し得ないとしても、國家總力戰 としての近代 戰 —とく 
S 來風にわいては、武力 S みにょつて、戰爭 S 後の勝利•を I し、決定することは出來ない 
のである」な1ち、近代戰は、武力の停止が—の——味しないからで—。—は武力に 
111 S いて4けられ、—の範圍が f し 11 せず、—— 
1 f なつた今日以後の逊 I ては、思—は、か？1を支援し、完成し、か 
つ成 f 收めしめ— I 、11つたきろのものから、一 f # して武力以外の他 
の手1てする立派な一つの黯手？なつたのである。^から、いか£力なる武力が1 
されてゐょぅと も、 これと同—、 si 化、外交と政治の— と I に£て|手段として 
の——にかくる i ろあらば、戰爭はその一角から崩れ— るで— ぅ。 

しかし、この點に關する解釋こそ、私と他の軍事專門家との——の重點であるから、さらこ 


具體的に、また詳細に、後章において論述す ることにしょぅ」 

第六節宣傳戰と謀略戟の定義 

本齊の目的とするところは、謀略•宣傳戰、あるひは思想戰と一般に稱せられてゐる ものを、 今 
次歐洲大戰におけるドイッ側(ドイッ眾、ドイッ啓蒙宣傳省 ) のなしたる®際と照らし合せて、謀 
略•宜傳•思想戰にたいする無防備と無統制がいかに恐るべき結果をまねくかを m 國を愛するひと 
びとにょり深く誌^していただき、さらに、これが防禦と積極的攻勢への確固たる 方策の樹立を 要 
望せんがためであつて、謀略•宜傳•思想戰にたいする； t 問的領域に於ける硏究は、他に適當な平 
荠もあるであらぅし、私もいましばらくの時日をかりて、その硏究を發表したいと思つてゐ るし 
ヒットラ I 戰術といふか、ドイッ的戰略といふか、今次歐洲大戰におけるドイッ省の作戰は、撤 
頭. Ifaid 一 M の政治的謀略戰であり、思.®宣傳戰でもあつた：> いな、すくなくとも 一 . 謀略•宜傳 I54J 
その戰略の上に、重架な位®を占めてゐたことは疑ひの餘地な いところ である3 私は ある 意味にお 

いて今次大戰—馱洲大戰と支那事變—は武力戰の伴つたところの一棟•の思想戰であると思つて 
總力联と赏傳戰 - fc 


笫六節寅薄戰•濉略載の定義 一八 

ゐる。それは民主主義と全體主袭世界觀の對立闘爭であり、また、對立する經濟觀の爭霸戰でもあ 
るからである。 

しかし、この S の議論は別として、本題をす、めるにさきだち、ここに一應謀略戰とはなにか、 
宣惮戰とはなにか、思想戰とはなにか？といふ槪念をドィッの謀略•宣渖•思想戰の全貌を?1•解 
する上に必要なる悚備知識としてなるベく通俗的に說明しておくとしよぅ。 

二月十一日の rv トンの各新聞は、突如として、しかも一齊に f 極東に危機迫れり I との報道を 
滿載した。 

デ—リ— •エキスプレス、デ— ”—•メ ー ル、デ— リ— •テレグラフの各紙を はじめ、 英國內で 
ルータ—通信と契約ある各新聞は、\^づれも同工異曲の一極東危機說一を报載した。その報道を要 
約すれば、 

|日本は ドィッの 春季攻轚に呼應して行動を起し、英_海軍 力の 分散に努める であらぅ。 か、る 
情勢下にあつて、英領マレーおよび蘭印の危機は v > よいよ切迫した。當然の歸結として、日米の 
正面衝突が豫想される」と、いふのであ名。 



愼重をほこる「ロンドン•タイムス」までが一日本は塊®か」と題するテマ社說を揭げ、所 
sn |極東危機說 i なるもの?:-宣傳したのであるが、この f 極東危機說.一は殆んど一瞬にして、 

作 洲、ニ ユ—ジ ー ランドに傅は り、 更に蘭印からアメリカまで傳つて大きな衝激を與へたのであ 
る0 

日本の 新紐^;、これを「相據なきイギリ KQ 謀略•宣傳」と稱し、イギリス S 陰謀を 一 一法なきま 
でに^^すると同時に、折から開かれてゐたわが帝國議#において松岡外相も、このイギリスのデ 
マ宣傳をコツビドク粉碎する演說をなし、さらにこれに關する抗議の覺霄をイギリス外務當局に手 
交せしめた QI 、 われわれがこれをイギリス S 略宣傳なりといふのは、なんのためである 
か、また、イ'キリスがか>1る根捕なき風說を世界に宣傳したのは、いかなる目的と意圇にょるので 

あるか？ 

イギリスは泰佛印 Q 停戰協定と東 $• 管利用し、日本が南進葉を®化する—し、早くもシ 
ンガボールに機雷の布設をなし、一萬二千の印度兵をマレーに增派したり、シンガポ|ルにおける防 
備並びに空軍の增强をしたのであるが、イギリスの極東危機說の流布こそ、第一にこのイギリスの 
總力戰と宣傅戰 ープ 


第六節 £ 戰•謀略戰0定_ ーヾ 

極東 S 備强化を合理化すことで あり、さらに あはよくば、 アメリカの 關 心を極東に 惹 きつけ、 日 
本の南進政策を事前に阻止せん参る. にあり、また、アメリカに 對する f かけとしては一 極東の 
危機切迫す：と呼び力けて、歐洲のみ— ず、 極東に おいても、 アメリカの對英抜助を促進 させ、 
極： 51 -却を餘淡な くされてゐるイギリスの 地位を I 强化すると同時に、英 、淺、蘭 印の對日 

共同作戰へ i を；^吏れ よぅ、—、— 裏を決 S しめて、臺共養に於ける日本の 

指導性を破壊しよぅ i いふ魂膽 であつたのである。 

だから、-極東危機說」の放送は、單純—宣傳ではなく、 イギリス . S 軸，とくに時々刻々 
に迫り Tt ドイツの S 作 ff 機、即ち、—造せしめることによ？有利に打 
開せんがための牽制政策としての意圖が f れてゐ るのである0 

そもそも豪戰」とは、文化的技術をも？、相 f して i に有利な•る 篇を 與 へる手段が、 

計粟 S に 行 はれ—とをいふのであるが、5像」に「謀略」1をつけ加へたのは、 「I 
11が？の報— ずして 11 一 S 造に よ？、眞— 1$ ツチあげんと 
す1、—的— 謹とがそ SSI されてゐるからである。 



すなは ち、 「謀略戰 j とは、自己の意圇を陰蔽しつ X 他の手段をもつて目的を達せん とする 組織 A 
な計菜であり、また、目的を祕匿された I 植の萆事的な政策で ある 〇從つて諜報 網との關聯におい 
て行はれ、相手になんらかの被害を與へ るを 常とする、といふこと が 出來る であらぅ。 

支那事變勃發の：^初、ィギリスはわが S 3 マッチ製迭能力を調査し、これを 多量に 質 ひ 込んだ。 
わが國の商人は外 W 獲得な—よろこんでこれを§た？あるが、奢、マ-ソチは市場より 姿を 
消して、 1の間からマッチの不足を吿げる不滿 S が發せられたが、これはィギリ KQ 一經濟謀 
略.—であり、日常必耑品の JU' 占めにより、わが； g 民の ill] に一種の酜戰氣分を起させるのが、 その 目 
的であつた-■これも MaM 想の流布といふ目的 こそ 隱されて，〇,るが、合法的な商取引を利用せ ると 
ころのあきらかな15濟搜亂の「謀略戰」であつたのである。 

第 -fc 節思想戰の定義と=0の潮流 

次に、思想戰であるが、これは多くの說明をせず とも、 かつてのマルクス主義、共產主義. & 想の 
運動がいかなる國との密接不可分な關係においてなされてゐたかを.&ひ おこせば、 *' まりにも 明 K 
嫌力戰と官：淳哦 二 一 


策七節思想戰の定義と三つの潮沫 . § 

で、ここに述べるまでもないと思はれるが、念のために一通りの解說をしておかぅ。 

今日の世界の思想的潮流を大別するならば、おょそ三つの主要勢力に分けることができる。この 
三つ' ( D 思想の大きな潮流が、次期の世界秩序における主體性(指導性」を確保せんとして、文字通 
り三つ巴の爭覇戰を展開してゐるのである。 

この第一の潮流に一®するものは、從來の售き秩序をあくまでも擁護せんとする所謂リベラリズム 
I 個人主義、自由主議のであり、ィギリス、アメリヵがその代表的國家である。 

第二の潮流は、このリベラリズムを本來の 仇， 故として起ち上り、萬^の營働者、プロレタリア— 
卜を自己の主義の下に團結せしめ、それにょつて全世界を^力革命に導き、もつて赤い秩序を次の 
人類社侍にもたらさぅとする根本的な荒 !'•] をもつマルキシズムの陣營であり、これを代表する阈家 
は、いふまでもなくソ聯である。 

以上の二つ の 陣營に對 して、 さらに別箇のものが所謂フアシズムの潮流であつて、これに lg する 
ものは個人主義•自由主^に反對し、階級闘爭、共產主義を超克して、さらに新たなる全體主義 
(共同體理念)の世界觀にもとづき、それぞれの民族を基體とする新しい世界-睫域經濟圈- 




の創造を企圖してゐる。この陣營に與するものはドイツであり、 イタ リ—であり、また日本でもあ 
り、これを樞軸國と呼ばれてゐる。 

この三つの潮流、即ち一一一陣營に%する國々との爭覇逊はいはその世界觀の鬪爭であり、したが 
つて思想戰であるのだが、この思想戰は幸か不幸か、觀念世界の闘爭として終るやぅな生やさしい 
ものでなく、國國の興菝を睹したはげしい武力戰さへみちづれにしてゐる CT である。私が本寄の序 
論において今次大戰の特徴として、武力戥の伴つた思想戰といふことが出來るといつたのは、この 
意味であり、思想戰は V しば < 武力戰を惹き起さしめると共に、武器がすでに收められた後にも 
锻績されるのである。 

しかし、いづれの國を問はず、多かれ少かれ、自國内部にも、またこの三大陣營、三大思想潮流 
の對立抗爭を包藏してゐるのである。自阈の存立を脅すところの不俱戴天の敵思想の抱懊者がゐる 
のである。 

わが國内における現狀維持派(自由主義、民主主義陣營：> マルクス主義に共嗚する(左翼派)も 
必ずしもいまだ絕無とはいへないが、ドイツに屈服されたノールウ H イやオランダ、ベルギ I 、さ 
總力*と肓傅戰 二三 



笫七節思想 戰の 定義と三つの沏沭 一一四 
ては、フランス內にさへ r 第五列. I と稱せられる親獨派のあつたことは不思議といへば不思議であ 
らぅ。 

ボルネオのある會社の常務理事津輕國雄氏は、この點に關して興味ある實感を (中央公論昭和十六 
年時局特大號 ) 發表してゐられる。 

「ナチス•ドイツの迫力や宣傳力には感心する。降^のオランダにいつかナチス;€が出来る。否 
蘭印にまでナチズムが浸潤してゐるのである。ドイツのオランダ進攻當時、蘭印では電光石火的に 
ドイツ人のみならず、才”ンダ人のナチス黨員を逮捕したが、その中には、役人や多數の件社重役 
なども含まれてをり、その數も數千に上り、ジャワの某岛に抑留された。彼等の家財は競寶に附さ 
れ、一日ーギルダ—を與へられる。昨年八月固際監視阐の巡回に、これらの人々は或る 一定の 個所 
に移されたが、ナチスのオランダ人が、その知己である或る日本人にニユースやいろ^^の物が欲 
しいと祕かに申し出たといふ事であるが、オランダ人にして、ドイツの盟邦 H 本にこのやぅに賴る 
といふ事は並々なちぬ•ことであり、この點でも、ナチス•ドイツの£想の强 さと、 迫力とは、今更 
の如く感慨させられるところである」 



この一つの實例は、何よりも雄辯に武器なき思想戰の驚くべき力 一- 思想宜傅によつて敵國人を 

も潜伏せしめるといふ—を證明してゐるではないか。 

/ 

要するに、思想戰とは、自國の抱く同じ世界覜(田4想)を相手！！に植幺つけることによつて、味 
方の陣營に引き入れることであり、共同の目的と理想に向つて協力せしめるために、武力以外の、 
即ち文化的技術を以てする関爭である。 

以上は「謀略•宣傳•思想|戰に對する極めて簡單な定義であるが、大體これだけの槪念を以て 
ナチス B 想謀略戰の全貌を判讀され、後章において更に明確なる理解に努められたい。 


嫌力戰と宣傳戰 二五 


弟一節謀略 •»: 傅戰 e * 料 i 觀察 二六 

第二 章ナチス宣傳 •謀略 戰の 全貌 

第 I 節謀略•宣傳戰の資料と觀察 

謀略•宣傳戰の理論よりも、その實際-とくにドィツ宣傳戰の全貌-に興味をいだくひとび 

とにとつて は、 なが^^しい 謀略•宣博戰の理論的 追究は、むしろ退屈であるか も 知れないし、 ま 
た、^ 者 ^ 君の I 謀略•宣傳 j 戰 にたいするより深い ff 解を たすける上にも、ドィツ 的戰 略といふ 
べき 1 謀略•宣傳•思想」一戰の解剖からは じめることにしよぅ。 

しかし、 あらかじめ 1 H 者の前に、 とくに 明白にお. 斷 りして おかねば ならぬことは、 馱洲大斅 i 、 
現に繼續されつ V あり、 世界的宣傳戰の渦中に蒐集され たる 謀略 戰と宣 博戰 に 關する 資料は、資料 
そのものが極めて 宣傳的 要素を多分に含んでをり、その眞相をたしかめ f 4 ない ことで あり、また、 
謀略•宜 flid の 技術や觀察や創案が、決して 正確なる 科 ^の部門に奥す る ものでなく、 むしろ 本|& 



D 問題であり、獨自の才能の問題であつて、私の觀察と硏究が同じ一つの資料に對して、かならす 
しも他の觀察者、または硏究家と一致するものでないと v > ふことである I 

この點に關しては、ドィッ啓蒙宣傳省大臣ゲッベルスが「ブロパガンダの技術は決して學び得ら 
れるものではなく、才能の問題である。故に、決して一植の熟練や手仕事にはなり得ない。ブ P パ 
ガンディストは人生のあらゆる領域に於て、出來るだけ麂汎な知識を所有しなければならない。」 

と妙味ある名言を述べてゐる。 

この敎へて、敎へられず、举んで學び得られぬブロパガンダであればこそ、この锺の問題に關心 
を有するものにとつて、無限の興味が湧くのであり、また盡きせぬ不思議な魅力ですらあり得るの 
である。 

「宣傳技術論一の著者小山榮三氏は、最近私に一書をょせられ「贵著 IJ ; 戰审に關する具體的な資 
料が«!富に取入れられてゐるので、我々は本臀にょつて生きた謀略•宣傳の莨相に觸れることが出 
來ます。宣傳は哲雖など、は異り單な^理論ではなく、それは政治と同じやぅに具體的な方法が、 
如何に相手方に反應したかと云ふことが問題であります。」と、申されてゐるが「官 一 傳•謀略」戰 
». 力戰と肓薄戰 二七 


第二節對％丨ランド謀略戰 二.、 

術は、たしかに天才；£な頭腦を必要とする5の削作であり、その具體的資料の硏究 こそ最も大切 
なことである-私は小山氏ならびに讀者諸君にとつて(旣刊の拙者に收錄 せる もの以上に) さらに 
興味あり、さらに新鲜 S 富なる資料を提供することに努力したいと思ふ0 

第一一節ドィツの對ポ—ラ>ド謀略戰 

戰爭の決定的勝敗は、武力に先行する間諜戰にょつて左右されることが多い〇敵情 をょく知つて 
をれば、戰はずして旣に勝つたも同様であり、また、敵國に關する情報は、政治、 外交、軍事、塑 
濟、帝業、文化、思想のあらゆる部門 1 C 亙つて必要である。 

武力戰にと o' ても同様に、謀略•宣傳戰にとつて最も重大なる任務は、相手 國に關するあらゆる 
情報の蒐集である。 

I 九| :九年九月 I 日に a 端を開いたポ—ランド戰爭は、ニケ月で^破してみせると豪語したヒッ 
トラ— M 統の豫想 さへはるかに拔い て、 僅に十八日といふ驚くべき短時日でポ—ランドは世界の itf ! 
調 A ら姿を消し - C しまつた。 




しかし、ひとびとはドイツ軍のこの大勝利の表面的な事實に眩惑されて、ドイツの水も泱らさぬ 
間諜工作と謀略•宣傳戰術の完璧であつたことを見のがしてはならない。 

問諜科學の創始若 X チべ—ル(一八九二年沒}の昔より、ドイツは間諜工作に群を拔いてをるが 
ドイツの空軍が、開戰後忽ち敵國ボーランドの要所々々に爆彈を投じ、波軍の連絡を斷つたのは、 
ドイツ間諜の風のやぅな活動による結果であつた。 

ドイツ軍の思ふにまかせた進擊と授亂政策(謀略•宣傅：> は隱れたる nfl 課組織に負ふところ鉍も 
大なるものがあらぅ。 . 

人1 , 通信員&イド，レ|ルバス氏は、當時ポーラン*卜軍に從軍中であつたが、ポーランド南部の 
某所から 一 I ユーヨーク市 AI » 本社に 同 際電話をもつて 「 獨空軍はポ—ランドの後方揋亂を目的とし 
て落下傘決死隊を組縱して、ひそかに多數のスパイを落下傘で飛び降りさせ、ポーランド軍司令部 
所在地、同飛行隊基地、軍需工業地帶ならびに連絡線等を偵察させたことが判明した一と、ドイツ 
軍落下傘によ.る スバ イ戰術を報吿してをり、また他の報道においては 【 ドイツは百五十の機關銃と 
十八の輕野砲を有する千 二 百の兵を飛行機で百哩も運び、これを落下傘で降下し、八分內で地上で 
總力戰と赏傅联 11九 


笫二節 對ボーラン K 謀略 戰 • § 

集合、戰闘態形を作つた〇一と打電してゐる。故に、落下傘部隊にょる「奇资戰術|は、このボ I 
ランドに於て、すでに 實驗 したのであるが、落下傘部隊については、オランダ、ベルギ—の西部戰 
線における活躍まで、ドイツ軍は故意に^く沈默を守つてゐた0 
對波宣傳戰の慕は、九月三日における英佛の參戰を尻目に切つて落された。 

1 ポー ランド人に 吿ぐ〇諸君の 政府は 諸君を 裏切つ て、すでに 首都を 放棄せ り0一と、 いふ ビラ 
が開戰後直ちにポー ランド 全土に 百一つて 撒布された。 

また、 九月八日の 午後五時、 早くも 全世界に首都 ワルシャワの陷落の-ー ュ—スが 電波にょつて^ 
られ た。 この放送は 明らかに ドイツ 的 アクセントをもつたポーランド語であつたが、最初これをキ 
ヤツ チした アメリカのアマチュア—のラヂオ •ニュ—ス•ハンタ—が、ドぐ ツ箄のラヂオ宣傅隊が 
ワルシャワ放送局と同一波長で行つた謀略放送とは知らず、これを大袈裟に宜傳 してしまつた。 

しかし、事實. はこれに反し、九月二十七日ワルシャワの陷落まで、同放送局はポー ランド軍とた 
死の局員に死守され I 私共はもはやこのマイクを捨てなければ ならな v > 時が來 ました。しかし、殽 
後まで 踏み止？死守します。 J と、 悲壯な女 アンナゥンサ1の聲と共に、ワルシャワ 陷落の最类 




の阿裁叫奥が、ドイッ軍の搾銃や砲聲と混つて電波に乘つて傅へられ、この決死的宜傅によつて少 
からず世界の.ホ—ランド同情其の胸を打つたのであるが、この間も - X - 張りドイッ的アクセントをも 
つた放送は榱けられてゐた。 

スペイン内亂に於けるラヂオ宣惲戰に*ける成果の經驗は、!!1--來の戰爭は放送局の爭奪が、勝 at 
を提る貫要なる M となることを敎へたので、ドイッ軍は先づグライヴイッッの放送局宰奪に必死の 
努力を拂つたのである。 

だから、ドイッ軍は先に行つたワルシャワ陷落のデマ放送を否認し、 tr 都陷落の事 ff を否定し、 
九月十一日にワルシャワ市民に對して 

「ドイッ軍の撤退要求に從はざるワルシャワ市民は崚龄な法律によつて裁かるべし」と、市民撤 
退の要求を首都攻略を前にして、飛行機をもつてビラを撒布せしめてゐる。 

ドイッ軍の對ポーランド背：傳中には、ドイッ國防軍總 rfl 令.^ V オン•フリッチ^策の怪死事件あり 
この將軍の死因を繞つて、英佛が 一 同杼軍はドイッ政府によつて暗殺さる」とドイッ國內捋亂宜傳 
に利用するとか、これに反擊する f 英陸相ホア•ベリシアの突如たる齡任」をめぐるイギリス内閣 
璁力軼と宜傳戰 三一. 
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の對立を捉へての辛辣な批評的な宣庳戰が 相互に演じられた が、 ドイツがこのポーランド戰爭の前 
後において狙つ たところの 宣庳の山は、 t ツ トラ— 嫌 統の隱 忍自萆にも拘らず、これに挑^ 〆 たの 
はポ— ランドであり、ドイツの ポー ランドへの武力 進擊 は 勘忍 袋の 緒を切つ た止むにやまれぬ正義 
の進擊なり、との合理化であ.り、また、 他面に おいて、今次大戰勃發の : |5: 庄と對波進轚 t 「备湮 
化， I す ことによ つて、 C れに干渉せんとす るイギリスに幛嫁し、全世界にイギリスこそ、今次大戰 
の扰發 元兜な り、 との 印象を出來 得る かぎり强く印象 づけん i することであつた。 

そのことは、英阈が|靑辨と呼び「ドイツ、ボーランド兩阂關係並に一九| -- 九年九月三日のド 
イツ、 イギリス 兩國 戰爭勃 發に關 する 外交 卉類皇帝陛下の命に よ，0外務大臣より議钤に提出さ K し 
もの-とい ふ長々しい表題をもつ、 イギリスの 戡爭扰發者は ドイツな り、 との 辛辣な吿發に 答へ 
て、早くも九月 四日に 發表した ドイツ政府の「白黉 j にハツキリ^み取ることが出來 る。 

私はむしろドイツ側が英阔よりも l'fll 爭桃發宥の粲蕊文齊を先に H ] 意して ゐた にも拘らず、英 
國倒に一日先手を打たれたのではないかと想像して ， Q る。 

ドイツ S 主張は、結局 f ランドは英國 S 爭意志の道具で あり、 i 公正— ドイツの提案 



に、 ボーランドが應する意志のないのは、英國の援助を期待してゐたからだと、戰爭勃發に到る史 
的文献を細目に一且つて提出し、これを ffi 證せんとしてゐるのであるが、われわれにとつて遙に興味 
を喚び起すものは、い〇の戰爭にも行はれる蚊切型のこんな「文害宣傳一戰でなくて、ドイッがラ 
ヂォや mm や映肅等あらゆる近代的文化技術を動 M しボ—ランド人がいかに-非人道的殘虐性」に 
富んでをり、また、いかに低級な M 族であるかを極めて偏情的に、異常な熱意と努力を傾けて 
訴へたことであつた。 

由來 ドイッ軍の宣傳は前大戥の場合もあまりにも理性的であり、從つて、また、あまりにも理屈 
に勝ち過ぎ、人間の感情的 センス， に訴へる力が弱かつた。 

ドイッ政府は、 ー ポーランド人の「非人道 的 殘虐性や「低級さ！の證據として、毎週手足を切 
•斷 されたドイツ人の新しい死骸が、ブロンムベルクやボ—ゼンで發見される。一との放送を行ふと 
共に、ポー ランドの殺重なる！：境封14にも拘らず、國境を脫出せんとすを在波ドイッ人の大衆逃亡 
の有#:や W 境の避難所に於けるヒットラ—女子靑 *¥ 隊の救助作戈の慘愤たる倩景をカメラに捉へ、 
これを映锵とズチールを以て、特にドイツ國民に訴へたのである。 

»力戰と fr . 傅戰 


第二節對•ホーランド謀略戰 三四 

-撲殺、拷門によるドイツ人威嚇は日常茶飯事となつた」といふポーランドに於ける殘虐無道の 
違法行爲、流血行爲の暴蕊は、ドイツ國民に「ポ !• ランドに於ける五萬八千餘名の殺戮の 犓牲者」 
こそ、ヴ H ルサイユ條約とイギリスの保證によつて何等妨げられることなく敢行された犯罪行爲で 
あり、イギリスこそ敢後の流血的證人であるといふ C とを感じさせるに十分役立つたのである。 

しかも、ドイツ倒は、波蘭新聞の紐糙的偏動に對抗して、國民の敵槪心を奮起せしめるに、また 
槙めて組織的で、當初ハー九三九年 j 月頃)は波蘭措置に關する報道も論說も出來る限り差按へて 
をり、その叫資料を十二分に準備して、ポ—ランド進擊にさき？®に鮮な計棄約な國內宜傳の愚 
をまき起したのである。 

ドイツ國内の新聞雜誌に揭載された寫眞より m 寫したものが、筆荠の手許に十數葉あるが、この 
寫眞はボ—ゼン、ブ a ンベルク、卩プ、東部才—バーシユレ—ジェン等の地方にて行はれた殘酷な 

ポーランド人のテ®行爲で、一九三九年六月頃からいよ'趨烈となりドイツ人の死の行進_.脅 

威の a : I が始まつたのである。この寫眞は丁度わが東京大震火災當時の被服廠跡の1#擔たる死!5 
の光景を S 出卷 fQ で、これを I 百みて憤激 g 情と SQf 起さ？のはな . S であらぅ e 



•トイツは自國民 , c 對する團結、今次戰爭の正義化をポーランドの獨逸人棑擊政策の全貌を生々し 
/率®によつて^菸し自國民の敵慨心を偏動することによつて至極簡單に手際よくやつてのけたの 
であつた。激時における敵槪心こそ、潮結のために敁も必要な國民的感情の紐帶であり、■断槪心、 
t 惡 、復 S : 心のごとき感情は、最も県始的、したがつて眾純 な 感情であつて、しかも相當に根强い 
もので、ドイツ t : 傳街が、今次大戰に先だちいち 早く 國民の敵に對する憎惡の念 を 起させ、一切を 
歌の货 任に 歸する .戰爭合理化 I に成功したのは非常な强味で ある。 

かくて、今次大戰 こそドイツ 國民にとつて、侵入する虐殺^——ボー ランド、 これを支持する英 
佛——に反抗する防禦のための戰爭といふ定石通りの信念を植幺つけ、勝利にとつて必要なる國民 
の團結を確保したのである。 

この點、一九四0年四月廿七日べルリンに於て外交便節«並に新聞記者國に對して行づた外相リ 
ッぺ ント a ッブの演說の中に自信に滿ち< た句調で語 务れてゐ る。 


I 獨逸國民は英佛今次の挑戰に敢然として應じたのである。ドイツ國民を滅ぼしその權利を破壊 
せんとする英佛兩國政府の目的は獨逸國找の統一戰線にょつて實現不可能となつた, 0 |と。 
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第三節ドィツの對ノ—ルウ H — 謀略戰 

北歐 作戰におけるドィツの 宣傳分野に おける活動と政策は、般初に先づこの北歐作戰の秘密辟守 
とそのカムフラージユといふことに向けられたのである」そして、この仕事は主に内外の新唱を極 
度に 利用す る 一種の謀略宜傳 によつて 行 はれたのであるが、このことに就いて後章 i ドィツの新 

聞 政策、外交宣傳戰 -において述べることにする C 

謀略的な JL 傳によつてパルカンへ進粼するかの如き態勢を示してゐたドィツ笨は、自爆したシユ 
ベー號の補助 船 アルトマルク號が、英人の捕虜を•来せて本 WM 還の途中、英驅逐艦に ノールウ ヱ— 
領海 に遂ひ 込まれ、英人捕堪 |二百 名を 奪 ひ返された二月 十六 口 S 件と、英艦の機雷施設を口實と 
して、四月九日、突如ノ —ルウ H — に進攻した—」ドィツ側では「ィギリスが軍隊を/—ルウエ—揚 
陸のために、水も谏さぬ準備をしてゐたことが、ノールウエ—進駐ドィツ軍がナルヴィクに 押收し 
た文 W によつて明白になつた。英佛が早くも北歐干涉のために講じてゐた準備が、如何に 大規模な 
るかを證するその他の •©• かぬ 證據が 發見された。一と、所 In 英佛の陰謀と稱せられる一眞相噪露一 0 



宜傳戰を行つたが、私はノ-ルゥヱ—進攻は「アルトルマルク號事件、英佛兵揚陸 I の如何に拘ら 
ずスゥ H Iギンの淺鋼を確保せんとするドイッ車旣定の作戰計赘と睨んでゐる。 

ドイッ 軍は攻略せんとする國に對しては、常にあらかじめナチス的な政治工作を丹念にほどこし 
て， Q ることを注意しなければならない。最近數年間におけるラインランド、才—ストリ—、ズデ— 
テン、チ h ッコ、メーメル等失地回 fa : と所謂「無血の勝利 一 こそ、その蔭には、いつも完瘦に近い 
間諜網が張りめぐらされ、この諜報組溢の政治的工作——謀略 1 にょつて無血の®果をかち得た 
も®である。 

ォー K 十リーの合併に* ■ けるナチ K 政治工作 CO 例をとつてみれば、ォーストリーにナチス JI 動が 
摟頭したのは一九三三年のヒットラ—政横瘦得後であつて、首相ドルフス博士は撤底的にナチスを 
彈 M したが、一九一二四年七月廿五日のナチス反亂にょりドルフス- ft 相は » K - 殺され、ォーストリ—に 
は1内部から塽國を奪取する. I 政治工作が緻密な計粟のもとに着々行はれてゐた"ォーストリ—に 
おけるナチ K の政治的謀略をみると、 

一、填國內に一種の「土作隊 J を組織し、問II網を張り、填國ナチスの運劾を操縱指導してゐた 
總力職と官：庳戰 三 七 
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二、外國の干涉を避けるため内部ょり襖31を奪取する策を採つた。 

一一 一、 目的貫徹のため極力填！！ナチ K を援助し、資金の供給、幹部人材の訓練に當つてゐ た。 

四、獨逸の填！！における經濟的政治的勢力を利用した。 

眼に i とまらぬあざやかな/丨ルウエ ー 進轚の蔭には、占領後直ちに親獨政府の首班となつたキ 
スリング少佐に對して、ォーストリ—の場合と同様な政治 fi ' J 謀略が、旣に潜行的に工作され てゐた 
ことは疑びの餘地がない。 

シカゴ•デ— リ I • -I ユースの特派 M リーラ ンド •ストウ 氏は、「エデ イタ— •エンド•パップ 
リシャ|」誌に、ノールウヱーに對するドイッの謀略エ作の»1谣記事を菁いたが、右忆ょれば、ド 
イッのこの謀略戰 C そ、,二十世紀殽大の怪奇な陰謀|と稱せられるものであつた。 

ドイッ軍のノ —ルウエ—上陸は、一九四〇年 四月 九 Q であつたが、その數 H 前の五日ノ I ルウエ 
I 政府の高官連に、ドイッ公使誼ょり一通の招待狀が届けられた。その招待狀には、た，非常に珍 
らしい映窬を御覺に入れるとだけしか書いてなかつた。 

それが#期の二日前だつたので、閣僚は出席できなかつたが、二百名以上の名士が 集合した。. 


その夜、 どんな 映窬が上映されたかと VN ふと、 ドィッ 空軍が ポーランド 市を tj 轚 して V 恐るべき 
猛威を揮つて ゐる ところで、映粛が終つた時、親獨派と して 有名な某氏が|人 だけ 拍手した 丈けで 
他の人々はし ばらく 一言 も發 しな かつた。 

やがてシャンパンと サンドウィッチが 運ばれた頃、 ドィッ 公使 クルト•ブラウヱ ル博士は容席の 
間を來會者の感想をき X ながら歩いてゐたが、彼は誰にでも I 様に 「これは 戰爭映 Tsf では ありませ 
ん平和の道を選ぶ者の避けることが出来る災害を示した反戰映諶です‘|と說明した。 

しかし、 その映®を見た人々の恐怖はどんなだつたであらぅか、ドイッ公使粒はなんの目的で、 
ポー ランド都市爆繫の猛威を K クリンに再現して、人々の恐怖を喚び覺ましたのであるか。 

いふまでもなく、この映 a の上映は、恐怖の映像をハッ キリとノー ルウ エー の大官連に きざみこ 
むことにょつで、ドィッ公便が說明した ごとく ノールウ H I 國民に反戰觖戰思想を鼓吹したので あ 
つた。 同國民のドイッへの戰闘的精神を喪失せしめるのがあきらかにその目的であつた。 

この映^會が催された數日後、四月九日ノールウ H 丨の首府オ K a I は、突如千五百名以下のド 
ィッ軍に占領され、市內では一個の爆彈も落下せず、一發の鈇聲も聞えず、何等の反抗も試みられ 
總力戰と®:傅戰 三九 
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ず、二十四時11}|に堂々占拽され、/第五部長キスリング氏の親獨派との連絡と上畤作戰の M 齬のため 
i ブリュッヘル J 號が、ォスカ—ボルダの要塞地で轚沈せしめられた不祥事件を他にしては、ナル 
ヴイック、ベルゲン、トロントハイムの陷落も、オスロー と 同巧 異曲 の經過 を 示し、全諾威海港 
は、緻密なナチス笫五部隊の工作と、諸威の内通者とに依り、十二時 P . I ] の白日夢の中に、完全にド 
イッ軍の制^するところとなつた。と、ストウ氏は報道してゐる。 

ストウ 氏は、 ドイッ 軍の あまりにも 巧妙な 謀略作戰に擗嘆して、オスロ I は別として、ナルヴイ 
ック 、ベルゲン その他に おける ノールウヱ—軍とイギリス救援軍との 激烈なる 戰鬪の報道を二十世 
紀にお ける 最大の怪奇な陰謀を誇張せんがた めに、 故意に忘れて ゐるやぅである 0 

獨軍當局の公表によつても、ドイッ國防軍の損害は、將校、下士 および 兵を 合せて戰死 | 、 三 一 
七名、負傷一、六〇四 名、海上 輪送中その他の行方不明二、三七五名、計五二九六 名。 

海軍においては、巡洋艦三隻、驅逐檻10隻、潸水艦六隻。 

外に小橙艇および補助槎铤十五隻を喪失した。 

空軍は戰鬪により3?海上への不時着により飛行機九十 機を 失 ひ、叉 陸上に不時着 及び敵襲により 



地上にお W て二十七3 r を失つた、といつてゐる。獨箏常局みづから語るこの數字が婕小限度の枝寄 
を意味す る ものとすれば、 なほさら 北歐作硪におけるドイッの陸海空軍の犓牲によつてもわかるや 
ぅに「二十世紀における捩大の怪奇な陰謀 j のみ rc よつて、一發の爆彈を見舞はれず、|發の銃聲 
も聞かれ中に行はれた才 IK トリ—やチ H ッコその他におけるがごとき決して I •無血の 勝利 I でな 
かつたのである 。X 

しかし、ストゥ氏の報道がジャーナリステイクな興味をそ、らんがために、すくなからず誇大に 
報^:されたとはいへ、ドイッ求のォス a I 占據の九日の晚、ォス n I 放送局がキスリング國民政府 
の成立を吿げ、事度假政府の首相にキスリング少佐が就任し、コンチネンタル•ホテルに新内^の 
求^所を®いて活勳を開始したこと、キスリング政府事務所がナチスの镄衞部隊の指揮と保譏のも 
とにあつた等のあまりにも手際のよい{キスリング親獨政府 J の成立によつても、キスリングー派 
Q 第五列的存在と、同一派〇-所謂「怪奇な陰謀」であつたことはも早や疑ひの餘地ないところであ 
る。 

キスリング少佐は、一九三二年より三三年までノールゥ K 丨の國防相を勤めてゐたが、在任當時 
辂力戰 と赏 傅戰 ra 一 
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陸軍將校の大量進級と任命を行ひ軍部に相當の勢力を扶植してゐた。 

コング K ヴィンゲルやザルブスボルダの堅固な要塞の司令官逮が、武器5:抛棄して劣勢なドィッ 
軍に降伏した こと や、キスリングの親獨政黨がいまだ I 箇の議席すら瘦得してゐないのに、また、 
その機關紙「自由の民」が、僅か1二千位の發行部數しかなかつたにも拘らず、その M 者の多くは殆 
んど 陸海軍の楝耍地位にある將校連であつた といはれる 事贲よりみて、キスリング氏が、陸海 軍に 
いかに牢固たる潜勢力を持〇てゐたかを想像するに難くないのである。 

オス n におけるキスリングー派の活躍以外に、ノールゥ H — 全土に1:つて、いかに物凄い第五列 
の暗躍がなされてゐたかを「ナルヴィクを悅出したテオドル•ブ P -7 ク市長の手記」によつて語ら 
しめよぅ。 

「ドィツ軍が進出して來るといふことについて、わたしはこれまで一度も辞吿めいたものをぅけ 
たことはなか〇た。しかし、幾分その疑ひをもつてゐないわけではなかつたのだ。ドィッのスパィ 
が相當ナルヴィクで活躍してゐたし、二月(一九四〇年)にはクルップ■时社の社員ミユーラーとい 
ふ兵隊上りの男をわたし達は逮捕した。 


この ミユーラ— といふ男は、ナル•ゥィ ク から積み出される ドィッ 向けの鐵鑛の帳附けをやつてゐ 
た。そのころィギリスの鐵鑛船が、次から次へとナルヴィクの沖で沈められてゐたが、わたし達は 
それをてつきりこの男の仕業と睨んだのだ。果してその通りで、この男はィギリス船の動靜を逐一 
ストックホルムへ暗號で打電し、そこからベルリンの情報局へ知らせてゐたのだ。 

ドィッ 軍が ナルヴィクへ 上陸した とき、 彼らは一目散にこのミユーラ—が住んでゐた 家の 近くへ 
押かけた。そこにはいつの間にか澤山の武器が隱されてゐたからだつた。 

ドィッ兵がナルヴィクへ上陸する直前にも、わたし達はケールンといふドィッの漁業#社の社员 
を逮捕しようと思つてゐた。彼はナルヴィク郊外のある小屋から頻りに本國へ秘密の無電で情報を 
送つてゐたのだが、わたし達が彼の情婦であるノールウ H — 女を捕へようとしてゐることを知つて 
逮捕事前に自殺してしまつた。 

このほか才 K n I の關係當局から行動を監視するように注意されてゐた人物がナルヴィクには二 

名あつた。 

それはノールゥエーのアスキム海軍準尉とスンドロ陸軍大佐の二人だつた。 

班力戰 と實 傳戰 四三 


第三節對 ノ丨ルウ T 謀略硪 四 ra 

ァスキム 準尉は、今 ワシントンの VI ルウ H I 公使館付武官を勤めて 5: り、 格別の 裏切り行爲はな 
かつたやぅだが、 スンド ロ大佐は ドィッ 軍の手先と して 有名だつた EM キスリング 少佐の 親友で、 
/丨ルウ H I に對する第五列の急先鋒とし全世界にその名を淼かせた。 

わたしはスンドロ大佐と知合ひになつてから七年になる。彼は上べだけ快濶を裝つた 赫ら顏 の小 
柄な男だ C 政治問題に興味をもち、ナチズムの熱烈な信奉者だつた。 

五月末から六月はじめにかけて、一時 ドィッ 軍がナル ヴィクから 撤退し、聯合軍が上陸して來た 
とき、 わたし逮は ドィツ 兵が本部に便つてゐた あるレストランを 搜索したが、 そのときキスリング 
の 率 ゆるファッショ 寐のーメンバーから スンド a 大佐にあてた五 年 前の 手紙を 發見した。 

その手紙はナルヴィクを訪れる豫定になつてゐたあるドィッ新聞記者への歡迎を依賴したものだ 
つたが、これから五年後 スンド b 大佐はナルヴィクへ攻めて來た ドィッ 軍に對して同じやぅな歡迎 
ぶりを示したのだつた。 

彼は ドィッ 軍が上陸す ると 間もなく、 ドィッ 軍本部に近 v > ナルヴィク 北郊に住居を與へられてゐ 
大が、ノールウ H I 軍降伏後は專らオス a 丨に あり、ラヂオで頻りに ドィッ 侧の宜傳を放送した 0」 


. 略 . 

一落下傘部隊が應援に降下したり、スウヱーデン方面から五百名ぼどの增援部隊が到着したこと 
もある0 

なかには ノ — ルウヱ— 軍の制 ffi を着て巧に扮裝してゐるものもあつた。 スウ H — デンから入つて 
來た部隊の中にカント博士と稱する人物-がゐた。 

彼はストックホルムの醫者で、赤十字に所！®すると自稱してゐた。だが、わたしはそれから數週 
間後、ストックホルムで彼の姿を再び見かけたのだが、そのと き 彼は ミュラ— と稱してをり、ドイ 
ッの實業家といふ肩寄を:3:傅してゐた。本當はドイッ秘密臀察の大立物だつたのだ 。 J 

ノールウ H — における笫五列部隊の物凄い暗躍は、.おょそかくの如きものであつた。巧妙極まる 
獨軍•の北歐作戰が、遠隔の地にあるわれわれの目には、はじめ英獨いづれが優勢なるか判別がつか 
なかつたほどであるが、それはイギリス側の搫沈宜庳戰 I 獨海軍全滅の イギリス 躍起の宜傳のお 
蔭であつて、ノールウ H I は果して獨軍の占據するところとなるか、見當がとれなかつたが、イギ 
リス侧の無資任な戰勝の放送は、世界の物笑ひの種となり、イギリスの官 一 傳は、極端に信用を失壓 
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して、今次大戰における英 S 宣傳戰の敗北を決定的なものにしてしまつたのである。 

いまだ眞僞のほどもわからず、公式的な確認もされてゐないが、 ドイツ 軍がノー ルウ ヱーの經濟攪 
亂のためにオスローの上空からノ —ルウ H — 紙幣をバラ撒いたといふ tl ユースは、イギリス側のデ 
マ宣傳であらうか？ i …もしも、精巧なる僞迮紙幣を經濟謀略のために使つたとしたならば、これ C 
そ嶄新奇抜な人心攪亂政策といはざるを得ない。しかし、ここに注意しなければならぬのは、非常に 
精巧な僞迮紙幣でなくば、功果がないことになるし、どちらが僞造かわからぬほど精緻な僞造紙幣 
の撒布に成功したとしたら、それを後日にいたり回收するに困難になり、占領後の治安維持——と 
くに經濟生活の安定にみづから苦しまねばならなくなるだらう。この點を考へると f 僞造紙幣がバ 
ラ撒かれた」と•いふのは第五列(ドイツ)自身の發した反感苦肉の人心攪亂のデマ宣傳ではなかつた 
らうか、それとも少量な僞造紙幣 I それも少しく注意してみれば、すぐ判別出來るものを故意に 
撒布して、人心ならびに經濟の動榣と攪亂をねらつたのでもあらうかと、私はこの僞造紙幣に ょる 
授亂政策に興味ある多くの疑問符を淺してゐるわけである。 

なほ、落下傘部隊の活躍も、ポーランドに次いで、このノールウ H I 作戰中に行はれてをり、ド 



ンバスを奇襲占領——一一名の將校に率ゐられて六卜一名が降下——し必死の奮戰をなしたが、ドィ 
ツ軍の公式的な發表にょれば、 ドィツ :«の落下傘部隊の活躍は、これが於初であるとされてゐる。 
また、 この北歐作戰に は、ナルヴィクに おける孤立無 M の ドィツ 54に決死の落下傘部隊の空輸がな 
され大成功を牧めたことは有名な話である。 \ 

第四節ドイツの對オランダ•ベルギ—謀略戟 

癱 

ドィツ側で It 、 佛軍事命議の槙祕報吿文齊(第一 一： 十一:號)たるものを人手した ると ころ、 4 の文 
寄には、 

一、ペルギーの占領。 二、 各河川への浮游水笛數設。 三、 フランス北東前線の局地攻勢 
の三軒が強調されてあり、佛革事絝讓に於て、すでにこれを採擇され、ガムラン竹軍がベルギ—占 
領に着手せんとし、ペルギ—及びオランダ5:通過してドィツのル—ル地方に進解する事は、白!® !• 雨 
國政府の諒解のもとに五月作戰として決定してゐた。また、ィギリス愦報将がべルギーおょびオラ 
ンダに作り上げた組織は、白蘭雨國政府の袋高地位にある官吏や參謀本部員の人をも含む资汎な支 
拽力硪と宜傅戰 四七 


e 

第四節對ォランダ•ベルギー謀略®四 八 • 
持を瘦てゐるが、この組織の0的とするところは、あらゆる手段を講して、總統ならびに ドイッ ar 
府を轉覆し、これに代つてドイッ國家の統一を解體して、これに代る無力な聯邦制國家組織の採用 
に同意する一政府を設立することにあつた。この璀證を得たので ヒットラ— 嫌铳は、英佛の侵略に 

對し先手を打つて、これに反擊を加へたのだと、蘭白進轚-即ち、中立！！侵略の理由を釋明宣傳 

した。 

蘭白進擊の理由が、いづれにあるにせょ、前大戡にイギリスの巧妙なる^:傅にょつて中立阈侵犯 
の貴任をおしつけられたドイッが、今次大戰には蘭白進犁の理由を根城づけるなにものかを十分用 
意してか-.り、しかも、英錄の宣俾の乘ずる|蜓の隙も與へぬ神速さを以て、この作勘に成功した 
のは、實に戰史における未 t 有の奇襲的謀略戰術の大膽なる採用に M さねばならない。 

史上赫々たるこの勝利は、ヒットラーの天才的な着想になる、獨特の f 奇襲」と「謀略」に基礎 
をおいた新戰術の軍事的成果の偉大さを證明して餘りあるであらぅ。 

今次大蕺において、一躍戢爭の花形となつた落下傘部隊と第五列部隊との緊密なる連絡を以てす 
る後方，攪亂戰術は、その最も後秀なるもので、ドイッ軍は、五月十日の午前二時、落下#:部家が、 


オランダ•ペルギ—に着陸せる頃を見計つて、オランダやべルギ—放送局と同一波長を以て、兩 N 
國民に向つて「ドィツのデザント部隊が、わがオランダ(ベルギ—〕各地に降下したが、彼は蘭白 
軍と同様な服裝をしてゐるから嚴 m なる释戒を要す一との苦心の謀略放送を行つたといはれてゐる 
が、この謀略戰術は、先にも述べたる 如く、 ワルソ—陷落に先立つて、ワルソ I 放送局と同一の波 
長で、ポーランド語を以て「ワルツー陷落 j を放送し、後方授亂の機略を用ひ成功したといふ試驗 
濟みのもので、落下傘部隊の主要なる任務が、戰車隊の進擊の要地 I マース河およびワール河の 
鐵橋を守るとか、ロツテルダム飛行場を占據する I といふ直接の，ポ事的目的にあることは勿論で 
ある•が、そ il と同時に、奇襲による後方攪亂と VN ふ効果を狙つてゐることは、落下傘部隊と共に、 
謀略班が加つて落下した事實より見て想像に難からぬところである。 

落下傘部隊降下の新戰術は、オランダ•ベルギー阑軍に全くの混亂を與 へ、 夜明けと共にデザント 
隊て對する释戒は極端に强まり、その結果. It 、 自國民の 5 P : 隊を見ても獨眾の變裝した大邡隊ではな 
いかと 疑ひを抱き、 同士 討さへ 隨所に演じ、流言は亂れ 飛び、ドィツ 軍がいまだ近づかな v ' 先に、 
避 S は雷を 打？ E 東に 殺到し來る。軍用露は避難 S ために杜絕する。經濟生活は波綺 
總力戰と B: 傅戰 f 


. 笫 ra 節對ォランダ•ペルギ ー 謀略稗 五「 

を來す等、拾收すべからざる混亂狀 態となつてしまつた。 

トィッ軍のこの後方搜亂 - i ^ i 略•宣傳•奇襲—■が、いかに巧妙であり、また、いかに^果的 
であつたかを證明するために、英國陸軍參謀本部附の フランス 公式連絡觀戰 武官た るアンドレ•モ 
丨 a ア大尉の敗戰手記を、ここに，紹介して おくとしよう。 

一村に謹が落—と、何處 Q 村にもドィッ人やべルギ—人の第五列がゐ二時問のあるうちに 
避難せよ. 0 ， JQ 村は間—く全村破管れるに違ひない。飛行機の後から來るのはゲシユタボであ 
るポ-ランドがどんな酷い目にあつたかを、われわれはよく知つてゐるはずではないかし 
住兄は第五列と知らず、こ§葉5を傾けて、村長、敎 S 師、町役人 i もに村を立退くの 
であるが、それは f ? 光景1つた、道？.^道路は蠢民 S れてゐた。—といふこと 
ほど1し5も S ない。われわれ q 機械—あ？うな蒙—第一—出發したも 
のだが、間もなく避難民のために婉がとれなくなつたのである。一八一九年にアミアンの前陳が波 
れた時でも、このやうな雲狀態は見られなかつた。なぜか？それは綿密に繰り齊げられたに有 
逮ない恐怖 Q 言葉 y 、 そ Q 土地に深い愛着をもつ人々までが、測り知れない危險から逃れよう4 



したからである。前大戰には何の情報も知らされず、自若としてゐた農夫逹も、こんどはラヂォと 
いふものが怖ろしい-1ユースを博へる。その上、ドイツの飛行機 Jt ®: において斷然われわれに優つ 
てゐたから、この不幸なる人々は自分 達に、 なんの防備もな v ' といふ印象を受けたからで ある。 絕 

■?. 的恐怖に W!t /L た人々は、われ先きにと m 走した。 . ドイツ 革の突破は直接的かつ完全であ 

つた。 どうして こんな ことにな つたのか？それは集阒と恐怖との結果で ある。 rj : 千の火馅放射夕 
ソ •クとサイレン附の 飛行機が、コラツブ將軍の: f : 隊に襲ひかかつたのだ。豫期せぬ脅威に晒されて、 

承敢なる彼らも S を守備する何の術も機命もなかつたのである。 . セダン S 刺の後、私の 

竭してゐた英軍參謀本部は、敵の銳鉾を避けょうとしてアラスへ向つた。アラスの町は流言飛語で 
わき かへ り ー ドイツ 軍はすでに ドゥ ヱに速した I 「もうカムブレまで來た， I と W つた風で、つひに 
は軍 tr 腦部までその虚報を信じ、分遣隊に海岸線へ退却するやうに命令した。海岸線に速したその 
分遣隊は勿論、まんまと敵の捕^となつたのである。第? T - 列の流 rf 飛語が機械化兵圈の進む地なら 
しをしたのだ。 . 

ドイツのパラシユート 兵が相當の役割をしたことは確かであるが、彼等に對する恐怖といふもの 
總力戰 と a : 傅戰 五一 




第 W IP 針 ォラン V •ペル ギ Ta 略載 五二 
が彼等の効果を十倍にもした。農夫や兵士達の眼には、すべての服裝が變裝としか見えない。制服 
の&校でも、. S つ®物になるかも知れない。公式の電話さへ疑ひをもつて聞かれるやうになつた j 
アンドレ•モー a アの•この手記によつて、ドィッ軍の謀謀戰が、责に擗くべき銨密な計蒹の もと 
に、いかに有効適切にその作聲中に m り込まれてゐたかを窺ひ知るに十分である、 i 同時に、私が 
どうして落下傘部隊を單なる奇费戰術とみず、後方按亂の心理作用を狙つた謀略戰として 取扱はん 

としてゐるかがわかるであらう。 

# 

ドィッ的戰略の樞軸たるものは、急降下 iM 轚機、戰車部隊、砲乓隊等の破 i?l 的威力によつて*^の 
抵抗力を S せしめ、14 f 與へ—同時に、落下傘部 ff 列部—び5ヂォ宣馨 
に依り、一般國民の神經戰線に對する直接的攻擊によつて、戥-1: を 喪失せ しめ、 ®亂と恐 tftj co l ^ p 、 
中に叩き込むといふ一植の|大謀略戰 I 戰鬪意識の解體戰術 Iであつた。 

この现、ベルギ丄捕保の語つたといふ請と、木暮浪夫 氏 f る 「落下傘部隊と空中步 
兵 J の一節に、なによりも雄辯にその事實が裹書されてゐる。 

一從宋の戰法をもつてしては、この强力なろ耍塞は容县に拔けるものではない。 そこで 考へ 出さ 



れたのが、落下傘部隊、急降下爆犖機、商射砲隊、突擊工兵隊、機械化步兵部隊の協力作戰であつ 
た。そして、 H ベンマ—ルでは、この協力戰の - t - 頭を切つたものが資に落下傘部隊であつたの 

だ。 - 

五月十日の未だ完全に明け切らないべルギーの空から、練勢百名に滿たない兵隊が、手に手に自 
動小銃を握りしめて、雨のやぅに H ベン • H マールの堡壘の堉内に降つてきたのである。敵は、地 
•上から现れるか、或;1爆搫機をもつて攻擊して來るものとのみ. e.o てゐたべルギ—の兵隊達 it 完全 
に不意をつかれてしまつたのである0 j (木祁氏同锊一七 一!一 頁) 

「自分達(ベルギ I 捕庵：>はこの要塞の守備についてゐた者で、指揮官ボヴィ少佐以下七百名で 
あつた。戰_開始するや不幸にも敵爆彈のために司令塔を破壊され、ボヴィ司令官もその時重傷を 
炱ふて、近くの病院に人るを餘谜なくせられた。人笔姝に笟かつた司令官を.姿笼から失つたことは 
先づ我々の第一のいたで r あつた。それに恐ろしい唸を生じて急降下谋辇機のねらひ落す爆彈の臭 
ひ、地下杓十米まで不氣味に傳つて來るすさまじい怍裂の籩動、隣接の要塞のつぎ<の陷落の知 
らせ、持にフロレン要塞司令官が萬事窮して自殺し果てたこと•など聞傳へて、食料や彈-^こそまだ 
锶力戰 と官 ：傳戰 五三 




第四節對オランダ••へルギ 1 謀略戰 五 ra 

-餘裕もあつたが、我々もここでまご^-してゐては全滅してしまふのではないかといふ恐市、、， 
又如何に文化設備がと、のつてゐるとはいへ、この地下1!!十五米の明けても暮れても灰色の穴居生 
活は決して樂しいものではなく、これ等のあれやこれやが集つて要塞内の兵士等の心を動搖 せしめ 
かくあつ氣なく自分述を降伏に導いたのである。全くバ I - ック狀態にあり、誰いふとな く 降伏して 
しまつたのである .I ( 海音寺三.四郎「西部戰線從軍 « B . b . 

奇襲兵器ともいふべき落下傘部隊について、ィギリスの軍事評論家リデル•ハアトはこの點につ 
いて興味ある見解を述べてゐる。 

• 彼に從へば r 沾んな 奇襲兵器で も、 戰爭 では 於初から大きな有利性を持つ ものである。その 行動 
範圍の變化性のために、パ ラシ ユート攻法は輕視 してはならない 發 M 性を有つ てゐる〇そ の戰略 
上の間接的威力は その K 際上の成果に比して、遙に大 なるものであるかも知れない。 

どんな^隊でも、指揮官で も、 殆んど皆、背後攻® f の脅威と連絡妨害とには極めて 動搖し 易い0 
敵には落下傘部隊があり、自己の後方における. m 要な橋梁乃至緊密な地點近くに、それが 降下 出來る 
といふ心配は、この謗 H を增大するやぅに感じられる。この危險性のために高級統帥部は、兵站絲 


上のすべての分造隊及1>駐屯地を增强するに至るであらう。その結果、敵の有する落下傘部隊より 
も幾1- 倍 も多い 兵力を 自軍の主力部隊から 割く ことになるであらう。その上心理的な負擔がある。 
故に、このやうな部隊が存在するといふ脅威だけでも、それが實際に與へる損害よりも遙に大きな 
成果を得る可能性があるのである 。 j 

しかし、落下傘部隊のか V る {£ 務は、やはり單なる奇襲戰術に過ぎず、これを純粹謀略戰と呼ぶ 
ごとはできないが、私は落下傘部隊の降下の前後には必ず第五列部隊(諜報網}との緊密なる連絡 
があるものと推察してゐる。 

五月十二日ブルッセル發の(フランス新聞紙上に报載された)特電には、政府が、ラヂォを通じ 
て、次のやうなコンミ-ーユヶを出したことが報道されてゐる。 

「保安局では、市內及び市外の電柱その他に貼布されたパッシャ印コ I ヒ—飮料の赍吿ビラを即 
時ひき flj すやう指令を發したが、その理由は、該麂吿ビラの裏面には、敵軍にとつて3-重な手引と 
なる地圖が刷りこまれてあることを發見したからである」(小松済氏著「沈默の戰士」による)と、パラ 
シユート部隊にさき立つてなされる諜報網(第五列}の活躍をみとめてゐるが、海音寺氏の西部戰 
總力戰と肓傳班 五五 



第 ra 節對ォランダ•ペルギ彳謀略联 五六 
線從軍記は第五列のさらに猛烈なる活躍を、次のごとく報道されてゐる。 

當時べルギー軍の中に、旣に獨逸軍に内通す る 者が、かなり居た さぅ だ。例へばべ ルギ—のソ 
ラン—メン人 部除(これは低部獨逸語を用ひる ゲルマン 族である)などの 中に 親^的な ベルギ—求 
がいざ砲擊開始の時など、砲口とそこへ運ばれた砲彈が全く|致しない別のものがあつたり、 アル 
ベルト 運河の要塞など硖壤しないで逃げ去つたり、獨逸：本の爆萆を誘導したり、 又 一般の街角に張 
り出された野菜ポスタ I 靡、吿の裏を引きはがすと、市の詳細な地国が霄かれてあつて、落下傘部隊 
や先着部隊はずぐさまこれを利用して活躍したといふ事；貫 も あるとの こと だ。 

落下傘部隊の降下と、その奇襲戰術は、かくのごとく第五列部隊との協力を得る ことに 成功すれ 
ば、奇襲は、後方搜亂、破绂の謀略的戰閫に變轉し、その某事 rj 成果は一罾擴大 されるであらぅ。 

リデル•ハアトは、流石にこの點についても言及してゐる〇 

i 眞の危機は、我々の氣付かぬところに潜んでゐる。それは個人的に或は團體的に降下される後 
方攪亂策動者といふものがあり得る.ことである。彼等は空爆にょつて生じた m 害を甚 しく 擴大 し、 
大いに利用する。我々は、最近アィルランド共和軍別動深の少數の厄介な連中が 港き 起した この SI 


の妨害について經驗がある。彼等の場合は比較的幼稚な装備と組織であつたが、これが戰時で 、 w 
察が他の事件で多忙である場合、强大國の無限の軍事資材と戰時下の好都合條件下で實行されるこ 
の空輸による後方攪亂破埂戰術なるもの、惹き起す困難さが、如何なるものであるかは窺ひ知るこ 
とが出來よう。熾烈な且つ齊範圍に及ぶ空襲によつて生ずる大混亂に乘じて、枬亂破壊團は、破壊 
と混亂を增加させ I 爆彈が落ちてゐる間に事を爲せ一と許りに活動するであらう。電信、電話線は 
切 sfr される であらう。道路と鐵道線路は爆破され、被空爆地域からの避難者の撤退ばかりではなく 
X 軍隊と食糌の輸送も混亂狀態に陷るであらう。かくて生ずる交通機關の混亂は、赍範圍の機能停 
止へ>攮大するであらう 。 J 

ィギリスの较大の軍事評論家リデル•ハアトの落下傘部隊についての觀察は美事に的中し、戥史 
上いまだかつてみざる赫々たる勝利によつて結ばれた。 

オランダ、ベルギ—、ルクセンブルグにおけるこの驚異的なる成果は、空陸一體となつた機械化 
部隊の協力作戰および疾風のごとき果敢なる機動戰によるところ多大であるが、それと同時に•、あ 
るひはそれ以上に、ヒットラー總統の天才的着想になる謀略的授亂政策の成功といふことが、オラ 



第五 節對フラン K 謀略 戰 五八 
ンダ、ベルギー戰爭における勝利の内面的理由なのである。 

第五®ドイツの對フランス謀略戰 • 

今次大戰においてイギリスの諜報機關が、その得意の活躍をほしいま i にしてゐたのは、獨 
軍進攻以前のオランダ、ペルギーにおいて SL * あつた。 

イギリス諜報機關の蘭白雨國內における活動は、あらゆる手段を講じて、ヒットラ—政楢を打倒 
することにあり、十一月八日の夜ミユーへンで起きた爆彈事件のごときは現ドイッ政府の轉覆を企 
圖するイギリス諜報網の陰謀とみるべきであるかも知れない。 

しかし、今次大戥における英佛の諜報機關の猛烈陰險なる-暗躍も用意闾到なるドイッの第五列と 
諜報機關の猛烈なる活動に完全に封鎖され、あるひは質收されて、手も足も出ない格恰であつた。 
まことに、ドイッの第五列乃至スパイの情報と活動の神速さは、殆んど奇蹟と v ' つてょいくらゐで 
あつて、流石に諜報組错の怪傑 K チ—ベルの光輝ある傳統を有するドイッの間諜戰の勝利であつ 


スチ I ベルの残した尨大なる間諜組糙は、ナチス的な訓練に養成されて世界無比の驚くべき威力 
を有する紐織となつて、今次大戰に稀有な戰果を瘦得したが、これも备個人の獨創的な天才と特殊 
技能の發揮に注意を拂ひ、たとへ發覺して捕へられても自らその實任を負ひ、國家に累を及びさぬ 
といふドイッ魂のあらはれである。 

ドイッの現在の間諜組織は、ゲスターポ(秘密臀 S 以外に、突擊隊、親衛隊、宣傳省管轄下にある第 
七部の外國部ハ所謂第五列部隊}を擁し、間諜工作においては恐らく完璧に近い陣容を傭へてゐる。 

英國間課の モットーが 「迷はし、誤まらしめる I にあるとするならば、 ドイッ 間諜のそれよ I 暴 
力と奸計」即ち破埂と謀略にあるといふことができ、 ドイッ lifl 諜の活動は英國流 のそれよりも 遙に 
攻擊的で積極的であることが傳統的な特徵 とされて ゐる。 

ドイツのフランスへの間諜工作は、まづオランダにおけるフランス特務機關の買 收から始められ 
た。この買收によつて、英佛特務拽關がその本部に齎らしたところのドイッ側作诹計畫 と稱せられ 
たるものは、ヒットラ—練統は、對英攻轚を行はない間は、對佛進擊を開始する ことなし、一^:四 
〇年中にはヒットラ—は、西部戰線を攻轚せず、また、バルカン方面に全力柒中し つ、あり、とい 
總力戰と宣簿戰 五九 




第五 節對 フランス 謀略城 六0 
ふ棰めて m 轉目な報吿であつたといはれてゐる C 

ドイツの オランダに おける フランス 特務機關の 買收 とその活躍、ならびに ドイツの 巧妙なる宣傳 
が、 フランス國内に 、いか to 反映したか、謀略はいかなる成果を獲得したか、朝日新聞特派員 鈴 木 
文史郞氏の I . 賴り過ぎた奇蹟」 と 題す る【フランスの 倒れるまで」の滯佛 所感は、この間の 消息を 
如實 K 物語つてゐる。 

「何れにせょ、今年の四月から五月上旬に入つても、 フランスには 國民總動員といふ形に比例す 
る自然的な戰爭意識に缺けてゐるやぅに見えた。それは、昨年九月戰爭開始と同時に、ドイツの飛 

行機は大舉して パリを 空襲して來 ると 思ひ、一時は周章 もし 決心 もした が、 それもなく . 反對 

に、 ドイツは決してフランスを 攻めない といふ 念の入つた宣傳 を、宣傳だ 、宣傳 だ、といひながら 
いつか信じ始めてゐた形である。これが一般普通人許りでなく、軍や政府の首腦者の心の隅にも^ 
食ひ出してゐなかつたとはいひきれまい。 

だから、ドイツ軍がスヵンヂナヴイヤへ進入したのを見ても、成程彼らが反復して叫んで來たや 
ぅ忆目指す敵は イギリス ー國で、ノ ルウ K 丨の 南端から イギリス 攻擊を始めるの だら ぅとも思つた 



つまり、大段平を引つこ拔いた男が、自分の門口を通り過ぎて向ふの方へ素飛んで行つた——まあ 
良かつた、と v ' ふ一安心があつた。パリでは、オペラをはじめ剌場その他は平常通り績けられてゐ 

た, 0 1 

また、當時のフランスの狀態を、次の如く述べてゐる特派員もある。 

「英佛同盟さへあれば、獨伊の如き貧乏國の柩軸何かあらんといふ印象を フランス 國民に與へて 
ゐた政府の宣傳も「今度の戰爭は樂だ、長期持久戰になる の だから、 やがて ドイッは戰はずして、 
內倒から崩れる」といひ、フランス人は今度の戰爭では立つ必要はない、マジノ線にへばりついて 
番をしてゐる C そのうち イギリスの 再軍備 もなり、 やがて アメリヵ も味方に加はるだらうと信じ、 
萬事他力本願であつた、政府もいたつて吞氣なら國民も吞氣であつた。何事も イギリス 委せ、ボ— 
ランド 問題で イギリスが たつと、 フランス もそれに股つて宣傳した。 ポーランド 戰爭は 瞬く間に 濟 
んでしまつた が、 その後は戰爭をしてゐるのかしてゐないのか判らない、妙な戰爭だ とみんな いつ 
てゐた。兵隊はマジノの蔭に無聊に、鈇後の國民も戰爭のあるのを忘れたかのやうであつた。 

人民戰線時代の赤化思想は、牢乎として拔く能はず、これではならぬと政府は「ドイッはなかな 
班力戰と K 傅戰 六一 


第五節對 フラン K 謀略戰 なこ 
か參ら ぬ、 樂な戰爭ではない， | といひ直して、奮起させょうとしたが おそ かつた〇戰爭反對の聲が 
方々で起り始めた。一われ^^はなんだ〇てこんな束縛された生活をつ ^ける 必要があるのか、ド 
イツは攻めて來ないではないか、戰爭 Q ない Q に不自由する q は馬鹿々々しい」 その 答と して「フ 
ランスはイギリ KQ ダ. NS はれてゐるのだ」といふ考へが一般に行はれ出した。敵惊心と か、戰 
11精神といふものは全然みられなかつた。 そこを 狙つてドイツは、英佛離 間の 宜傳を行ひ、それが 
確かに効果があつた。ドイツ飛行機 S 彈は投げずに「チヤ..チルは着？ 一 N ン K 兵一人にいた 
るまで戰はそうとしてゐる」といふやうな反英ビラをしきりに散いた 0 
また、 イギリス 兵は いくらも フランスに送られなかつた。 シヤン ff のカフェ— で、 イギリ 
K 兵が十二、三人かたまつてゐると、 フランス 人はかういつた 一見ろイギリス 派遣軍が全部 集？ 
ゐるょ I それ 5 TK 兵 tiMN ン K 兵 QtQ 十倍も5、夜は 遲くまで外出を 許されてゐ る。 
例の商—などは、 イギリス 兵に占領されてゐた。， JQ 恨みは相當深刻だつた皇はれる。 そこ/ 
またドイツの 7 ヂオが フランス語で 放送して くる。 例の 「ジークフリ—ド絲へ洗潘物を乾しこ行 
く J といふイ ギヴス 兵の歌を もぢ つて| ■ジ— タフリ— ド絲には、 フランス 兵を 差 向け、 おれたちは 


あとに M つてフランス女と遊ばうよ I といふ唄が流行だし、ドイツの英佛離間策は完全に成功した 
ノー ルゥエー戰爭の如き；あれはイギリスの受持だから」 と、 フランス人は他人事のやうに v > ひ、 
フランス兵はマジノ線の內で、インターナシヨナルの歌を高唱する始末であつた。 

以上は二人の□本人ジヤーナリストによる觀察とその情報であるが、次に紹介するフランス人に 
よつてなされたフランス敗北原因の探求とその結論とが、期せずし前述の日本ジヤーナリストの觀 
察と大同小異であり、むしろその事實の殆んどすべてを裏書きし、是認しつ、あるのは、これら一 
聯の報道が、ドイツ側の謀略•宣傳に踊らされたフランスの敗戰の眞因を衝くものと v > ひ得るであ 
らう。 

「戰爭にあたつてフランスは純然たる防銜戰術を取つた。このために人民の平和主義敗北主義の 
感情はいよ<裏書される結果となつた」今.度戰爭になつてからが逢つた人々は商人、郵便配 
逮、鐵道従業員、農民などすべてが同じやうな事を口にしてゐた 。即ち、 「今度の戰爭は決して本 
當の戰爭でなく、單なる外交上の|£引に過ぎない、だから幾百萬人を動員したり、全國を混亂に陷 
人れないでも解決はできた害だつた」と云ふのだ。婦人連は、特にこの意見を强調した。若しも、 
璁力戰と贾傳戰 六三 


笫 五節對フランス謀略 戰 六 四 
戰爭 開始と同時に、佛軍がモ—ゼル河に沿ふて勇敢に攻擊的に出てゐたなら、 I 般の平和 主義は 無 
論消失させた事と思はれる。が佛軍は何等の行動も取らなかつた。 

そこで フランス 國内の步 調は全く混 亂 して來たし、そして、一般に人 M が無關心な 熊 度を 取り こ 
んな無意義な戰爭をする te なら、 一日 も早く兵隊を M してくれば よいと 云ふ氣持 こなつ た。 ¥ 陳レ 
將校までも一同こんな氣分でぁつた C 筆者が拘束されてゐたキャンプの I 指揮官は、新 M を 肖んで 
こんな事を云つてゐた " I 一自分には、今度の戰爭の譯が判らない。 フランスは 攻擊しないし、 
ヒットラ— も亦攻めて來ない 。これは 戰爭で はない 。いつそ自分等は家に ^つ て何か有益な仕事で 
もする 方が まし だ。 そして 外交の 方は 外交 家にやらしておけば それでよ いの だ0，1 
宣傳劣 即ち政府自身が西部 B 爭 に 於ては、本當の戰爭は ぁるまいとい ふ滅の考 へをば國民に吹込 
んだのだつた。九月一杯を通じて新聞で も ラヂォでも獨ソ協定の結果、 ドィッは將に自己崩壊に 潮 
してゐる とか、部下將軍連の 陰謀によつて、 ヒットラ— 失墜は不日に起るな どと 報吿し JJ 。 

然も、 この 陰謀が «- 現せざるや、今度はヒットラーの 進路は、 近東及び東南に 限られる旨を 報道 



これらの報道に反して、いよ < ヒットラーが W 部に於て眞劍に戰爭を始むるや、今まで反戰感 
情に 支配され てゐたフランス人は完全なる 浞亂 に陷入つた。今年の四月、五月 中、 フランス政府は 
幾十萬の兵士を農村に^して耕作に從事させたが、國民はこれを見て近き將來に戰爭がない證據だ 
と思つた。また古い兵隊を復員させた。現に私のゐたキヤンプの守衛兵は大抵やがて復員される連 
中ばかりで あつたが、この時 こそヒット ラーが攻勢に出んとする時機だつた。 

かくて、五月に ドイッ 軍のフランス攻擊が始ま〇た時に、彼等フランス兵は旣に精神的に敗北し 
てゐたのだ . 0 I ( ハインッ •ボル「裏切つたのは誰だ」) 

しかし、何故にフランスは精神的に敗北してゐたか？ドイッのいかなる宣傳と謀略によつて、 
英佛は 離 rjl され、戰爭らしい戰爭はないと思 ひ、 反戰思想が 湖 浚したのであるか？また、フラン 
ス國找のいかなる感情がドイッ宣傳の乘ずるところとなつた ID であるか？以上の報道は、その間 
の事情を語り盡してゐないので、われわれはさらに進んで、ドイッ宣傳•謀略戰の實相を具體的に 
觸れてみなければならない。 

英佛が 、ドイッの いかなる宜傳によつて 離 R 1 J せしめられ、またフランス國民のいかなる感情がこ 
練▲力戰と茛傳敢 六五 


第五節對フランス謀略®六六 
れをうけ入れしめたか、と v ' ふ點に關して、「フランス敗れたり」の著者アンドレ•モー B アのい 
ふところを聽かう。 

「一九三九年九月の開戰當初から、ドイツの宜傳目標は、主として、英佛離問といふ點に向けら 
れた。戰線膠着の八ケ月間、ドイツの宣傳戰は、驚くべき巧妙さと執拗さをもつてこの目的を追求 
したのである。 

「フランスを 戰爭に搀き込んだのは イギリス だ」 

「英國自身は戰つてはゐない。それどころか、一度だつて鐵砲も擊つてやしない」 

r 英國は飛行機を供給し、フランスは大砲の餌食になる j 

かうしたドイツの 宣傳を フランス 人は每日聽かされたのである 。この 他に漫窬 にょる 宣傳が撒き 
散らされた。例へば、英兵が無理やり血の風呂に入れょうとしてゐる ところと か、或は イギリス 將 
校がパリで半裸の女に戯れてゐるかと思ふと、佛兵はマヂノ•ラインで熱心に警備についてゐると 
いふ漫窬である。一九四〇年の六月には、 ドイツのこの 宣傳は英佛二國の離間に成功したばかりで 
なく、 この 同盟を相3:に反目せしめるに至つたのである。何故かくも完全に この 宜傳は成功したで 


あらぅか？ 

理由の第一に考へられることは、ドイツの宣傳は、多くのフランス人にかつての偏見を甦らせ增 
大させたといふ事である。英國はドイツ以前に、遙かの昔、フランスにとつては滹統的の敵國であ 

つた。この考へ; i 佛國民の腦裡に强く燒きついて離れないのである。 . 中略 . 

フランスの多くの地方で私は講演をして、英國の友情が如何に確實なものであるかを語つたので 
あるが、その析に必ず、私が感じたことは、人々があの百年戰爭 C ナポレオン)の微かながらどぅ 
することも出来ない根强い記憶をもつてゐると W ふことであつた0 

デルカツセが一九0四年 lr 英佛を和解せしめて親睦協商せしめたことは眞實である。一九一四年 
から一九一八年にかけて、英國がわれわれの味方として忠實に戰つたことも眞實である。北佛のあ 
の墓地に英兵百萬の靈が眠つてゐることも眞®である。しかも前大戰の後、英佛二國の間には再び 
新たなる誤解が生した C 英国はフランスが餘りにも强大なること5:怖れて、臆面もなくドイツの再 
軍備を援助したのである。」(间寄邦譯一九1 1— 一九四頁) 

アンドレ •モーロ ア は、 ドイツの 巧妙なる宜傳は、 フランス 國民の百年戰爭における英國に對す 
嫌力戰 iK 惇戰 六七 
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る不快な喚び起•さしめた、といつてゐるが、ドイッの宣傳は、心佾きほどに微妙な心理解剖家であ 
り、また、皮肉な1；史家であつた。即ち、ドイッはモー P T が I . 前大戰にはフランスの忠資なる味 
方として戥公、百萬の英靈は北佛の某地に眠つてゐる|といつた「イギリスの忠®さ」を實に曝露 
し、紛碎する宣傳戰を行つたのである。 

一九三九年十二月十三日午前四時パリに撒かれたドイッの宣傳パンフレットによつて、その最も 
よき實例をみるこ. V が出来る。 

「沈默の戰士一の著者小松淸氏によれば、このバンフレットは、掌にかくれるほどの小型の手帖 
といつたもので、細かい活字でくんだ十數頁からなるもの、色は桃色、紙は上等の T 丨卜•ベヱパ 
ア、文章の合間合間に、寫眞やデッサンが入つており、寄かれてある文句は、次のやぅな意味の內 

容であつた。 

一こんどの戰爭は英國の魂膽でもちあがつた。 ml a ッバに英帝阈があるかぎり雄爭は絕 えまい 
この憎むべき仇敵英國をぶつ叩くためには、ドイッはあらゆる犧牲をはらつて戰ふ覺悟である。し 
かし吾々は貴下たちフランス人にはこれぽちの怨恨もない。吾々二大强國が互に理解しあひ、援け 


合へば 3 丨 n ツバの平和は容易に實現する。しかるに、その獨佛提携を望まぬのが、英國なんだ J 
英國は m - r ソパに平和がくる Q が嫌なんだ。したがつて英帝®は T 口 • ソパの敵、平和の敵だ、諸 
君はさう思はぬか！吾々は御互に殺戮し合ふことの愚を止さうぢやないかここの前の大戰でドイ 
ツや フランスが 失つた人 Rn の數を英 S 側の戰死者と比べてみるがい"■。まるで比較にならぬぢやな 
いか。へその統計の圇表がちやんと载 つて ゐ^〇 その 愚劣さを吾々はもう一度繰り返さうとしてゐ 
るの だ！ j 

なんと巧妙なフランス國民の心理と弱點を握つた宣傳であらうか！ドイツはこの種の宜俾を、 
モー ロアをして思は ず 驚歎の言葉を發せしめたほどに「驚くべき巧妙さと執拗 さ I をもつて繰返し 
.てゐる。 

ナチス黨の中央出版部から發行された數々の反英宣傳シリーズは、痛烈なる諷刺と批判によつて 
英佛の離間はもとより、英國を世界备國より離脫せしめ、しかもドイツ國民の抗戰的士氣を養ふに 
足るものとして書かれてをり、武器によらすして、ペンによる英國への挑戦がなされてをる、、 

ドクタ— •フランツ•グローセ著「イギリス 人は 最後のフランス 人に 至るまで 戰 はす.一邦 譯ーヨ 
嫌力戰と赏傅娥 六九 
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丨 B ッバの悲剌 I 

ヮルタ I •トラゥトマン博士著神戶政彌氏譯「世 S ? 英 S 顚落」等 Q ご i を f れるな 
らば、世5知識 i を英國 より 離間せ しめることによつて、わが陣營に引き入れる ために、いか 
に 細心な注意と努力とを拂つてゐるかを十分理解す ることが出來る。 

かぅした排英パンフレットによつて理論的に堂々たる論陣を張るほかに、 ドイッの宣傳 は、 すぐ 
れた心理分折家なることを證明する、巧緻を極めた宜傳を行 ひ、また 美事な 成功を收 めて ゐる。 

フランダ IK の敗戰の結果、逃亡す るイギリス、 降伏す るべ ル ギーに 依つて、戰爭の全 M 力を 
フランスが獨力で背負つて立？ ゐる苦他の時を利用して、 ドイッの放つ た英佛 離間の ラヂォ宣 
傅は.、 

I イギリス軍はたつたひとつの軍事行動しか 知らないんだ。 1撤退と W ふことしか知らない 3 
だ' 諸君 f . M フン K 人は、 間もなく、 イギリスの新聞に勝ち誇つた コム'、 、ユニケが揭 載され るの 
を見る だら ぅ。日く。大英帝國海軍は、 英 軍の—の一兵まで も、 秩序 整然、一滴の血 も 流す こと 
無く、大成功裡に撒退を完了せ しめたり -- _ 


このラヂォ宣傳は、四圍の狀勢からみて極めて適切なる攪亂作用を及ぼすことに成功した。フラ 
ンダ—ス敗戥に自信を失つた英國の將軍連は、海岸線を背後にしょうとあせり出した。佛軍司令部 
はこの英軍の行動に不安を感じ、その結果が どうなる かといふこと を 怖れた。この時、信賴 { C - 滿ち 
てゐた英佛の相互合作の期間が終りを吿げ ると ともに、ドイツが豫言的に放送せしごときコム ミユ 
II ヶを發表して イギリスは 世界に物笑ひの M- を ま\^ たのであつた。 ドイツは 相手固の心理を理解せ 
ずして失敗した前大戡の不名眷を こんどは 大いに挽回した ことを 示してゐ る。 

フランス政府の！！內宣傳政策の失敗にょる國論の不統一は、フランス共產 E の敗北主義宣傳に溫 
床を提供した。國內においても、戰線においても共產疏の宣傳や策動は、相當根强く行はれた。共 
產黨の行〇た宣傳の大要は、 

r 英國の資本主義のために戰場に屍をさらすことの愚は、もうこの前の大逊でこりこりしてゐる 
苦だ。こんどの戰爭だつて、早く敗けた者が、結局の勝利者となる。何故なら、勞働階級の立場か 
.ら考へると戰爭後ョー a ツバにいざ革命が起つたとき、一人でも多く戰士を残してゐることになる 
からだ "，I ( 小松淸氏著「沈默の联士」ニニ三頁) 

»力«と宜傅戰 七一 
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といつた調子のパンフレットや秘密に印刷された「リユマーーテ j が洪水のやぅに都^ の工場に JE 
濫したが、それはとくに動員された壯丁をめざして旺んにバラ撒かれ、その上、 フランス 共產黨 の 
宣傳ラヂォ放送は、每夜十時頃から三十分間、每晚行はれ、その放送局は南ドイッにあると いはれ 
また他の一說にはべ ルギー にある とも 專ら風評されてゐたが、その ニユースはフランスにとつて 常 
に不利なものが多く、その戰術は フランス 銃後にたいする敗北主義の增大 をは かるもので あつた。 

'か X る 敗戰思想の瀰溲するフランス國内は第五列部隊には、實に絕好の活躍の舞臺で ある。 ドイ 
ッ はすでに潜入せしめておいた第五列との緊密なる連絡のもとに、相當數 のスパイを落下傘にょつ 
て降下せしめて、その活動に拍車をかけさせた。その上、 フランス 國內の ナチ ス第五部隊内應者も 
驚くほど多數にのぼつてゐた。 

フランスの敗北をまざ <目轚 したハインッ•ポルは、 ジヤ ーナ リスト 特有の敏感 さを以つてフ 
ランス内の第五列の驚くべき活躍の眞相を、次の ごとく 曝露してゐる〇 

「ラヴアルやボンネの如き政治家は獨逸焱 M であつた。そして、現役軍人の錚々たる連中が相當 
味方に引き込まれたと云はれてゐる。その話を知るには一九1ユ七年及び三八年に起つたヵグーラー 



ル運動のことに一言せねばならぬ。 

この運動は强力に訴へてフランスに獨裁政治を布き、そして全體主義諸國と提携しょぅといふ秘 
密運動であつたが、その暾が餘り高かつたので、辞察でもまんざら棄て®く譯に往かず、といふの 
は»?視 M 監のベルトアン其人が運動の味方だつたから申譯ばかりに手を入れた。 

が、 本當の張本人には手を觸れなかつたし、また有力な賛成者を不問に附した。 この 運動本部に 
は獨逸製の鐵砲や機關銃が發見されたと云はれるが、 一人と して裁判に附せられず、半數は開戰當 
時に他の半數もその後齊くたつて、 v ' づれも釋放された。その中には現役や豫備の將校が多勢ゐた 
さぅだ〕戰爭になつてからも、此のヵグー ラ—ル 運動は相變らず行はれてゐた。例へ ば、フランス 
最大の自動車タィヤの 製 is # 社 ミシュラン エ場の最大なるものは、ヵグーラ— ル 運動の中心た るク 
レル モン •フェランに あつた。そして ミシュラン エ場の持主た るミシュラン 將軍は運動の軍事敎官 
であり、同時に本部を有する第五軍管區の司令官であつた'」 この 地方は多くの工場も あり、また鐵 
道の中心として重要な地域だ。 

ところで去年九月モ—ゼル河に沿ふたフランスの攻擊作戰が中止を餘儀なくされたことがあるが 
嫌力戰と宣傳戰 七三 



笫五節對フランス謀略戰 七四 
それは必要な重砲が到着しなかつた爲であつて、この事贲はル•タン紙にょつて報道されて讀者を 
驚かした。 

然も、オルレアン、ブールジュ及びヴィールゾン等の鐵道驊には重砲を積込んだ數十臺の貨車が 
どぅいふのか十月中頃まで其僂置いてあつた。_はヴィールゾンの鐵道驛員から聞いたが、何故 
か货車運轉の命令が來なかつた と W ふことである。また同じく ミシュラン 袢笨の管珲 - K 域には奇蹑 
と云はれるほどの戰車工場が三箇所あつた。その七十噸戰車は速力も早く操縱も容易で、獨逸1が 
要塞突破に使つた八十噸戰車ょりも强力であつた。 

然るに此の大戰車は遂に戰線に姿を見せすに、第五- f : 管區內の货車驛に其僂殘されてゐた。現に 
筆者はヴィルゾン驛には資地にそ ( D 戟車を見た。六月初旬、ドィッ軍がオルデアン地方を占領する 
や、彼等! i 右の戰車を見出して之^佛兵攻擊に用ひた。かぅしたサボタージュの事 It は、その他に 
も種々ある。例へば、モンクジス附近の飛行機發着場は、四月一日までに完成する泉案であつたに 
も拘らず、地ならし作業をはじめて二週間す ると 中止になつてしまつたこ 

パリー陷落の後、 アメリヵへ 亡命して I 余は轧彈す」 なる 一臀を著し、 アメリヵの 朝野に異常 



なセンセ ー シヨ ンを掩き起した フランスの 新聞記者アンドレ •シモ— ヌは、同#において、フラン 
スの名士を痛烈に糾彈して、次のごとく書いてゐる。 

r ッールに着いてみると、政府の內部にも外部にも、第五列の活動が猛烈に行はれてゐた。私は 
市鹿舍の前で、閣僚の一人に#つた。彼が私に話してくれたところにょると、陸軍最高司令官たる 
マキシム•ウェィ ガン將軍は、潮の如く押寄せるナチの軍隊を喰ひ止めることはとても-®束ないと 
言つてゐるさぅである。そして、ウ H ィガンが休戰を申し込んだことを、副總理の老ヘンリ•ベタ 

ンとヵ ミ ール •シヨ ータンの二人が支持してゐるといふ . 〇 

彼の話にょれば、閣議の最中、ウ H ィガン將軍は突然立ち上つて閣謓室を出て行つた。そして、 
數分の後あわた Sr しく部屋に引きかへして來るや、おそろしく昂奮して、次のやぅなことを大聲で 
叫んだ。 

「共產黨が巴里を乘つ取つた！市內の到るところで暴動が起つてゐる。モ—リス•ゾーレス 
(フランス共生黨の指導者)が大統領公館に侵入した！」 

そして彼は、事態斯くなる上は、直ちにヒットラ—に休戰を申し込まねばならぬと提議した。 

珐力戰と宜傳戰 七五 




第五節對フランス謀略戰 七山、 

I われわれはこ Qg を共產黨に渡すことは祟ない。われわれは フランス國の誇りを守らねばな 
らな い。」 

ウェイガンのこの宣言は閣議に參加してゐた人々の心に、非常に深い 感銘を與へた。 

その時、ジョルジュ•マルタン内相は直ちに電話で、巴里の知事を 呼び出して、眞相を 照 ^しヒ 
ところが、巴里は平隱で、暴動の事實もない。街頭の亂闘もない。赤の政治 も 行はれて ゐないとい 
ふ返事である。祖國フランスを賣らんとしたウェイガンの奸策はまんまと失敗した ので ある。 

「併し一と、その閣僚は悲しげな調子で私に言つた。 

「いつまでこの狀態が績くことか？」 

全く、いつまで 續 くことであらぅ - 。政治家達の集まつてゐるホテルやヵフェに行つ.てみ ると 

無數のデマが亂れ飛んでゐた。私は大通りのヵフェを幾つか S た。 そして約一時間 ばかりの 問に 
かぅいふことを聞いた。 

f ド .- f ッ軍は、今夜にもッ—ルにやつて來る〇英國はフランスに內緖で 、ドイッに 休戰を 申込ん 
でしまつた。英國首相ウインストン•チヤ—チルは自殺した。巴里にはいま大火災が逛 って ゐる。 


共產黨 は數 時 iiil の 中には 大暴 動を 起す苦だ。 W やもう暴動は始まつたさうだ。そして、最後に、匕 
ットラ—はペタンに 對 してとても寬大な 休戰條 件を提示したさうだ。」 等々。 

. 中 略 . 一 

そこで戰爭が始まつた時は、彼等の目に見える反逆によつて、佛蘭西内部は 分裂し 士氣も ? R 喪 さ 
れてしまつてゐた-指導者達に對する信用は全然なかつた 。ヒットラ— は英 _ や フランスの 政府 或 
は同盟最高#議が何を目論み何をしようと決めてゐるかを、|切手に取るやうに知悉してゐた。何 
故なら、彼ヒットラーの手先となつた男たちが フランス 國官廳の鷇高 の 地位を占めてゐたからだ。 
最高#議が前線に、英一;部隊を進出させようと決議すれば、二時間後にはずでにヒトラ—に筒拔け 
だつたのである。 

大英帝國のジ3—ヂ六世陛下が戰線を訪問した時でも、さうだつた。英佛の新聞に現はれるより 
も一歩先に、ドィッのラヂォによつて陛下の行動は遂一放送されるといつた有様であつた . 0 I 

私は電話の照介ひとつで判るやうな J 奸策 j や「反逆」5:ゥ H ィガン將軍ともあらうものがしよ 
うなどとは僭じられない。敗北者は、とかく敗戰の原因を誇大に吹張したがるもので あり、また、 

總力職と究傅載 
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骨の髓まで主義に毒されたフランスのジヤーナリストのヒステリカルなこの叫びを、そのま V 
*5吞みにすることは出來ないが、フラン.ス國内戰線の不統一を巧みに利用したドィツの宣傳と、第 
五列の活躍にょつて、フランスが四分五裂の狀態にあつた事資は、最‘早一點の疑ふ餘地すらない 
であらぅ。 


第三章ナチス £ 旦傳政策とその敎訓 

第一節ナチスの諜報組織と宣傳組織 

前大戰におけるドイツ軍の敗北を促進せしめたる主要なる原因の一つは、宣傳戰の失敗にありと 
いはれてゐるが、一九一四年イギリスの宣傳が課せられた最も重要なる任務は、アメリカを聯合國 
側につかせるといふことであつた。 

この宣庳戰の敗北も、武力の援護にょつて、ドイツ軍にとり最初に決定的な打擊が與へられたの 
である0 

それといふのも一九一四年、英國が宣戰布吿をやつた翌日、即ち九月五日ドイツの海底電線は、 
强力なる英阈海軍の手にょつて切斷されてしまつた。 

イギリス海軍のために切斷された海底電線のぅちには、大西洋を越えてアメリカに達してゐた二 

辙力戰と寅傳戰 


第一節ナチスの諫報組縑と實傳組織 . 

本の囊な線を含むもので、その—一本はイギリスの ペシサンスへ引 揚げ、他の一本はフランス 
の ブレストへ 引揚げられて、遂に聯合阈侧の宣傳戰に利用されたので ある。 

>ふまで—く—.1にあ f SSS し出 VI のではないが、宣1.同時 
11?—め y は、イギ乂は相—前かき&学る I 要—が、豪 

戰の1さを1し、かつ武力 Q みをも？しては勝味の少い1?ゐたイギリスは、•トイ 
ッの宣傅を無力化すべく海審一線に早くから眼をつけてゐた？ ある。 

I 九一四年 Q 末 S ? 漸く許可—ドイッの—は、この海— 煙代— 大な— 

11し11 が 、 f 奮— — ii — 

ふほどに役立つことが出來なかつた。 

しかも、中—を通つてゐたその他 1 、いづれ もロンドン 中繼であつ たために、 すべての 
通—報は檢 f れ、勝手に I されたり、—加に ょ？改—れ 77 ス S 用され て 
しまつた。 

海—線 S 浮、ドイッに李ぐ—を1せし11因—さしめ—同時に 


ド V ッ有綵連絡を斷念 せしめることが、 却つ てイギリスの 宣懔戰の敗北の 一大原因をつくらせたと 
いふ因果應報の皮肉な事實を見せつけてゐる。 

今次大戰に、ドイッのもつ新聞通信の武器は、 1). N , B 通信社一箇であつた。かりに伊の ステ 
ファ-1、ソ聯の タスの 聲援を得ても通信組織は到底 イギリスに匹敵すべく もな かづた。 

しかも、世界宜傳戰 に 於て壓倒的勝利を博したのは、大放送設備を完備して、通信 機關の缺陷を 
補ひ、又その頭腦的運用にょつてラヂオ にょる 謀略•宜傳戰術を採用したがためで ある。 

ドイッは一九三 四 年に六百十 萬、 一九1二五年には六百七十萬の聽取者を 國内に 持つてゐたが 、國 
内 宣傳强化と人心統|の目的を以て、對波戰 前に ラヂオの普及を更に强化したので、現在は八百萬 
を遂に突破してゐると傳へられてゐる。 

ドイッは一九三五年のオリンビック於送施設にこと寄せて、|基百萬マーク もする無電塔を一舉 
に十一本も建てた"だが、それはオリンビックのためではなく、決して切斷 されることな v ' 通信官 
傳機關として、今次大戰への準備であつた。 

果せるかな、この十一本の强力なる放送設備は、.國内通信設備の 撺充と 、その後占領せる無數の 
搏力戰と BL 傅戰 八| 




第一節ナチ K の誶報姐描と宜傳扭 91 八 二 

放送施設と相俟つて、イギリスを凌ぐ世界放送を開始し、その宣傳の咸力は今や地球上の空間 S : 呢 
する觀を呈してゐるのであるが、一九三九年八月末には、ドイツの放送は、いまだ決して樂觀を許 
さ v る狀態にあり、英佛の反®放送の渦中にあつたのである。 

即ち、大戰勃發當時は、ドイツの放送は、西部においては英佛の反獨放送、東部においては ポ— 
ランドの反®放送を受けるといふラヂオによる宣傳攻擊に當面してゐたばかりでなく、ベルギ I 、 
オランダ、ルクセンブルク等の近隣中立國の放送局が、殆んど英佛側の支配と影響下にあつて、英 
佛阑國の睫吿放送による經濟的支援によつて、この枝營が維持されてゐたため英佛反獨放送の前哨 
放送局たるの役割を演じてゐたのであつた。 

しかし、ドイツの ボーランド 進駐によつて、ポー ランド 放送局は空爆し、次いで、 デンマ—ク•ラ 
カルンドボルク放送局が占領され、 また ノールウエ I 放送局 も ドイツ軍の手中に 入り、 さらに 續い 
てべルギ I 、オランダの兩放送局を壤滅に瀕し、フランスの反獨放送の沈默するに及んで、こ、に 
ドイツの對外ラヂオ放送は、渐く3丨ロツパの天地に全く一人舞基の活躍を始めるに至つたので 

意。 


ドイッの 强力なる宣傳放送も、反獨放送を全然沈默せしめることは不可能であつたが、この場合 
反獨放送を沈默せしめるための鬪爭は、武力の力を借りるに及んで、その 1 C 果を瘦得することが出 
來ると 見られるのである。この一事をみても武力戰の攻轚における決定的な威力は、總力戰の時代 
においては一罾無視することは出來ないのである。 

議論が多少わき道にそれたが、イギリスの强力な宜博機關に對抗するために、今一つ準備された 
ものは、かの有名な第五部隊の編成であつた。これは陰險極まりないイギリスのシ—クレット•サ 
- ビズ(秘密謀報機關)に對してなされたものであつて、ナチスの親銜隊保安部と秘密 W 察とが所 
謂「第五列 j を海外に配置し、あるひは潜入せしめるなど、これを縱橫に使驅し應戰したのであつ 
た。 • 

ドイッ倒にいはせれば「今次の戰爭では、イギリス諜報機關の凶双を恐れるょりも、寧ろドイッ 
の戰闘精神をぶつ壤さぅとする老獪な試みを释戒しなければならぬ。シークレット•サービスに對 
する鬪爭は、特にわが國内戰線の重要な任務の一つである。」と、いつて5:り、確かにドイッでは 
國內統一戰線の破壊に對するイギリスのシークレット•サ I ビスへの闘爭のために、あらゆる释戒 
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笫一節ナチスの諜報組総と B : 傅 lil 織 、四 
と準備がなされてゐた。 

ドィツ國内統！における第一 Q 基本的な問題 Q 解決として、ヒットラ i びにナチ スのなしたる 
最初の仕 S 、 |阔家 • I S.1IQ 國家黯 I 民|1義的1觀 一 未完成であった 
勿論、この偉大—仕事は、世界無比 Q あの龙大—啓蒙宣馨の創設によ？、始めてよくなし 
得たのである。 

ナチス的讓によれば、民族社 S 81( 即ち、ナチス〕は、政治的•世界觀的指導の 機能 
を有するもので、政 f 國家の重 f 敎育機關で—。だから、ナチスは I 九—年のヒット f 
政檫瘦得以来、ナチ Kf の世 i 的、政治的訓練が義務的に 課せられて ゐる。 

この民族社—義的革新運動(ナチ K ) が、遂 S 後の勝利を得た とい ふのも、この—に參加 
した人達(ナチス黨鐵)が、敍初から 同| の形式、 同 j Q 訓練、 又同一方向と いふ ことへ 導かれた 
からである。形式と訓練における改革 Q みが、速動の合理的な無血の勝利を可能に する ので—。 

政菜が、國家 Q ため、民族 Q ため、種族 Q ため、文化 Q ため Q —を中核字— に、始めて國 
家の將來が約束される。 


民族社#主義的阈家を擔ふ民族社#的指導層は、新¢5制にょる訓練方法で養成される。 

これがナチスの精神であり、民族的教育機關の意袭である。 

そしてこの民族的•政治的教育機關は、突擊険、親衛隊、勞働奉仕、ヒットラー•ユ I ゲント • 
ドィッ女子靑年聯盟、勞働戰線、政滅訓練等であり、か X る政治運動の機關が、同時に敎 ? r の機關 
であり、新體制にょる訓練方法を示すものである。 

なほ、ナチ K のこの教育の婼理の中には、かの「指導者の原理と組梭|が一貫されてゐる。 

ナチスの阔家觀に從へば、 K 家は民族の個々の意志を集めた意味の f 全體的」！：家でなくして、 
自由なる民族の隨順の阈家であり、ゲルマン的指導者の同家である第一二國家では、民主主義的要素 
と貴族主義的要素とが、新しい統一の形で結合され、その民族的•政治的共同體の中で、生活の流 
れが、下から上へ、上から下へと m 環してゐる C 第一. - :國の中では、治者と被治荠、指導者と隨順荠 
とが同心一體となつてゐる。 

隨順者なき指導者もなければ、指導者のない隨順者もない。すべて、民族の中から生じたあらゆ 
る生活は、その意味の統一と充實とを指導者の創造的笼跤の中に見出す、そこには政治的業 M と敎 
練力戦と買傅戰 八五 
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育的業蹟とは必然的に木可分に結合するのである。 

ナチスの國家は、敎育^家であり、政洽そのものが旣に敎育である。举校は、それに附隨する性 
格•職能•學問的な敎育を分擔するに過ぎず、この學校以外における公的敎育手段として、ラヂォ 
と共に、新聞を重要視してをり、 fr 聞は、凡ゆる他の公共機關、特にラヂォと共に、民族協同社會 
の形成と確立、指導者にょる世界觀的統一と政治的意志形成とに奉仕するものとされてゐる。 

讀者諸賢にとつて、かなり煩雑と思はれるかも知れないナチスの教育觀とその組楢に 一 W そ與へ 
て頂くことを、私が要請したのは、國内統一戰線の形成にあたつて、 ナチ. スの敎育行政とその組織 
こそ、國內統一の最も根本的な、また最も强固な紐帶となつてゐると考へるからである。 

ヒットラ！は、政權瘦#の|九三111年の三月十三日早くもドィッ國啓蒙 宜傳 省を設立し、 资汎な 
る分野に亙る猛烈なる宣傳戰をくりひろげたのであるが、ナチス啓蒙宜傳の成功は、 ?- に 宣傳政策 
とその紐織のょろしきを得てゐたためではなく、むしろ各國民個々人の受ける 多種多様な敎 育 的精 
神 的 影響を統一したことにあると私は觀ずるのである。 


國家は生活協同社會であり、 この 生活協同社會の成員として入り込むことが、また、人り込ませ 
ることが敎育と啓蒙宣傳の前提條件である。そして多様な教育的影響の統一は、あらゆる教育的生 
活秩序、部分的協同社#——國家、家庭、學校、公共團體、ラヂォ、新聞その他——そのものが統 
一的な國民全體の肢體として、その中に組み合せられ、その生活法則(ナチス世界觀)に從ふこと 
にょつて確保されるのである。 

われわれはドィツの國内統一戰線の强靱なる形成を、啓蒙宣傳の分野からのみこれを觀んと欲し 
また、啓蒙宣傳の成果のみにこれを^せんとする傾向があるが、ドィツ國民の團結と統一は、實に 
それぞれ 特殊な課題を、すべて民族的全體性の法則の下に、統一的に果さしめたところにあるので 
ある。 

鲁 

かくの如き努力と粒々たる辛苦にょつてつくられた國内統一が破壊され、戰爭遂行の最高最大の 
主體たる國家組菝が、前大戰における如く崩缜する樣なことがあつてはならず、英國シークレツ 
卜 •サ—ビスの國内戰 線破壊工作に對して、齒には齒、眼には眼の對抗手段を案出したのは、むし 
班力软と宣傅硪 八七 
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ろ當然の處置であつたリ 

英_軍事諜報機關は、大體次の三大部門に分けられてゐる。 

一、 平時における軍事諜報機關 . 

二、 戰時における軍事諜報機關 

三、 シークレット •サ— ビス (秘密諜報機關) 

そして平時の謀報機關には、次の三つの使命が課せられてゐる。 

一、 、他國の軍備に關するあらゆる倩報を、ィギリス本國に通報すること。 

二、 一日：戰爭となつた際はその B 亂の铕く限り、敵國及び その 同盟阈竝びに戰場に關する凡ゆる 
必要な情報が、 シ ークレッ.卜 •サ ー ビスの本部なる ロンドンのドー||ンク 街に 窗らされるやぅ 
豫めその方法を案出すること。 

三、 ィギリスに關する適當な情報が、敵の手に握られるのを妨げること。 

戰爭が勃發すれば、諜報機開の活動分野が、非常に擴張せられるのは、蓋し當然である。この場 
合は個々の仕事が臨機應變、濶達自在にして而も的確迅速であることが最も要求される。 


地上偵察、空中偵察等を通じて行ふ諜報拽關の純 a : 事的な偵察活動は、逐一外務竹內のシークレ 
ット•サービスに報吿され移牒されるのである。 

外務省的のシークレット•サ I ビスの任務は、敵國銃後乃至敵國內のあらゆる事象に關する情報 
を柊供するものであるが、これには豫備軍兵力及び動勢、後方防銜連絡路に關する もの も含まれ、 
更にまた敵國内の內政狀態、勞働力と物資の現狀に關する情報を提供する。 

その他シークレット•サービスの攻勢的な部門(積極的に倩報蒐集、策謀等)の義務は、平時も 
戰時も同じであるが、たゾ戰時には、その活動の意義が萵められると同時に、危險が殖え困難が增 
すのである。 

ィギリスのこの f シ—クレット•サ—ビス」を前大戰の敎訓にょつて最も眞劍に故も熱心に硏究 
し、これの對應策を講じたのはドイッであつた。 

しかも、 シークレット•サー ビスの第一の目檩たる敵の連絡を遮斷し、 これを監視し、 あるひは 
これを 探り出す仕事、竝びに、中立を嚴守させる宜傳と策謀、味方に引き入れんとずる宜傳と策謀 
璁力戰 と宣惇戰 八九 


笫一節ナチ K の 諜報姐級と宣傅姐織 , 九〇 
ドイッに對する反感を起させる宜傳と策謀等が、ドイッ固内戰線の破壊工作と相俟つて猛烈に行は 
れ始めた。 

このシークレット•サ—ビスの iti も大 なる 錯誤は、主として亡命者 (ュダヤ人〕 達から聞いた 話 
によつて、 ドイッには 强力な反政府勢力が あるものと 考へた ことで ある。 レ— クレット • f -— ビス 
は 長年の傳統と經驗により、ナチ ス 政府を顚蓰せしめるべく「ドイッ反政府派との關係强化、出來 
る限りドイッ 國内の全反對派から全權を委任され た 大物と交渉す る こと、交渉の目檫は、 ドイッにお 
ける政治的擾亂、ヒットラー總統とその慕僚の追出し、 イギリスに 有利な平和の締結、 チ 于ソコ • 
スロヴ キヤ、 オ ー スト リー、ダン チッヒ 、ポ f ランド等の哲狀復鉍等の指命を、オランダ駐在の ス 
テヴン K 少佐やべ スト 大尉に發したのである。 

ドイッの親衞隊保安部と秘密袢察は、その倩報網によ〇て、これらの計粟を事前に知ることが出 
來たので、直ちに活動を開始したが、イギリスの操る顚钣計畫は故意にその ま >放仟し、イギリス 
の諜報機關付將校を逮捕すると共に、證據杏類を握るに至つたのである" 

この顚镘計赉はミュンヘンにおけるヒット ラ— 暗殺の爆彈事件となつて現はれてゐ る。 


シ ー クレット •サ ー ビスによるイギリスの 魔手は/ -- ルウ H I や スウ H I デンを 始め、 バルカン 
諸國、オランダ、 ベルギ ー、その他ドイッ、イタリー、日本に，何等かの利害關係を有するあらゆる 
國々 に 伸ばされたのである。 

例へば、ルーマーーアにおいては、ダ-1ユープ河のドイッへ至る交通を各所で不可能にしてし まひ 
バルカン諸國とドイッとの問の通商を破.执するといふ大規校な陰謀が計费された。ルーマ - I アの港 
キウルギユーで數千箱のダイナマイト、拽皙、爆®、艦砲、手榴彈、機關銃、ピストルを積み込ん 
だ船と、英國の特科兵、將校、爆破探、工兵等を乘せた十七隻の船が一九四〇年四月、ダーーユーブ 
河を遡航せんとして發覺されたのである。 

一九四一年の四月二十日ユ—ゴー軍が降伏して、ドイッ軍が南セルビアのウ H スク H ブに到着し 
て英國領事館を檢索したところ、意外な一大發見をした。といふのは、奥ま〇た秘密室のドアーを 
開けると何んとアメリカ製機關苇鉉、ダイナマイト、その他武器彈藥が山の如く積上げられ、しか 
もダイナマイトの箱の蓋には々英皇帝御用ヶの在外公館特有の文字が記されてあつた。更に次の部 
屋にはアヂビラが充滿してゐた。右についてドイッ D . N ， B •通信は報道して日く、 r タイナマ 
總力戰と茛傅戰 九一 


笫二節ナチ KS 内宜傅政策の Jt 黏 九二 
イト 及び機關莩 銃とアヂ ビラ 。これが 大英 帝國の外交使臣と領事館とが常備して置く設備品であ 
る。實にイギリスの犬使や領事の仕事は、英國の意に反する駐劄國大官要人の 暗殺と陰謀計 寮にあ 
る。， 一!と。 

この種の數限りなきイギリス •シ—クレット •サービスの陰謀と謀略宣傳に應戰するために、 ナチ 
ス の親衞保安部と秘密梓察と第五部隊の一絲亂れぬ統制 ある 組锘を以てな したことは、旣に述べた 
通りであるが、イギリスの シ—クレット •サ—ビスの ごとき 慘忍なる組織に對抗するためにも、又、^ 
爭の體制 於 M 力戰 として 廣汎なる闕爭の分野を要求する以上、軍事、外交、經濟等に關する諜報機關 
と共に、精神戰、宣傳戰、文化戰、舉術戰、敎化戰に對應する諜報機關を絕對に必要とするのである。 

孫子の敎へるごとく、敵を全體的に知る ことなくして 勝利への方法は發見され ない。 嫌力戰 は必 
然に、あらゆる部門に亙る諜報戰が先行するであらぅ。 

第一一節ナチスの國內宣傳政策の重點 


ナチ ス•ドイツの 宣傳政策が、舉げて國家啓蒙宣傳省の主宰するところであることは、すでに M 
者諸君の諒承せられるところであらう。私は前章までに、又他の處においてもその一端を說述して 
ゐるのであるが、この宣傳組溢の詳細に亘る内容と活動につ v ' ては外務省調査部飯島英太郞氏の著 
書 r 獨逸の宣傳紐織と其の實際 j (日本國際協#發行)について學ばれるをょり便宜とされるであ 
ら5。 

私はわが國にす - t :-- に，紹介されたる啓蒙宜傳省組織の具體的なる說明は、これら先雉の著谱に讓り 
ナチ ス•ドイツの國内宣 傳政策の重點についてなるべく總力戰的觀點から、 とくにその 戰略 上の 意 
義について、少しぐ觸れてみたい と 思ふのである。 

イギリス軍參謀の一人であるフラ I 將軍は「伊 • H 戰爭の分析と將來戰 J と題する一書において 
全體主義戰爭の將來觀を語り、次のごとく M くべき豫言と批判を下してゐる。 

「獨佛間に突如戰爭が起つた場合、もしドイツが最初に攻轚を加へるとすれば、社#主義フラン 
スに於てどんなことが起るだらうか？フランスの攻轚力がどんなものであらうとも、同國が完全 
に恐怖に襲はれることは、殆んど疑問の餘地はないし、その恐慌は、同國の政治を、從つて必然的 
嫌力联 i 宣傅戰 九三 
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\ 

にフランスの反擊力を完全に攪亂するであらう。然し、この馋想を逆にして、即ち、もし ドィッが 
最初に攻搫されるとすれば、同！！民はラヂォ宣傳にょつて、一貫して軍隊的に統|された、 國家的 
規律の下に置かれてゐるために、十中八九までは、恐慌は避けられ、同國政府が行動に 移り 得る 時 
問的餘裕が與へられるであらう 。 J 

i 現在の戰爭條件においては、國内の一般住民も攻擊から直接保護される ことは 出來ない。それ 
故、もし、一般住民の神経が攻擊にょつて動搖せしめられるならば、彼等の意志は麻痺せしめられ 
その結果彼等の戰鬪力が崩壊す-5*であらう。それ故に、純箪事的見地からすれば、一般 住民に 對し 
て攻蓽を加へることは、論理的であり、時間が死活的要素である場合には、たしかにそれは 論理的 
である。だから、戰爭は、ク—デ ターの 形をとらねばならない。動員では なく、 陰謀の形を、政治 
的雷鳴を前觸れとする空言ではなく、靑天薜處といふ形をとらねばならぬのである。 

現代の戰爭は、科學を基礎としてゐるのであるから、たに戰闘部隊が、益々科學的にならなけ 
ればならないのみならず、老若男女の一人一人が、敵にたいして戰鬪を挑む、| 大キヤタパルトに 
形成され得るやうに、全國民にたいして、科學的方法が適用されねばならない。 


か、 る戰鬪 においては、 奇襲が不可缺のものであることが、直ちに了解されるで あらぅ。 だが、 
最も强力な奇襲形態は、時間の上の急與又は打轚を與へるスビ—ドでは なくして、 兵器又は11!術の 
新奇さに ょる 奇襲で あると いふことは、まだ認められる i'c 至つてゐない」云々……。 

拢主主義國の敗北を決定的に豫言したフラ—将軍の近代锶力戰における理解は全く正しいが、ヒ 
ットラ— は、この ィギリスの參謀以上に、前大戰 の 生々しい體驗から近代戰の形態を熟知しており、 
國內の施設と政策は、その總力戰的戰略から割り出して莴全なる方策を準備してゐた。 

即ち、前線鈇後の fi £ 別なく攻擊にさらされることも、全！！民を某隊的な統一ある規律の下に置く 
• こと も、國戊の一人一人を一大キヤ タパ ルトの様に圑結せしめる こと も、叉敵に對してはクー•デ 
夕—式の0辩戰と兵器と戰術における嶄新なる奇 ?|とを 用意したのである。 

フラ—將軍のいふ如く、總力戰に於ける顯著な一つの性格は、相手國の全國土を貫いて sic 場と化 
する ことであり、 しかもこの戰場の意味は、唯單に武力にょる全國土の典轚を蒙るばかりでなく、 
あらゆる他の手段にょる攻架と防禦が行はるべきことを必然ならしめてゐ る。 從つて練力戰下にあ 
つては、第二義的に考へられろ銃後と呼ばるべきものはない。全 P 9 民が戰鬪目であると同様に全闺 
轱力戰 と 寅 惇戰 九五 



弟二節ナチ K 國內宜薄政策の京黏 .*■ 六 
土が墩埸である。しかもいかなる戢爭であれ、それは例外なく全國民•全民族の精神的 W 結力が勝 
敗を左右する敢も有力なる要素であり、従つて、戰鬮意志を挫折せし.めたり、內亂の誘導によつて 
前大戰のごとくに、戰線の^^で®!家の瓦解することを褅戒すべきであり、ル—デンドルフ將東も 
苦しんだところの統帥と政略との統一を確立すべきであつ た。 

この蔌後の、しかも最も重大なる問題は、！國、 一 黨、一嫌鉍の政治組織の確立によつて、 また 
全世紀を被ふ锶力狨的戰略の天才た るヒット ラ—の出現に よつて、 美事に完成され た。 

私は本書のある箇所で、ドィッに戰爭が勃發しても、何等その組織と政策を變更する必要のない 
高度！！ 防 ts 制がとられ、所謂統後の一般國民も 軍人と 同様なる国民的 規律と訓練がほどこされ、澉 
闘的精神が植えつけられてゐたところにある、といつたが、わが國の現狀をみても直ちに解る やぅ 
に、たとへその機構心上に政戰兩略一致の組镒がなされても、それが意の如く縦横に發 動され 得る 
ことも、また、一億餘萬の國民が一致阐結の體制を整備することも、しかく簡單に出來上る もので 
はない。 

特に、後者の國内體制の皋國的一致の完成に至つては、筆紙に盡し難い微妙な問題が數知れず潜 



んでゐる。それには微妙復雜なる國扰心理の理解と把握とが、先決を要する前提條件である" 

すでに私は前章において、國民の精神的統一のために、學校、職場、街頭、公共團體(ヒットラ 
I •ユーゲント、 勞働奉仕團、勞働戰線、 K • D.F 力行團、政黨組織その他)に於け る 敎育的影 
響__宣傳啓蒙組織__の統|によつて、 その 成功の鍵が握られたので あると 述べたが、 この 困難 
なる仕事がいかになされたかを、少し具體的なる二、三の例によつて說明しよぅ。 

先づ、フラー將軍が指摘するごとくドイッのラヂォによる宣傳組織が®民の精神的統一と軍隊的 
規律の上に、いかに重大なる役割を占めてゐるかを硏究する必要がある。 

一、ラヂオによる國內宣傳 

ゲッベルス宣傳相は、ラヂォは一第八の偉力なり-ーナチス黨國家の言葉であり、聲である 一 と 
考へて、前大戰 における 敗戰の轍を 二度とくり返さぬよぅに 海外 宜傅に、 國內人心統一の武器とし 
てこれを强化した。 

戰時における放送時間は、各！！とも增加されたが、イギリスは一日放送延時 RI ] 四十時間、フラン 
スは一口放送延時間十九時間半、イタリ—は一日放送延時間二十時間なるに、ドイッのそれは使用 
縳力戰と實傅戦 九七 




笫二節ナチス國内 5 T 傅政策の策點 九 八 

阈語卄ヶ國語にて、一日放送延時間は、®に五十二時間といふ驚くべき??•富な時問を放送に集中し 
たのである。 

ここには海外ラヂォ宜傳についての說明は省略するが、ナチ K •ドィッのラヂォ國內宣傳の特色 
といふべき大衆覎取組織は實に澈底的である。ナチ K 黨には多數のラヂナぬ#官が直：®して居り、 
政府當局が何か國民に呼びかける必要を生じた時、この監督官が出動し、町の大赛場にラゥド•ス 
ビーヵ—を設置する。その他學校、工場、一般集$等にもこれを備へつける。かくて用意が整ふ 
と全ドィッ！：民はあらゆる仕事の手5:休め- cK ビーヵ—から流れ出る聲に耳を傾けると云ふ仕紐に 
なつてゐる。 

ヒットラ—锇铳の演說は勿論、政府要路の大官及びその吿知は一切ラヂォを通じて放送される。 • 
例へば、一九 H 九年八月二卜八日午後 —: 時に行はれた生活必需品の切符統制は、フリック内相のラ 
ヂォ放送にょつて宜言され、杓一時間に互つて嗡んで含める樣な注意が奥起された。 

だが、緊急なる戰時統制をラヂォ放送にょつて行ふといふことは格別珍らしいことでもないが、 
食糧統制が行はれてから、凡そ一週間を經たな VN ぅち It 、 營良不足を訴える國民の不平がもらされ 



るや、フリック 內相はこれに!®じて直ちにラヂオを通じて再び全國に呼びかける。 

1配給物資が少いために膂赉不良に陷つて鳥目や結核になると心配してゐる人がある由であるが 
それは全然杷受 ; c 過ぎない e 配铪敦鼋 ii 只？#然と決めたので l.t 決してないのであつて、國立營莽硏 
究所で多年憤. m に硏究の結果外 M 溫度攝氏何度の時何ヵロリ—必要であるかを決定し、更にこれに 
相當の餘裕を加へて決定した數量である。從つて健全な消化器を有する人ならば營養不良に陷る俱 
れは絕對にないのであるから、阈民諸君は安心して仕事に堪念して貰ひたい。 

若しそれでも尙鸶養不良に陷るといふ人があれば、それは立派な病人で、贵重な食馉が完全に消 
化吸收されてゐないのだから、即時入院して貰ふか、ーヶ月も絕食療法を行へぱ健全な消化器の機 
能を發揮するに至るであらぅ。その上で再び國家のためにお働きを願ひた v ' のである。一 

この内相の放送を聞いた国民は、今でさへ II 一杯にならないのに、この上絕食させられば大變だ 
と不平の聲は直ちに消える C 

それから間もなく、こんどは筋肉勞働者側から不平が起り、勞働者と普通一般の人達と同じ配給 
を受けてゐることは不合理であるとの非難と不平が起〇た。 

嫌 力戰 と fl : 傅軼 九九 


笫二節ナチ ス 國內萁 傅 政策の® 酤 一00 

こんどは勞働者の不平に尤もな理屈があるといふので、直ちにまた V ヂォで内相が呼びかけ、 

I 筋肉勞勵者が普通と同じ配給量では困ると云ふ聲がある由であるが、なるほどこれは道理であ 
る e 政府も目下非常に多忙であるのでそこまで手が届かなかつたのであるが、來週から早速改める 

事にしたから、今暫く辛抱して下さい。 . | ( 以上のフリック内相の講演嬰旨は森川*:一氏著「ナチス獨 

逸の解剖」に據 る) 

といふ風に理由ある事は間发を入れず採用して行く。嚇し文句ばかりで國民は治まるものではな 
く、なるほどと思ふところは、それに共鳴してやり、正直に白狀するのは國民をして納得せし^る 
所以であつて、政府の m 威を害ふものでは決してない。 

また、氣候の不順に ょり 突如、外氣溫度が下降し攝氏十二、1度になれば、政府は早速 バタ— 一 
週八〇瓦の配給を！〇〇瓦に增すのである。 

これにょつて國民は、なるほど内相のかつての放送にあつたやぅに、政府は國民の健康と營養を 
^密に注意を拂つてゐてくれる。これでこそ安心してゐてょろしい、と政府に對する信賴は增加す 
るのである。 




ラヂォ活用の巧妙さはとにかく、かくの如く下情が直ちに政府に通じ、その不平不滿を解消すベ 
く努力が拂はれるのは、一馐いかなる機構にょるのであらぅか。 

それは國民のこぅした眞の不平不滿や下情を調査するナチスの見張所 ( aberichslgca - ello ) が 
全國至るところに配置されており、ゲスク—ボ(秘密^察)の活躍と相俟つて、國民の僞らざる聲 
が政府當局に非常に敏速に博達されるからである。この M の任務は重に S.A (ナチス突轚隊)陳 
や S • S (匕ットラ—新銜隊 } 隊の隊員が任命されており、これは政府の役 M ではなく、ナチスの 
黨昌であつて、一因を支配する政黨の當然の茬務としてこれを行ふところに妙味があるといふべき 
である。 

そして国民の正當なる不平や耍求を聞き居け、暑さ寒さにつけても國民の健康を注意するところ 
あつてこそ、 因 民は鬱積す る その不平不滿を雨散霧消して、明朗な 涵激と 感謝を抱いて、政府の施 
策に心理的、精神的協力をなすのである。 

戰時下における國民の忍苦報國の精神は、決して濫用されてはならない。むしろこれはあくまで善 
導し育成すべく、政府自身が謙虚な氣持を以て萬全の注意を拂ひ、國民の僞らざる聲に耳を傾くベ 
法力載と赏淳戰 一〇一 


第二 節 ナチ ス國內 宜 傅 政策の 龙黏 |〇一| 

きで、ナチ K の强味は、一見强哦政治と見られ勝ちなる にも 拘ら中、微妙なる國民の 心理的動向に 
かくも多大な 關心を寄せ、 それに 對® する 組織を 用意して ゐるところに 存する。 

國內戰時體制はかくの如くにして绒壁の陣容を整へられるのであり、敵國のあらゆる搜亂政策を 
擊破するのであり、敵の來じ得べきいさ、かの問 E 1 K も與えな v ' ことになるのである。そしてまた、 
內政完璧と人心統一の强力なる自信が、進んで相手國の内政を攪亂し、武力の活動や經濟的進出の 
最も有力なる心理-的地盤を供するのである 自國 内に對する强力なる自信と精神的信賴なくしては 
武力による果敢なる進搫もなく、從つて最後の勝利の確保も覺束なくなるのである。 

I 國防一:家の理論と政策」の著求八重樫述吉氏は、早く もこの 點に漕 S されて、 次の ごとき見解 
を述べてゐられる。 

i 我が純粹なる民族_家の一:體の本義は、當然そのまま^防國家として妥當する』國防國家は 戰 
鬪行動組菝胳であるが故に、此の行動は、一つの窓田4に依りて運動しなければならぬ。各 機能的に 
組織された行動の技術的組織が、一つの意志の決定に依りて一齊なる行動をとらなければならぬ。 
敵に臨んだ荒鹫や猛虎は、全神経を此の一點に集中し、此の神經に依つて身が^ へ、完全に一齊な 


敏速な行動を以て閊爭する。戰闕行動組 m - 體としての_家意志は、完全に一元的でなければならぬ 
そして此の戰_意志は、戰關に堪え得るだけに强力でなければならぬ。强力政治である。 

次に此の國家意志に依つて、一切の細胞たる個人は完全に此の國家意志に從つて行動しなければ 
ならぬ。個々の行動に隨伴する意志は、阂家の意志に從ふことを内容としなければならぬ。之は臣 
道實踐を意思することである。部隊長の指揮に依りて行動する兵の贲踐意志でなければならぬ。更 
に國家意志に無自覺な者を自覺せしめ、若し飽迄自覺せざる時は之を轚減しなければならぬ」何故 
ならば、かかる無自覺の存在は、全行動體系の步調を紊り、敵を利する敵性であるからである。次 
に國家意志を決定するには、現實に戰爭をしつ、ある第一線の部隊たる臣民自身から敵情が報吿さ 
れなければならぬ。又部隊內部の戰闘力の事情が報吿されなければならぬ。之が下情の上達であ 
る。」(傍點は本臀の著者、同書ニーニ—三頁) 

戰時國內體制に、同家意志決定の秘決として、下情の調査と敏速なる上達は絕對に必要である。 
しかも、それは官廳の手になる眞相を傅えぬ形式的な報吿ではいけない。わが當局はか-る技術的 
組織について再04,味の必要ありと私は信じてゐる。 

總力戰と宣傅戰 10三 



笫二節 ナチ ス國 内 Sr . 傅政策の穿點 |〇四 
二、國內に於ける政策徹底に就て 

全_民の 最後の一人に至るまで、阈家政策を徹底的に理解せしめることは、それ自身戰時政策の 
東要なる課題で なければならない。 

わが 固における經濟統制の過誤は、前節に述べた る 如き K 民の心理的•精神的協力をかち得るた 
めの文化的抜術に缺けてゐたことと、國民の一人一人に わが 聖戰の 意義、 その戰爭目锶を徹底的に 
認識せしむべく 萬 全の方策が講じられなかつためである。，戰ふ日本經濟」の著啬西谷彌兵衞氏が 
I ドイツ經濟の成功は、その統制が資本家の自主的活動に俟つ自主的統制であつたが爲ではなくて 
戰爭經濟における主體としての戰爭目锶が明確に而して殺格に指示されてゐることが注目され ねば 
ならない。「指導」するためには指導する主體の確立が前提なのである 0 J と、この點を明確に指 
摘されてゐるのは正しい。 

今 これらの問題を、ナチス•ドイツにおける國内宣傳政策の立場から硏究するならば、そこにわ 
れわれは興味ある數々の教訓を學び取ることが出來るであらぅ。 

ドイツの宣俾紐楢にお v > て、われわれが先づ注目しなければならないことは、政府の施策の®行 


が、過去において役所の管理指導の時代から、國民的組織活動一^わが國ならぱ臣道の積極的實踐 
の組俊—を作り出さうとしてゐる點にある。 . 

宣傳は普通には、1.なる. S . 想、理念の媒介と考へられてゐるが、それ It 宣傳の诚も重要なる役割 
たる組織の過程、即ち、國民を組梭し、再敎育、有機的統一國家の削 it といふことが課せられてゐ 
ると いふ ことが 忘れられ勝ちである。 

しかも、か V る組梭と宣庳の眞の効果は、いふまでもなく宜傳と It 育的影響の統一にあり、同時 
に、その客體たる國民組織の統一と S 取一化にある。ナチス黨組後と阑民細胞組後の一體化が阈内宣 
後.の成功を 7ST らしめた设大の要因であつた。 

わが^にあつては、新しい法令が出ると、法令の發動を見てから il ) f くボッ 宜傳が開始される 
が、ナチス •ドィッでは これが反對 である。 . 

民衆に直接影響する物價統制とか、食糧切符制とかいふやうな法律を出さうとする場合には、そ 
の法令がヒットラ—にょつて決定をされても、その施行に先立ちて、ナチスの黨組織は、忽ちその 
細®——わが國の現狀から云へば常#の下部組織や職場組織 I を 通じて活菝な 行動を 始める。 

練力聆と K 傅硪 一〇五 


第二節ナチ K 國內貢傳政策の京點 一 〇六 
また、新聞、雑誌、ラヂォ、映遒等のあらゆる文化機關が大衆に對して、その法律の特色を明か 
にし、戰爭との 關 聯を說 き、 極めて卑近な例を捉へて、平易に吞み込み易く宜傳して、何時でも、 
その法令が受け入れられるやぅな下地を作り上げて置くのである。 

かくて、この法律が、全國民に充分理解された頃を見計つて、政府はこの法令を辞布する。故に 
全阈民は、この法律の目的と理由とを充分に理解し、かつ納得するのである。 • 

髙 m 的に一般®民にその政策を强要することは、その政策の實行に決してよき結果の伴はぬこと 
は、わが國の體驗からみても明らかであり、ナチス政策が强力なる迫力を帶びて着々實現され〇、 

あるは、國民的細胞-ナチ KE 組織、ヒットラ— •ユ—ゲント、勞動逊線 、 K • D . F 、 隣 M 組 

織1を通じて、國民全般に潦透するナチ K 黛宣傳組糍の一元化にあり、またそれに對して根强い 
宣傳の觸手が繰り返し伸ばされるためである。 

ここにおいて始めて|敎育は崇高な政治であり、政治は敎育でなければならぬ C |或ひは j 政治 
文化一般を敎育せよ。而して敎育を文化一般の最高使命とし且つ之を政治的ならしめよ、之が國防 
國家に於ける要請である.°|といふ大政翼賛_首腦者達の理念が具體化されるのである。 


國防國家の理論と政策における方法論的一般理論の探求の時代は、すでに終りつ、ある。われわ 
れはか、る政策と理論の具體化のために、その技術的方法論の探求と實綫へと突き進まねばならな 
い。*本書の大半はその要請に幾分なりとも應ずるためになされたものであるが、次に特にその技術 
的な方面に於ける一半を窺ひ得る問題につ，て述べよぅ。 

ドイツに於る戰時對外宣庳に國家的役割を果てゐる「ジグナール」 ( sggl ) や I . アドラー」 9=: eo 
に就ては、わが國に於てもよく知られてゐるところであるが、この對外宣傳の寫眞雜誌に對應する 
國內宣傳の寫眞雜誌「ホルク•ウント•ライヒ」 (Volk umlReich ) については餘り紹介されてゐない。 

「ホルク•ウント•ライヒ| ( 民族と國家)は、國內の民衆指導啓蒙雜誌として、國家の政策を 
國民一般に徹底的によく吞み込ませ、政策に協力せしめるといふ、戰時體制の國家に、最も重大に 
して緊急な役割が課せられてゐる。 

一* ぞ族ゥ國家-について、柴田隆 二 氏は ー フォト•タイムス_| (終刊號) に含蓄 ある 批評と 紹介 
をされてゐる。以下、同氏の批評を借用し、 それに 私見を加へながら 同誌の ドイツ_内における政 
策的任務について述べてみよぅ。 

練力敢と宽傅載 一〇七 


笫二節ナチ ス 國內宜 傳政 策の® 點 10八 
柴田氏は「ホルク•ゥント•ラィヒ」の任務から割り出された合理的な設計について、次の ごと 
く書いてゐる。 

「この雜誌の型態は全く合理的に巧みに設計されてゐると言はねばならない。先づ第一に 編輯 計 
粛が一政策を I ，地$の革命 I と題する同猇の如きに地中海政策を四十六頁の文章と寫眞を判 
りやすくするための巧みな地 is ] 十三とにょつて 1 一册の本で澈底的にわかりやすく相當突込んで 
說いてゐる點である。此の言はば特輯號の形式は且つてソ聯の 「 u * S • s . RJ が採つてゐた。 
lu •sis * K 」 とは全然型體は窀るが、此の I ,ホルク•ゥンド•ラィヒ J で矢張り特輯猇の 
形式を採つて成功してゐる婼因は一政策一册主義にょつてこそ政策を突込んで國民に知らせ、更に 
國民を導く事が出来るので、そこに編輯者の報道精神、指導精神が强く物を言つて來るのである| 
と、いひ、さらに f 此の點から考へると日本の寫眞週報の採つてゐる每猇齊く各省の何々デーの解 
說を一通り受抟つことのみに終始してゐる行き方は、先づその企荆性に於て到底國民を指導する力 
を充分現はし得ぬ事を指摘することが出來る°と、わが「寫眞遇報-に言及されてゐる批評はま 
さに適切である。 


政策月刊雑誌たる「把 k と. i 家が J 一政策一册の方針を以て編輯されてゐることは、大英断であり、 
柴•田氏もいはれるごとく編輯者の指導者意識のしからしめる處であるが、他の寫眞說明を主とする 
單行本に於ても、一政策一册、若くは一問題一冊の編輯汸针を努めて採用してゐる。例へば、 

Die Hatiuclsogialtiche Kevolutiou in wis 「ゥヰンに於ける國家社會主義革命一白泛赛ユ 
slitter ilkiml=l 母と子一の援護 cer neufhe schwest'TIl dieust 「ドィッ 女子勤勞奉什 w | 
等。 

今私の手許にある、この他數册の寫眞帳を見ても、編輯目的と政策における理解の徹底を期する 
これと同樣な方针が、堅持されでゐることが推察できるのであり、_策雜誌にせょ、 m 行本にせょ 
わが國の盛り澤山な、その結果、斷片的知識と理念しか注入し得な v ' 編輯と企劃には、たし沪に反 
省と批判の餘地が多分に殘されてゐる。 

この「民族と國家」は、元來寫眞本位の政策雑誌であるが、ナチスがその政策と法令の徹座を期 
するため、ポスタ—、 パンフレット 等を始め、あらゆる場合に地圖或は繪解の統計を極度に利用し 
堅くなりやすい政策の話を判り易くしてゐる適切なる編輯 M りには、われわれの大いに學ぶべきも 

總力联と宣傳戰 10九 
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第二節 ナチ K 國內5政策 Qi .110 

のがある。 

今次の大戰£いて、 wssf 活用して、特 sf S 民に納得 t めんとしたる 點は 
戰爭にょつて生ずる食糧の不安、勝利に對する祀憂の I 掃であつた。 

例へ ば、 飢えに瀕してやせた子供と健康に ほ X えむ 子供の寫眞を對照せ しめ I 前大某 i この やぅ 
に幼兒は飢免てや？ゐたが、今次大戰はかく健？ f 」 4明し、3色管 Q 地圖にょつて前 
大戰の中立國と敵國—色分け0、今次大戰に中立國と味方がいかに 多く、 今次大 S 有利— 際 
情勢を1るやぅにし、だか—んどは大丈夫で1民— など、 そ© 他 f の 至れ 
り盡せりの阈内宜傳が行はれてゐる。 

ナチ KQ ®5# Q — 的—點に S て、そ S 構上—すべきは、わ—の宣傳省たる 情報 
局が地方局を持つて fe ないのに、 ドィッ 啓蒙宣傳省は、同省の 設立の吿示が(一九 三=年の三月十 
f ) I れ、續 . S て同年 S 二十日 I 啓蒙宣傳省 S 務に關する命令 | が公布され ると 同時に、 
早くも三十一の地方局が設立されたことである。 

1、オストブロィモン 2、ベルリン 


0”、 ブランデンブルグ邊境國 
5、 ボメルン^ 

7、ハレ•メルゼブルク 

9、 '>•ュレスヴイヒ•ホルシュタイン 

11、東部ハノーファ丨 

1;?、ヴ H ストファ—レン北部 

15、クールへツセン 

17、 ケルン • ァ丨ヘン 

19、エッセン 

21、ミュンヒエン•才 I バ—バイエルン 

23、バイ H ルン 東部國境地 方 
25、マインフランケン 
27 、 ザクセン 

璁力戰と宣傅戰 


4、シレジア . 

6、 マグデブルク•アンハルト 
CC . 、ッュ丨リンゲン ■ 

10、ヴエーゼル • H ムス 

12、 南部 ハノ —フ ァ| •ブラウンシュヴ アィ 

14、ヴ H ストフア I レン 南部 

16 、へッセン•ナッサウ 

18 、コブレンッ•トリエ—ル 

20、デュッセルドルフ 

22、シュバ—ペン 

24、フランケン 

2» J 、 ッア—ルファルッ 

28 、ヴュルテンベルク 


匕 


第二節ナチ K 國内宜 傅政策の 重點 一一 一一 

29、.ハ L アン30、ハンブルク 

31、メクレンブルク•リユ—べツク 

地方局は以上の一定區域を裉當し、宜傳省の任務に關する一切を分擔 し、宣傅 大臣を 補左し、 そ 
の命令を費行してゐる。 

宣傳活動を展開するにあたつ て、 その地方々々特殊な地域的な條 件を 無視す ることの出来ないの 
は、ここに說明す— S ことでは f が、わ迄の—局が こ Qf 考 f れ f ころ 斟い 
のは、まことに遺姑なことである。 

啓蒙宣傳大臣ゲッベルスを嫌 裁と して、映4院、造形美術院、音樂院、演刺院 、ラヂォ院、新聞 
院、著述 院の七院を以て ドィッ 文化院を構成して ゐることは 人 も 知る通りで あるが、この文化院の 
各院 及び •專 門團體 は、地域的には、宜陴省の地方局に對應して、矢張り三十| の 背 區に地方支部が 
設けられてあるが、この地方文化監理官は、宣傳省の地方局指揮者が、その職を兼務す ることに 
(一九三 四 年十一月 十三 日)決定されてゐるので、文化院の地方支部の指揮者は、 宣馋省地方局長 
の監督下に®かれてゐる譯である。 ここにナチス 黨と國家組織との有機的|體の京則が事® 上にな 



りたつのである = 

こんど大政翼賛會では、各地方の縣別每に文化聯盟を組織されることに決定をみた由であるが、 
この地方文化聯盟は、大政翼賛#本部で統制されることはいふまでもないが、地方に於ける率 K - 上 
の監督と指導は一體维が如何なる權限を以てするのであらうか。情報局の地方局設置の問題と共に 
今一度この點考慮の餘地はないであらうか。 

ともかく、 ドィッに あつては、宣傳省の命令と指揮にょつて、全國津々浦々に至るまで宣傅の a 
が、か i る文化機關の協力の•もとに、吹き卷くるのは、宣傳機構におけるこの地方組織とその活動 
を見逃してはならないであらう。 

かくてこそ、敵の撒布するデマ宣傳や第五列の活躍の餘地を封鎖し、後方揋亂の間隙を與ぇない 
ばかりでなく、政府の政策は徹底され、從〇て、全國民は進んでこれに協力するに W たるのであ 
る0 

三、ナチ K 宣傳の指導性と倫理性 

ナチスの國內宜傳政策について書くべきことは限りなくあるが、私がとくに痛感せる點を强調し 
練力戰と茛傳戰 一一三 


第二節ナチ K 國内 K 溥政策の*:點 II 四 
て置きたい。 

ナチス宜傳の指導性と倫理性についての問題は、必ずしも絶力戰の戰略上の問題ではないが、わ 
が國の宣傳がその指導性と倫理性の餘りにも缺如せるがために、しばしば宣傳の權威を失 W し、そ 
の信賴を喪失しつ、あるので、この問題に觸れることは決して無駄なことではないと信ずる。 

ナチスの所謂指導者政治は、國民に對して、搐力を以て支配するといふことではなく、むしろ指 
導者は國民の信賴に應ふるだけの國家に對する奉仕を實踐すべきであるとの理念のぅ ちに 存する 
阈民社诗主義の體制が、今日まで成就し得た結果から見ると、この自ら形成した指導 j から發し 
た一:扰の善良なる本能に對する訴へと說得とは、非常に有効であつたといふことが明白にわかる。 
それはドィッ 阈民のぅ ちに 於け る |信賴| の 結果で ある。 國民相3:間の「信賴 J 就中指導者と被指 
導者との間の信賴である。 • 

宣傳においても、無論この指導者原理は適用されてゐるし、指導^原理とその組織に ょる この信 
賴あ りてこそ、 宣傳の倫理 性と 權威が確保されたので ある。 

r ィッの宣傳は、それが一度敵國に對する宣傳となれば、第二章で紹介した謀略戰の第五列的戰 



術にせよ、後方授亂政策にせよ、マキアベルリも三舍を iii ける相當辛棘な政策を弄することもある 
が、自國民に對する國内宜馎、それが特に靑少年や生活問題に關ずる場合には、宣傳と s ' 跷の有機 
的統一、指導性と倫理性との人格的な統一が美事に完成されてゐるの$:見て驚嘆するのである。 

ここに、ヒットラ！ユ—ゲントにその一例をとらぅ。「資仕と創意性 J の指導者原理を极抵に 
もつヒットラ—靑年阐が指導^-の養成の際、その不可抉の：要件として列皋したものは、まづ第一に 
槩靱な寅任感、第二に敎育者としての必要な知識と畢問以上の S 際的訓育の乎腕、快活なる素试、 
靑年を教化する高い人格と德性等であつたが、持に靑年指導者としての最良.の證明は、兩親がその 
子弟を彼に滿幅の信賴をもつて預け、そしてその子弟たる靑年が彼を尊敬し且つ喜んで彼(指導 
者)に服從するといふことであつた。1言にしていへば、ヒットラ—•ユーゲント擴大のための宜 
薄とその實踐の目檩は「まづ兩親の信賴を掙得せよといふことであり、ユ—ゲント內の指導者達 
に向つては「しからざれば指導者たるの資格なし」といふことであつた。 

この ス ロ I ガンに對して、 ヒット ラ r •ユ ー ゲントの敢高指導者(バルドウ—ル•フォン•シ— 
ラッハ ) は、いかなる實践をもつてこれに酬ひたであちぅか？ 

轶力載と買傅® 1 I 五 


笫 二 節ナチ ス 國內茛傳政策 6 京點 二 六 
私は團長シーラッハの署名になるヒットラー•ユーゲントの勤務に關する施行細則を見て、その 
いづれの命令細則にも周到なる注意が惜しみなく拂はれてゐることに全く敬服し、思はずこれある 
かな！と快哉を叫んだのであるが「ヒットラー靑年團、獨逸少年團の整頓訓練、或は野外訓練に於 
ては、處罰の槪念は存在せず、處罰の如き方法に泣りて權威を椎抟せんとするが如きヒットラー靑 
年團、若くは獨逸少年團の指導者は、かくの如くする事に依つてその無能を立證する者に他ならざ 
るが故に、斷乎として退職5:命ぜられるものである。」といふ箇條と、保健事龙につ v ' て述べたと 
ころで一同團は年少者のみを取扱ふものであるから、その裝備に關しては抟別の配慮を必要とする 
例へば、携帶用藥品にしても余 fej 製容器が用ひられ、硝子製容器は使用せぬ。また pt 闇中に於て、 
冽へば、藥品と礫砂と を 混合する樣な事故を防止す るた め、礫砂は編茹 の 中に入れた硝子場に入れ 
•手さぐりにて も判別出來 るよぅ にせよ I 等々の 詳細なる使用法を規定せる條項に接して、 この 親も 
及ばぬ親切と周到なる注意に依つて、始めて j 兩親の信賴を瘦得せよ j と、呼びかける宣傳ス n I 
ガンが僞らざるものであるばかりでなく、實に高き倫理性と權威を以て叫ばれてゐる ことを 痛感し 
たのである。 口 — マは一日に して成らず、八百萬のヒットラ— •ユ—ゲントの隆盛 も、 倫理性高き 


かくの如き宣俾と偉大なる指導者達の辛苦の結晶といふべきであるヒットラーの宣傳、ナチス* 
ドィッの宜傳は、かくの如く決して空手形でないことを注目しなければならない。 

もしも宣傳に 、か X る企割と實踐に於て、その倫理性と指導性において、離反し缺如せるものあ 
るなら ば、 宣傳の過程が同時に組織過程であるとの理論も單なる空念佛として終るに過ぎないの 
である。 

卑近な例を舉ぐるならば r 代用食に甘藷を用ひょ！」との宜傳を以て大衆に呼びかけた 場合、 宜博 
の企割がそれと併行的に行はれず、甘藷が市場に少しも姿を見せなかつたならば、どうであらう。 
この訴ヽこ■ょり、 當局のす i める甘1#やメリケン粉を代用せんとしたる.#良.なる^ M を徒らに失^ 
させるのみならず、將來行はるべき政府當局の宣傳を信用しなくなり、阔策に對する積極的なる協 
力の熱意を失はしめるに至るであらう。 

だが、殘念なことには、か-る實例は、われわれの身邊に枚舉のいとまないほど無數にころがつ 
てゐるのである。 

國內政策の宣傳に於て特に重要視されなければならぬのは、宣傳に於ける企割との有機的一賴で 
揀力戰と寬傅1 f 一一七 



银三節ナチ KQ 外交宜傅戰 二八 

あり、その偷理性と指導性の維持である。かくて こそ 宣像そのものの 信賴と權烕が高められ、勝利 
の宣傳が確保されるのである。 

宜傳は「精神支配 J の手段でなく 一 精神指導|の手段で あることを、ここに繰りかへし强調して 
おきたい。 

/ 

第三節ナチスの外交宣傳戰 

一、憂國の志士は唯か武藤氏外交論の功罪 

戰時中に於ける外交政策が、常に戰略との较 も 緊密なる關係に於て 割出され、更に現在の 戰局と 
，將來の發展及豫測 と 睨み合せて展開されなければならぬ ことは、 今更議論の 餘地のない所である0 
今次歐洲大戰に於ける、ドィッ侧の作戰と外交戰の經過を些細に檢討するならば、 ヒットラ— が こ 
の點いかに苦心と遠謀深慮を拂ひつゝ あるかを 謀解することが出来る 。事 實外 交戰と 宣傳戰 は、 ヒ 
ットラ-の惡下に , .:ヶ-リングの作戰、リッベントロッブの外交、ゲッベルスの宣傳の三者合作の 
美事なチームフ I クが演ぜられ、その成功によつ てこ そ、 かく も戰果 を かち得たので ある〇即ち、 



ヒットラ—の外交戰の要諦は外交政策と戰略との緊密なる結合關係に於て押し進めると共に、宜溥 

; 持に新聞とラヂオ-を外交政策に協力せしめることを、最も重要にして、また動かすベから 

ざる確固たる方针としたことに.ある。 

今特に外交政策に對する「新聞」宣傳の協力といふ見地ょり、わが國の新聞宜傳を見るならば、 
各新聞は外交政策に協力せんと願ひつ i も、寧ろ却？その裏切り的行爲 y 甘んでゐるかの如き事 
實に一驚を喫するであらぅ否、わが國の新聞は意識すると、せざるとは別として、敵國牒報の« 
割を、實に勇敢にも、また忠實に果しつ i ある。だがこの W 任は、すべてを各新聞編輯主腦者に^ 
すべきではない。寧ろそれはわが國の宣憚政策の貧困と無能とを暴露する以外のなにもので もない 
であらぅ。 

論擅の雄武藤貞一氏の所說は、笨者の日頃受讀し、且つ、その喧々誇々の主張と論策に啓發さ1 
る處も多 v ' のであるが、同氏の外交問題打開に關する方策と態度に於ては、^者は必ずしも全幅つ 
賛意を表し難いのを遺憾とするものである。 

練力戰と宜傳戰 


弟 £-: 節ナチ スの 外交寅傅！？ 一二 〇 

武藤氏は「小林商相は敵中橫斷の決意で行け I と題する某紙上敢近の所說に於て、次の如く述べ • 
てをられる。 

r 筆者は夙に蘭印縑脊を無視し、こと蘭印に開しては毅然たる東亞の盟主たる建前に於て、オラ 
ンダ本國を征伐したドィツに對し、ィタリーに對し交渉し、要求せょと痛呼し來つたのだ。愚劣な 
る前内閣の諸公がわれら同志の熱血を揮つての訴へにも、冷然と聞き流したが故に、今日、俺かに 
小材君の商談に期待せねばならぬ羽目に至つたのではないか。 

亂鴻急を吿ぐ、日本南進の空聲に怯えた アメリカでは、バタヴィア の日蘭传談を首•視し、石油の 
實楢を握るスタンダードから先づ代表が急行し、次いで新聞王 a ィ•ハヮードが十三名の視察 團と 
稱する者を伴つて潦洲經由で押渡るといふ。かくてアメリカの僞善の ヴ H 丨ルをかなぐり棄て、、 
東印度諸島の經濟的本國は吾なりとの傲 1'# なる鼻柱を突き出して來たのだ C アジアの一角に對する 
一 J の振舞は、日本に對し、侮辱に非ずんば挑戰に非ず や」 云々 . 

同氏の锌吿と慨歎は、筆者も一應尤もな りと 首肯で きる し、 また、 その臀世的な所說に疑義をさ 






しはさむものではない否、武藤氏の外交論策が、わが外務當局の無爲 無策とその 典 m 的日和見主義 
め栈心を衝き、わが南方政策への正しい道を示唆しておればおるほど、云ひ換へれば、武藤外交論 
が正しければ、正しいほど、ジヤーナリズムに於ける世俗的なる公表は差し控へらるべきである。 
ドイツでは摄近碩樂〇〇〇〇博士の著者を阐-冢のために役立つ:* M 物なるが故に、即ち、同普の内容 
が他國に知られた場合、§て，ドイツ國■不利なるため S 穿翁を S 艺め、發禁に依 
つて蒙る同博士の被害を®家に於て保證するの措置を. i : つたので あるが、 固家に 稗 益す る處大きけ 
れば大きいほど、かゝる有益な著者、硏究家に、國家が蚊大の保護と名#とを與ふるは、寧ろ當然 
で—う。わが闻にか、る_:に耐へぬ11文化政策がとられてゐないにも拘らず、即ち、わ 
5 當 11 P が同氏の論策を遇する道を辨きまへないにも拘らず、同氏の ジヤ ーナリス テイツクな活 g — 
I 自由發表に依つて輿ふる反響の資住 I のみを追究するは、或は殘酷のそしりを 免れぬ かも 知れ 
ないが、私の今問題す ると ころは、武藤氏そのひとにいかに過酷であらう とも、 同氏の 外交 論策に 
依つて與ふる對外的影還の—即ち、同氏の外交論が一つの外交宣傳として及ぼすところの 戰略的 
な ix 響の功罪に對して嚴正であり、峻烈たらざるを得ないのはまた止むを得ざるところで あらう。 

雉力戰と宣傅戰 ：二 


弟三節ナチ K の外交宜傳載 111二 
從つて、われわれはアメリヵをして、事前に、あるひは必要以上に「日本南進の空漀に怯え J し 
めたところの、武藤氏等一連の南進論者の資任の追究を手加減しよぅとするものではない。否、わ 
れわれは宜傳政策に無關心たる外交評論家の、猪突猛進の空 II ぎこそ、彼等をして「日本南進の空 
聲に怯え一しめたる當面の货任者ではなからぅか？と疑はざるを得ないのである。 

私は戰時外交政策に關する限り、絕對の秘密と自國民をも欺瞞する遠大なる謀略、策戰を#觉 
する。敵を欺かんと欲するならば、なほさら先づ味方より欺け、とは古來兵法の敎ふるところ、お 
祭り騷ぎの行々しい、前觸れ太 M を叩くことなく、外交的戰術も、かのヒット ラーの 戰法に敢ひ、 
强力なる戰爭手段(軍陵)を、外交交渉と策戰の背後に極秘裡に十分準谰しっゝ、突如電轚的に襲 
ひ、第三國は勿論、相手國にも間^を與へざる機敏さに於て、即決したいものである。 

戰時中には、もはや所謂「輿論外交】の餘地は全然殘されてはゐない。輿論なるものは必要に應 
じて何時でも國家宣傳によつてつくり得るものである • 〇從つて、自然發生的に掩頭せんとする國民 
の自覺と輿論の荽に追隨し甚しきに至つては「國民外交の美名に隱れ、所謂輿論の M 趨とその決 
意に俟つて、これ 1 C 肓從せんとする济來の外交政策を、世界新秩序建設といふこの大變革期に、猶 



且つ祭持せんとするのは、武藤氏の所謂 r 亂鴻急を吿 ぐ」 る戰時外交の妙諦を知らざる床屋政談に 
すぎない。 

憂國槪世の論客武藤貞一氏は、この秘略を知つてか、知らずしてか、南方に颱風の訪れなくして 
鼠を招き、大洋の波いまだ靜かなるに風波を起すかの如き W 報的陣太鼓 I 春秋の筆法を以つ てす 
れば、武藤氏の释吿、スタンダード代表並に！！ィ•ハヮードー行を蘭印に走らす式の.喧々誇々の、 
宣擰戰術にアマチュアたる外交論を、憂國慨世の志士われ一人なり、と、得々たるかの如く振りか 
ざすは、好漢惜らくは、戰時外交戰を知らず、と、同氏の愛國的熱情と撓まざる不屈の努力を知る 
者の、ひとしく愛惜すると C ろである。 

二、外交政策は v ' かに宣傳 さるべき か 

私は今次歐洲大戰に於けるドィッ的戰略を研究し、いさ >• かヒットラ—戰略の：8：髓に觸れて得た 
る外交政策と宣傳戰術に關する結論は、外交戰の挺開は、作戰と宣傳との緊密なる協力を要すとい 
ふことであ〇た。從つて、外交政策に對する進言糙吿の如きは、個人的な建策として推帳の府に提 
言すべきであつて、巷間に流布される一一 R 論機關——一般新聞•雜誌の如き——に公表を許すべきで 
總力校と宜傅戰 一一一三 


第一一:節ナチ K の外交赏傳戰 \ 一一 一四 
ないといふことである。しかし、その反面、情報局に於て外交評論家 や新聞雜誌編輯者には外交政 
策は 勿論、 進行中の戰 爭作戰 と宣傳政策ぶどその組織的機關を通じて大膽に 相談し、 その協力を仰 
ぐべきである、要するに、聰明機敏なる宣傳政策に依つ て、 言^^關の一糸 亂れぬ統制の强力緊密 

なるタイアップがなされねばならない'」勿論そのために 何ょりも 先づ、言 ^- 新聞、雜誌外交、 

評論家-■機關、文化機關の統制と完全なる組織化、そ〇て同時にわが情報局の镧充强 AJ とか、る 
宣傳政策の果敢なる®行にあらねばならない。 

私が本 霧 頭に於て■强調せる如く、ドイッが前大戰當時の敗北の 經驗を 最もょ く 活用せ るも 

のは、むしろ今次大戰に於ける謀略•宣傳政策に於てなされたのであつ ■たが、その 新聞政策^ _ 持 

に海外宣傳と特派員の操縱於ては、全く他 S 追隨を許さぬ新機軸を生み出した。アメリカの 
一持派艮一^オスワルト•ガリスン•ヴイラ—ド氏は、この點に關して次の如く述べ、且つ、私の前 

述 の 所論-外交矣 略®ために、， S かに 蠢民 を 欺-^、 またそのため苦肉 Q 策を弄したか -.を 

肯定してゐるのは興味深い事實である。 

I ナチ K が前大戰當時の對外宣傳放送の一部が、英國軍隊に惡い 影響を及ぼした事®、 及び夥だ 


しい英國人が裏切り英國人 I ホ—ホ—卿 J の講演に耳を傾けてゐた事®を認めてゐる〇 

ベルリン當局は外國の通信員に對して、®々好い-1ユースを迅速に供給してゐる。又、私がドイ 
ツ外務省に出掛けた時事實を曲げないで、ドイツの指導者の惡口を云はない限り、どんな電報を打 
つのも、手紙に#いて出すのも自由だと言つたが、ぺルリン當局は、此0私への約束を實行した〇 

ん i: だ ii 、 F. 心•ハ A-£:x. む i-H.i5:.^.< .5: 、 H 、 S:K;. ル - r.nJl-tlrl-r . か 

る。 ナチスはこの方面に於ても新機軸を出した0」 』 
(因に「ホー ホ ー卿」 とはドイツ 對英放送の人氣者の アナゥンサ—の綽名で、この名はデ ーリー •ェタスア 
レスの ラヂオ記者パ 1リントンの 命名せ るもので、グイ ラ 1ド氏は裏切 英國 人といつてゐ るが、 彼は n ルフ • 
ホフマンといふ立派なドイツ人であるともいはれてゐる) 

今次大戰勃發以來、私はナチス黨機關紙たる I フェルキツシェル•べォパハタ ー j (v c:kischer 
Beobuhter) や：アル•アングリ ツフ J (Der Augric 「ドイチェ•アルゲマイネ • ツ、丁イツ ン 
グ (Die alline zeitc-d その他|、二、を ドイツ軍 作戰の進行と睨み合せて研究し、 檢討 
したのであるが、その結果私の擧び得たる货重なる敎訓は、先にも述べたる如く結局、對外的影^ 

總力戰と宣傅戰 




第1二節ナチ K の外交赏傅戰 一二六 
の微妙にして茌大なる外交政策は、外交 專門淪 客以外は濫にその公表を許すべきではなく、又外交 
政策とその宣傳戰に關する限り、ことの;1か愼重にして、しかも機敏なる統制が確保されねばなら 
ぬといふことであつた。 

ドイッの新聞が、宜傳•謀略の巧妙なるコント a 丨ルに依つて、その報道と論說がいかに拽縱さ 
れたか、また、妙味ある策戰と統制に依つて、いかに絕大なる M 力を發梂したかを、今次大戰の報 
道戰に於ても最も公正なる態度を保持した日本人の觀察に依つて語るために、ボ—ランド作戰當時 
旣にドイッに滯在されてをられた氣賀健三氏の卒直明快なる大戰體驗記 I ドイッ新聞見聞記 I 
を紹介しやぅ。 

r ダンチヒ市及びボーランド廻廓を廻つて、硪雲の怪しくなり始めた頃、ベルリンの各 新聞は、 
如何にもポーランド政府並に民衆に理解ある態度を期待するもの >，如く M る^健な論陣$:張つて居 
つた、然るにポーランドがヒットラ—の第一回解決案を拒絕し、英國と攻守同盟を締結し同時にド 
イッが對ポ I ランド不侵略條約を破棄して以來、新聞の論調は俄然一變し、連日のやぅに廻廊地方 
に居住するドイッ人虐殺の-ーユースを載せたり、ダチンチヒ市^迫の有様を報道したりして、猛烈に 



一般市民の敵槪心をあふつた。その調子は之でもか<といふ工合に政府當局荠として、设早堪忍 
成り■いことを國民全體に同意させ、戰爭もまた止むを得ないことを、はつきり心底にしみこませ 
る程のものであつた。 • 

對英佛に關するドイツの態度 I ' c 就て、各新聞は當初から今年の春に至るまで常に筆を揃へて、戰 
爭の資任が英_に在ることを普き立てた。「ポアリユょ、トミイの爲に徒に血を流すな」といふ文 
句が當時のどこの新聞雜誌にも ifi まれた。因にポアリユ及びトミイとは、それ'^フランス、イギ 
リスの男子の代名詞のやうな名前である。之は正に眞意であつたに相違ないが、フランス阈拢の戰 
意を挫く上に於て實に有效な宣傳であつた。一般市民は當時、獨軍がライン河を越えて侵入しな W 
のであらうかと疑つた程である。 

然るに今年春になつてから、新聞紙上にはフランスも亦敵とせざるベからず、といふやうな論調 
が載せられるやうになつてきた。ドイツは、前年の世界大戰にうけたフランスの侮辱を忘れるもの 
ではな wC 總統は忍ぶ限りの譲步をして、フランスと友好關係を結ばんと努力したが、頑迷な佛政 
府のために、その努力は遂に成功しなかつたが、その*は偏にフランスが負ふべきである。ドイツ 
練力戰と筧傳戦 二一七 


g 節ナチスの外交宜傳戰 一二 八 
は 過—忘れ fQS ない。^ つか— はらす時— —ぅ、$ ふ— とを f 
始めたも？ —。 果せるかな獨軍がべルギ—、オランダの國 f 越えてフランスに進策して行つ 
たのは、それから問もな くのこと であつ た3 

この •！ が 1 前なほ I つ興味深いことがあつた。といふのは S や ラヂオが毎日パル カ 
ン問題を報道して居つたことで—。ベルギ|やオランダの事に就いては i 半句も f ft 
尊らル-マニヤやトル nslE 不安を述べ、英 U ヤ人の同 K 內に 於け る f の陰謀—ぐや 
11げたり、イタリヤが反—1にして、今明日中にも蠢しさ—をみせて 
ゐると報じたりしたも？ I 。丁度そ S 私はイタリ h 蟹でナ ft 日本 Qfs て I 
しょ1準備してで S た知り合ひのドイツ人速は皆僕にそ®無曾忠吿し、バルカン地 

方がかぅ SS 、 イ JT 蠢は叫 — sf It から須らくシブ£由 Qf ?のが 
ょいと 說 S てくれたのである。鼻も半分はそ§に|、若し途中で イタ リ 5 ff いふこ 
とにな-つたら f しや2本氣に|て心配した。がそれから間—くべルギ—、オランダへ1 
軍が始1、豫期するものは|人としてゐなかつた。南ドイツの一都市シユトツトガ1卜£ 




館でオランダ侵入を吿げるラヂオの報知を耳にした時は正に靑天の满溪であつた。自分はこの時の 
胬きを忘れない。新聞はそれつきりパルカンのことを寄かなくなつてしまつた。そして、景氣ょく 
两部戰線の勝ち戰さを報道した。」(氣贸氏の「ナチスの辽傅とその货際」の一節> 

三、外交戰はいかに戰略と結びつけられたか 

私はわが同明1信社調査部の編輯になれる「國際宜惓戰，|なる一普を手にしたが、同进の所說と 
調充は、私の所論と一致し、また、私の導き出したる外交二且傳政策に對する如上の結論と信念と 
を裏^するもの多く、實に愉快に堪へない。こゝに同盟通信社調査部の同書刊行の勞苦と功績とを 
深く惑謝する次第である。 

「三月十八日、獨伊國境のブレンネル峠で行はれたヒットラー、ムッソリー11舍談が、實はドィ 
ッの北歐進擊打合せを中心話題にしたものであることは、もぅ今では疑ふ餘地がないが、當時にあ 
つてはこの會談の內容は實にょく秘密が保たれた。三月中のドィッの新聞はノールゥ H 丨に關する 
軍：大記事は一つも書いてゐない。この月ドィッの新聞の最大スぺースを取つてゐるのは、ブレンネ 
ル會談の前日に行はれた、英軍港 K カパフ a I の大空襲の月末に突然發表された例の「戰爭摘發者 
耪力軼と宣傅戰 一二九 
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の塗といふ 外交 文5話だ®ブレンネル會談に關しては「濁伊の樞軸 愈々固きもの ぁり 一とい 
つて—だけ1日の新聞すら、 K 力•ハフ U — 空襲の—の方を大きく扱つてゐる。スカ.ハフロ — 
空襲が、プレン木ル#談からの關心を他に外らすためには殊更その前日行はれたといふ 見方も滿更 
穿ちすぎた話ではない。 . 

これに對して英佛側 S 聞がどぅかといふとプレンネル鑫に S ゆる新聞が、凡ゆる揣摩憶測 
I いてゐるが、結局ムツゾリ-二の仲介による和平だといふ話と獨•伊•蘇の提携によるバルカ 
ン攻略だ、と5ふ二つが中心—つて t 。 そ SSS 進行から見れば誠に他愛 G ない推測だ 
が、英闻1はこの月©初め頃から、盛に.ハルカン危機の增大を放送してゐたのだからしかた 
がない。大體英國は當初からドイツの矛先を東から南へ向けさせたが？、折ぁらばパルカンの危 
機を盛に宣傳してゐたのだが、この時もドイツのノルゥ I _の狙ひを知？か知らずしてか、盛ん 
にバルカン危機を繰し返し放送してゐる〇ドイツも差支へない程度でお附合 に、 時々 バルカン 危機 
を放送して居"、スイス f か t ドイツの—による盖はれ戈バルカン Q 危機が一再—ず 
傳へちれた。」 







この英佛側のバルカンの危機の宣傅は、後になつてからえらい結果を招いた。即ち英阈艦隊の一 
部はこの三月末パルカンの危機愈々迫るとの「確證一を握つて地中海方面に Mo たが、何ぞ計らん 
翌月九日には、 ドイツ' の北歐洲進轚となつて、しまつたと思つたがとき旣に遲しの破 g に陷つた。 
つまり 英政府自らの希望的宣傳が作り出した幻影に、ぅつか -0 ひつか、つたわけであるが、無論ド 
イツ側も默つて棚ぼたを待つてゐたわけではない。ノルウ M 1電犖ヒ陸の前日、英佛側のノルウ H 
—沿岸機雷敷設といふ暴皋に對して、 ドイツ 外務當局が新聞記者團と侍見した際に於てすら尙一問 
題はノルウ H 1方面許りではない、バルカンの方でもつと危いのだ」との一項を附け加へるのを忘 
れなかつた 位だ U そしてこの日に到るまで、ドイツの 新聞は、尙 K カンヂナヴ イア 方面には一言も 
觸れ てゐな いのだから 徹底して ゐる。 

一四月九日ドイツはノルウ H — に電琪上陸、翌日のフェルキツシヤ—•ベオバハタ—紙の第一面 
には赤字全段抜きの見出しでかぅ霄いた。 

|ドイツ、スカンヂナヴイアを救援| 

次いで翌日から戰況の報道とともに、何故ドイツがスカンヂナヴイアに出兵するかの理由を猛烈 
m 力戰と 寬傳戰 一三一 
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に f 出した。 1聞—、 SIIS 由として；？ Hi 中 II 早信す 
之こみ-力出來ないからだといふ話を、前日ゴタぐと並べて居るから、 ドイツ 側は その話をそつく 
りそのま、書き並べればょかつたのである」 (「 S 際!!:»戦|_四 ！•1 四-頁) • 

トイツのノノ- c . H - 攻略が、五月初め呢倒的な成功のぅちに一段落す ると、當然 その後に來る問 
題は 「ドイツ G 次の S は何處 か」 とい 含と だつ た。 バルカンは依 f して S し、ノレ タ： 

を12す—本土—4へら S し 、 M J K 攻略 Q 前 f してのオラング|も一 
もしかするとこれが一番起り易い3 

一このドイツ倒 S 論は、謗としても充分 if たところで、英篇として S 期戰への誘 
f 利 f する以上、—このドイツ S 載への— I 止しなければ—ない。 

こ X で英獨兩者が必死と—ふ外交1のテ1マが1して來る。即ち T メリ—戰 I る 
Iff 1だ‘ぶツ側は、！ダ侵入にょつて、アメリカ Is 機が增大するこ 
とは百も承知してゐたが、結局の問 S 、 |にアメ—戰 I か f かといふことではなく 
てアメリカ sf 恐れてぐづぐして ， Q — f ランダ f の時期を失ひ、 i 國の豪が迸效 





を奏し、アメリカがドイツのオランダ攻略完了前に參敏することが、蛟 もま づいのだといふこと を 
ょく知つてゐた。ここでドイツの大蜣極りなき謀略{且博が始まつた e 

つまりドイツがオランダを攻略した埸合、東洋 1 C あるオランダ印度はどうなるだらうといふ 問題 
の提出である。「オランダ〇危機が增大すれば東洋の蘭領印度は動搖するだらう。これに對して密 
接な經濟交渉を持つ日本も、默つてゐないかも知れない！たとへアメリカが歐洲戰爭に參加しても 
蘭印問題を中心に口本が起てば、アメリカは大平洋へひきつけられ、英佛側へ寄與するところは少 
いといふ、はつぎりした計算を眞正面からぶちまける——これが戰爭當初からの、そして特にオラ 
ンダ侵入暫く前からのドィツの1.對大平洋一宣傅の方策；^ 

蘭印の危機はオランダ危しの墼と共に歐洲開戰直後から、®々自然發生的に世界の各地から放送 
されてゐるのだが、我が國の第七十五議#で有田外相が行つた蘭印•フイリツピンその他との不可 
侵協定の準備あり、といふ演說以來一段と强くなつた。この現象の背後には、ドイツの對笫三國宜 
傳網の活躍が隧されてゐるのだ。有田外相の演說 は、 當時ドイツ各紙が大きく扱つてゐるし、四月 
の後半有田外相再度の墼明で、蘭印が新し W 型で登場し、蘭印备地のオランダ紙 や、 フィリツビン 
練力戰 と赏傳 戰 一三三 


第三節ナチスの外交宣傅戰 ーーーー四 
の米系紙が盛にガヤ^-對日恐怖の聲を上げたのに、 ドイッ 备新聞は意識的に これを 取りあげ、®: 
文を再錄 して (時には日本の感情を害する樣な毒筆もそのま i ) I 大平洋の 波 j を錄音放送した も 
のだ。たとへばこんな風に— 

I 蘭印の空騒き I ( 四月十八日獨某紙、スラバヤ•ハンデルスブラット 紙ょり轉載〕—日本側 
今次發表の眞意は捕捉するに困難であるが、多分ドイッがオランダを侵略したら、 英國は自動的に 
オランダの同盟阐となり、その結果日英開戰ともなれば、日本は蘭印の物資5:自由に輸入出來なく 
なる、だから R 本は蘭印保護の任にあたりたいといふことだらう 云々 j 

|結局こんなことで、一時は世界の眼が、ョー B ッバと 大平洋 と、 兩方を一時に見るために、轉 
手古舞をした。日本の新聞にも、當時連[5の梂に蘭 印 問題が載る し、 外務當局も何かと云へば蘭印 
の話をし、甚 しきに 至つ ては0 太中の 蘭 印通が動員されて、 やれ 蘭 印の資源、 はどうの、軍備はどう 
のとしやべられてゐたのを、諸君は SE 憶してゐるだらう。 もとょり 全部が全部 ドイッの 宣傳に 躍つ 
たといふわけではないが、とにかく、かういつた宜傳の效果 はてき 面、 アメリカは 五月七日に到つ 
て、折柄太平洋で演^中の艦隊 rc 對し、その主力を ハワイに 集中し、當分駐留させる ことに 決めて 



しまつた'」アメリカの互大な足はこれで、太平洋の深みへつ-まれた！これょり三日後の十日、間 
突を入れずドィツはオランダ、ベルギーに電擊を打ちこんだのである一 (「 K 際茛傅戰」五六—五七 
頁) 

わが同盟通信社の調査報吿は、作戰計粟(即ち戰略)との緊密なる協力に依つて展開される外交 
I 宜博_政策の妙諦とその威力の驚くべき成果について、 S に鮮明正確なる描 S を輿へてゐる 
のではないか！わが論擅の雄武藤貞一氏が、かくの如き遠謀深慮なるドィツの思想謀略に踊らされ 
たのではなく、また「蘭印の空騷ぎ」を演じた一人でもないならば、まことに幸ひといふべきであ 
らぅ。 

こ-に於て、私は故後に斷呼として叫びたいことは外交——宜傳——政策は、新に生れた情報局 
に一任せょ！しかして、情報局は、外交政策•宣傳戰に於てもわれ <の信任と期待に酬ゆるだ 
けの敏捷果敢なる阏爭の M - 開に依り、この分野に於ても、また最後の勝利を瘦得すべく滿全の努力 
を拂ふべきであらぅ。 

\ 

總力戰と 5 t 傳联 一一—五 


笫四節ドイッ 家の 前戰新 M . . 一 三六 

第四笳ドイツ軍の前線 新聞 

西部戰線における不滅の勝利も、單に戰略と東事上の作戰からのみ考察されてはならない。 

ヒットラ—は七月十九日のドイッ國钤に4ける大演說において『ドイッの成就せる成果の県因は 
ょり深いところにある' それは、われわれの敵がドイッの弱點なりと信じてゐたところ、即ち第三 
® 家の革命的動力とその國只社传主義指導とに求めなければならない0ナチスの指導は、钱格巨つ 
一絲亂れざる棱髙統帥部とともに、设良の近代的兵器を作り出した。ナチスは冷靜に商量された 極 
めて人念な準備と、最も大膽な作戰の遂行とを結合し、ドイッ將校の古今世に 聞え たる避 鬪力を、 
もはや單なる祖國への義務の遂行といふことを以ては理解し得ず、|致阐結せる全國民を 擔ひ 且つ 
推進するといふ念を以てする以外には說明し得られぬまでに、商揚せしめたのである：と、 述べて 
ゐるが、ドイッ將兵をして、戰爭への參加を「もはや m なる祖國への義務の遂行一ではなく「全ド 
イッ國を推進」せしめる一義務以上. I の精神的高揚として 與え たものはなんであつたか？ 

ドイッ兵が、どぅして、あんなに勇敢に闘つたかについては、勿論、平時におけるナチ精神及び 



新秩序(第三帝國〕建設の理想の徹底、その他種々なる理由を舉げ得るのであるが、ナチ精神の昂 
揚 、ヒットラ—に對する 絕對 の信賴 を、 戰線 における將兵 に、 最もょく植えつ けた ものは、莨に戰 
場における f 前線新聞；——第一線軍機關紙—— であつ た。 

• W 部戰線(ベルギ—旅に北佛}派遣軍 W 1 令官ファルケンハゥゼ將軍は I ドィッ軍の駐屯地には必 
ず濁逸新聞がなくてはならぬ」との方针を抱き、各地において派遣軍の軍機關紙を创刊した。 

クラカゥ、ヮルソオ、オスロ—、アムステルダム、ブラッセル等においては、すでにそ ii ぞ 1^- 

一線軍機關紙が發行されてゐる。 

ブラッセル•ッァィッングは一週七 R 發行、平日夕刊、 n 曜軿刊、七段 制大项 紙の もので、 その 
削刊號に揭げられた發刊の盼には、次の趣旨が明らかにされてゐる。 

「前線新聞(フ n ント•ッァイッング)は勿論、一般治安の回復につれ、占領地帶に發行され 
た。この政治的日刊新聞は獨逸軍隊にとつて肉體的の糙と全く同じく不可缺な精神的な粮を與へ 
た。 

北諸派遺獨逸軍部除は、苦戰の最中にあつても、なほナルヴィクで戰線新聞を發行してゐた。我 

總力戰と寬傳載 



第四節ドイッ軍の前戰新聞 1=八 
が飛行機は氷雪に埋れながら頑敵と對峠しつ、あつた友軍に!；¥藥、食糧を投下したが、ォス a 丨に 
ドイチ H •ツァイツング•イン•ノルウ H イゲンが(一九四〇年七月一日)發行されるやぅになつ 
てからは、同紙をも萆需品と認めて投下したのである- 

このドイツチェ•ツアイツング•イン•デ T •ノルウェイゲンやクラカウエルント•ワルシ 
ヤウ H ル•ツァイツング(一九三九年十一月削刊)やドィッチ•ッァイッング•イン•デン 11 I ダ 
アンテデン(一九四〇年六月創刊)と同じく、ブルツセラア•ヴァイツングは獨策第一線部隊を1# 
者とするものである。 

しかしながら、ブルツセラ•ツァイツングはべルギー人民にも|«まれ、獨逸軍と白耳義阈民との 
協力に寄與して、彼我共榮の實を舉げんこと?:目的とするものである oj と。 

即ち、帘機關紙たる前線新聞の役割は、將兵に對する I 肉體的の糙と全く同じく不可缺な精神的 
な辍 I として、發行されたのであり、また、同時に占領地帶の民衆との精祌的交流を以て • 被我共 
榮の莨 I をあげんこと i : 目的としたものであつた。 

ナチスが新聞を「第七の偉力」なりとして、精神と與論铳一の武器として采嬰視したことは、旣 



に 述べた通りであるが、一九四〇年五 月 以来、 ナチ K 全國 新 M 部 (ライヒス•プレツセシユテレ l 
•デ T • NS I ) A 1*〕 主催のもとに、戰鉍から W 鄕し 、あるひは 戡躲に 鉍任する M 休 兵に 對 して、 
多®:の新聞雑誌を贈つ てゐ るが、 これは 格別珍ら しいことで li ないにしても、ベルリン 停車場にお 
いて M 休兵に持に多數の新聞が配布され たことは 注目す る 必要が あると 思 はれる。 

何故なら、わが國においては驛頭における物資による慰安は常に考慮されてゐるが、精神的な锃 
の提供といふことについては忘れられ勝ちであるからである。 

それはさておき、ドイツ軍進駐地における f 前線新聞」は、新聞記者として日頃訓練され たる宜 
傳省の H キスパ—卜(宜庳中隊)によつ て 編輯されたのであるが、この籽聞は、今次の戰爭の 目的 
ドイツが復興せんがためには、英佛は どうしても 邪魔で あるとか、またドイツが爆-^ しようと して 
ゐる目的都市で あると か、その戰略的意義がどこに あると いふ やうな 、 a 面必要な戰局や戰況 を詳 
細に報道して、士氣を鼓舞す ると 共に、實際に戰爭に•携つ てゐる 兵隊に、現在 目前 icK > 開され つ i 
ある戥爭の狀況を よく 知らしめる、 それも 記事と共に極度に寫眞や isl 解を 利用して行ふといふ非常 
な親切な方法を以て、前線将兵の士氣の鼓舞と統一、精神的孤立から一 致阐結への惑愔的 紐 带の確 
璁力戰と官：傅戰 一三九 



笫四節ドィッ軍の前職新聞 一四〇 
保といふ點に、全く想像も及ばぬ多大なる成果を瘦得すると共に、また、占領地帶の一般民衆には 
極めて良好な宣捶的役割とドィッ國防軍への信賴を高めることに役立つたのである。 

「前線新聞 I の必要について、わが大一2|派遣軍も十分これを認識されてゐたので、昭和十三年十 
一月十二日の武漢攻略直後、同盟通信の一ーユースを主體とし- C - ガリ版手刷りの「漢口新聞一が發行 
され、昭和十四年四月一日第百四十號に至り活版印刷となり、同年六月一日の第百九十二號より 
「練前衞 j と改題され、日々數萬の發行をみる立派な前戰新聞になつたことを忘れてはならない。 

この前戰新聞一總前衞 J について島場逸雄氏が 一 ■新聞日本一紙上に I 陣中新聞物語」と題して軎 
かれた一文より、陣中新聞の使命について述べてゐられる箇所を引用しよう。 

• 「前線の將兵が家鄕の安否と共に知らうと求むるものが、事變の全貌と國内事情であることは想 
像に難くない。大陸各地の戰況如何、銃後の守りは堅く强いであらうか。長期戰に處して一億の阐 
結果して如何、谄々たる時流、世界に狂ふ新秩序建設の步みは如何、これらの問ひに對し、日々本 
瓶は北中南各方面の话潑11倒的な接海空の大戰果と、鐵より固き阈內の協力塒制と世界の逆賭し難 



き千變萬化の容貌を傅へ、唯一途、直接 flil 接皇軍の使命速成への邁進を信念として、今日に及パた 
ものである。贲に|總前銜一の根幹とせる所は、この#き皇苯使命を速成すべき士氣の昂揚と鼓舞 
にあつたといはねばならぬ。 . 

一面においてはまた前線の讀物もなきを B ひ、慰安的なる側面を具へて感情のオアシスたらしめ 
るべく將兵各位の投稿にょる小說、隨笨、詩、短歌、俳句を拈げ、支那事情を紹介し、更に ^:-*''I 没 
文笑話をもつて將兵を微笑ませ、叉治外法 ffi 阀を設けては讀者 («■$ 兵)を墦笑せしめることも忘れ 
なかつたところである。鹿遂ふ獵師山を見ずの IJ - に入らしめざるやぅ、大勢を知り大局を洞察せし 
め、明日に備へて世界の動き故鄕の姿を示し直接間接に大使命逮成の自覺と新らしき力を輿へるべ 
く激勘と啓蒙と更には慰安を-1ユ I スを通じて續けて來たのである。！ 

前線新聞の將兵に及ぼす影響とその使命の認識にお\^て、わが國のそれがドイツのそれに優ると 
も、劣るものありとは認め難いのであるが、•その紐 fci と企刻の計菜的なる點において、ドイツのそ 
れになほ學ぶところ多いであらぅ。とくに宣傳中隊を編成し、逊爭勃發に當つてすでにょくこれを 

訓練して、前線銃後の通信連絡に、また、英佛聯合軍の得意のデマー掃に準備し應戰したるドイツ軍 
璁力職と宣 傅联 一四一 


笫 ra 節 ドイツ軍の 前戰新 w 一四二 
首腦部の紐織的計畫性に、われわれは なほ 一步溪 るところあるを 批判し攝取 しなければならない。 

わが阈においても支那大陸や海洋に活躍する II 士達に前線新聞の他に「戰躲文庫 I のごとき雑誌 
も配布されたが、勿論それは内地で編輯印刷されたものであつた。ドイツでは 「コぺ ンハ ーゲナ 
丨 •イ ルス トリ ールテ 」 と 呼ぶ 立派な前 楳雜 誌が在デンマ— ク •ドイツ ^陳の 兵士雜誌 として 配布 
され、國外で働いてゐる部隊を常に祖國へ結びつける重要な役割を 果してゐる。 

今次大戰の勃發とともに、ドイツ政府が f 戥線へ書物を送れ I とい ふ一大宜傳運動を起したこと 
は、わが國のそれと同様であるが、ドイツでは戰線 における 移動式の戰線書籍業が計粟され、一九 
三九年十二月からすでに盛んに營業しつ、ある。 . 

この移動書籍業者は常置九軒の 1¢ :籍店が支配しており、.これらの齊店のために十四 逢 〇阖评 運搬 
車が 使用されてゐる ほどで、戰 M の兵士は給料の一部を割いて喜んでこれらの店から 購入して新刊 
再を貪り讀んで ゐる 。この移動の戰絲書箝業はドイツ全線の將兵に非常な歡呼を以て迎へら れたの 
である。 

食韁と 同様、精神的 橙も前線に大いに 必要である。これにょつてわれわれは抒兵に淤勵と辩安と 



を輿えるのは、決して、食物や演藓隊の美人ばかりでないことが諒解できるばかりでなく、思想硪 
文化戰の上からみて、戰絲の n 兵を精神的に思想的により强化し、敎 TT し、その银史的使命をより 
深く認-隸せしめることも必要であらぅ。 

第五節ナチスの映撝政策 ♦ 

女優李香蔺の日本剌場へのデビユーは、日刺を取卷く大群集によつて、紀元の佳節を n 濟するあ 
の不祥事件を惹き起させしめ、各方面より喰々黛々たる物^がかもされた。 

そして、所謂識者」と v ' はれる人の多くは、戰時下の娛樂政策そのよろしきを得ざる結供であ 
り、戰時娛樂政策の樹立は焦眉の急なるものあり、といひ、また、他のあるものは Mk に殺到せる 
群集の狂態を非難し、國民的規律の费成と 1)11 練こそ急務なり、と説かれたが、この問題を=滿親善 
の觀點から解剖せんとした所謂 I 識者‘は、僅に野山草吉氏(「サンデー每日」所載 H 滿親苒と李香蘭) 
た！，一人であつた。すくなくとも私の眼に同氏の所說のみが印象的に觀ぜられたのである。 

「李香蘭の國藉が、日本人であらぅと、なからぅと、私には問題- C はない。とにかく滿洲人くさ 
m 力戰と 赏 惇戰 一四 三 


第五 節 ナチ K の 映®政策 一四四 
い風格の女がここに現はれると、忽ちそれが帝都の人氣をさらつたといふ事莨、それが問題なので 
ある。 n 滿親#などとは、耳に タコが 出来る ほど 聞かされてゐるが 、さう した說敎 は、 大抵說敎の 
範阐に止つて、私達を心の底から、全人格的に親#を感ぜさせるやうなものではない U 從來、學生 
や靑年阐を、大量にかの地を訪問させるやうな努力は拂はれてゐる ことでは あるが、それは學生や 
靑年を通じて、刖接に大衆に影響する効果が期待されるのみで、大衆に直接呼びかけるものではな 
いのだ。李杏 M の出現は、多分偶然であつて、計 # : £ になされたものではない が、 計篑したもの以 
上に遙かに U 滿親善涵を、大衆に呼びか竹てゐるのである。それはかの女の出演する f ' j 場の寶阐氣 
が物語つてゐる。 

本 (aa のこと をい ふと、 私は めの 劍埸を取り卷いた大むかう どもの 無秩- ; r や、場 rs の 觀衆の與の浮 
くやうな狂態振りに對して、 かぎりなき tfi .#: を 禁じ 得ない.のであるが、それは それと して、日滿の 
結びつきを、理窟だけのものではなく、愦意の上に打ち樹てる方向を、かの女の出現が暗示して く 
れた點において、大なる興味をかけすにはをられないのだ。ゆ幺にもし十人の李香 M が n 本に現は 
れたら、多分私達の滿洲感は、現在ょりも つと 別のものになつたに相違なかつた。 またもしも、 . R 



本人の「李香蘭 I が滿洲國にあつて、滿洲人をして新京の大制場を、七卷半取り卷くほどの熱狂を 
させることが出來るならば、滿洲 A の日本に對する',^'へ方は、今日 あるより 8 IJ のものがあると E 心は 
れる。‘一云々 . 

宣傅は科學の問題ではなく、本能の問題である、といはれてゐるが、この論者野山氏は「李香 
蘭！事件の出現によつて、情意の上に打ち樹てる i p 滿親'香 I の喑示を觀取せられたところに、即ち 
李赉蘭を情操に訴へる日滿親善(宣傳〕の媒體と考へられたところに、宣傳に關する並々ならぬ關 
心と銳い本能を所有されてゐることに敬服するのであるが、少しくドィツの映窬政策の事情に通ぜ 
られるならば、あに「李香蘭 J の出現と、その不祥事件の敎訓にまつまでもなく、人氣ある映粛俳 
幔や rf 樂家や映！！による宣傅攻勢1文化工作1は、 すでにドイツに よつて實踐され、相當の成 
果が收められてゐることが分るのである。 

われわれは數年前、早くも アメリカの —; S 政策 (screp ? x .?> rta ) によるわが國へ の. 攻勢と 
その被害とを M 々指摘したところであるが、スクリーン(映®〕により、セツクス(性的魅力)に 
より、スポ—ツによつ て、 文化攻勢がなりたつことは、 ¢1 ちに、右の三形式が闘爭手段たることを 
拽力戰と宜傳胶 一四五 



第五節 ナチ K の 映瘍致策 一四六 
意味するものである。 

事實アメ リカ 映窬の進出に ょる 宜傳攻勢、 アメリカナイズされた輕佻浮薄な生活栊式の氾濫をも 
つてす る 堅 ® なる 國民 生活の 去勢、 アメリカ 野球阐や ス ポーツ•マンの進出にょる親善外交、外人 
崇拜等の被害と影響とに對 しては、われわれはすでに十分苦き體驗を所有して ゐるで はないか。 

わが情報局がアメリカやドイッの映 書 政策に多くの敎訓を舉びとつて、東亞 共榮囵内に絕對的 fg 
勢な果敢な文化工作をほどこすべきは餘 りに も當然なことではなから ぅか。 

ドイッ啓蒙宜傳大臣ゲッべルスは、一九三八年三月十八日、ドイッ映諶アカデミイの設立を宣言 
しこれ1:宣傳大臣の監督の もとに® いた。 

そしてこのアカデミイに附粜文化映^製作所をつくり、同所の任務は、文化映^に關 する一切の 
問題についての硏究をなすべきであり、また指導及び相談を任務として、 さらに 文化映^製作^- の 
敎育施設及び實際の映粛製作をなすべきである、と明白に述べてゐる。 

このアカデミ イ附霉 の文化映謀製作所の發行せる パンフレットには、最も重要なる文化映 ^ 素材 
の紐梭的 i 表として、世界觀、藝術、 科學、 S 、 1 科學、技術の六項目が报 f れ、ユみ明 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I 



確なる 研究 方 It と 世界に冠たるその設備に 紫 かされるのであるが、同バンフレットの中に； 文化映 
前は國民敎育及び確信的世界觀宣傳の货 S : な手段であり、これを阔托間の理解を深めろ有効なる手 
段と認める。，|ものである、と述べられてゐるのは、映遨が單に_玫敎育の機關であるばかりでな 
く、他幽間に融 £と 親善を深める文化的 閼爭の 手段たる ことを 確認しつ、 あることを 意味する。 

今次大戰にあたりドィッは敵国、あるひ: t 中立國を味方に引き人れ、親獨的ならしめるために潜行 
的な終機工作を行ひ、その上にラヂオと映^を第一戰部隊とする文化工作を盛に行つたのである。 

バルヵンにおけるドィッの輞倒的な優勢は、先づ經濟工作において始められ、綾いてドィッ映霜 
の镇極的な進出が試みられ、各地におけるドィッ映 a の iii も多く上映されるに及び、益々その地位 
は確保されるに至つたのである。 

ドィッは 多くの傑出せ る ¢1映窬や文化映粛を海外に送り出すと共に、パウラ•ヴ H セリーとか、 
ジ H 一一 •ユーゴといふやぅな 人 氣女侵を、好評を博した各國に旅行させて、親獨と人心の牧攒に力 
めてゐる。ドィッが世界に誇る管袪樂阒、ベルリン•フィル ハーモ- 1丨卜その指抨奔、フルト ヴ H 
ン グラー とは、常に 英國 民の 切なる 希望にょつてし ば- — 、 ペルリンから出張して行つた。どんな險 



笫五節 ナチ Ko 映班政策 一 ra 八 
惡な空氣の中にあつても、この演奏に對して英國民は、最大の讃齡を送り、拍手を惜しまな かつた 
のである。この一事は數名の大政治家や外交官の決して解決出來 ない國 民の空氣を非常に明朗にし 
たのである。 

映粛女優 や 音 樂 {承 迖による 文化宣 傅を 活用せ るドイッのこの政策を知るならば、李杏蘭といはず 
人氣ある映肃俳優の日滿、若くは日支親^一！. i ^ くに足りないが、わが_の官僚的宣傳家が、か X る 
人心の機微をうがつた宣傳媒體に着目し.ないにも拘らず、野山氏がこの點に注目せられたる敏感 さ 
と慧眼には敬意を表してもよいことである。 

ドイッの映肅政策を注意深く見ると、二つの m 要なる特色に氣着くであらう。 

その一つの特長は、イギリス以外の如何なる_民をも剌戟するやうな映粛は一切製作しない様に注 
意が拂はれてゐることで、一九四〇年の秋、ドイッが ョ ーロッバの天下から アメリカ 映 ^ を ノック • 
アウトした際、アメリカ倒では俄然反獨映溢の製作に躍氣になつて乘り出した時でも、 ドイッでは 
反米 M } 滿を計肅しなかつたのみならず、却つて アメリカの 感情を融和せ しめ、 缓和 せしめるような 
一種の謀略的親善映窬が製作されたことである。 



また力—ル•リツタ—の 一 祖國に吿ぐ」は、ドイツ本國ょり一足先に交 a 中のフランスにおいて 
公開され、フランス娘の純情を f ? 美し、フランス軍人の武士道的態度を ( A 揚したこの映 a はフラン 
スの文化人に非常な好惑を以て迎へられ、フランス國民のドイツに對する敵慨心を緩和せしめるこ 
とにすくなからず役立つたのである。 

ドイツ映 m 政策の今ひとつの特長は、ノールウ h 丨の謀略戰において、旣に紹介した r ' とく、オス 
n 丨駐在の各®外交使臣やノールウヱーの高官連を招いて、そのサロンで ー ポーランド進繫-の物 
凄い實寫を上映したやぅに、デンマークやオランダやべルギ—、その他バルカン諸國において、或 
はイペリヤ半岛に I ポ—ランド進架「砲火の洗^一 「ノールウヱーの獨英戰 .1 - 白蘭進系.】「パ 
リ—進擊-等を各地の進搫と占領の前後に上映せしめて、濁軍の猛成を誇示し、その威力の前に摺 
伏させると v > ふ戰法をとつてゐることである。 

最近日本はじめイタリー、ハンガリ、ル—マニア等の樞軸國において上映された「勝利の睹史」 
(原名「西方•の勝利」)と題する大戰記錄映粛は、これら枢軸國に先だち、一九四一年の二月廿六 
日いち早くトルコに送られて上映さた。 

雉力硪と赏傳戰 一四 九 



の長物は振り落さなくてはならぬ。かうすれば、無能な連中にょつて、眞實の能力者が道を塞がれ 
るやうなこともなくならう。 

今や藝術家 は 前進 あるのみである。……云々 J と、述べ、 激勵 してゐるが、ゲッベルスが I 金錢 
的手段 も 準備が 出來た. I といつてゐる點に、特に留意する必耍がある。 

何故ならドイッの映漘政策の紹介者の多くは、ドイッにあつては^!化される前にその查本が檢 
閱される「事前檢閱」制度や、每年輸入すべき釗映粛や、！；内に於ける配給量の割當制限令や、ド 
イッ映 S の製作はドイッ國内に於いて製作され、且つその構想、脚本、音樂がドイッ人の削作にな 
り、製作者、演出者及びその協力荠の全部がドイッ人でなければならぬと、非アリア人の排斥をな 
してゐることを紹介されるが、^も重大なドイッ映^の經济的支柱をたしてゐるところの映^信 in 
銀行について語る人はいたつて少くないが、獨立映谦製作者に對して、製作荠の負擔額三〇％に^ 
して、七の補助を與へることを原則としてゐる、映溢資金の融通を行ふこの機開の設立は、ド 
イッの政府當局がいかに映溢に重大なる關心を有してゐるかを如贳に語るのみならず、事實か X る 
國家的支援にょつてこそ藝術の前進はなし得るのである。一九四〇年ドイッ政府の映窬亊業に對す 
璁力戰と寅傅硪 一五一 



笫五節ナチ K の映满政策 ij 
る浦助金は九千五百萬マ—クといふ莫大な援助がなされてゐるのに、わが國の映龙事業への 政府 M 
助余は、本年度の豫菇計上額において僅に十萬 M に過ぎないといふ|事から見ても、彼我の映！：1事 
fi に對する見解の差違がどれほど逮つてゐるかを想像す ることが 出來るで あらぅ。 

コリン • a ス博士の|新しきアジ Tj を始め、わが國においては屢々日本紹介映^を外^ 人をし 
て製作せしめてゐるが、かゝる映满の製作に當つて、 □ 本人が徹底的に指導し監督すべきは當然で 
.あつて、日本の紹介を外阈人にゆだねるが如きは、 n 本文化人の恥辱といはねばならない0 

なほ、文化工作と宜傅は、對手國に對し、政治工作や軍事行動が行はれた後に、 はじめてなされ 
てゐることが多く、また、文化官：傅は、武力戰の後 I ' c 追隨すべきものと考へられ勝ちの傾向が ある 
が、梓^工作にしても、文化工作にしても、對手^と戰火を交へた場合に勝利を欲するならば、必 
ず、これらの工作は武力戰に先行して旣に戰はれて ゐな ければ / I らな い。 いな、經濟戰と文化戰の 
先行にょつてのみ嗪利の道は開かれ得るのである。 

だから、ドィツ當局は、機 fr ある每に、あらゆる阈に、ドィツ映窬の上映を必死となつて工作し 
つ V ある。 



姑近、東亞共榮圈内—とくに佛0、泰方面に術くにして|日本ーーユース|が進出しだし、 B 介 

石に拍手を送つた M 客に挑戰 しつ、ありと 聞くが、わが共榮圈 内に I . 日本 ニユース ー や 日本 映 溢が 
h 映されて ゐない 阈が一國 でもあるなら ば、政治、外交、經濟の諸工作を、ぼ どこして、 上映を拒絕 
r る^における b 映 tl を瘦得すべきで あり、日本 映 3 J 上映のために 鬪ふ 熱意がなければ ならない。 

映ぶ上映は、かくて一つの立派なる! 51 爭の手段であり、ラヂォや斩聞と同様に、映 ^ 政策と その 
1- Tr (海外における h 映}は、！國の興筏消長を現はす^も敏感なるバロ メ—ターである。從〇て 
坱 ft やラヂォや新聞等の文化! :! 爭の意 ^ とその偉力とを JE 當に評馉し活用し得ない 國は 、將來結局 
卞敗者の地位. r 頭落を^儀公くされるであらぅ。 

第六15ドィツの文化鬪爭と技術 

支那派造革報道部! t 塔正氏の演奏進搫一といふ文章の中に、次の様な 一 s ' がある。 

I 皇軍が漢口を占領した時、佛租界當局は境界を，辟重に封鎖して皇軍の通過を拒んだ。折から市 
中4:行進した軍樂攘ハ、物々し v > バリケードの傍に步を止めて ーフランス S 3 歌 j をはじめフランス 
璁力戰と宣薄戰 |五一一一 


笫六節ドィッの 文化 関爭と技術 • I 五四 
曲目を いくつか演奏した」附近からは見る間にフランス居留民が集つて來て軒並 ( D 窓といふ窓には 
熱狂するフランス人の顏が溢れてゐた。次の機會に再び軍樂隊がそこを通過した時、先方から來て 
吠 然とパリヶ—ドを 斥けた。かくして和氣 Is 々の裡に、同租界は皇軍に開放され るところとなり、 
その先頭を切つて彼らは堂々と第一步を印していつたのである。 

久しくレコ—ドー枚にすら餓えてゐたフランス人達が狂咨した ことは 想像以上であつた。 

前線に戰ふ者の心は何^ f め、軍樂隊の進擊はこれをいかにして滿足させてゐるか、また音樂が 
他國人の心をとらへるのに W かに役立つものであるか等、以上のいくつかの例にょつて十分理解さ 
れることであらぅ。 . 云々一 

私はこの フランス 租界の軍樂隊の進擊なる一節を讀んで、すぐにドィッ軍の ォス D に上陸の翌日 
(四月十日)に、ォス11市民が人心の動搖にょり騷然たる浞亂の狀を呈してゐる市中5:、威風堂々 
音樂隊を行進せしめゝ忽ちにしてその浞亂と動榣を沈靜せしめゝために戒龄令を必要としないほど 
なごやかな平隱な空氣が流れたといふ狀景を、なるほどと生々しい眞實を以て腦裡に描き出したの 
であるが、わが皇軍も軍楽隊の演奏進轚にょつて同じ成果を得てゐるではないか。これについて同 





氏は > 同じ文章の末尾に左のやうな所感と結論を述べてゐる。 

「これを見て隊員は樂器の、否兵器の重さを忘れ疲れた足を早めるのである。 

しかり、彼らの進轚は單なる慰問で li - ない。 

友軍愛に滿ち溢れた協力である I 戰捷のために統合發揮さるべき戰力の一部である。 

隊員の到着を鶴首する演奏場を一瞥する時ギッシリ 41 集した聽衆は單に皇軍將兵のみではない。 
和平建國に雄々しく起ち上つた綏靖軍の將兵や、みのりの秋に滿ち足りて安居し農業する農民の老 
幼男女が、長江の波打際までつ^いてゐるではないか。 

そこに演奏進轚の建設的な新使命がある。やがて描き出されるであらう親善風景が彼らの使命の 
尊さを遺憾なく證明するであらう」 

ドィツ人憎しと敵意を抱いたオスロ市民、獨軍の電轚的上陸に人心のた f ならぬ動榣を來した才 
スロ市民を沈靜せしめたと同様に、敵慨心にたけり立つてゐたフランス人、文化の敵であると悄惡 
の眼を以て迎えんとしたバリ人をして、ドィッ人語るに足ると考へ直させたのは、パリ入城の演出 
者たる宣傳大臣ゲッベルスの功餃であり、人心の機微をつかんだその演出であつたのだ I 
班力联と宣傅戰 一五五 


第六節ドイッの文化 B 争と技術 . ■一 五六 

バリ 域外で 幾千の戰車は一日：休憩して奇鸵に 膺かれ 、軍服は 戰釀のまみれぬ 新しい服と 着換ぇら 
れ、散^をし、チックをつけて、まづ戰車除 a が颯爽と乘り込んだ。次に頰を櫻色に紅らめた美少年 
兵がにこ < して入城した。 

そのあとから荘重な古典楽を奏しつ、樂團が續いた e このすばらしいパリ—入城の演出と、その 
後、ヒットラ I 總統が軍服を眈ぎ棄て、藝術家や卑者を從へて、平服を着用してパリ—を訪問した 
といふ、いかにも文化を理解し尊重し、かつ肽戰國フランスに哀悼と敬意を表するといふゼスチユ 
アが、パリ人をしてドイッ人語るに足り、協力するに足るといふ氣分を起させる印象を與へたこと 
に、どんなに與つて力あつたであらぅか！ 

映粛といひ、-7?樂といひ、文化的敎養といひ、その他一切の文化技術が v ' かに戰爭に役立つか、 
一分間一千四百四十コマ廻轉するフイルムが一分間一千數百發發射する機關銃と同様に攻擊と建設 
に重大なる威力を發揮するか、また重い樂器を抱く樂人が想像以上の演奏行進の戰果にその重さを 
忘れて胬いたかを諸賢が知られるならば、私はもはや文化技術をもつてする總力戰の熏要さを喋々 
七論議するの必要もないかも知れない。しかしわが國の現狀においては、文化的技術を以てする鬪 



爭，と卜にその技術上の問題の如きは、全然未開の境地に^するので、今少しこの問題に立ち入つ 
て論ずること、しょぅ0 . • 

山下奉文中將はドイッ國內視察の所感において、次の如く述べてゐられ る、， 

「ヴ H ルダンをはじめ、北フランスからベルギ—かけて、いたるところにフランス人がたてた前 
大戰の記念碑があるが、それがドイッ軍の手でそのま、大事に保存されてゐることをみても、ドイ 
ッ軍には前大戰の復轉といつたけち臭い考へはなく、もつと別な立場から新し v > 歐洲の建設といふ 
大きな精神が動いてゐる。 

ブラッセルの近郊ではドイッ兵がベルギ—人の民家に分宿してゐるのをみたが、普通なら戰勝の 
軍隊だからその家の中で最も上等の部屋を占領するところだが、ドイッ兵は屋根裏へ•腔たり、地下 
室へもぐり込んだりして、これでょいのだと、一般民衆に迷惑をかけないやり方で我慢してゐる。 
ルアンの戰鬪では街が火災に包まれ、或る由緖ある敎會が燒けか X つた時には、ドイッ軍は戰闘力 
の一部を割いて、特にエ兵隊を派遣し、周圍の建物を壊して、その文化的遺產の安全をはかつた。 

總力戰 と宜 傳戰 _五七 
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またナポレオンの王子の遺骸を、ウイ—ンのステフアン敎會か らパリ に還し、ナポレオン親子が 
枕を並べて地下に眠れるやうにしてやつた。 

ヒットラ—總統のやり方といふものは一つの新しい精神の誕生を意味するものであると思ふ。」 
云々。(朝日新聞昭和十六年六月十八日付) 

ナボレオンの遺骸のうつした ことは ドイッの對外宣傳寫眞雜誌「ジグ ナ— ル」などによつ て、 旣 
に紹介され たこと であるが、か、る文化的敎養を以てする文化工作の技術がいかに大なる宣撫 と宜 
傳の役割を果すかは說明する必要もないほどである。 

戰時における經濟工作(即ち經濟閼爭における技術)においても、相手國の國民心理を巧妙に捉 
へた、いはば戰爭指導心理並びに宜傳心理學的な要領を得たものでなければ、勞多くして効果は少 
いであらう。ここに ドイッの 經濟工作が占領地 デンマ—クに 於いて美事に成功せる最もよ き實例^ 
示してみよう。 • 

ドイッ 軍が、怒濤の如くデンマ— クに 殺到した翌日、獨藏相 フンクは、 早くもデンマ ークの 首都. 



に乘り込んで、國民政府の tf 惝と#見した：そして 

「ドイツは戰略上、己むなくデンマ I クに電擊作戰を決行した J しかし、ドイツは飽くまで'デン 
マ ークと 親善關係を保つて行きたい。そこで、今後デンマ—クがドイツに對して望む所があれば、 
ドイツは出來得る限り、その要望を叶へてやる考へだ I と、切り出した。 

この意外な提案にデンマークの首惱部も、 v ' さ"•か呆氣にとられたが 
「それでは此際、貴國の機械類を出来るだけ我方に輪出してもらひたい】と、要望した。 
フンクは即座にこれを引ぅけて 

1，.^し、デンマ—クには差當りそれを輸入する經濟的餘裕が無いであらぅ。若し、必要なればド 
イツからクレヂツトを設定してやつてもょい。 I と、極めて率直に、二千萬マークのクレヂツト設定 
を約した。 . ‘ 

云ふまでもなく、ギンマーク首腦部は、大いにこれに滿足した。それを見たフンクは改めて 
「ついては、二千莴マークのクレヂツト設定と交換に、これに相當する貴國の紙幣を豫めお渡し 
願へまいか_ J と、要求した。 

璁力戰と宣傅職 一五九 
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デンマ—クの首腦者は、勿11！;、快よくこれを承謀した。 

フンク^扣は、その紙幣束を受けとるや、直にデンマ—クの首都コぺンハ—ゲンを發つて^ 國っ 
途についた- 

し力し、胸中深く秘策を藏してゐたフンクは、その ま、 本國に^ らな かつ JJO 
その頃、デンマ—クに進駐したドィッ軍はデンマ I クの备都邑をはじめ、要所々々を殆んど その 
手中におさめてゐた。 

一路、本國に飛ぶ と 見えたフンクは、忽然と機首を轉じて、デンマ—クの首腦部から 受けと つた 
デンマークの紙幣を悉くその主計官に渡した。もして 

一出來るだけ速かに、デンマ—クの農產物及び家畜類を寅ひつける よぅ - I と、命ずる と； ii 、 こ. 

|農民から物を JN : ふ場合、決して安く値切つてはならない。寧ろ、時價 よりも 高く、例へ ば 寒 一石 
一一-4尚のものならば -~ -十艽间で?1 , ひ、また、牛一頭|二百阗のものならば三百五十阒を支拂ふべし 
-.一との意味と注;6:をつけ加へた。 

このフンクの意圖は、直に、ギンマ—クに進駐してゐる全軍の主計官に溥へをを。 




ドイツ軍の主計官 は、 時を移さず全面的な貿付け5:始めた。 

デンマーク農民達は驚き、且つ喜んだリドイツ軍進駐前ょり、 一 般農產物がにはかに离値となつ 
た上に、代金は手の切れる様な紙幣！しかもデンマ—ク紙幣.で支拂はれた U 
有頂天になつた農民達は、ドイツ軍のために氣前ょく、その農產物を手放した" 

勿論農民達は自國政府首腦部と、獨藏相フンクとの間に、どんなカラクリがあつたか知る由もな 
かつたし、そんなことは直接關係のないことでもあつた。 

かくてドイツ軍は、ギンマ—クの農民逮から多量な農產物や家畜と共に、また多大な感謝と歡迎 
をうけ取ることに成功したのである。 

これが戰時における經濟閟爭であり、宜撫戰であり、人心收攬とドイツ軍の威德を示す宜陴戰で 
なくてなんであらうか！ 

しかるに、わが對滿、對支戰時經濟工作は、このドイツの經旖戰と比較してどんな方向に進んで 
ゐるであらうか？ 

わが國にも、又別の違つた戰 f 經濟の觀點から、フンク鈸相のこの經濟 - n 作に着目せる聰明な 
總力戰と«傳戰 、\ニハー 
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る經濟畢者が、必ずしもないわけではない。 

即ち f 戰ふ日本 經濟一の著菁西 谷 氏は 「ドイッ 戰爭經濟の建設は 新じて百 ^ の資源と外貨に よつ 
て逮成されたものでは ない ので ある 〇經濟は戰爭を決定す ると 同時に戰爭は經濟 を 決定す る。ポー 
ランド 進駐の戰車隊の後を追つ て 紙幣を滿載した トラックが走り、オランダの砲煙い まだ薄れぬう 
ちに 經濟 建設計®の足を踏み出す獨逸の 嫌力戰體 系は、東亞 經濟圈 建設計菜への 有力な ひとつの 示 
唆となる ものであらう 〇」 ( 同?? 二三九 頁) と、#いてゐる〇 

西 谷 氏が經濟建設への有力な示唆と してう け とられるところのものを、われわれ プロパガンデイ 

ストは、——じ宣 S 置的觀 S ら、 - UQ 問題に大皇一つ QS 4 f を投 . 

げ與へられるのである。 

軍 f 着用 せず、寶を吹く でもな く 、 i の戰車を 持たず とも、政治、經濟、文化© あらゆる 
技術と教養との總力戰的活用に よ？、 ある 程度 有力なる武器と し•て役立たせること も 不可能でよ 
決してない。 

アメリヵが砲火を交へてゐない5ども、ル.-ズベルトが蠢してゐないと斷言すは、— 



や今 3 においては誰れ一人ないであらぅ-今現に砲火を交へてゐるか、否かは大した問題ではなく 
旣に世界が二つの陣耷に對立し、二つの相對立する國家群に分れてゐる以上、われわれは出來得る 
限り最小の犧牲において、最大の効果をもつて敵5:屈服せしめることが至上命令である筈である。 

ルーズヴ H ルト大統領は戰爭以外のあらゆる方法 J を以て援英援蔣を行ふを言明しており、32. 
に M らずして全體主義を 轚破 せんとするのが、ルーズヴェルト政策の根底をなしてゐる。しかも、 
何時如何にして武力を行使するか、それとも武力を行使せずして、それ以外の手段にょるかはル— 
ズヴ H ルトにとつて、結局一つの戰術上の問題にしか過ぎないのである。 

かくて、われわれにとつても、殘されたる問題は、自然科學、社^科^の兩技術を敢高度に麂き 
上げることであり、强力なる戰爭技術として十二分 ic 動 a し、活用すること以外にない。あらゆる 
技術家の總力戰的參戰と戰場への進軍、これ.こそがわれわれに殘された唯一の捷利への道である。 

企苯院第七部第一課長森川覺三氏は「科梁、技術新體制の理念 I ( 朝日新 M 十六年五月二十/\日)と 
•題する W 世的なる所論において、科學技術の總力戰的動負と育成、助長の問題を力說されてゐる 
が、文化科梁、精神科學と技術の問題においても、この所論は當然そのままあてはまることである。 

練力戰と赏傅戰 一六三 


第 六節ドィッ C 文化鬪爭と 技術 一 こハ四 
森川氏は、同論中のある 一 15 において、次のごとく述べて ゐる。 

- 今後技術の輸入が政治的情勢により、相手國のために著るしく制約 せらる、 こと5:.考慮に加、 
る時、所謂日本的性格を有する我國獨自の高度の科學と技術が剖 is され、 W 成さる ゝまでの 期 Ril に 
おいて、科學技術の著るしき開きを生じ、ひいては國防上の危險に直®する やうな ことは. ないで あ 
らうが。今回の K ): 洲戰によつて明示された如く、今後の戰爭は精神力に 加ふるにあらゆる 點におい 
て、 はるかに 敵國を凌 M する極めて高度の科梁技術の發達によつて、はじめて® 倒的勝利が確保 さ 
れることは 明かで ある。 

かく考へ來る時、我らは科^と技術の發逮進步のためにあらゆる方策を講ずるだけで、後は 自然 
に盛り上つて來るべき獨自の科學技術の進步を靜かに待つてゐる とい ふだけでは、 いかにも 不安を 
感じるのである。盛り上つて來るべき科學と技術の進步を何等かの方策に よつ て、 il 家の M 力を用 
ひ無理に も 引き上ぐる手段はないもので あらう か。 もちろんこれは不自然な、人爲的彦 、極めて 無 
理な方法ではあらう。しかしさうでもせねば、今後の國際情勢に處して安心が得られない とせば、 
又このやうな方法によつて少しでも科舉技術の發達の速度を早め得る ものとせば、少々の無理は^ 



知の上で斷行すべきであると信ずる 。 I 

.t.•-. 9¢: . 

| 今回创設を見るべき科垛技術行政中樞機關だけなりとも、何とかして®効の舉げ得るものでな 
ければならぬと念願する次第であ/つて、これを具現するにいかなる方法が设善であるかは、官界練 
违の士を集めて論議、決定されるであらうが、我等としても一つの試案を持つてゐる" 

資任の^-- S を明らかにするとともに、個人の削意を存分に活用すること 1 C よつてのみ、行政の能 
率化を望み得ることはすでにナチス'トィッで試驗濟みである。國家非常の際である。钤讅々々で 
黃庄を分配させ、非能率的な、その日その日を送ることは^早淸葬されてもい、はずである。 fr ^ 
制度で行くため一人の讶 ft 者の汍定した？ P 合に比して、遙に十 V 結果が生れ得るならば、また考へ 
やうもあらうが、多くの^合逆の結果を生じてゐること!. tJj 者の等しく認むるところである。 

また十分なる專門的知識と體驗を持たないものが、公の地泣を占めてはならぬ。特に科^技術行 
政の中樞機關である以上、各々一流の尊門家である體驗荠でなければ、その職讶を全うし得ないは 
ずである。 

總力戰 と S 博戰 • . 一六五.， 
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我331流の専門家であり、體驗家である人々〇當る以上、その M 意を十分.に振はすためには相當 
なる播限を與ふべきである。また一流の人物を集める以上は、その職琺と待遇は別個に 判斷 さるべ 
きである。 . 云々」 

あまりに長きに過ぎた引用ではあるが、森川氏の科學、技術に對ずるすぐれたる所論は、直ちに 
われわれの文化•思想 •宣傳•謀略 • 閊爭における專門的技術と特殊なる才能を 必要とされる 部門 
の擴充强 化の ために、 直ちに問題となるべき 卓越せ る所見である。 

わが固においてもロベルト•ラィ博士や トッド 博士がゐないわけではない。 フンク 蘇相 やゲッ ベ 
ルス宣傳相 や ダレ—農相の やぅな 豊かな才婉と創意を有する人材が 必ずしも絕無ではない。 

しかも 森川氏の いはれる如く、 わが 阈においては、 文化の 跛行狀態は依然として是正され ず、 その 
硏究成果は一瞀 も與 へられず、かつまた FF 究促進の連絡が 中捂機關にょつて 綜合 的に企劃され ず、 
さらに野に is 賢な からしめんとする人材登用の道も依然として開放されてゐない舊 «5 制の 現狀 こそ 
が、 ゲッベルス も トッドも出づベくして出で得ない狀態に置かれてゐるこ<>:を考ふべきである。 




第セ節宣傳中隊 (p . K ) の活躍 

ドィッ軍の宣傳分野における、成功の鍵として、大きな役割を占めるものは、この宣傳中隊(づ3 

paganda kompauio) の編成であ〇た e 

この宣俾中隊の創案者はハンッ•フォン•ヴヱデル大佐で、彼は今、宣傳中隊のベルリン司令官 
となつて活躍してゐる。 

この1**尺司令官の支配下には、二百名の記者と四百名の寫眞、漫諶、映锵、戰爭美術、ラヂォ 
解說の技術家が網羅されてゐる。 

そしてポーランドの進攻に七名、ノールウ H ィ作戰には十六名の同中隊_の戰死者を出してゐる 
ノー ルウ エィ作戰には五十名の記者と百名のカメラマンが配 16 されたのであつたが、この十六名の 
戰死者といふ比較的多い數字から見て、銃劍をとりつ、活躍する I ** K 隊員がいかに勇敢であり、 
危險な活動をしてゐるか V *解るであらぅ。 

ノールウ H ィ進攻に配 M され、軍程ブリュッヘル艦上に、丁度ハーン大尉がカメラを動かしてゐ 
m 力戰と實傅軼 一六七 


笫七節ナチス肓傅中»の活踨 I 六八 
た忻も折、海岸砲裏の彈丸が命中して忽ちブリュッヘルは沈沒したので、大尉は フ.イルムを ^ らさ 
ぬょうに岸に；冰ぎ〇いたが、彼は E ぐにノールゥヱイ軍に捕えられたので、 ! 1: むな く 光線を フイ ル 
ムに入れて敵中にこれを委ねふことを避けたといふ I エピゾートもある。 

かくの如く、1**^中隊員は、承袪と情報の二つの職能を持つをり、ノ|ルゥヱイを攻略すろ取 
艘；} h にも、セダン要 , i に迫るタンクの中にも、危險極まる挺身隊パラシュート部隊の中にも、英 
本土を 51 ふ煤'欺機の上にも、英艦を狙ふ?#水艦にも、常に起居して、ヵメラや無線やペンを縱橫に 
驅浼しつ、作 a に必要なる情報と宣傳資料を蒐柒記錄してゐるのである。 

_.事 ffi は ^ 上の宣傳なり一といはれてゐる が 、 PAK のサイン附の戰線報吿は、あらゆる戰線か 
ら哮 M として、第一線の生々しい資感の溢れてゐる、そしてまた、英阅側の老獪なる逆宣傳を餘す 
ところなく封じ、さらに前線鈇後の精神交流の武器として非常なる役割を- ift したのであつた。 

宂 博中隊の報道と驽笼的新聞通信目のそれと本 ^ 的に異るところのものは、彼等宣俾中隊員は、 
これまでの戰地通信員のやうに、一新開社または出版社の®人ではなく、從つて雇主のためにのみ 
働いたりすることもなければ、 il 主から報酬をうけることもない。故に、軍作戰の必要に®じ 、 iisi 



者大衆にこび-^.ところなく ries することが出來る。 

だから、?.尺隊員の報道は>營業的記者のジャーナリスックな幻想や美辭龅句によってでっち上 
げられたニユースではなく、それこそ戰爭そのものの中から生れた生々しい骶驗であり、 M 者の好 
奇心やスリル心理を滿足させるために笨をとるような眞似はやめて、遙かに商い任務をもつやうに 
なつた。即ち、宣薄中隊の任琺は、鈇後の阈民の一人一人に、彼等の息子や兄弟が、いかに偉大で 
困難な鬪ひをつ i * けてゐるか i : 直接具體的に知らせることによつて、戰線と銃後との問を血と精神 
を以て統一することにあり全 g 民の精祌的共 ,1 . [> を獲得して阈家總力戰を完遂するといふ一大任務を 
背 M はされてゐるのである。 

しかも、その上にイギリス流の「作られたニユース J やデマ宣傳を一時にして吹き飛ばす重大な 
る役割を兼ね備え、今次大戰以乘この宜悼中隊の 赫 々たる功銪は、戰史の上に 不滅の 金字塔を打ち 
建てるであらうし宣傳戰術の上に革命的な影饗を與 える であらう。 

P . K のサイン附の -I ユースが、ドイッ國民と全世界からどうして絕對的な信賴をかち得たかを 
語る次の一篇の事實を紹介じよう。 

璁力戰と宣惇戰 一六九 


第 七節ナチス茛惇中隊の 活躍 一七〇 
一九四〇年九月上旬ドイツ軍隊は、ボーランド國境を越えて進擊してゐた。すると、忽ち英佛_ 
の例のデマ宜傳が火蓋を切つて落された。それは「ドイツ軍隊の慘忍ぶり」といふ見出しで頻々と 
報道され出した。 

ドイツ軍がまだチ H ンスト—を占領してもゐないのに、早くもこの市におけるドイツ軍隊の 赞 行 
や殘虐が世界中の新聞雜誌に書き立てられた。つまりドイツ軍隊は極めて恥づべきやり方で、すべ 
てのポ—ランド人が神聖視してゐるへレ山のマドンナ5:破壊してしまつたといふのである。 

すると、忽ちにして、 ドイツ 側からこれを反駁する 11ユース が現はれた〇英佛側の デマ•一ー ース 
がこの時ほど素早く反駁されたことは異例であるし、また、この時ほど美事に粉碎されたのも異例 
であつ た。 

それといふのも1**辽隊が戰鬪を行ひつ、ある自軍とともに、チエンストーに入るや否や、いま 
だ方々の街で市街戰が猛烈に行はれてゐる最中、すでに完全な姿のへレ山のマドンナを寫眞に撖し 
とる一方、へ V 山の僧院の住職とのインタービユ I をものにしてゐた。 

その記事には、同住職の談話として、ヘレ山の僧院とマドンナの神像とは忠實なるドイツ兵にょ 



つて、何ょりも 眞先に保證されたことに對する感謝と感激が語られてゐた 

かくて「ドィツ軍隊の赞行や殘虐行爲 .1 が英佛側の 新聞 面を騷がしてゐる最中、それと同じ日、 
ペレリンに特派されでゐる.中立國の通信員達は、この動かすべからざる反駁資材を手に入れてゐた 
のである。 

とのほかに I *. K 中隊員にょつて、多數の敵を捕虜にしたり、ボーランド廻廊地帶の一番乘りを 
したりした多大なる戰蹟も枚舉のいとまないほどである。 

P • K 前線アバ I 卜に集められた報道は、一度ペルリンの I ** KPJ 令部に送られ、宣傳街で編輯 
されて、國内國外のそれ^^の機關に配給されてゐる。ドィツの I '* K の出身を調査してみると、 
さすがに新聞記者が壓倒的に多いのは爭はれない。そして I '. K の大半は軍籍にある敏腕記者と S 
眞班員であることは、彼等の a :. 門からみて容易に肯かれるところであるが、カメラ•マンのごとき 
はアマチュア•カメラ•マンを宣傳省の統制下に置き、その所粜阗體長に、その技能、所有カメラ 
年齡、適性等を中吿させ、これを宣傳省に豫め登錄せしめて - S き、必要に應じこれを召集し、备兵 
科にこれを配屬せしめて訓練し、戰ふ報道の戰士として活躍せしめたのである。 

嫌力戰 と官； 惇聆 一七一. 



第七節ナチ K 官：傅中隊の活躍 一七二 

ドィツが宣傳中隊を編成したのは、第11;者的な通信社を使ふ不利を知り、また、英佛のデマを粉 
碎する最善の武器として、これを撰んだ とい ふばかりでなく、か X る決死的報道に ょつ てのみ fes 民 
を奮起せしめ、精神的協力をかちとり、祖阈 とその 運命を ともに する決意を抱かせるものだからで 
ある。そして、また、宣傳戰 においては m に 形式の嶄新 さにおいて I 步 先んずる ことなく ば、その 
锬利を確保する ことが 出來ぬといふ軍：要なる秘訣5:心得てゐるためで*る。 

私は他の章において f 前線新聞 I について論じたが、わが阐は一前線新聞 I の活用においても、 
宣傳中隊とは違ふが、かの宣！！|班の fill 設においても、必ずしもドィツの後澳を拜して ゐるばかりで 
はなく、むしろ一步を先んじてゐることもあるが、その計菜の组雜なる點において、また嶄新なる 
企剤5:採用する大噔さと、先見の明と勇斷に缺くるところ多いのは極めて遺憾な ことである。 

宣傳中陳や第五部隊の特殊な任務と才能を必要とする人材は、さぅ速急に養成できるものではな 
く、またこれこそ適材適. MIC / 16S されなければ所期の効果; i 舉げることは出來ない。 

この S 5 について苦い S 5 驗を有せられる伊地知進大尉の辞吿と提言に耳を傾けょぅ。 

同氏; 1 「所ら しき宜搛 H 作 一 ( 文典 弟秋 社 「現地報齿I 二月苎と 題す る一文に お(て、次の如く3 



論され、镇桉的な技案を示されてゐる。 

I 戰爭の攄大と占領蓖範阐が擴大する K : つれて、宜搛班も增大されなければならぬ e 

八木沼班長はそこでその人を求めるに、國内の若き駔徒及靑年に期待したのである。 

宜换班は、すぐに千名を突破する人 a となつたが、初め滿鐵社員にょつてその机幹が出来上つて 
ゐたので、爾後の增 a の場合も、勢力の對立、嫉視反目などのごた <を見ることなく、どちらか 
と言へば無難にょく動いてゐたものである。 

これが中支になると異つた形を現はしてゐた。まつたく寄せ集めと言へるもので、滿洲の縣參事 
官崩れあり、暴力國的人物あり、左翼轉向群あり、右翼自任者ありて、その混沌さは中支に來てみ 
て驚いた程である。 

人の貧困1どこへ行つてもそればかりを聞かされてゐた。然し私は、それは人の貧困ばかりで 
なく計脔がなかつた爲めだと34つてゐる。あれだけの.兵を動 fi し得て、どぅして宣撫班を動員し得 
ないのであらぅ。私は平時から宜搛班動®計畫が、軍若しくは政府の手にあるべきだと思ふ。それ 
は金と暇を食ふものではなく、極く簡單に出來るものである。 

練力戰と宜傳戰 一七三 


笫七節ナチス宜傅中隊の活踩 I 七四 

試案を示してみやぅ。 • 

一二府四十 H 縣を五十縣と見て、一縣百人を動員すれば五千人は出來るのである。而も宣搛的人物 
を日頃より物色吟味しておき、その人に仕事、居所を、動員同様に調査して おき、 その 寄 類を必要 
な箇所において保管する。 

人物は、考古礤荠あり、農村指導者あり"技師あり、翳學者释師あり、敎師あり、社#運動家あ 
り、宗敎家あり、その他場者あり、語學者もありで、これ等の性名を調査しておき、必要により召 
集すればそれだけで結構なわけである。 

國家總動！® CO ' 今日、誰だつて RP 集を覺悟すべきであり、宣搛班などもかゝる動 H 部隊により結集 
するのは餞良の手段である。 

が、こ、で問題なのは、この人々の團結の問題であつて、これは □• 頃から必要により、臨時召集 
して訓練しておくの要がある。若し出來得べくば、これを東亞班•南洋班.两比利班•赤道班とい 
つた假稱によつて分類しておけば尙更結構なことである。| 

呀地 知氏のこの ^案は、その題名の示す ごとく宣搛 工作のそれで、 宜傳 中隊にっいてでは， H く、 



同氏は宜； i 班を宜俾班が兼任すべきか、どぅかは一利一害あるとされ、むしろ反對の口吻を^され 
てゐるが、宣撫班にしろ、宣傳中隊にしろ、また、第五部隊にしろ、か、る特殊な任務を帶びるも 
のは、平時からの訓練と養成が絕對に必要であり、しかも、特殊な才能と技術の習練によつて始め 
て鬪爭的武器として役立ち#るのであるから、總力戰における鬪爭の一手段として當然维備されな 
ければならぬ組織である。 

第八節ナチス第五部隊の研究 

讀者諸君は、前章においてボーランドからフランス货戰に至るまでのドィツの宣傳•謀略戰を各 
國別に一瞥され、ナチス宣傳戰と謀略戰による赫々たる戰果に驚異〇眼を見張られたことゝ思ふが 
對敵搰亂作戰として， < D : かくの如き成功は、長き准備と用意周到なる硏究によつて生まれたる一第五 
部隊 I の組梭的な活躍に負ふところ多いことはすでに觀取されたところであらぅ。 

今次大逊におけるドィツの宣傳•謀略戰を語らんとするならば、その花形役者たる I 第五部塚 I 
組織の硏究を忘れることは出來ない。 

嫌力職と宣傅戰 一七五 


第八節ナチ K 第五部隊の硏5£ 一七六 

一 、 K •ヘイン戰爭の第五部除 

第五部隊.！なる名稱を創り出したのは、フランコ將軍と同軍參謀のモラ將軍であるといはれて 
ゐる。 

マドリッド攻略に出かける日、モラ將箪が躱僚を前にして、何あに、マドリッドを陷すのには四 
軍®もつれてゆけば結構であらう、—つた灯に、不安を？た一將 校が「閣下； それだけで本當 
に充分でせうか. I と訊ねたところ、モラ將軍は「いや、もう一軍阐(つまり第五部隊〕がすでにマ 
ドリッドに道入つてゐるから大丈夫だ。 J と、答えたさうだ。 

モラ1五部 S 、 ナチ KQ 心3者達の指 S も•とに注意深く紐 f れ、 fs ランコ將軍が 
K - 際軍事行動 5: とる以前に、この心理場的武器はすでに行； g に 移つて ゐ た。 

ドイツはこのスベイン戰爭を黄驗の舞臺として使ひ、スペイン人の生きた身 短と 心理に ついて、 
この新しい武器(第五部8を實驗することが出來たのは、今次大戰に應用するに極めて有利なこ 
とであつた。 

ス ヘインにおける笫五部隊の活躍は、|九 1 二六 ^ f - 五月マドリッドに於て 始められた 0 



それはある日、何百人といメ婦人が、恐怖のために氣狂の如くになつて、政府の官舍を ffi んで頑 
張つてゐた。 

彼女等は、甩佾がマドリッドの子供逑に毒の入つた菜子を配•リ步き、そのため市の病院は小さな 
嵇牲荠で滿員になつたといふ、巧みに放たれた•チマにょつて恐怖のために押し寄せたので ある。 

勿論、フランコ軍の支持荠(第五部隊)は、これを無政府主義者の仕業であると主張した。マド 
リッドの支配者(共產萆： } は、そのため安寧秩序を保つために非常な努力を拂つたので ある。 この 
混亂を室んだものは、實は第五部隊にあつたのである。 

また、敎 fr が俄に， S に包まれるやぅなことが起つた。放火が頻々と行はれたが、放火犯人は誰に 
も分らなかつた'」しかし、注意深く見ると"それは混亂を增大するため時刻を定#、受持をきめて 
計苽的に行はれてゐる樣子であつた。 

一九三六年の八月、モラ將軍の四ヶ軍團が侵入する直前のマドリッドは®に騷亂を極めており、 
夕方突如：®根の天邊から銃聲ががなり出したり、また、一方街の隅々のやぅな所に幽趣自動車が現 
はれて、機關銃をぶつ放しては、また忽ち姿を消した。 

總力戰と貰傅杈 一七七 


第八 節 ナチ K 第五部除の硏究 一 b 八 

この やぅにマドリッド市民の神經を攪亂して ゐた ものは、勿論 モラ 杼軍の第五部隊で あつたので 
ある。 

二、第五部隊の歷史 

しかし、 第五 部隊戰はスペインに於て始まつたものでなく、 ベ B ンポンネス 逊役(前世紀四11 ;二 
I 前四〇四年の三〇年問) とい はれる アテネと スパルタが戰つた ギリシヤ戰 爭に始まり、 更に革命 
戰爭 ょりナポレオン 戰爭に至る間に英國において驅使されたが、 ナポレオンはそれ 以前にも オラン 
ダ、スペイ； S 、 イタリー、ドイッに おいても不平不滿の徒を かり 集め軍隊進擊の前に これに 備え、 
またデマに ょる 授亂 をな した。 ヒットラー はこの ナボレオン 戰術を さらに 近代化して縱橫 にこれ を 
使つ たものと いはれ てゐ るが、 匕ットラ—とナボレオンと 相似る點は非常に多く、 ヒットラ— が、 
ナボレオンから 舉び 、また、 蹲ばん としつ、あるものも m に 「第 V?. 部隊 i 戰術 のみならず、 對英女 
轚その他非常に多い と思は れる。 

三、第五部隊の活躍 

ドイッが、^五部隊をスペイン a 爭における實驗を適用して始めて兜〇たのは、オーストリ—こ 



おいてであつた。 

オーストリーの 第五部隊長 ィンクワルト 博士は、侵\する ドィッ 軍に砲火を交へずして 才—スト 
リ|を明け渡すことに成功した。 

チェッコスロヴ アキアにおいては、ズデーテン人とス卩ヴアキア人の多くが第五列の役割を果し 
たし、 ポ—ランドでは、國內の少數の ドィッ 民族が、ポーランドの軍事組織$:粉碎し-; •: 、 橋梁や戰 
略要地や工場、發電所な どを 占據した。 

ノールウヱ— では、 ドィッ 檻 暌〇到着以前に、假装部隊がオ K a I 、 ベルゲン、ナルヴィクを占 
撺してゐたし、ルクセンブルグでは、矢張り ドイッ 正規軍が到着しない ぅち rc ドィッの 【旅行者一 
達にょつて機關銃をもつて國内を殆んど完全に占據してゐたので ある。 

四、ナチス第五部陕の戰術 

第五部隊 -( D か X る成功は、一體いかなる戰術にょつてなされたのであらぅか、 

ドィッが 最初に着眼せるものは、その國における獨逸語を話す小數民族、或は小數黨である。 
第五部隊はその國に民住するドイッ語民族の小數寐の中から選拔され育成されて、全國民の破壞 
雄力软 と官- 薄软 . 一七 九 


诳八 節 ナチ K 第五部隊の硏究 一八〇 
をなし遂げることに成功したのである」ここに「一 TT 語|における政治性を今少し重大なる問間とし 
で取扱はねばならぬのを痛感するのである。 

ヒットラ—はこのため|在外ドイッ人は、ドイッの支配下にあるべき で、 又諜報の場合に 見る如 
くドイッの利益に奉仕する詨務がある。.|と叫び、 極めて對外 宜傳を重要視し、宜傳杏第七部 【ャ 
國 I において、海外移住者並びドイッ語 S への宣傳と連絡統制にあたらしめ たが、 第五部隊の本 
部は、別に某所に置かれ、第五部隊養成のためヱス • H ス隊や秘密秤察の後秀なる人物がナチス • 
スパイ學校におくられたが、この學校は情報部長として前大戰にも活躍した一-コラ イ 大佐が 校長と 
なつてその指導の任にあたつており、現在ウイルヘルムストラッセのあるビルの最上階の五 室を借 
り切つて嚴格な規律のもとに第五部隊の養成、訓練が行はれてゐると傳えられて ゐる〇 
第五部隊 S 術§妙さは、先？ S に民住するドイッ i 族 Q 組織であつ？ とで、外國 の 
市民でも外人スバイでもなかつたところにある。 

勿論、戰爭前、第五部隊にょつて手に入れておいた 軍人、 巡査、 郵便 M 、 鐵道 員の制服に似せて 
つくらせた變裝にょつて、落下傘や秘密な方法で多数新しい第五 部隊を 潜入せ しめたのである W 、 




ともかく、第五部隊の戰略の成功は、金錢のために®はれて國を设るといふ人間の弱點に賴るので 
はなく、むしろその反對に高邁な理想的精神に軍：點を置いたことにあるのである。 

海外におけるドイッ語民族は、ヒットラーの熱烈なる宣傳と長年に1:る强力なる援助にょつて、 
自分達は第?£部除のをなしてゐるのだといふ深い理解を有し、常に第五部隊戰術に參加せんと 
する熱烈なる要求を抱くに至つたので、今日着々とその成果を現はしてゐるのである。 

ドイッ人は どこの國に行つても、 ナチ K の計*を促進す る 積極的行動を とる やぅに訓練されてゐ 
る0 

外國におけるドイツ人の住民としての行^は、英1:人などとは違つて全力を盡してこの土地に融 
和する。英_人は土着民からかけ離れた世界に住み、故！：に何が起つてゐるかも知らず、たぐ新聞 
の到着を待つて始めて知るといふ始末である。 

しかるにドイッは、その土地の政治的社^的問題に通じ、その地の重要な人物に通ずる人物を海 
外に多數植えつけることに成功した。 

その上に、第五部隊本部は、これらの海外居住#たる第五列の報吿にょつて、問題が起るといつ 
轶力戰と貢傅戰 一八一 



第八節ナチ K 第五部隊の硏究 一八二 
でも鍵となる主要な人物について硏究し、世界の.あらゆる國に於て、將來いつかは利用出來るよう 
な人物の傳記を記錄するヵード式索引を準備してゐたのである。 

そのヵードには、月並な人物紹介ではなく、その人の私的な趣味で あると か、熱狂とか、弱點と 
かについて詳細な調査が行はれてゐて、もしもその人が問題になつた場合、彼5:うまく H 收し、或 
は利用し得るやうな事件とか事實とかが詳細に記入されてゐるものであつた。 

五、平時における第五部隊の役割 

第五部隊の軍事的役割とその活躍については、前章において述べたので あるが、. 平時に おける そ 
の機能は、主として宣傳を行ふことであるが、こ〇'宣傳は 必ずしも 親獨的 乃至 親 ナチ的なものとは 
限らない。この活動は备國の商業的、工業的、政治的な 活動と 同時に、各國の 士氣をも報吿 し、ベ 
ルリンにおいてこの 報吿を棕 合すれば、备國の阈民生活の完全な 縮 Isj が直ちに 描き出されるやうに 
なつて ゐる のである。ここでは更に彼等の平時と戰爭準備のための巧みな暗躍について 述べよう。 

一九1|!九年の二月十四日の0ンドン.タィムス紙上に0ッテルダムよりの通葚が載せられてゐる 
が、これによれば多數のドィッ銀行家や K 業家が過去 二 週 RO 內に 、オランダを 訪ねた と 報吿されて 



彼等銀行家はオランダにおいてどんな仕事をしたかといぇぱ、一我々 C トィッ)は平常な取弓1:. 
欲してゐるのに、聯合 ！I (英佛)の®意によつて、この取引が阻害されることはまことに遺 M であ 
る。」といふ意味を、手を替へ品を替へて納得せしめることであつた。 

その結果オランダ實業家は、ドイッは戰爭をこれ以上の騷ぎにならんことを欲してゐるのた、と 
いふ風に感じたのである。 

かぅして平和的零圍氣を創り出しておいて突如オランダへ^軍は殺到したのである」 

この獨軍の侵入に驚いたオランダ政府は、國內のナチス黨を檢舉し、その指導者や相當多數の彼 
等の仲間を投獄したのであるが、獨軍の飛行機に信號を示し、敵のタンクの防害物を取り除いたり 
して協力する一般の民衆に對しては、なんとも處罰の仕様がなかつたほどであつた」 

六、戰爭準備のための活躍 
またこんな手も打たれてゐる。 

ユーゴースラヴィ T は、 ダ ー| ユ I ブの ある 地域內に居住する外人に、土地の •)*«:« 契約を破棄せし 
嫌力戰と ST 傅戰 一八--- 


第へ節ナチ K 第五部隊の硏究 Is 
めるょうな持別命令$:出したのであるが、それはそこに居住するドイツ人がドイツ常 局から 供洽さ 
れた， -:1>て、その重耍な水路の近くに戰略上大切な土地を>1:ひ上げてゐたためであ0ヒ5 

この新しい土地の所有者は、そ QS にダ-二—ブ Q 水？利用して？水 -V を結遂略上功果 
ある土地を占有するために道路を設置した。それ故ドイツはダ--ユ—ブ河に沿つて、その 石油を運 
ぶのになんの,もない露を確保したわけで*り、また、攀がるやうなときには 
すぐさまこれら Qstr — Is 利を S して小11?起ち tf とも出來るのであ 
る0 • 

一九四一年 fll 日付の外電にょれば、イギリスはアメリカに對して、米洲全土に おける第五部 
隊の活動を根絕するため、米政府に對して斷乎たる處 © をとるべき次の：一項 目の 莨 施を契 求した。 

一、 アメリカにおける樞軸阈全資金の凍結 

一、两半球におけるドイッ部隊に對し活 g 資 f 供提せる sf 玲社の ブラック •リス 
卜〇作製 ， : 

右の事啟から推察し得るやうに第五部除の活動資金は、ドイツの海外商社を通じて椹供 さ a て b 



ることが推察し得るのである。 

イギリス當局は、ドイッの英本土上陸 1 C あたり、また、ドイッ機の空鹋が頻繁になれば、常然笫 
五部隊や 落下傘部隊の 執拗なる後方搅亂が行！ i れるものと見て、イギリスはナチ第五部隊や諜報網 
の檢舉に躍氣になつてゐる。一九四〇¥の七月八日のイギリス内務當局の發表した ところにょると 
同年の六月中 1 C 「ナチス第五部隊一及び、これと密かに聯絡をとり、ス•ハイの疑ひある荠として M 
へられた者が、全英にガ-百名に逮し、敵性外國人で、七月七 H 現在までに抑留された J ! 0一-萬人に上 
つてゐる、とい ふの T ?. あるから ^ くべき 數字 といはねばならぬ。 

ドイッ軍がギリシャを制! 35 したその日、即ち I 九四 I 年五月一日イラク政府 1C ょつて行はれた排 
英ク—デターが勃發したが、これは勿論アラビア民族意識の昂險であるとはいへ、このク—デタ— 
がナチ K 第 W . 部隊の指導のもとに用心深く計；されたものであることは疑ふ餘地もない。 

イラク•ク—デターの立役者はガイラ- ltr 相であるが、この影に活躍した覆面の第五部隊指薄者 
は、ゲオルグ•フォン•ヘンテイッヒといふ近東におけるナチ ス のこの機關の支配者である。 

•ケオ ルグ •フォン•へンテイッヒ は、英_ のシ ー クレット •サー ビスの 口 — レンス 大 左 と同じや 
總力联と宣傳戰 一八 五 


第八節ナチ K 第五部隊の硏究 一八六 

ぅに變裝してアラビヤ諸國酋長を訪問したり、しばしば英國の戰線を突破して T フガー| K タン首都 
カブ—ルにまで入り込み、アフガニスタンを反英に引込もぅとの運動を極秘にしてゐた。 

その後フォン•へンテイツヒは多年ドイツ外務省の近東局の首班としてアラビヤ人世界の情報$: 
入手し、汎アラビヤ運動反荚戰線を計粟して来た。 

イラクがしばしば ドイツとの 外交關係を惡化させた當時も、彼のみは自由に イラクを 旅行してゐ 
た事實からみて、彼の所在を保護する多數の友人があつた ことを 示すもので、彼の潜勢力の一半$: 
知るこ•とが出來る。かくして近東における反英熱——親獨傾向も、彼等第五部隊の活躍に負ふとこ 
ろ大なるものがあると見ねばならない。 

七、第五部隊に提供する活躍舞蠆 

第五部隊の戰術は、かくの如くドイツ語を話す海外居住者を組織することの他に、第二に着眼し 
たのは、敵國內における政治的對立と國論不統一を微妙な心理學的分析にょつて利用したことであ 
つた。第五部隊の組辙者にとつて國內不統一にょる思想的混亂と戰爭の歷史的重大性を認識しない 
國民の不平不滿は、實に肥沃なる地盤を提供するものであつた。 




この間にあつて第五部隊の B につけたものは、二つの大きな感情、即ち、戰爭によつてすべてを 

失はんとする人々の心の中に湧き出てくる平和に對する人問の本能的要求と、社^の不公平に對す 
る不平と、この不公平を克服せんとする理想的熱情の二つの感情であり、この人間本來の强烈なる 
理想は、第五部隊の無限の地盤であり、原料であつた U 
第五部隊の組織者が、國內對立を激成するために政黨の分裂を利用して、その統一と團結を破壊 
せんとするのは當然であるが、高邁なる理想を有する、即ち、常に平和を愛し、合理的なる社#の 
建設に憧れる立派なかつ有力なる人物をして、ナチスの世界觀に共嗚せしめることによつて、即ち 
ヒトラ—の理想の支持者たらしめることによつて、敵國の戰意を喪失せしめる n 相見的な輿論をつ 
くらしめることにあつた。 

第五部隊は、才 IK トリ—の場合の如く、その國の內部からオーストリ—を崩壤させ、奪取せし 
める力を持つナチス黨、または親獨政黨がない時は、不用意のま、に放置され一一內の思想的統一に 
缺けてゐるこの對立を激成せしめ、さらにナチ K 世界觀の偉大さに共嗚せしめて、彼等をドィッに 
對し、ヒットラ—に對してまづ精神的に敗北せしめることであつた。 

總力戰と宣傅戰 一八七 



笫八節 ナチ K 第五 部隊の硏究 j 八八 

か、る心理學的分析とその應用を以てする揋亂政策には、ナチ K はその技術において實にナ チス 
的徹底さを見せてゐ名。かぅして阈民的統一を破壤して行く第? T . 部隊の仕事は、 ドィッの攻略 作戰 
に先行してどし<と行はれ、また、海卟宣馎機關にょつて或は海外商社の乎を通じて第 fr . 列の活 
躍は常に十分援護されてゐた。 

國民が戰爭目的を卜分に認識して戰鬪的精神に携ぇ上らないといふ消極的な態度と、どちらつか 
ずの日和見主-^は、锶力戰といふ現资に直面して， Q る時には、消極主義と日和見主流は_民の步調 
を亂す以外のなにものでもないばかりか、むしろ敵國に力を貸す第茳列的存在でぁつて、國民の步 
調と統一の b に致命的な打黎を與ぇるでぁらぅ。 

要するに、第五部隊に おけるヒットラ—戰 略の眼目は、敵をその内部から破壞にみちびくことで 
ぁり、彼等(敵« 民)自身を使つて彼等(敵國)を征服することにぁつたといふことが出來るでぁ 
ら 

八、第五部隊の立脚する二つの泉理 

しかし、ヒットラ|の第艽部壤組锇は、ドィッにぁつていかにして結忒さ^、また、いかなる菸 



理に立つ てこれ が 成功したのであらぅか？ 

この點に關し I ナチス電轚の恐怖 I の著者伊藤鋲太郞氏は、次の如く普いてゐる。 

I ナチス第五列は、二つの革命的な原理の上に立脚してゐる。第一はドイツ民族の世界的な優秀 
性と！：箝のいかんを問はずドイツ K 族の一身同體性を主張ずるナチ K の民族主義である。この原理 
にょつて、ドイツ人はもはや私的な個人でなく、ドイツ民族の有機的な|員として、ドイツ帝阈の 
命令に絕對的に從ひ、國家の 1 BC 府に奉仕しなければならない。ナチズムの眼からみれば、ドイツは 
國境で終るものでなく、ドイツ語が話される處にはすべてドイ-：<國が存立することになる C |外國 
在住ドイツ人|と呼ばれる海外に於けるドイツ國民は、ボオレを指導者とするナチ麄の海外紐織の 
なかに包含されてゐる。ボオレはまた外務^の普記長である。これらの海外在住ドイツ人は、カモ 
フラ—ヂした横の連繫を通じて、ポオレの紐幟と緊密な關係を維持してゐる。 

第二の原理は、世界の社侍的、經濟的、政洽的な新體制の刟造を目指したナチスの世界革命であ 
る。これはドイツ民族の世界制斜を目標とずると同時に、一切の全體主義的な政洽體制の協力を要 
望す るものである〇」と。 

總力戰と官：傅戰 一八九 


笫八節ナチ K 第五部除の硏究 |九0 
第五部陳の理念の根本的要素は、たしかにドィツ民族の一身同體性を主張するナチ K の民旌主義 
を地盤として紐織化され、他の一つは世界制覇を確信せしめるナチス世界觀の優秀性に對する熱烈 
なる信念に立脚してゐる。 

この二〇の M 理こそ、彼等 fc 行動を起さしめる根本的な動機である。 

强き力は國民の統一と協同體觀念からのみ求められ、その反對に、弱さは國民の不統 I から招來 
するものである ことを 敎えてゐるのである。 

ドィツの今日までの赫々たる勝利は、必ずしも優秀なる武器にのみあるのではなく、むしろこれ 
らの理念から導き出される不動の精神にあることは、ここに繰返し述べる必要はなからぅ。 



第四章ナチ K 思想戰と日本思想戰 

第 I 節戰爭理論と思想戰術の革命 

「獨逸の戰爭論|(國防科學硏究#譯編)原名=§き=0ーニ$2§622.5£115ミ2.12ふ|32-|『3 
に從へば、思想戰とは、國家が、世界の輿論の前に自己の名聞を立て、敵國の名聞を貶し、自國の 
國防力を保持し、强化し、敵國の抵抗意志を減殺せしむるために、思想的武器をもつて行ふところ 
の戰鬪をいふ。(同害二九六頁)といふ虱に定義されてゐる。 

そして、思想戰は、時間的には、必らずしも武力戰と一致するものでなく、思想戰はしば^^武 
力戰を惹起さしめ、且つ武器が旣に收められた後にも繼練されるものであることが說明されてゐる 
ので あるが、 私の 見解を以てすれば、ヒットラ—戰略における思想戰•謀略戰の特徵は、前大戰の 
聯合國の宣傳戰とは違つて、武器にょつて戰ふ以前に、戰爭はすでに}33軍の勝利に歸してしまつて 
班力戰と宣傳戰 一九一 


第一節戰爭理論と思想鞔術の革命 I 九一 J 

ゐる、とふやぅな事實が至るところに存在してゐたことで、武力による勝利が第五部隊の先一了こ 
よつて、それ以： 1 SS 保されてゐたといふことは、$が第五部隊の手によつて架空なものとして 
ではなく、深く地上に根を下した物質的樓力として組織化されたことである0 
前大戰における宜傳戰の曉將ノ丨スクリフは、ドイッの第|次大戰の敗逊の I は、ドイッが戰 
爭において {- 且撺を|放棄 j したことにのみあるのではない。ドイッの武力の弱化が初めて 宣傳を j 弓 
効ならしめる前提となつたのであり、從つて、武力の弱化と敗色が戰爭敗北の 最大の 要因と なつて 
ゐる。と、吿白し.たさぅであるが、今次大戰における ヒットラ— の宣傳と詭計は、むしろ武力を決 
•! 儿 r たらしめる - ift 大の要因を形成してゐるかの如く、私には見られるのである。 

本書の緒論において紹介して置いた石丸藤太氏の所說 も、 大場彌平 閣下の批評も、また、從來な 
された宣俾に關する殆んど一切の所論の結論は、結局宜俾は如何に 重要視しても一種の補助手段で 
あつて、戰爭において決定的なものは、武力戰 であると いふ ことを、 繰返し論證 せんとしてゐるに 
過ぎない。 ‘ 

しかし、次に报げる裳氏の匕ットラ4略叙は、從來の宣傳觀に多少の修正と— を要求してゐ 



.ないであらぅか？ 

H •ラーヴ ィン、 J •ヴ エ クスラ 共著 I 軍事宣傳とアメリカ (小 松孝彰氏課「ァメ -9 力と參戰 b 
には、次のごとき一節が見られる。 

I 1九四〇年の三月後になつて、ヒートラ—^.統が豫て長く滿を持して政たなかつた例の. m 擊戰 
に迗々取り掛り、/ルゥ H — を鎧袖一觸で粉碎し、更にギン•マルク、オランダ、ベルギ—なども一 
嘗めにした時、果せる哉、例の一笫艽列 I なるものが^然として起つ た。 さぅして敵の防備を全く 
支離滅裂にして了つ た。 

敵の士氣を沮喪させる^も價値ある手路として- •'- 且俾を M てゐるヒットラ—の槪念と免く結びつい 
てゐるのは、敵を促亂、迷妄に陷れるといふ技法だ、聯合_側の宣傳といへば必ず出來る限り多く 
の支.持者、後按者を第一一;國問に集めるといふのが眼目とされてゐるが、ヒットラ—總統一流の宜俾 
枷りはそれとは譯が違ふ。彼には後.抜も支持も不必要だ。た K 敵の力にひぐを入れ、敵の力を分割 
し、かくしてその結果生ずるところの混亂狀態を巧みに彼れ自身の m 下の恐ろしく完全に紐位され 
てゐる精銳に利用せしめるといふのが、ヒットラ—總統の手 n である. _. と。(网宵四九 K ) 

钯 力戰 と®: 傅 戦 一九三 



笫一節戰爭 J 1 諭と思想嫌術の革命 f 九四 

しかし、私はヒットラ—が後援 も 支持 も 不必要 だ、と.@.つ.てゐるとは 考 へない が、 その他の觀察 
には大いに穿つ てゐると ころが あると 見て ゐる。 

f 沈默の戰士 I の著者小松淸氏は、同寄において次の所感を述べて ゐる〇 

「ヒットラふ、ミスチックであるが、あれでゐて仲々秀れた心ブ乳影 y 家で もあると僕はみてゐ 
る0 

在来の 血1 ち得た彼 S 利は、ほとんど(心理の 5) におけ S 利で あつた。 
こちらのジヤーナリストはこの戰法を(神^;か戰^")とょんでゐるが、僕は(心理の戰ひ)と名づ 
けるべきものだと思ふ。 

(ドイッはフランスと 戥つ てゐる のでは ない。ドイッはちつとも_境を侵してゐないで i ないか， 
フランスは ポ I ランドに 對して與へた 約束から、仕方なく. , ®をあげなければならなくな つたのだ。 
心から進んで熱情をもつて起ちあがつた戥ひではない〇觖 々ながら、 戰線に でて 行く のだ。フランス 
の大衆！般は確かにさぅ思ひこんで ゐるに 逮ひない。そこで、若し ドイッが、 ひと先 づポ—ランドを 
骷勘してから(それは说早時日の問題にすぎない)フランスにむかつて、吾々!±-^ 方々こ可の&みも 



ない。お. •£ ひに血を流すやうな愚を止さう。ここらで話し合うぢやないか、と平和解決の提議 5: す 

れば、フランスはどういふだら う。軍部や一部の强硬派の政治家は反對するとしても、少くとも、 

大衆はその提議に心をひかれるに違ひない、したがつて輿論も大いに動榣するだらう。 . 

これがヒトラ丨一麄のへ心理的な計算レでありゝ且つ作戰なんだ^一间篑六九貞) 

ヒット ラ I がフランスに平和提議をなさず、フランダ ー K 電擊戰の ?!! 倒的勝利とパリーの無血占 

領の後に休戰條約を締結したことは、人も知る通りであるが、小松氏のいふごとくヒットラーがす 

ぐれた心理分折家であり、この巧緻正確を極めた心理分折の上に立つて作戰が練られてゐることは 

% • 

疑問の餘地がない。 

勿論小松氏の所謂「心理戰爭」は、ドイッ軍の戰略中における r 心理的な計^ I をい〇ておられ 
るので あり、 個々の戰術(技術)について言及されてゐるのではないが、ドイッ軍は、その作戰中 
に I 心理的な計5?一を考慮の中に置いてゐるばかりでなく、戰閊技術(戰術)の中にジモナイ ド博 
士の I ® 爭心理學一やブラゥ中將の I 戰爭指導心理學一が巧みに活用され、贲戰に應用されてゐる 
のである。所謂パンゼの神經作戰は I 戰爭心理學」を戰場に應用したものである。 

總力联と官：傅戰 一九五 




矿一節联爭理論と思想戰術の本命 一九六 
バンゼの神經 S は心理)作戰と s はれてゐ KJQ は、從來まで S 想5;-篇？段として行はれた 
揑 is された宣傳ビラ等の代りに、眞贲の恐怖心 $: 敵陣にバラ撤くといふ方法を使 ひ 「 ^-锻攻擊」 と 
でも言ふべき新戰術が採用されて、銃剣の先端に强烈な音を發する持殊裝置を施したり、怍裂より 
は葬を目的とした silt をも？敵中へ突？たりする。そしてその猛烈な馨によつて敵？ 
ギモを拔くといふやぅな方法や、また猛棵の咆哮にも似た大音響5:擴聲機で敵陣へ送り、或は髙昔 
爆彈と物5藤裝嘗有する急降下磨機を用ひ、敵の心理基亂す f 5たことも行はれ，こ 
フメリヵ^冲の致驗によれば、低空襲單とか、敵戰車の猛攻とか、または大砲の音堪等のやぅな强 
f な_戟を受けると、兵士達は神經を W して 喪心狀態に陷 り、 ^だしきは粗や氣 狂になる者が 時々 
出るとのことである。軍醫逮はこれを「激戰痴呆症一と呼んでゐるが、種々硏究の 結果、結局 强烈 
な昔響刺戟によつて神經に異常を來すのはヴィタミン«1の缺乏によるものとビッッバ|ク大學の 
ヵーン博士によつて證明されたが、强烈なる昔響に對 して 特に敏感な两洋 人には、 音響に よる 神經授 
敗は相，： Is 効果が t 様で S ともかく、かくの如き SS と共に視覺攻 S でも S はれる夜 
車に SQ やぅな不氣味な煤光 S 光彈)を放射せしめて、敵の神經の授 I 、、ぃ理の錯 



亂を m はぅとする等心理埽的硏究ょり考案された新戰術は救限りもなく應用された。丘、嚟をつけず 
パラシユートだけを降下する如きは明らかにその極端な一例であると見られる。 

しかし、か、る個々の新形式は別として、ヒットラ I 戰略に、小松氏のいふごとき一心理的な計 
算 I が十分菇入されてゐることを見落してはならないばかりでなく、ヒットラーの正確なる心理分 
折は精神科の醫師が、精神患者の病源を美事に分折し、解體して行く様に、英佛兩_の精祌的、心 
理的紐帶の切斷に、また兩國の同 rt 統一の戰線の解體に、否、あらゆる政治紐 織、 _民組織の解體 
に成功したのである。 

朝日新聞中村特派員の一二月八日ロンドン發の一文は、ヒットラ—の所謂一解體戰術 I につ v > て一 
層明白なる見解を述べてゐるのは、特に注目に値するものがある。 

r 大戰開始以來ドィッは黛異と讚嘆の眼をみはらせずにはゐないほどの It 擊的陸戰に勝利を牧め 
今日ではバルヵンの無血制覇を綾々完了せんとし、すでにブルガリアに進出、ユーゴースラヴィ T 
もまた樞軸陣營に接近せんとしてゐる。 

この一連のヒットラ—總統の作戰に一貫するものを抽出する<>:すれば、それは一解體一の一語に 
總力戰と茛傅戰 一九七 


笫 I 節截爭 K 输と思想哦術の木命 一九八 

盡きよぅ oKfc ヒットラー總統こそ、レー_|ンのいはゆる「戰爭における故も確®な作戰は、戰は 
ざるに先だち、先づ敵の士氣を沮喪せしめることである」の完全な遂行荠であり、ヒットラー總統 
は敵の士氣のみならず、政治、經濟、軍事、文化各分野にわたる I 解體 J に周到な工作を必ず用意 
するのがわかる OJ 

と、ヒットラ I 戰略の眞髓であり、その作戰を一貫するところのものは、所謂一解體」戰術にあ 
りと喝破されてゐるが、いひ得て餘りある【解體 J 戰術とは、まさに至言といはざるを得ない。 

しかし、同氏が、いみじくも名づけられた所謂「解體戰術|がいかなる準備と基礎によつて成り 
立つてゐるかを"遺憾ながら論破されてはゐない。だが、たとへ、同氏の所說が、その點に言及さ 
れてゐないとしても、ヒットラー戰略を所謂「解體戰|なり、と命名された同氏の解剖力の銳さに 
敬意を拂ふに、私は決して吝さかならざるものである。 

ヒットラ—戰略が巧妙なる心理分折によつて、敵を分裂せしめ、それに依つて生ずる浞亂を 利用 
して戰はざるにすでに解體と崩壊をみちびき、最後の武力の一轚によつて、その勝利を決定的なら 
しめるの筆法を撰んだことが理解されるのである。 



しかし、いは ゆる I 解體 I 蕺の赫々たる戰果は、從來の單純なる宣俾戰術のみでは到底覺束ない 
ヒット ラー 戰 略の成功、解體戰術の勝利は、宣惮を II なる思想 戰と せす、策略 や 詭計を 用 ひて、戰 
閩を支援し、完成し、且つ成果を大ならしめ る 準備をなす第五列の活躍 1 C より、その緊密一體の連 
絡によ 〇 て、私の謂ふところの I 謀略， I 戰を敢行したためで ある。 

ユーゴースラヴィアは、 幸か不幸か I 無血の勝利 I の凱歌を舉げる ことは 出來なかつたが、一九 
四一年の四月六日戰端5:関いて進轚を開始せるドィッ軍は、十日午後早くも何らの抵抗も受けず、 
堂々とザグレブに 入城し、 たと 惲へられてゐるが 、ユーゴー 軍の主力をなす クロ T チヤ 人に武器を捨 
てさしめたのも、 ク a アチヤ 國獨立を宣言せ L め、全市民が旗をふつて獨軍を歡迎せしめたの も、 
ベルグラート 政府からマチエ ック 副首相 やバウ H リッチ 氏を寢返らせしめたの も、 强力なる武力を 
背景と して Bff 中飛躍せる第五列の功績に負 ふところ 想像以上のものがあるであらぅ。 

なほ、四月十六日發のベルリンよりの同盟通信は、 I 僅か九名で首都占領. I と題して— .バル 〆 
ラード陷落の祕話を_左記の如く報じてゐ る。 

ドィッ軍のベルグラード入城は、十三日午後六時半より行はれた が、 これに先立つて僅か九名の 
總力戰 i 宣傅联 一九九 



笛一節戰爭 R 論と 思想戰術の革命 一10 〇 

ドイツ兵が旣に+二日夕刻ベルグラード市' tlc 潜入、ドイツ公使 IK の屋上高くハ—ゲンク n イツ旗 
を打立てた事實かベルグラ—ド駐在ドイツ武官トウサント大佐によつで十六日は じめ て明かに さ ix 
た」すなはちグリンガンベルグ中尉以下九名の親銜隊員は、 ド ナウ / nr 上流方面より ユーゴ I 軍の車 
地を突破して敵陣深く港人、遂に十二 n 午後 71 :時徒步をもつてベルグラ—ド市内ドイツ公^館に逮 
した、公使館にはフオンへ|レン公使引揚げ以來フアイ、不參事官、トウサント武官以下少數のもの 
が居残つてゐたが、この思ひもかけぬドイツ兵の出現に歡喜诺躍、直ちに全員辱•上に駈上 り、 ハー 
ゲンク n イツの大國旗を打立てた。 

ついでグリンゲンベルグ中尉は公使館より二裹の自助車を借受けて直ちに念 スビ—ドで市內目貫 
の大通りを蚯廻つた。市中には折柄の混亂に乘じて掠奪者速が橫行してゐたが この天から 降つ て湧 
いたやぅな ドイツ 兵の出現にみんなび つくり 仰天して逃げ ITJ れて しま ひ市内の秩序は 念 速に回復 さ 
れた。それからこの九名のドイツ兵は、ユーゴー軍エ兵隊の大部隊と遭遇した が、 俺か數發 の彈丸 
を浴びただけでこれを見事に降參させ折柄迫る夕閒のためこれ らの 兵敉が 向 ふに わからないのを 幸 
ひ、これを全部捕磚にし僅か二名の兵 5: もつて監視させることができた 。そのぅち ベルグ ラ—ド 市 



長がやつてきて市を明け渡すことを通吿、こ、にべルグラ—ドは僅か九名のドィッ兵の手に^ して 
仕舞つたのであつ•た。 

この驚くべき報道の眞僞は別としても、僅かな兵士をもつてベルグラードへ殆んど無血に近い人 
域をせしめる赛圍氣のぶ〇た事實を疑ふことは出來ない。しからば、九名の ドィッ 兵にベルグ ラ— 
ドを開け渡す樣な心理狀態を一體 pi が用意せしめたのであるか？私はこれが必ずしも自然羧生的な 
また水乌の羽！7?に驚く式の恐怖と ly : 病からのみと簡眾に片づけられないと思はれる。 

I フランス敗れたり|の著-.* f アンドレ•モーロアは、第五列のこの邊の消息について la 味 ある 報 
吿をしてゐる0即ち、 

I 第 W •列の流言蜚語が機械化兵阐の進む地ならしをしたのだ。 ドィッのバラシ ユート 兵が相當の 
役割をしたことは確かであるが、彼等に對する恐怖といふものが彼等の効果を十倍にも t た 0 一 云 
々 . と0 

私が先にヒットラーの1宣傳 j は、武力の弱化につけ込んでなされた/丨ス クリフ 鄕の亞流をく 
むものでないといつたのは、ヒットラ—のそれは戰はざるに先だちて行ふ精神と組織への一擊であ 
總力戰と宣傳戰 -5 - 



笫一節拽爭押論と思想戰術の革命 二〇二 
り、軍隊の進擊を容易ならしめる地ならしであり、その武力の効果を十倍ならしめるものを狙つて 
ゐると ころに 大なる相違があるからである。 

私がこれをあへて單に「宣傳一といはず「謀略】といふのは、逆說的に聞えるかも知れないが" 
從來の宣傳戰が「思想的武器 I をもつて鬪爭する手段であるのに對して、謀略(第五列)戰は一武 
裝せる思想」をもつて闘爭する手段であり、かつある場合は、武器をとつて闘ふ思想戰でもあるか 
らである。 

だが、この宣傳戰術 —— 技術_の變化は、單に宣傳觀並びに宣傳理論のみの變化によつて琎ら 
されたものではなく、戰爭觀並びに戰爭理論の革命が、宣傳理論とその戰術をも一變せしめたので 
ぁる。 . 

中世より 第一次大戰«:-經て、今次歐洲大戰までの戰爭形態の變遷を、凡そ四0の異つた時期に大 
別することが出來るであらぅ。 

中世の戰爭 —— は封建領主の庳斷によつて行はれ、軍務に就くことを條件として俵祿を得てゐる 
武士のみによつて行はれた單一武力戰であつた。 



近世 (ナポレオン) の戰爭——は一般市民や農民を國民軍に編成し訓練して戰爭に參加せしめた 
ところの 國民的武力戰であつた。 

近代(第一次歐洲大戥)の戰爭 —— は國民全體が戰爭に參加してゐるのみでなく、阃家機能の全 
體が戰爭〇各要素とな〇た全體戰であつた。 

現代(第二次大戰)の戰爭一一次歐洲大戰は旣に單一武力戰的形態を捨て、國家の總力をこ 
れに動員する全體戰であり、一種の國家總力戰に移つてゐたとはいへ、未だ充分、經辨、政治、 

想、文化の活動と闘爭そのものが戰爭であると自髡されたところの國家锶力 s ! c ではなく、國家總動 
員の總力 11 C として行はれた戰爭は、第二次歐洲大戰であつた。 

この戰爭形態の變遷は、同時に戰爭理論の變遷であり、戰爭に對するか V る認識と手段の變化は 
宣傳理論とその戰術(技術}の上に大なる變化と影響を與ふるのは塔ろ當然といふべきであらぅ" 

私は I 練 力戰 I 時代における宣傳戰は、單なる補助手段でないと旣に斷言したが、私の混迷せる 
理論に、 ょり 明快なる解決を促し、 さらにこれを 體系的なる戰爭理論 I 練 力戰戰 略 I にまで 發 
展せしめるべく、最も大きな示唆を與えて下さつたのは、最近刊行されたる寺田彌吉氏の I 總力戰 
練力戰 t 宣傅戰 二〇三 





第一 節戰爭 Jl lft i 思想戰 術の革命 --ora 
教書 I と題する著霄であつた。 

锶力戰の觀點に從へば、國家 W 構の 凡てが、 攻擗と防禦の 對唆となり、又 f- 段と もなる ので ある 
寺田氏はこの點に關し、贲に明快なる論述をされてゐる。 

「通常總力はそれ等の力の綜合力と解される。勿論このこと. , illn 違つてはゐない。而 して、この 
場合は、それ等の力の運營形態が問題となる。換 W すれば、國家機構のことがその焦點と なるので 
あり、即ち M 力戰と云ふものは_家の全拽媾が有するそれぞれの力を以て戰ふといふ ことであり、 
又全機構の有する力が攻轚と防禦の對象となることでもある。之を戰爭體制の上で云へ ば、その 全 
機^が有機的なる綜合を有することであつ.て、例へば、政治と統率が一元化されなくてはならぬ <t 
云ふのも、その點に觸れた問題であり、之を以て m ふと云ふ場合も、武力行爲と 政治力の 發動が 車 
の兩輪の如くに相浦ひ相扶けつ、進むことを意味する。故に總力戰の總力とは、 何ょりも 第 I に IR 
家全 機構の力 I として表はれるので ある。」(同！ ¢1九六 頁) 

「先づ第一に_染總力戰と云ふのは、自國から云へば國家の機構を眞に統合し、その fa ] に 寸分の 
離 ti « r J を も 生ぜしめないやぅにし、如何なる機！£に対しても、相手國から来ぜしめる ことのないやぅ 




にする',' (之を總力戰體制若しくは^:防^^體制と云ふ}と同時に、相手^に對しては'その機® 
相互間に離間エ作を企て、以てその國の總力を弱體化し屈服せしめることを指す。大傾原則として 
は、自國と相手國間に於いては武力には武力を、經濟力には經濟力を、宣傳力には 宣傳力等を宛て 
るのである 0」 (同 ^一〇 0 K ) 

I だから總力戰と云ふことになれば、國家の諸機構が武力機構を支援して ゐると 云ふ如き時代錯 
誤の見解を抛棄して、鉍も單純化された全機構若しくは、總力機構たらしめると 同時に、凡ゆる機 
構を舉げて攻擊と防禦の Is 制を取らしめ、且つその機構の有する力 5 : 較高度に行使しなければ なら 
ぬのである， 一( E 書一0三頁) 

I 武力手段を以てする總力戰略の發動に代ゆるに、他の諸手段を以てし、その 消耗から 來る大 影 
毀を避けんとするのみである。而も他の諸手段を行使すると云つても、實は武力の 背後からの 支援 
がなくては、容易に行はれるものではない。總力戡略に於いては多くの場合に、武力が 一手段にな 
ると云つても、それは武力を輕く見るな どと いふ こと、 は正反對であり、 その 備へ に舷も力を注ぎ 
總力手段の全面に 及び、未發動 武力の M 力を巧みに 行使 せんとする ことを意味する 0 」 ( Njlpj ; 四 |四茛) 
總力戰 と宣 傅戰 一 I 01 H 


第一 節校 爭 J 1 論と 思想 賊術 ¢0革命 110六 

以上、いさ X か長きに及ぶ引用ではあるが、睹軍省情報部鈴木車三氏監修の「世界再建と國防國 
家 I 並びに寺田氏の I 總力戰敎菁 I さらに多田督知氏の I 日本®爭學」の以 h の11#ほどに、的確 
に總力戰的觀點ょり、武力戰とその他の關係を明確に把握せる戰爭理論は、私の知れる限りにおい 
て他に少いと思はれる。 

クラウゼウイッッは 「戡爭(武力)は他の手段を以てする政治の犓續なり一と斷じたが、これは 
政治の優位を旣に語〇ており、總力戥論の最初の提唱者ル—デンドルフ将軍は、その逆 1Cf 戰爭は 
他の手段を以てする對外政治なり I と喝破されたが、これはむしろ政治は戰爭(武力) fc 奉仕すベ 
きを强要するものである。 

だが、現代の高度化した嫌力戰は、その aBS - においても、クラウゼウイッッ對ル—デンドルフの 
立場を超越すべきである。寺田氏の言葉を籍りるならば f 尠くともそれは武力手段といふものゝ寶 
範圍なる活用を巧みに行ふといふ點に於いてクラウゼウイッッを起越し、總力の孩極的なる攻防の 
手段化といふ點に於いてル I デンドルフを超えてゐる。一のである。 

进莘形態とその理論の變 rl は、宣悼閊争の Is 哉と? 1 •論の上にも必然的に大きな影嚮を與えずには 



おかない。 

私は屢々一宣傳戰をも含む謀略戰 I なる至極曖昧なる言葉を使つて來たが、ここに私は私の所謂 
r 謀略戰一なるもの X 定義 S : 一層明白にしておく必要に迫られてゐるやうである。 

寺田氏は、思想戰を左の五つのカテゴリーに分類され 


一、 精神戰 

二、 宣傳戰 

三、 文化戰 

政治戰を左の三つに分類され 
1、內政戰 
二、外交戰 
經濟戰を左の十に分類され 

一、 資源.戰 

二、 食糧戰 

璁力戰と宜傳戰 


四、 學術戥 

五、 教化戰 


一二、法律戰 


三、 商業 a 

四、 產業戰 


二〇七 
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五、 軍需戰 八、交通戰 

六、 勞力戰 九、通信戰 

七、 金融戰 

その他に、厚生戰を加えられ、保健戰、衣食住戰、释藥戰、人口戰、種族戰、三 S 戰、以上の六 
つに分類さ -ix て、詳論されてゐるが、私が謀略と稱するは、武力以外のあらゆる手段を以て 敵を 攻 
擊せんとする戰術の^稱をいふのであり、しかもこの攻擊は殆んど敵にその手段を祕匿されて行は 
れる處の秘密戰である、といひ得るであらぅ。 

由來、文化敬にせよ、經濟戰にせよ、外交戰にせよ、武力戰以外の他の闘爭手 段は、武力戥によ 
る決定的な勝利を、 m に支援する補助手段としか理解されてゐず、從つて、文化戰その ものと して 
また、經濟戰そのものとして攻黎する闘爭手段とは認識されてゐなかつたが、絶力戰的體制に よる 
戰爭形態の變革は、それらの理解と戰略に重大なる革命を要求しつ、あるのである。 

私のこの問題に對する硏究は、一棟の端緒的なる テ— ゼを提出してゐるに過ぎないが、本書がこ 
の種の論議を 一 it 追究せ しめるいさゝか の^緣を つくるならば ^ 外の 耽びとする ic ろである 0 




第二節マキアヴェリズ厶とヒツトラィズム 

私は本書のある i 固所において、謀略嵌術を主流となす t ットラ—戰略は、マキ T ベリズムが' 35; 代 
化され、ナチス化されて復活されてゐると、述べたのであるが、ヒットラ—は一九一二三年の始めに 
當時ダンチヒ上院謀 g だつたへルマン •ラゥシュ-ー ング氏に向つて、次のやうなことを言つたとい 
はれてゐる。 

|元來戰爭とは狡猾、欺瞞、迷想、攻轚、奇襲でなくて、 そ も何で あるか。 一體戰爭の目的とい 
ふものは何處にあるか。敵を降伏させるまでの話ちやないか I だから若し戰爭以外の手段を以て、 
もつ と 徹底的 1C 、もつ と 安價に敵を W 服させる ことが 出來 ると すれば、私は何を苦しんで戰爭とい 
ふやうな 乎 段を 用 ひよう。！ と。 

彼 ヒット ラ—の tn はゆる他の手段とは、無論、直悚と謀略を指していつてゐるのである。 

ヒットラ— の謀略！ と 一宣倬 | 戰術における鉍も具體的な、かつ、 ^ も端的な現はれは、かの 
「第 71'. 列 I であり、ナチスの笫五列 こそ、 ヒットラーの宜馎•謀略に關する理念の般も贲踐的に應 
辂力戰と甘：傅戰 二0九 
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甩されたるその組織化でなければならない。 • 

ドイッがここ數年間にお v > て行つたラインランド、 才— スト UI 、 ズデ— テン、 チェッコ、 メー 
メルの所 IPI 1 「無血の勝利一の蔭に第五列の盛んなる活躍の あ 〇たこと、大戰が勃發 してからも、そ 
の得意な電轚戰の背後にはポーランドにおける水も洩らさぬスパイ網の 活躍、 ノー ルゥ エーにヒナ 
るキッスリング氏一派の第五列の暗躍、ユーゴーにおけるマチエ ック副 tr 相や パ ヴェリッチ无一 派 
の^五列的謀略の成功等に、これを見るが如く ft 、 ヒットラーは、强力尨太なる戰爭手段、 即ち、 
軍備を背景となしながら、「戰爭以外の手段を以て、もつ と 徹底的に、もつ と 安價に敵 $:>屈服す 
る I ことに、今や着々成功しつ ある。それは狡搰であり、欺瞞で あり、 迷想で あり、反間苦肉の 
策であつたか も 知れない。そして 從來の武士道' a'tc から見れば卑法な振 M であるとのそしりを まぬ 
かれないかも知れぬ。しかし、 a 爭は、あくまで勝つことに あり、 この目的はいかなる手段をも JE 
當 化すものである。即ち、勝てば官眾、負ければ娀軍となるのである。 

ォーストリ—の合併に しても、 當時の國際的環境 I 英佛の武力干渉が豫期 されるにも拘らす、 
ドィッの軍備も自信 ある 完成の域 . cii して ゐな.い3 一 九三1二年當時-に おいては、 獨.今片 ! j.k 



認されずと見たヒツトラ-は、一.屬の內部から 1 •取する一計莱 — 即ち、ナチスの謀略と 
反亂、第五列 S 暗躍によるほかなしとして、インクワルト博士をそ S 誓〕なし、一九一二八^*リス 
卜聲の率いるドイツ軍に砲火を交へずして TK トリ-を明け渡すことに成功したのである。 

ヒツトラ—獨 S これら一列の謀略戰を見る時、そして堪え難 U サ i 條钓§株に冲吟 
する麗なドイツ Q 現狀と國際的■を圖する—ば、マキアヴニルリが、個人主義的世界觀と 
政治的分裂によ？哀れむべき奴隸 S 地に立つ祖滅イタ"ア S 狀—み、イタリアか—外國 
の勢力を驅逐して、古代。丨マのごとき統5家として再起せしめんとする念願を抱いたのと、ヒ 
ツトラ—のそれと實に近似してゐるではないか。 

マキアヴ H ルリも古典的精神の復興によつて中世期の神學的偏見をすてさせ、人裸々の姿 
において1し、そ S む政洽生活場裡6行動 I くまでも平靜な、あるときには冷 f まで感じ 

られる態度でこれを描き取つ た。 • 

マキアヴ H ルリは、この冷靜な觀察による人1に基き、彼は祖國救済のための方策を古典に求 
めた。祖宗口 _マがあ QS すべき統一美成し、强力な指 1 S 下§1健_民が、常時の 
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東洋の 豪華壯麗な _々に接しつX、そのかげに秘められた個人生活の類 廢文明の風に 染まず、 武力 

の涵養と_力の强化にあらゆる個人の欲 f 犧牲に供した偉大な i 生活墨興しなければ—ぬ 
と痛感した。 

國家が眞 に！： 家たるには、完全な皇性を獲得しなければ ならない。大いなる政治才能を惠まれ 
たる 指導 ^ が 出現し、 復興 期時代において彼マキアヴヱルリが、常に見る^敗した社 ^を一新せし 
めるためにも、ィタリアの 各國は | 致阐 結して 外 夷の 勢力たる フランス、ィスバ I - 一 T 及びハブス 
ブルク 家の軍 S 政治的侵略を防止し、 ィタリ KSS 亂 の 原因を 除かなければ ならぬ、と、 考 
えたマキアヴエバリと相似るところ多いのは、 ヒット ラ— と共に、恐らく、 ムツソリ—二で あら 
50 . 

ヒツトラ—が1帝 f 理想に描き、ムツソリ-_一が古代 n - マ帝國§活美想した點におい 
て、又その苦難な賭史的環境において獨伊の兩英雄は、マキアヴェルリ と 似通つ てゐるところ多い 
が、戰爭戰術において、神變無礙な外交戰術において、己む を 得ずして 執るべきことを要請された 
fr :£ r 術 Is : の政策においては、私は遙に 多くヒットラ— が相似る と考えるのである 0 



ヒット ラ—の權謀術數の外交政策、第 H 列の謀略戰術 も、マキ ァヴ H ルリの己む を 得ざる に 出で 
たる政策論と殆んど何等變るところがなく、同じく 5 f : 家の存立と强化のための主張であつた。 

諸外國の勢力とユダャ財閱の撗勢が！：内のあらゆる社 fr 勢力と結びつき、自家 tl 力の伸張を計る 
大小さまざまなる權門の家1政治勢力の分裂、政黛の対立抗爭_が、3:に閲ぐの愚舉を繰返す 

戰場であり、「分裂させて支配する| ィギリス 政策に ょつ て祖阔は衰類の底に喘いでゐたのであ 
る0 

マキァヴエルリのイタリ|も、ヒットラ|のドイッも、外阈嘮力の驅逐を、英佛の3|£1ッバ支 
配を驅逐することが當面の軍：大なる抨題であつた。 

マキァヴ H ルリの提唱する政治 51 論も、近世 i ^: 主主流を超えて、現代 ファッシ ズムやナチシズム 
の政治に結びつくものであり、しかも、 この 新しい二つの阈民阈家 (イタリーとドイッ) は、内に 
蟠居した社#腐敗とその匣因を除去し、人民を健全なる阈民として再び紐镒したのである。 

マキァヴ H ルリのひそかに願望した富！！、强兵、良戊、#法主義が、マキァヴ H ルリの祖阔イタ 
リーにおいて、また、その盟邦ドイッにおいて赉現されんとしつ >あり、しかも、國染目的を速成 
掸力戰と官庳硪 ニニ：一 
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せんがためには、道德的批判を逸悅 したあらゆる 手段を とらねばならぬとする 楢謀術數の 政策は、 
現代の英雄、偉大なるマキアヴ H リストたるヒット ラ—に、より多く生々 と 復活されてゐるのを見 
逃す ことは 出來ない。 

惡人たる人間を統率すると同樣、惡人たるィギリス的支配を排除するためには、權謀術數は用ひ 
られねばならない。マキアヴ H リズムは勇敢に復活されねばならない。 

マキアヴ H ルリはかの有名な|君主論|において|君主は、 狐と 獅子との二役を 演じる やぅに 努 

めなければならない。 . 狐になつて良を見拔き、獅子となつて琅どもの度膽を拔くことが必要で 

ある」との大膽なる提言をなしたのであるが、國際政治においても、文字通りの戰國時代——世界 

革命戰 -に處して、國内に 對す ると同じ| 變通 自在の心構へをもつてゐて、運勢の風の吹® しだ 

の、變化だのに應じて、田4ふ存分に振舞ひ……必要とあれば善道を離れるばかりでなく、進んで惡 
道に踏みこんで行かなければならない。 .1 これは「自分の固を持ち堪へて行く J ために ci むなく取 
ちなければならぬ方策であり、その國家的目的の達成のためには|己むなく信義に悖り、仁愛の道 
に外れ、人®背き、信仰に逆ふ行ひをしなければならなくなるものである。 I とのマキ アヴエリ 






ズムは、祖國の隆昌のために、あらゆる社#的規範を無視すべき必要をはつきりと認めてゐるので 
あり、それは國際政治社舍が、惡逆なる人間と同じやうに、一つの現實であることに基礎をもつの 
である。 

しかし、これは個人生活において單なる個々人の私欲のために、目的が手段を神架にするといふ 
考へ方を是認するのではなくして、國家を至上の存在と觀念し、國家の强化と存立のためにのみ、 
この非常方策を是認せざるを得なかつたのである。だから、ヒットラーが、イギリスの陰險過酷な 
るシークット•サ—ビス.(諜報機關)が、全世界に張りめぐさられてゐるのに對抗する手段として 
かの第五列部隊の紐織と謀略をもつてしたとしても、また、權 譴 術數的な變幻極ま b なき外交戰術 
を弄したとしても、なんの不思謀があらうか？ 

これが戰爭であり、 極惡 イギリス勢力駆逐のための _爭 手段である。われわれも 今や アメリカ式 
のセンチメンタルな人道主義と所謂 I 謙譲の美德 I を淸算して、かのマキアヴヱリズムとヒットラ 
イズムに大いに學ぶところなければならぬであらう。 

陸大兵孽敎官多田督知氏は、マキアベリズムの硏究において一先覺的なるマキアベリーの兵學 • 
璁力戰と fc 傅戰 二一五 
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a 爭思想も、實はイタリーに妗て .' ilIH ち ic その忒果を现诨に結ぶ ことは 出來なかつた。それを結尤 
しむる地盤が整つてゐなかつたからで，〇る。現一 ■«: に於ける時代社#の«際が、それを 地にっハた も 
の ;- -して生 lr せしめ： It 現せし め 得る A ! けの i 半 ^ 5:遂げてゐなかつたのである 〇 その 頃この 阈の内请 
は、ベネチア •ミラノ •フイ レン ッエ •法王須•ナポリなどの對立があり、互 icm ^ を以て其の内 
に閲 ぎ、 剩へ極度に人心 S 敗するあり、それ S 、 列闻に先んじた產分野のルネサン， スも、 そ 
れを社 件 政治などの ® 際部面にまで波及せ しめ 得なかつた。凡そ如何11 ど ii 歩せる ^ 制の fl p ^ も ^ 
略 • 戰 術 .- lie 爭論の主張も、それを現® に 生ひ立たし得るだけの les : 洽的. 經濟的 •1殷の基礎地盤 
なしには、悉くが單なる 71 淪、徒らなる主張として| 11 まる以上にその莨現性は^まれない 0 重ねて 
言へば、揮 かしい漭利を得せしむる;5どの剡期的なる軍制論•兵^•逊爭論もその®踐を擔 つて 立 
つ社^ • •政治•敎 1 T * 阡夕な ど ^ 々の現谠が同樣に剡期的なる革新を 経る に 非ずんぱ 、結局 
その度力を娩揮し得る餘地はないのである。耍するに、新しい戰爭は新しい時代社诗の出見に伴つ 
てのみ、現役に叫々の聲を每げ得 る ものである01 一「日本戦爭學，|一:一二 五— 六; ft * ) と 述べてゐられる 
が、 マキアベルリの先覺的な兵哄•戰爭巴想は、>や新しい時代社侍の 地盤を； ^て、^ 茂に^ 々 の 



聲を舉げ、(祖阈ィタリ—の- fr 領 ムッ ゾリ— !一の中 ic ) そして 遙に多く盟邦 ナチス•ドィッ/) 偉大 
なる戰略家 ヒットラ—锪統の 中に、現 -® に更生しつ"あるのである。 

マキアヴ H ルリも、も〇て BK すべきであらぅ。 

第一 II 節戰ひの世界觀と勝利の理念 

;.日本戢爭风_の著片多田妤知氏!±、その#.敬すべき著軎について、日4:逊,礅の砷瞇たろ n 
本精神|を追究し檢討したる結論として、次のごとく述べてゐる。 

日本 M 神とは、日本に一貫して把握せられ實踐せられて來た事實に内在する。而も之が「自づ 
からあるがま X の道 I ( 大¢1然の法則)と！致ずる。さればこそ、始めて、此日本は悠久不可知的なる 
古へょり、現代に到るまで而して未來天壤無窮に生き々々として生き拔く苹焚たり得るのである。 
この生き々々として生き拔いて來た事 a : は何を物語るか。 

榮祜盛衰常なき世界に斯くも一貫して生き拔く事度は何を物語るか。眞理に即するものは强い。 
正しきは何ものにも優つて强い。事 K - K 理に即しない理論は夫れが如何に巧妙幽遠に作られた から 
總力戰と宣傳戰 一1;七 
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とて畢竟それに即するものには勝ち得ない。儒敎が如何に理論巧妙に過去の日本に迫つて來たから 
とて結局考へられたに過ぎずして大自然が自からの內に自からの法則 I 事實がみづからの內に有 
つ法則原理——眞理 I に反する彼等の「天一の思想「天帝-なる信仰は、畢竟我皇阈の事實を動 
かすべく餘りに微力でしかあり得なか〇た。如何に玄妙に考へられた印度佛敎も日本に來つては遂 
に其空漠たる世界主義を放棄し、叉當初の I 本地垂跡說 I から全く反對に I 鎭護國家一の現世的宗 
敎となるに至つたのである。日本民族中の一部のものの誤まれたる思想は兎も角として、事實とし 
ては何等皇國の生命を中斷し、或は敬神崇祖の事®を覆がへし得るほどの力は持ち得なかつたでは 
ないか。時代思想とか考へられた理論とかは別として殿たる我歷史の事實は如何に動いて來たか？ 
嚴として一貫する我國體事®は何を物語るか？眞理に即するものは强く、正義は强い！ 

悠遠の過去ょり現代にまで生き拔く r 我_體事® (萬世一系の事 K •忠孝の‘ K 踐せられたる事技；は 
そこに、それ丈の合理性があり、大自然の法則に適合する處あればこそ、それが事實として續いて 
來たものであり、生き抜いて來たのである。理論のみを尊ぶ人々は見角其理論に迷はされて、この 
正當の事實眞理を解し得ない。最上の理論は合事實的であり、事莨は理論の出で來る源泉そのもの 



であり、事 K 以上に强く正しい理論はないのである。 

日本精神は事實として歷史を一貫してゐる。我々は單に頭の中でのみ作られた理論には左程の價 
値を認め得ない〇各國それ'^に美し v ' 理論も出来ょう。併し幾ら立派なものを考へ出し作り出さ 
れたとしても、彼等のものは自から具つて居たものではなく、悠遠なる瑭史の事 K - に即するもので 
はない。要するに創られたるものである U 少くとも腠史の上に一貫してあつたものではなく、今想 
起せら ir 考へ创られたるものである。のみならず日本以外に打ち出さる、理論は、必ず部分的であ 
つて、凡ゆる生活〇部面を綜合する一體系の理論とはなり得ない。國家理論と世界理論•政治と宗 
敎とは結局は必ず背馳するに至るであらう。例へば民族全體主義と將來の世界像とは如何に統一. e . 
想として聯關せしめ得ょうか。然ふに我々は我が藤史事實の中に、而も夫等凡てが一に^するもの 
を發見し得る。成程今迄は所謂「言舉げせぬ J ことが雄ばれて、未だ理論化せられずに放®せられ 
てゐたのであるが、今日、龄たる我歷史の車 S - を言舉げしてみれぱ、其所に偉大にして完全なる一 
つの理論體系をなすものであること5:發見し得るのである。例へば我敬神祭祀の本質は我政治の本 
質戰爭の本質と一體不可分のもので あり、 社會生活、國家生活、經济 、外交、 宇宙論、世界觀 、等 

»力戰と寅 傅 聆 ニー九 
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々凡てのもの vi ¥ 然一體化せるもの即ち之日本精神である。夫等の fu ] には何等の矛 W 撩着 なく一な 

る日本精神に^し、一なる日本精神から自から ?# i $ するものである。時により消長の#こそ bn 、 

過去の時代より！貫してそれを保持し來つたのが我が日本であり、而かもそれは、現時の如く表面 

如何にも歐米文化の a に吹き荒されたるが如く觀ゆる時 ft に於て すら、^ 我が 民族意識の^底には 

依然として潜在的に流れ、我々の血の中に深く ！ 1 IR 打ち續ける基本性格で あり、 枳本京理で あり、 根 

幹たる精神である。一刻も速にそれを表面にまで浮かび上がらしめ、現象形態の末々 にまで それを 

具■することは、我々に課せられたる光榮ある資務であり、子々孫々に夷ふ. m 大な我等の資琺で も 

あり、^た世界史進 K の觀點からも我々以外に擔ふべきものなき緊急 ii 迫せる大使命である_! 
(同窨一九〇頁—一九三頁) 

しからば、天壤無妨の皇運によつて扶翼せられたる、しかして「世界史進展の觀點から、我々以 
外に擔ふべきものなき緊急：通迫せる大使命」とは何んであるか？ 

I 戰ふ日本 SI の著萬：4：氏は、これに對し•てすでに着なる解管與へてゐ る， 

日く、-欺洲繁の新秩序は二つの限界につきあたる。第一に獨伊樞軸の結含21ど C-H 



さらに來るべき I 起帝國主義 I 的資本主詨の•形：力に對し全く無防禦であり、獨伊の戰勝は歐洲と T 
フリカの粋のなかに止まざるを得ないことこれであり、笫二に、その結果として常而旣にメッサジ 
HI a 紙のいはゆる一英米全楢一;家」の支配要具たる金への妥協を考へざるを得ないことこれであ 
る。 

然らば一體どの國が、どの民族が眞 K の世界新秩序の擔ひ手となり得るか e いふまでもなくいま 
や英米資本主義の再編成地盤とならぅとし、また今日までにも英米資本主義の支往となつてきたア 
ジア大平洋權における唯一の發言者日本でなければならない。日本の決意においてのみ歐洲經濟の 
新秩序は確保され、安固なる成長 $:• 期待し得るのである。しかも歐洲經濟の新秩序が確立し得ない 
とすれば、英米資本貴族にょるアジア大平洋圈の二十世紀的劫掠は必死であり、日本そのものが窪 
息枯死するほかはない。いはんや植民地解放のごときひとつの夢想たるに止まつて、世界は階紱對 
立の無限の繰返しのなかに沈淪するであらぅ。 

世界經濟の新秩序とは何か。それはまさに日本そのものの擴大であり、日本世界の建設を意味す 
るものでなければならぬ。北はベ—リング海峽を越えて東へアメリカ大陸につながり、南は印度洋 
總力戰と宣傅戦 ニニー 
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を越えて西へ地中海、中央亞钿亞、歐洲につながる二つの東西交通の大通路を扼し、しかも大平洋 
の南北に亘る豐饒なる天然資源の開發と防衞に當るものは、ひとり日本あるのみである。 ィタリア 
の地中海、アフリヵ大陸の制覇が僅かにス H ズ地峽、紅海の一端を抑へ得るに止まつて、英領印度 
の障 M につき當らざるを得ない ことを みよ、曾ての前大戰においては老獪なる ィギリスは 日本 艦隊 
をしてこの南方ル—卜を防銜せしめ、以て對獨制形：の端雜を掴んだのである。 

亞歐米の三大陸をつらねるル—卜を抑へ、加ふるに大平洋の南北ル—卜を統治し得るものこそ世 
界を統治する。これまさしくかの古代スメル文化圈の復興であり、日本世界のルネッサンスでなけ 
ればならない。 

われわれが考へるべき問題は、もはや英米「列强 I の 顏色や、資本主義的諸矛盾の詮索ではな，い 
滅ぶべき ものを して惜しみな く沒 落せし めよ。 世界古代史の日本的復興こそは、 スメル 文化の檐ひ 
手たりし日本民族が再び檐ふべき世界史的課題なのである。 

日獨伊一二國同盟をして世界につなぐ北と南のル—卜建設の前提ならしめよ！ 

英米の喂迫" 



それに對する反撥。 

人々 li . 三國同盟の地盤5:そこにみょうとした。しかし誰がそれを知らず とも、 一 —.阀同盟こそ; i 單 
なる力^的反動の所產ではなく、まさにもつとも積極的な、もつとも建設的な、そしてもつとも世 
界的な新秩序建設のゆるぎなき紐帶であり、また唯一つの可能な方法であつたのである！」(间杏 

三三三頁—三三五頁) 

とし5はなく、世界新秩序 S ひ手た之、かみながら S 、 大自然の大法則は、 
ひとり日本民族のみがこの世界史的課題を解決し得ることを運命づけてゐるのである。 

匕ットラ— M 統いかに偉大な りとも、 また、ナチ K •ドイッの意氣いかに軒昂たりといへ ども、 

わが日本に神意にょりて具備せしめられたところの1自然の大法則.|-褚史的役 - M と威力とを除 

外して、かの世界新秩序の建設を完うすることは出來ないであらう C 

最近アメリカのペンシルバーー ア大學において、世界の偉人とは誰か？ との 質問に対して、故萵 
ft を占めたるものは、盟邦ドイッの ヒット ラ—嫌統であつた、と傳へられてゐるが、そして、私も 
j ドイッ 的戰略 j 硏究の末席を^すひとりとして、ヒットラ—の政治家としての偉大 さ、 将師と 
嫌力戰と 寅 傳戰 




第三節硪ひの世界®と應利の J 1 念 
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しての天才、なにものをも燒き盡さねばおかぬ熱烈なる祖國愛に讚仰の辭を惜しむものではないが、 
無批判なる親獨主義と、徒らなるヒットラ—^拜の熱にぅかされたる恐獨の精神的敗北主義に陷ち 
人る危險については殺重なる禅吿を發すべきであると信じてゐる。 

日本みづからの滅大なる使命に對する無自覺は、わが國戾に自らの力の過少評價にょつて恐るべ 
き致命的な錯誤を起さしめ/としつ、ある。 

故に、わが「棗戰完遂一の威大なる戰爭目的1世界新秩序の建設の唯 I なる擔當者としての日 
本の歷史的使命の獷大無迓さを、-->こそ、高らかに宣庳し、鼓吹せられねばならぬのではなからう 


しかり、この理念と*き使命の自覺こそ、わが阈民の M 後の一人にいたるまで把握されねばなら 
ぬしかもこれこそが勝利の秘決でぁり、世界新秩序建設の鍇でぁる。また、かくてこそ|妓後の 
一兵 J に至る犠牲を敢小限度に IJ : めしむることであフ〇 


第四節國內宣傳と啓蒙敎育 

K イッ：本の. ms 的な勝利と1 :內 統一戰線の强固さは、•耍する に w -^; 絶勖 a ——.嫌力.^體制——に 
ょつ て產み出されたもので、 この 物心兩方面ょりなる總力戰への逊ひは、一九一二.* :r 年の ヒット ラ— 
政權瘦#の年からすでに始められてゐる。 

この國家總動員の重要なる要素を舉げるなら ば、 次の三つの點に要約される I 

一、 闘爭心に%える新しい靑年層を產み出したドイッ^:族の心理的な動昼」 

二、 ドイッ軍 ff 腦部の卓越した軍事技術と作戰計聚" 

;-. 、史上かつてその比を見 /X いほど多 M 多栊な機械兵器を 鹿み、 且つ外部からの經濟封鎖に對し 
て出來；る限り自國を耐え得るものとした經濟的動吕」 

これらの三要素を全面的に問題とするのは、著者の任務ではない、私はこれを啓蒙 • 且俾•謀略 
の分野から、即ち、思想國防の見地からのみこれを俎上にのせるであらぅ。 

八重樫 31 吉氏 it 近刊の-國防國家の理論と政策」と題する著苦において【國防國家に於ける敎 W 
». 力按と贫 傅聘 ニニ五 


笫四 節 國內宽 傅と 移栗敎育 ニニ六 

Hi し 想•文化一般の性格-について、次の ごとく 言及され てゐる•し 

「我が N に於ける大政翼賛の政治理念は、我が皇民の 練成を目的と する教育と 一體のものと なる 
:•,!■ を 換えれば、敎育は崇高な政治であり、政治は It 育でなければならぬ。 I 

I 孜冇に於ける道の It 育の軍：要な部門は、全！一社 fr 較育體系を確立することに依りて、全國の自 
覺的指導者の乎に依りて之を爲さしめ、嗓校は主として國防_家が極度に高度化せしめざるを得ざ 
る科舉敎授の强化に當らなけれぱならぬ。學校の教育が知識に偏 it したといふ非難は的を外れて居 
る。吊校の敎育は智識を主とす.ることを否定してはならぬ。臣道!±、講壙から口角や阅解の敎育に 
依つて可能であると考へるならば、之は银本的な認識不足である。學校は倫理の自覺は與へ得る。 
自覺には. S 識の; i 映があり、此の意^は? i - 唆意識であり、科^に連るのである=> 而して自覺さるべ 
き贳體たる倫理感情そのもの即ち臣道や孝道とな0て流出する靖神の«體は、{永庭に於て社妗生活 
に於て、形成されるものである我が國に於ては各人の敎 ? r は、之を教育家に委せ、自分は自己の 
利 fe —余 fjl け榮達—の爲の行動に尊心した。各0が臣民として、後進を指導するといふ翼賛 
の道を忘れて、長いこと、個人的利益の追究に進んだ，」學校に於て、いくら口角を以つて、道を說 




き倫理を敎へられても、自覺さるべき本體たる民族的な感情が生活自體の中から與へられて居らな 
い學生生徒にとつて;1、自覺すらも成立しない。!3.に知識としてのみ與へられろに過ぎない。かく 
て世の人々が f りに利己：£になり來つ？1、孜とし之を批難したが、之は自らの 
敎育的使命(臣道)を果さすしてなす批難である。特に世情かくの如く導いた政治家自らが、政治 
の小屋に於て敎育家の批難をわめき出すに至つては全く沙汰の限りである。先づ自ら臣道の實踐を 
JH 導するといふ正しい政治を實踐せょ、自らの翼资の使命を果さずして、教育家の努力を攻搫する 
彼等の勝手に至つては、^者は義憤をさへ禁じ得ないものがある」政治家! t 政治社^敎育家でなけ 
ればならぬ。臣道の確立は此の政治的に自覺せる社#敎育家に依りて始めて正しく可能である」國 
防國家に於ては、軍人兵士のみが戰爭するのではない。銃後人は锶て戰士でなければならぬ U 之と 
全く同じく國防國家に於ては、敎育家のみが敎育を擔當するのではない' 教育は全阅民の自覺者總 
てが擔當するものである。そして學校の教育は科褂の敎育を重要視しなければならぬ。社侍敎育の 
全面的則新と再編成に眛りて道の敎 1 T が、家庭に於て、隣組に於て、街頭に於て、職場に於てなさ 
れなければならぬ。 

總力戰と寅傳硪 一一一一 七 
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銪ての父兄や、 あらゆる 政洽家 や、あらゆる 職場の指導者 や、 街頭に於ける自覺者や、そして、. 

新 ^ 、評論、文 ©- 文化一般は、敎育的機能を自覺的に擔當しなければ ならぬ。大政翼賛丈、 比 

の全岗 ko 敎 lr 的機能 ^ 使命の自覺に依りてのみ速成せらるる ものである。 

政治文化一般を敎育とせょ、而して敎育を文化一般の殽高使命とし且つ 之を政治的ならし6ょ、 
之が國防國家に於ける要蹐である‘ I (E 寄！1二八頁— I 3 IK ) 

教育と政治、社 fr 敎育の再編成についての論者の 認識と見解は正しい。 

しかして、■現下におけ—内啓蒙宣傳の役割は、 家庭に 對し、隣 紐に對し、街頭に對 し、職場 こ 
對して行はれる社 85 あり、 また同時に l?Q 父兄 や、 あらゆる政治攀、あらゆる職場の 

指—や、震に於け—覺者や、そして、露、評論、產 I 文化一般 I に對して、その敎育 

的機能を自覺せしむることにあらねば ならぬ。 

J \ 主主義的 C 由 主義的精神の變革は、社 # 的變革に先行する。 革命とは精神的作用である。革命 
はいつも先づ人 g $ Ql に行はれ、それから初めて政— slff ? ある。新 
しい人 fuj が新しき存在内容を決定するものである。 


•かくて、文化一般における再編成、新しく且つ不動の信念による啓蒙宣悼は、國防_家體制建設 
re あたつての最も基本的な問題であらねばならぬ。 

小松淸氏は 「フランスより 還る j と題する著 W において、日 4: における妓も眞蟄なる文化批評家 
としての反将的態度を以つて、次のごとく苻いてゐる" 

「フランスの内部的解 ' Is の奥地に崩れゆくブルジョア文化の姿をみ、それ i ' c とつて代るべき新文 
化 ( D - 兆しすら不在してゐるのを慨嘆せざるを f '- f なかつたのである。文化_フランスは、文化の®あ 
せたとき遂に敗れた。文化精神の*?,:饒のために№1れたのでなく、文化の衰返のために破れたのだ。 
と僕はしみじみ思はざるを得なかつた。' P 其的な角度からみても、ドィッがそんなに强かつたので 
なく、フランスに あまりに 戰意がなかつたとみるのが當然であらぅノ | ( 同^ RK ) 

f 歐洲戰爭の目前の成行だけをみ、ドィッによるフランス肷戰の結果だけをみて、文化は阈民を 
蜍弱にし敗戡に導くと云つた風の茂薄、皮相な物の云ひ方をする知識人たちは、文化の世界を亂す 
第五部隊である 。 j ( 同咨五頁) 

阈防國家! 5 制の基底たる文化一般_思想戰線の統一といふ問題に對する認識不足のなんと多く 

總力戰 と宂 傳哦 一ーニ九 
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笫五節 世界 革命戰 t 日本 二 三 〇 
文化の世界に おける 第五部隊の なん ぞ 限りなく 存在す ることか。 

われわれは「文化の世界を亂し J その統一を破壞する國内の第五列的存在と鬪ふと共に、文化の 
そして啓蒙宜傳の正當な名認識の上に立つて、しかもあらゆる文化技術を動員して、この戰ひにお 
いても较後の勝利を占めねばならない。 

しからば、われわれはいかなる世界觀に立脚し、： S かなる勝利の理念に6¢信を抱いて、この戰ひ 
を戢ひ拔かねばならぬであらぅか？ 

この問題は、必ずしも簡單ではないが、われわれにはすでに明白であり、•わが嫌力戰の輝やける 
戰士達は、この困難な道を早くも開拓しつ、ある。 

第五節世界革命戰と日本 

今次の世界大戰における殽も大いなる特色を舉ぐるならば、それは 今次 大戰が大規校な武力戰と 
して行はれてゐるといふ點にあるのではなくして、世界革命戰としての性格を帶びてゐるところに 
ある。 • 



そして世界革命戰的性格は、 ¥- なる武力蕺にあらずして、武器をとつて ISC ふ^.想戰であり、新秩 
序建設の對立する二つの世界觀の爭簕戰として行はれてゐるところにある。 

ヒットラー 總統は、「二つの世界が對立してゐる。その何れが勝利者となるか？今日ではそれ 
は絕對に明白である一といひ、この二つの世界の對立 を、 彼は「金に對する血の闘ひ一であるとい 
つたが、所謂、赍域經濟 を 主張し、資源の再編成に物質的基礎をもつ新世界觏に出發する今次大戰 
は、たしかに世界革命を約束する武力を伴ふ一種の思想戡でもあつた。 . 

だから、その世界觀の優劣に關する信念を闘ひ取ることが、戰爭勝利の先決條件であり、忘れ得 
ざる秘訣でもあつた。 

また、その反對に、敵國に對して、あらゆる部門—政治、經濟、文化、武力—からこの信念 
を喪失せしめ、戰意を奪ふことが、戰爭を勝利にみちびく故善の拢徑でもあつた。故に、ヒットラ 
1にとり、ナチス•ドィッにとつて、宣傳戰と笫五列を先驅となす謀略戰に、そして又同時に、一 
國一黨一總統を基本とする國內の思想的統一戰線の完成に、主力と重點を®かざるを得なかつたの 

である。 I 
總力戰と肓傅 Ift 
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一九 四 C 年十月ナチ ス黨 から出版された「阿部戰線に於けるドイツの勝利“と題する公式の 文 齊 
は、 この 點につ いて资に豐 富なる敎 .1111 を與へてゐる。 

「> 次 # 戰において 敗北したものは、 •¥. に英佛 の 聯， Ir 軍と ベル ギ—おょびすランダの援軍のみで 
はない。 數世紀に 亙つ てこのョー a ツバの重®となり、ョー n ツパの 自然 的發码を阻 lh し遅滯せし 
め来つたかの古臭い諸々の政治的敎說と觉理もまた^壊し去つた。席 K 民の均衡に關するイギリス 
のテーゼたる「バランス•ォプ •パ ヮー ーは 破れ、ルイ十四世とリシ ユリユ ーの政策たるラインに 
達し ラ N - ンを越えんとする V ランスの久しき 熱 ^ は 潰え、ョー a ツパに镭權を唱へんとする努力も 
とも^-滑滅した。 • 

かくして缺後にデモ クラシ—なる 政治的教說もまた完全に敗れ去つたので ある。 そしてこのデモ 
クラシ—的イデォ a ギ|と共に、白由主袭と高度資^-主義の時代、令•液主雜的列强の支配は沒落し 
た。 ョ — n ツバは今や自由となつた。 

金權政治がかく沒落するに到つたのは、数々の度し難い錯誤のためであつた。我々の見るところ 
その最も:®大なる誤 If は、余灌政冶的列强が一つの力を誤認したこと、即ち C らの組 ra を基礎とし 




て、 その上に作り上げ、 且推 持し來〇た機構の力を、過大に信じてゐたところにあると思ふ。その 
結果同様に致命的な錯誤が生じた。即ち、19民社合主義およびこれと同盟せるフアツシズムの力と 
機揹に對する過少評價といふ誤 If である。ドイツがこの七年間に體驗し、努力し•成就したものは 
英佛の眼から見れば、 m なるこけ嚇し以外の何物でもなかつた。彼等はドイツたるものを以て、宣 
戰布吿といふ最初の一轚で一!内的に崩壤するに相違ない阈家と思ひ込んでゐたのである。ボーラン 
下戥役の敎訓を汲みとつたならば、英佛はこの迷^から fit まされたにちがひなかつた。だがその時 
においてすらなほ現*を認識しなかつたといふのは、彼等の組锘の完全な不安定と老衰とを證明す 
るものである。 

軍事的に もまた 「民主主義-は完全に動搖 してゐた 。一方では戰略的防禦なる県理が强 調され、 
マジノ •ラインの 防壁と堅穴に鼷れて、 M ; 年で も 四年でも 五 年で も 長期抵抗を遂行せんとした。 し 
かし 他面にお v ' て戰爭の擴大、遠隔戰を阐り、戰埸を北部、西部、東部および南部に探し求めたの 
である。 この 滑耗 H 疲弊戡略は純政治的理由から出發したものであつた。即ち ドイツを M 娥封鎖に 
よつて絞殺せんとし、 こ れが 方法と して ドイツの 倒 面と背面を 戰埸に 化さん としたので ある。 しか 
總力戰 と K 傅軟 一一三三 
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し他面において、 ドイッに 對してか X る 遠隔戰と長期戰とを遂行し得る能力は、如何なる點から み 
ても全然これを有してゐなかつたのである。 

世界大戰の終結後、英佛は軍事的に停滯したまゝであつた。舊式の武器、舊式の戰術おょび就中 
腐敗せる士氣が英佛聯合軍の装備であり、魂であつたのだ。これに反してドイッ側においては淸新 
な戰爭觀、一九一四——一八年の陣地戰を疾風の如き機動戰に轉ぜしめた1ころの確固たる且つ奔 
放なる意志、更に世界で最良捩新の武器を以てせる武装があつたのである。 

ドイッの敵國側では、ドイッ國防軍の「秘密の武器 I に〇いて大いに喋り散らした。だがドイッ 
軍の秘密武器なるものは、實は教高の確信といふ不動の精神以外の何物でもなく、しかもこの確信 
たるやヒットラ—總統の人格と業锖から流れ出るものである。といふ聲は ® に 國外の 諸 所から も聞 
えたのである C まことに この勝利は總統の出現にょつて M ち得られたものであり、總統の光は全世 
紀を被ふものである。 

今次戰爭の西部戰局において古きものと新らしきものが對立した。即ち狐疑に對して大膽が、打 
算に對して理想が、逡巡に對して確信が、防禦と女々しさに對し攻轚精神が、小心翼々たる動搖に對 




して熟慮斷行が、山師根性に對して將帥的精神が、凡俗精神に對して天才が、洞穴と疊槩に對して 
生ける人間が閊つたのである。 

一九一八年に對して一九四〇年が鬪つたのである。この戰爭の終結は炳として一つの事 K を示し 
た。即ち總統のあらゆる豫見は百パーセント遂行され、我々の敵の全計芄は同じく百パーセント失 
敗したといふこと、これであるご 

今次西部戰線についてのナチスの公表せるこの批判と解剖は、今次大戰が金槲政 治、 民主主義列 
强の打倒を意味する世界革命戰的性格を有してゐることを描き出してゐるばかりでなく、ドィッの 
勝利が「秘密の武器， I にあらずして、ナチスの不動の精神、勇敢なる攻擊精神にあつたことを强調 
してゐることは最も注目す^必要がある〕 

この容易ならぬ、民主主義國家群に對する不俱載■天の世界革命戰的性格について、とくに主とし 
て經濟的見地から觀察して、殆んど同標なる結論を與へる西谷彌兵衞氏の快著「戰ふ日本經濟一に 
これを語らしめょぅ。 

「一九一四年ドィッ資本主義は十九世紀的な植民地領有に向つて戰ひを宣言した。だが同じ資本 
璁力哦 と宣傅 戰 二三五 
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主義の地盤の上に立つて、より大なるものに對する挑戰がなされた場合、敗北は必然の歸結で あつ 
た。强力な軍事的能力にも拘らず、資本主義的諸要因はドイツ經濟の瓦解を齎したのである。戰ひ 
の結果はより困難な、1/1锇的な國民經濟の残骸がドイツに殘つた。ドイツ資本主義は この 窮乏のな 
かに自己を緞へあげ、つひにナチ K 的な計茶經濟に縳形することによつて資本主義的な諸矛盾から 
自己を救ひあげる途を發見したのである。 

殘る問題は ドイツを とりまいてゐるヨー a ツバ 的な桎梏の撤疲であつた。愼重なそして果敢な外 
交的進出がはじまつた。しかし前大戰によつて自らも創痍を蒙り、戰爭の打擊に對する恐怖を骨 § i $ 
に刻み込んでゐた資本主義國{永群は、? Ilf く餘り有效でない外交的示威によつてこれを牽制しよぅと 
試みたのみであつた。 

然るに事態の進展と共に、 ドイツ も、そして民主主義國家群も、いまや起りつ、あ名事態が豫想 
外に深刻な問題 5: 含んで ， Q ることを 悟りは じめ た。地球上に唯ひとつでも强力な民主主義阉家が存 
在する限り、 ドイツ 經濟は常にその攻擊に墦らされねばならない。その場合、 ドイツ 經濟を不動の 
安固さに3くもの3、ナチス的經濟そのものの擴大强化と、砼後の民主主義阈家が沒落するまで戰 



ひを續けることである 。 I 

「もうこれ でいいんだ J といふときに、 '7 アゥストが メ フイストに 敗北する ごとく「これで 戰ひ 
は 終つ たの だ J といふ 時に、 ドイッは 再び民主主義の爪牙に引裂かれる。ョ la ッバ 經濟の枠は、 
さらに 大洋の彼岸に續いてゐる。植民地の返還、ヴ .エルサイ ユ體制の打倒を叫んだ ナチ K は、ヴ H 
ルサイ ユ體制の眞莨の演出者たる民主主義そのものとの戰ひを績ける ことに おいてのみ、ほかなら 
ぬ その ヴ H ルサイ ユ體制を眞實に打破する ことが 出來るので ある。 

事®は民主主義國の側 にと つても同様である。 たと ひそれが「元も子もなくしてしまふ‘|戰爭で 
あらうがなからうが、民主主義そのものに對する敵對者をそのま i にして置く ことこ そ f 元も子も 
なくなつてしまふ」所以で あること だけは明瞭で ある。 戰ひは宣言されねばならぬ。妓後の一兵ま 
で®はれねばならないのである 。 j 

まことに、今次の世界大戰は、世界新秩序の建設といふ革命戰的性格をおびるべく運命づけられ 
ており、永遠の勝利を確保するまで、最後の一兵も惜まず、戰はれねばならぬ有史以來かつてなき 
乾坤一擲の大爭期戰である。 

總力戰 と 宜傳戰 二三七 
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この避くるを得ぬ嗪古の一大決戰に、最大の戡果と勝利とを確保するために高度國防阈家1 0 
力戰體制—の建設の必要なるは、最早論議の餘地ないところであるが、この阈防國家建設の基礎 
たるものは、第一に先づ思想國防の完成でなけれぱならない。 

橋田文相は、昭和十六年四月十四日の地方長官#議における訓示において 
「銃後における國民思想の動向は、高度國防國家體制の基底をなすものであつて、故近における 
內外の情勢は、いょいょこれが軍；大性を加へるにいたつた。 

この際、思想國防に關する施設を擴充强化して國體の本義に基づく、國民思想の啓培に力をいた 
し、國民生活の全部面に透徹具現せしめて、時難の克服に邁進いたすととは、正に當面の急務なり 
と考へる」と。 * 

思想國防が高度國防國家體制の基底をなす重大なる課題たることは、旣に十分認識されてゐるの 

であるが、問題は、國民思想の强化をいかにしてなしとげ、また、思想國防をもつて、いかにして 

高度國防國家體制の基底として役立てしめるか、といふ點にある。 

これと同じ深刻なる疑問に觸れてゐるフランス将校の「敗戰日記一に臀かれた生々しい吿白にし 


ばらく耳を傾けょう。因に、この日記は、パリの辯護士出身の一將校が、一九四〇年五月艽日から 
同二十二日に至る間、#:きつ V *けた戰爭日記の一節で、ドィッ軍隊に捕へられると同時に押收され 
たものである。 

『彼等は殆ど年が若く、背高が、すらりと均察-¢0とれた身體をしてゐる。いづれもこの邊りに達 
するまでには、仰天するほどの壯烈な大行進をやつた連中ばかり、中に二、三の落伍者もゐた。そ 
の連中は行進部隊のうしろからょろめきながらついて來る。非常な疲勞ぶりで、やつとのこと身體 
を眞直に保つてゐるといふ程度だ。 

それでゐながら彼等は戰ひを前にしたとき實に狂信者のやうな歡喜の眸を示すのである。その上 
かうして强行前進をつ r ける部隊の中には、輕傷者たちも交つてゐた。手に眞白に繃帶した兵、あ 
るひは腕に吊帶をかけてゐる兵など。 

中に一人、それはたしかに螟生と思はれたが、流暢なフランス語を繰つる兵がゐた。自分はこの 
男に訊いてみた。「君はどうして後送をねがひ出て、適當な治療をうけないのかこと、すると彼 
は不可解な笑ひをうかべながらいつた。 

總力戰と宣惇戰 11111九 
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i 君は、僕が最前線で行はれる ことに 參加したがらない とで も考 へる のです か ？I 

この若者にこれほど起人的な指導を行 ひ、 これほど起人的な敎養 をう Ao けた ものは、そもそも 
何で あらう？ かつて、われくは、 ヒットラ—のために奴隷化された民衆の ことを アレ n レと喋 
つて來たものである.*しかし自分はこ、に、自分の眼の前に、國家存亡の關頭に立〇てゐる わが フ 
ランスでは絕對に見られぬやうな歡喜の發茲を S 擊した。 あるひは M ふ、 この 戰爭は フランスに と 
つて不必要なことではないか？そして、これまでのわれ<のすべての立論は單なる饒舌にずぎ 
なかつたのではあるまいか？ 

支那大睹やノロ高地に 一 天皇陛下、萬歲 一 を 叫んで、莞爾として sc 死するわが皇萆將兵の 「歡喜 
の發 筇一 や I 起人的な教養. 一を 目轚して ゐるわれわれ は、不必要な戰爭に參 加したこのフランス 將 
校のやうにナチス.ドィッの「歡喜の發露|になにも驚きはしない。 

しかし、 ナチ K •ドィッと わが國の それと相違するところは、起 人間的な敎養と信念と を抱く軍 
人の優劣 さでは ない C 否、 皇眾將 兵の盡 忠 報！！の 精神は、 彼に 疼る ともい さ.，かも劣るものでは決 
してない。 



しかし、 ヒットラ— 總統の爲政者としての偉大さは、 ドィッ 阈防軍の强化とその I 起人的钕養と 
信念 一 にあるのではなくして、一般國民の一人一人にいたるまで®防箪と同樣な I 超人的較養 J と 
I 歡害の發露を植幺つけたことにあるのだ。 

われわれはすでに【國防軍. I ならざる第五部隊のあの勇敢なる活躍、武裝せざる！第 . 7 T . 部隊 の 
思想的武器の强さに、これを見てきたのである。！絲亂れぬ物心兩方面の_内統一の美事さにこれ 
を見て來たのである。 

しかも、 これこそが r 高度 P 1 防國家體制の基底一たるべき-. f . 想阈防-の * 本問題なのである。 

第六節勝利の後の戰爭 

ナチスの批判にょれば I !九 I 八年、戰爭は完全な促亂を以て終末を吿げた e 聯合_側が勝利を 
收めたのでもなく、同盟_が敗北を喫したのでもなかつた二のである。 

そして 「コンビ H —ニ ユとヴ HA サィ ユと は、なんら勝利を意味するものではなかつた。戰爭は 
勝敗を央せずに、終つてしまつたのである」しかも、政治は秩 »-!•- を i たらざず、武力の活動を無秩 
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序の狀態に放置したのであつた。政治はむしろ、事態の混亂を永久化し、決戰は未解決のまゝ殘さ 
れた。從つて一九 I 八年十一月以來、今世紀初頭に紛爭の始まつた處に、再び抗爭が繰り返へされ 
たことは、一つの政治的必然にすぎなかつたので ある 0|と。 

何故に、一九一八年の戰爭は、英佛聯合側の勝利を以て終結せず、完全な混亂を殘したに過ぎな 
かつたであらぅか！ 

ィギリスの軍事評論家リデル•ハアトは賢明にも、この點に言及して一第一次.大戰の故惡の缺點 
は獨逸の攻轚力が無力となり、經濟的 ii 迫にょり消耗し切つた時に、その贾狀に滿足せず、獨逸の 
屈辱的降伏に依る勝利の外觀を得るまで、我々が戰ひ續けた事であつた。」 

しかり、英佛聯合軍の勝利は、た V 「勝利の外靓|を得た 1C 過ぎず、新しい政治秩序がョ la ッ 
パに建設されなかつたために、 a 爭は依然：進行中 I であつたのである。 

その般大の颅因は：戰爭が K 家の興廢といふ點から云つて一介の戰略家だけに依つて勝手に行は 
れるのには、餘りにも鞍肅な大業である。そこで、逊爭後の平和狀態5:-も含む大戰略に依る寅い視 
界が必要となつて來る I のにも拘らず、戰爭後の平和狀態における新しい秩序の建設といふ重大な 


る題目が、その m 略の中に含まれてゐなかつたことは $ に致命的な過失であつたのである。 

アメリカ 海軍の名戰略家であつた；； • J •マィヤー K 氏は「和戰を決する W 能は爲政者の手中に 
ある。一度かれらが、^爭を決しても、その貴任を陸海軍 It 瑙部に負はせることは出來ない。阈家 
の安危を託された陸海軍は、依然として、爲政者から支持を受けなければならぬ。戰爭は誰もこれ 
を愛好するものはなく、また戰爭は殘酷で破壤的であるが、これを理由として、 a 爭に導いた爲政 
者の資任は解除され ぬ。 云々」と、あくまで戰爭の«任5:爲政者に追究してゐるが、逊爭を誰れが 
始めたかを問題にする必要はないとしても、すくなくとも爲政者が戰後の經營をいかにすべきかは 
リデル •ハアトのいふごとく「大戰硌一のぅちに當然設計され構想されて置かねばならないことで 
ある0 

一九一八年の^.爭が、武力戰の停止の後においても r 戰爭は進行中」であり、勝敗すらも決せら 
れざる狀態にあつたのは、先づ第一に、建 iu 的な政治の新秩序が何等工夫されてゐ ず、 武力の活動 
も無秩序の儘放任され、しかも、武力は勝利の外觀を維持したに止まり、その上精神及文化におい 
て充分なる措置が講ぜられなかつたためである e 

總力较と官； 傅戰 一一 四 ZE 



第六節勝利の後の戰争 二四四 

英佛聯合國が、もしもその文化戦、精神®において勝利を確保し、彼等の文化と精神がナチスの 

接頭の餘地なかしめるほどに浸潤してゐたとしたら、即ち、文化戰と 精神 戰における內面的なる 勝 

利を戰ひ取つ てゐ たとしたら、(眞の勝敗は決せられぬ としても)恐らく、 こんな ft 早く 抗爭- 

第二次大戰-が再び繰返されることはなかつたであらぅと思は^る。 

これが總力戰 S ■を以て S 爭が展開される現代 q 戰爭 S5. てはな#§、勝利の後の戰爭 

i 武力 S 停止§88、 E 41、文化戰、精神 s 、 | 5 なは だしく 行はれるであら 
ラ0 

ベルリンの獨逸敢近世史硏究所々長ヮルテル •? ランク敎授は一戡時に於ける獨逸の精神科學」 
なる講演において、次のごとく述べてゐる" 

I ドイッと西歐民主主義 M 承との現今の闘爭は、 たぐ 單に武器の爭ひで はない。それは 同時に 二 
つのイデォロギ I の爭ひであり、 その イデ ォ a ギ—の中の} つは 民族的で 若々 しく、也办一つは古 
くて最早確固たる—を有さぬもので t 。 それ故、た；；か fel ' 
間に於て、ド vnM -ハ科^; < t » 心 n 1”7 h » n » : J..lb M . l ^ L »- r » 、^m ^-5:' j ^ i 6» 



ること、ならぅ。政洽上の揹力_爭は、ある土地を征服せんとする新しい力の突莩邡除である。敎 
育は、軍隊に後 m し、土地を秩序づけ建設する^.督府であるが、ドィッの科堆は今次の戰爭に於て 
この嫌#苻的役割を果すべきものである。科學の危機は一度天オアドルフ•ヒットラ—に依つて超 
克された。彼こそは百千の摩門分科をば、再び一つの大きな理念の下に結合した。或意味に於て政 
洽的及び精神的變革は大學及び举術の埒外で行はれたので、精神諸科學及び大學は、その存在の意 
味をさへ問はれる樣になつたのである。と云ふのは、ビスマルクの時代以後に於ける「大學の敎 
養 J は、た^所謂「物知り.一を目檩としてゐるのであつて、最早言葉の眞の意味に於ける敎養とい 
ふ <>■ のを创逯することはできなかつた。大璆敎育は本能と行動の本質的な力をば無力にしてしまつ 
た。しかるに、今や必要缺くべからざる專門的、技術的敎養をば新しき政治的思想世界の綜合との 
有機的結合にもち來すのが國民社會主義的教育の目的となつた。武器の戰爭の勝利の後に於て、ド 
ィッ國民の魂の^*爭がおこるであらぅ。この第二の逊爭に於ては精神科學が饯前絲に出でねばなら 
ぬであら卜。武器の戰爭に於て技術的諸科學が勝利の道具を銳くす名様に、民族の魂に關する戰爭 
に於てか、精神科學は精祌的諸價値の秩序變改の手段として重耍なる役割を演ずるであらぅ。阈技 
總力賊と筧傳戰 二四五 





笫六節勝利の後の戰爭 二四六 
的存在の一切の分野に於て同じ戰ひが戰はれ、これらの一切の分野の上に同じ旗がなびいてゐるこ 
とは、我等は今叉知つてゐる。今日では戰線はどこにでもある 。I ( 傍點は著者) 

武器の戰爭の勝利の後に、魂の戰爭があり、民族の魂の戰爭に、精神科學が重要なる役割を演ず 
ることを喝破せるフランク敎授のこの講演は、實に傾聽に値する多くの敎訓を含んでゐる。 

ゲッベルス宣傳相は、|九四〇年七月バイ B イトに於て行はれたヮーグナ—祭における演說の中 
で「吾々國民社會主義者たちは、常に藝術を民族に奉仕せしめて來た。藝術は吾々にとつて、斷じ 
て暇潰しではなく、かけ代へない生活必要品である。勝利に次ぐに勝利を以てしてゐる吾が國の兵 
士たちは、ドイッの都市や工場や、農民や國民を保護してゐるばかりでなく、£にョー n ッバ第一 
の文化の國、ベ：卜—ヴェンとヮグナ I 、シラ—とゲ—テ、デュラ— と グリュ I ネ 7 ルトの國を保 
護してゐるのである。吾々は好き勝手に、そ L て御時勢次第で、藝術に力を入れて見たり、又中止 
したりするわけには行かない。藝術は吾が民族が現存してゐる ことの 表現であり、經濟や政治と同 
じく、吾が國民生活の樞要な部分である-:と叫び、また文化- te 賞授與式(一九三九年五月一日：> 
に際して in 武器が語るときはミューズは默す一と」然しながら、 これは 一部の眞理に過ぎない C 攻 





治的及 rx 軍事的な隆盛は疑ひもなく、同時に文化的陡昌を怦 ふ ものである。武力は 一國 M の力と榮 
W - との、箪なる機械的な表現ではない。ある國民の文化は、武力の中にも表現される。何とな.れば 
武力は眞實、且つ恒常的な平和の前提條件だからである。然し 國民 をして文化を保存し、創造せし 
める力强き確信は、平和にょつて與へられる。 .一 と、述べ、戰爭中にも、戰爭後にも、文化や藝術. 
に如何に多大なる關心を抱いてゐるかを示してゐるが、武力戰における勝利——勝利の外觀を得た 
ることに依つて、いつの場合も、われわれは15對に安心してはならない'- 
民族の魂の閊爭に、精神科學の戰爭に、文化、藝術、精神力の爭覇戰においてもまた、武力や經 
濟や政治におけると同樣に、わはわれは鉸後の勝利を確保すべく永久に岡はねばならない。實に戰 
爭は今日ではどこにもあるのであり、また、戰爭はいつまでも<進行を績けるのである。 

第セ節思想戰の基準と皇道宣布戰 

われわれは總力戰戰略の觀點から、思想戰鬪がいかに重要なる役割を占めつ V あるかを、旣に檢 
討し、思想戰鬪が單なる補助手段たる以上に重要であり、その攻轚と防銜は獨 S の立場から行はれ 
總力戰と1戰 一一四七 


第七節思想戰の某準と桌道宣布 W 二网八 
なければならぬことを認識したのであるが、この a 想戰の基準をいかなる觏點に置くべきか! i、：xa 
る; t 弋なる問題であり、しかも、是非とも一應解決されなければならぬ熏大な問題を含んでゐる。 

y 、 ,.t 4: fl : lrl の巻頭に、多田 1? 知氏の見解に從ひ、世界に對立する|二つの 1 .想の潮^を述べたのであ 
る。 

しかし、かつては世沐の思想陣-1?に對立ずる111つの潮流あり七見てゐたかのナチスにおいても、 
この點に關する見解において、すでに多少の修正と轉換がなされ 0 、あるやぅ. 2 :51られる。 

一九四〇年十二月十日ベルリンの軍事工場勞働者集•汗の席 h で！ fT ! i れた匕ットラ.-_铳の演說は 
この點に關し頗る重大な暗示を與へてゐる 一10がある。 

「吾々は個々の英闽人や個々の佛蘭阿人と闘つてはゐない、大富豪が大衆 i : 支配し、大衆を欺瞞 
する手段となつてゐる金、彼等が自分達の最大.の- 1 i 幅を«現し、權力慾を滿足させるために求めて. 
ゐる利潤と鬪爭してゐるのである 。I (中略} 

r 二つの世界が對立してゐる。その何れが勝利者となるか？ 今日ではそれは絕對に明白であ 
る 。 j 


右の演說によつて解るやうにヒットラ—は r 二つの世界の對立|をいひ fH つの世#一とは言つ 
てゐなかつたのである。ソ聯側がドィッ側(捂軸陣營：> に迠するか、英米側に^するか、この點に 
關 してはナチスの理論家も今までは明言を避けてゐたが、今やそれは對ゾ戰によつて明白となつた 
今われわれは I 我が闘爭一を鮮かに思ひ起すのである。 

この問題について淡德 r : 郞氏の I 戰爭と人民一の一文は、評論家の混迷と、遂に政治家にあらざ 
る悲哀を表白する ものと して、丧だ興味あるものがある。 . 

「人も知る如く、ゾ聯はマルクス主義を檫榜してをり、マルクス主義は猶太人の運動だといふこ 
とになると、一見全く相容れないかに見える英米資本主義とソ聯社伶主義とが、何れも猶太人に操 
られてゐるといふ點で、同一陣營に蜓することになる。叉實際ナチの理論家は過去に於いてさう 
いふ立場をとつてきた。そしてナチの第一の使命は、人頸文明の公敵であるボルシ H ヴィズムの 
樸滅にありとされてゐたのである。然し今日でもさういふ立場が獨逸に於いて取られてゐるか否か 
は、 明かでない。少くとも捩近のナチ指導者の述べてゐる所から見ると、人類文明の公敵は、英米 
に地盤をもつてゐる！一際資本であり、それのみであるかの如き印象を受ける.“然らばゾ聯は、同じ 
璁力硪 と , B : 惇戰 二四九 


笛七節思想戰の某準 i 皇道宣布《 二五〇 
く世界の社會主義化、國際資本の打倒を志す點に於いてやがて、獨逸と協力せねばならぬ地位に置 
かれてゐるとも解される。 

今日、理論的に見て、なほ獨逸社#主義とソ聯社待主義との相違を求めれば、後者に於いては前 
者に見られる如き猶太人抻斥と人種思想とが全然存しないことである。ソ聯を構成する六十有餘の 
民族に對し、少くとも理論上では、完全なる平等待遇が與へられてゐる。實際は大ロシア民族が® 
勢であり、指導的地位に立つてゐるとしても、それは其の數的勢力からくる必然の結果であつて、 
人種的理想に依つてそれが强制されたわけではない。所で此の點でも獨逸の人種思想は、數年前に 
比し、餘程其の色彩が弱まつてきてゐる樣に感じられる。 

獨逸民族のみが優等人種であつて、伊太利民族や佛蘭西民族やその他大小様々の民族は其の支配 
下におかるべきであるといふ思想は、少くとも表面上影を消し、諸民族が平等の立場に立つて協力 
し、以て新秩序を建設しょぅとする考へが段々强ぐなつてきた。尤も最初に國際資本の桎梏から脫 
した獨逸民族が、遲れてその桂梏から眈した他の諸§を热導せねばならぬといふ考へはあるにし 
ても、それは飽くまで友誼的援助であつて、支配客と服從者、征服者と被征服者との關係であつて 



はならぬといふ見解が、力說される稼になつてきた’' 此の點では、ソ聯社會主義と獨逸社#主義と 
の理論的對立は益々緩和され oi ありといへる。同様の精神に於ける協力が、獨逸とソ聯との rjl に 
成立することがあるにしても、今でも少しも不思議に感じられない程である」(改造十六年 E 月特大 
號二九 頁) 

しかしながら、去る六月二十二日早朝火蓋5:切つた對ソ戰は、所詮は獨ソは水と油で、リッべン 
トロップ外相の開戰理由普にのべたとほり、ナチズムとボルシ .H ヴィズムとの松本的對立は、いか 
なる經濟協定と不侵略條約を以てしても、結局とき難きものであつた。歐洲に於ては、最早中立と 
いふものはあり得ず、獨伊の歐洲新秩序建設に協力するか、習秩序側につくか、二者選一ょり途は 
ない。單に經濟的事情のみに於ても然り。更に思想的にこれを見るに、 I •我が闘争」に於けるボル 
シエヴィズム打倒の項5:思ひ出すだけで充分であらぅ。 

「總力戰敎書一の著者寺田彌吉氏は、世界における思想潮流を、自由主義、共產主義、全體主義 
皇道主義の四つの要素に分けて、次の如く述べてゐる。 

「日支事變と云〇ても、恐らく今日では誰の眼にも歷然としてゐるやぅに、支那との戰ひと云ふ 
總力戰 t 寅 傅戰 二五一 


笫七節思想載の某準と皇道宣布戰 二五二 
ょりも寧ろ舊秩序若しくは過液期に立つてゐる歐.米の一一々との戰である。而もその莨際は、要する 
に赤化及び自由主義化に對する皇道與現の精神戰が大きく^開されてゐるのだと見ることが出來る 
その底に存するものは世界經倫の根本思想が戰つてゐると云ふことである。 

勿論第二歐洲大戰にしても、自由主義と共産主義とそして全 Is 主義間の戰ひであると見る.ことが 
出來る。之等の三つは相納れないものであつて、一時的の妥協は兎も角も、根本的には鉍|すると 
ころがなく、必ず最後には勝敗を決する筈である。旣にして自由主義は沒落過程を迪る一途である 
が、共產主義と全15 主義 も相^ • れるところはない。 

このやぅに世界は今四つの思想要素を以て戰ひつゝあると見る ことが 出來る。それは思想 戰と云 
ふにしては最も基本的なものであり、或はィデォ a ギーの戰と呼んだが妥當であるかも知れない0」 
(同 > f 一七四頁) 

スタ—リンが ヒットラーに 引摺られ 、マルタス 主義が ナチ スに歩み寄つ たとしても、また、獨， 
伊 •ゾ聯•日本の 共同陣營が政治的政策 的 立場から 一時的に 成立し、 舊秩 序を敲きつぶす こと、英 
米の_際資本打阏に一致したとしても、獨•伊にしても、天地の公道に基くところの、各々その處 


を 得せし める I 八紘一宇 J の精神——共存共榮の®:を舉 ぐる 新秩序の建設に邁進ずるといふ點に扔 
本的一致をみ得るや否や必ずしも饺斷を許さぬのである。たしかに萬邦に各々その處を得せしめん 
とするわが皇道精神と 偏狭なる民族主義とはむしろ劃然たる一線が引かれるものあるを感ずるので 
ある。 

叉「協同觀への志向」(7>著者神谷茂氏はこの問題に就て次の如く述べて fo る。 

「ナチズムの限界はその非科摩的なる世界觀の中にも明瞭に現はれてゐる。それは東洋に對する 
正しい理解を有せず、且つ西洋に於ける眞の反省を缺いてゐる點に於て、眞に二十世紀的なる新し 
き世界觀たる資格を缺いてゐる。それは歷史、特に現代に於ける世界史的 I 東洋的なるもの"眞 
の意義を知らず、從つてその世界觀は依然としてョーロッパ的に歪曲された獨斷的®越意識の ip 現 
となつてゐる一と、 I ナチズムと東洋的なるもの一の論說に於いて述べてゐるのは、たしかに一考 
に値するものがあらぅ」 

又森戶辰男氏は思想戰におけるこの問題を捉へて、次の如く論破されてゐる。 

|思想戰なるも^は、色々な意味に解されてゐ.るが、人々は非合理的なるもののためにする合理 

總力戰と盲：傅陕 一一五三 


笫七節思想 « e 某準と皇道寛布！ f 二五四 
的なるものに對する鬪爭をもそのうちに含ませてゐるやうだ。しかし、かやうな反知的鬪爭に知性 
を動員しようとすることの自家撞着は誰人にも明かであらう。次に來るものは思想 B を專ら外來思 
想棑轚阏爭と同一視する考方である。ひとはデモクラシ—はアングロ •サキソン思想、マルクス主 
義はユダャ思想、佛敎は印度思想、儒敎は支那.&想といふやうに、あらゆるィデォロギーにその民 
族性を檢出し、現®の民族鬪爭に表裏して、 B 想の世界においてこれら一切の外國思想を優秀なる 
日本思想を以て轚破すべきことを揚言する。だ狀、かやうな考方は、思想の評價と取捨が民族的好 
惡や政治的離合によつてでなく、その眞理性によつて決定さるべきである、となす常識に反する。 
すなはち、マルクス主其が抹轚さるべきは、それがユダャ的であるからではなくて、具體的眞理性 
を缺くからであり、これにたいして日本思想の優秀はその具體的眞理性に求めらるべきであらう。 
さらに、かやうな偏狭な棑佛毀釋的な外来思想退治は二つのハィ外主義、すなはち拜外主義と排外 
主義との克服の上に、その民族的發展を遂げて來た我國の文化的傳統にも背.戾する。吾々は今日も 
はや劣者として外國思想に拜跪し、又徒らにその威力に恐れて耳を蔽ひ目を塞ぐ段階を通り越して 
ff 者としてこれを批判し、採闬捨短の操作を行ひうる地位に立つてゐるのではあるまいか。したが 


つてこ QS おける fes は大化の新政及明治維新 S けるよりも少からず、有利であるやう 
に1る。それに憑して、吾々はより大 II 的確信を以5く I に1めねばなら 
ぬのである。—、實管さてもかやう—想的排111にほか—ぬナチズムや伊 
太利思想にほか—ぬ；シズム S 仇—檐取とも矛盾し、—が再三指摘してゐるやうに 
わが日本が東 SI?S て f と共に霞 I とする S る 1 體の指_神 t なり 
えないものである。 

要するに、—•民族間におけ—一傳戰程度の意義し—められない卑俗の意味の—戰には、 
たとひそれ餐12つたにしても、多くの有爲—階 M — る—いし、ま 
た、 彼ら—員しう f 考へる Q は餘程 sft う。これら二■の Is 党して f 一の 
思想戰は、そ Qf —12 つて、—の—と社 sis する人類知性の— 
味する。さう してこ Q 1 おける勝利こそそ人類が、特 S 時局下におけるわが國民と1 
が、何より1 sf 社裏整の技術とを f に確保して吳れ f のなの だ。 
1戰 QIII が、もし — i 二の 1 S ことばか" SS いて、この望 S 
總力«と , §: .傅戰 • 



第七®思想職の某準と阜：道實布诹 二五六 
想戰の至重性を閑却するやぅなことがあれば、それは知的動鐵の根本義を忘れた ものであつて、宗 
派的偏執の^も悲しむべき結果といはねばならぬ。 

何となれば、知的 動 S の'要締は、あらゆる不必要な摩擦を さけて 知識階級の 精神的創造力を この 
最後の思想戰に集中することに存じ、この闘争に勝利 5: えた國家•民族が戰爭において 武力の勝利 
者となると同じく、平和における文化の勝利者ともな りぅる からである〇一 ( 森戶氏 著「戦 爭と丈化」 十 
六頁 I 十九頁) 

いさ、か長きに失する引用であるが、森戶氏が「第三の思想戰の至重性」 と 稱せられ るところの 
ものは、 I マルクス主義が 棑擊 さるべきは、それがユダャ的であ之からではなく、それが具 體的眞 
理性を缺くからであり、これにたいして日本. e . 想の優秀はその具體的眞理性に求めるべき である 一 
といふ具體的眞理什の追究にあり、傳搐にありと見られ、思想戰を專ら外來思想 排擊 鬪爭にありと 
いふのは、 森戶氏の所 fir , 卑俗なる思想戰 I として ^ 侮の眼を投げてゐられるので あるが、われわ 
れは I あらゆるィデォ B ギ—にその民族性を檢出し、現 K - の民族闘爭に表裏して、 思想の世界にお 
いてこれら一切の 外國思 想を皮秀なる日本思想を以て 擊 破すべき ことを 揚言する| こと- H 、 むしろ 




必要大いに ありと 考へるので ある 

何故ならばマルクス主袭が具體的眞理性を缺きたるために棑轚されたといふ批判は正しい C しか 
し、マルクス主袭が何故具體的眞理性を缺いてゐたのであらぅか、それはマルクス主義がユダャ的 
であつたところに限界があるのである。ゲルマン民族主義に根ざすナチスの世界觀が、その梭 f 性 
にも拘らず、最近多少の修正と轉向を迫られつ、ありといふのは、八紘を以て一宇となすといふわ 
が装國の大精祌——日本民族の歷史的使命とは根本的に隔絕するところの限界點がゲルマン民族自 
身の裡に存するからである。 

森戶氏のいふ ごとく I 靡 •く 世界に智識を求める 一 ことは 防げるものでなく、進んで大いに攝取す 
べきではあるが、それは海外. e . 想の描取にょつて正から反に進み、それが合成されて新なる正を形 
成す ると いふ唯物辯證法的な方法に立脚して その 一眞理性 」 を追究するためではない。 

日本精神の中梓たる感情——皇道 I は、この感情と合せざるものは、總てこれ敵性とする」し 
かも、この感情に合する文化は、わが民族が歷史的に構築した倫理の道に合し、この道を共に弗む 

ものでなければならぬ I この道はわが皇室に連り、天皇に結ぶものでなければならぬ"これを 
總力戰 と實 傅聘 二五七 




笫七節思想戦の某準と阜道宣布戰 一一五八 
中外に施して悖らざるもので^'ければならない。 

皇道の世界宣布は、臣道の世界的規定でなければならぬ"この道を一すぢに步む日本人及日本文 
化の體系が海外文化と結合して、いかなる新なる倫理精神を形成するといふのか。海外において日 
本精神の道と同じきものは、これを振興せしめ、然らざるものはこれを淸算せしめ、日本人と等し 
く、陛下の赤子として聖恩に浴せしめ、以て東亞の萬民、否、八紘を一宇として、萬邦をその處に 
安んぜしめんとするのが日本精神であり、皇道の世界宣布でなければならぬ。 

それは设秀なる日本思想を以て外國思想を轚破することである。擊破といふ言葉が妥當でなくば 
少くとも摺伏せしめることである、」 

わが國としては、本來立派に皇道ィデォ Q ギ—を所有しながらも、思想が戰の有力なる攻粮武器 
であるとの§-覺や硏究に缺けてゐたため、日本思想の優秀性に對する自信をも喪失して、充分なみ 
對抗が出來ず、歐米から引摺り廻され、徒らにその後事：を拜してゐたに過ぎない。 . 

森戶氏は、民族的支配が思想•政治•文化の支配を決定することを理解されないのであらぅか、 
自由主義の世界的支配は、同時にアングロ•サクソン民族の世界的支配でもあつたのである。 


| 近代ョー d ッパが東漸し、東洋植民地化が決定的な勢で終 IH 符を打たぅとしはじめた時、猛然 
として日本は反撥した。抑止されてゐた剛毅な建國精神ば、火柱のごとく天を焦して東洋の一角に 
携ぇあがつたのである。 

だが意外な反轚の手强さに狼狽したィギリスは、新しい M 想的謀略を以て日-4:の倭小化と發展の 
阻止に努力しはじめた。日本の勢力さへ封 じて 置けば、支那大陸は自分逮の思 ふま、 になるだらぅ 
この思想的謀略の一翼を持つたものが、非科举的科學の對日輸入である。 

日本人の前には、夥しい數式や、難解な論理の堆積が|學問一そのものとして與へられた。 

この複雜煩瑣な論理的槪念的城砦を陷れねば、科學の精 M は捆めない。 

世界にも珍しい一大敎育組織と長期間の教育、而も一分をも爭つて注ぎ込まれる「知識 j の洪 

水。 . 

荇ざめた日本ィンテリゲンチヤは、槪念の過剩 1C 喘ぎつ-.、知識階鉍たることの特楢的意識に疮 
せた胸を昂然と張つた。 

だがそこに何があつたか。せ\こましい論理主義、實際主義そして知性主詨！|(「硪ふ日本耔濟」 
總力戰 と官：傅 戰 一一五九 



第 七 節思想戰 の 某準と皇道 « 布戰 / -T 一六 〇 

八一::頁—八四頁) 

「ョ| a ツバ的社^の否定は、ョー a ツバ的科埤の否定につながらねばならぬ 。 J ( E 咨九 0 H ) 
われわれが今ナチスと共嗚し握手するところの思想的根據は、ナチス科學が、近代的ョー a ツバ 
社會の否定にょつて、新しい科學の创始を念願し、自由主義的 B 辯方法を否定せんがために、自由 
主義個人主義の®押-を奉ずる英米1アング n サク：\ン民族への閩爭をなしつ、あるからである。 

m し想の支配は民族の支配につながり、民族的支配はその思想的支配につながるのは、丁度經济の 
支配が政治の支配につながり、政治の支配はさらにまた經濟の支配5:深化すると同様である C さら 
ばわれわれは I あらゆるィデオ a ギーにその民族性を檢出|せんと欲するのである。 

I 世界は個人主義原理を奉ずる英米-アングロサクソン民族の指導する阈家を成さんとしつ、 

あつたが、今や全體主義原理を以つて進む日•獨•伊の民族 E 家に依りて、再組織されょうとして 
居る.--個人主義原理が正しいか、全館主義原理が正しいかは此の鬨爭の結果が證明するであらう」 
此の闘ひ、此の證明が、神の裁判として、宇宙理念の聲として、宣言せらるるであらう C 天に 聲な 
く、_争を以て語るであらう"勝ち誇る民族精神こそが、眞に宇宙理念 S : 現象するものであると、 


勝たんが爲には眞の民族精神に徹しなければならぬ。 

民族^家として純粹なる精神と構造を有する皇_が當然個人主義制度を一梛し、世界の指導阈家 
たるべき使命を有することは充分に信念し得る松摅を有するのである"その精神が倫理精神であり 
統治者の皇道が人民の臣道を規定し、行動組 W がそのま X 臣道實踐組織となり、一僚が一心となり 
一行動體となる。又なり得べき我が皇國にして、眞に世界の指導國家たり得るのである。然し我が 
國の現狀には、未だ多くの個人主義自由主茬银理の支配する個體と諸制度が存する。先づか X る眾 
と、此の諸制度を淸算しなければならぬ」各國は自ら再構成をしながら世界の再隣成に進みつ、あ 
る。我が國が再構成を急速に完了せざるに於ては、あたら金甌無缺の S 體を擁して、之を他の氏族の 
漆下に置かしめ、やがては異國精神に依りて この Nts に瑕瑾を付せられないと誰が斷言出來ょぅか 
臣節を以て道となす我々は、今や斷乎として一刻も早く一!内を再構成し、全世界の眞只中に、敢然 
. として皇國の御旗を進めねばならぬ。 J (八 SC 樫運吉氏著「國防國家の押論と政策」 二〇四 K ) 

敢然として皇國の御旗を進めんとする時、 この 御旗の前に、その進軍を阻止すべく、立ち寒：がつ 
たのが蔣政權であり、英•米兩國の自由主義的支配勢力であつた。 

總力戰 i 宵•傅戰 1一六一 




笫七節思想联の某準と桌逍宜布戰 一一六二 

滿洲事變にせよ、支那事變にせよ、われわれは宣戰布吿なき戰ひとして始めたのであるが、この 
こと自身がすでに、世界に正しき秩序を律するための戰ひであり、わが戰爭哲學による I 皇道主 
義の戰爭目的を遺憾なく發揮し〇 i ある。 

この點に關し I 練力戰敎書」の著者寺田氏は I 本來我が國是としては、肇國の.精神に現はれてゐ 
るやぅに八紘一宇であり、四海同胞たることを以て眞の秩序とする。從つて元々良民を敵としたり 
搾りあげたりすることは毫もなく、唯四海同胞として生きんとすることに對すると云ふのである。 
だから、宣戰布吿と云ふ如きものは在り得ない。このことは 日 支 事變と 云ひ、或はその後に來 るべ 
き如何な^事變と雖も、例外はない害である。ル—デンドルフが I 國家總力戰 j に於いて述べたり 
ソ聯の r 戰爭敎書 I が述べて ゐる やぅな宣戰布吿なき戰爭の意味とは、凡そ根本的に戰の精神を異 
にしてゐる。之等は要するに戰略上の手段から來てゐるの みである 」(同咨五〇頁 ) と、 いつてゐ 
るが、けだし適切なる 言と v > はざるを得ない。 

わが皇道主義に發足する 戰爭衍 學 への 認識と、自覺の缺如は、 f . 想戰の基 •取 5:見誤る と 同時に、わ 
が總力戰の根本精神から逸脫せしめること、なる‘われわれの戰ひが、た r 單に戰略的目的から出 


發せるものにあら中して、皇道そのものの宣布にある一捸の^汎なる. e . 想戰的色彩を豐富に有する 
のは、實に日本精神による戰爭觀が丙歐戰爭觀と根本的に相違する點にこれを見なければならな 

K 

I 日本戰爭學 J の著者多田督知氏は、次のごとく、明白に答へてゐ る。 

|要するに日本は和の國である。小和を棑して大和を貴び、大和を貴ぶが故に聖なる爭、架なる 
戰爭を重んじて邪なる爭、邪なる戰爭を克服す る。 之こそ日本精神の人生哲學で あり、 戰爭哲學、 
平和哲學で あると 共に我が國史の踐み來りたる 跡、 莨現し來りたる精華でも ある、し 

以上によつても瞭らかなるが如く、我が國の戰爭目的は正しき平和の K 現に ある。 妥協苟合の現 
狀維持的 rr づけ 平和ではなく、 SS の正しき平和——聖なる皇御戰が、或は陽に或は 陰に、 不斷に 
その稜威を發揮して、彌々美しく益々住みよい恒久持枝の平和を實現してゆく I こ i に我が窮極 
なる戰爭目的が存するのである C その中にあつて 一 天下億兆一人と雖、其處を得ざるなく一 萬民悉 
くが彌榮えの實を具網していく平和——更に換言すれば、一黨•一派•一國•一勢力の咐制搾取の 
桎梏から個人を救ひ各民族を解放し、憐れなる隣邦を再生せしめ、窮極に於ては全世界をも浒度す 
a 力联と實惇戰 二六= 



笫七節思想戰の某準と臬道寅布戰 二 六四 

ること I これが我が戡爭の莳極目的であり、之がために、所謂_'破邪顯正一の刦の發動に俟ち、 

俗に^ふ「天に代りて不義を討つ I 皇求•神武の：卓隊•「アキッミヵミ I 「アラ匕トガミ」の東隊の 

出勘を伴ひ、以て澈底的に邪惡を琅滅し遷蕃してゆくこと I これが我が陽; i なる戰爭の直接的な 
る：：！！的である oj 

だが、莳極永遠の目的が、全人類のための^ましい平和再建にありとはいへ、皇道の御旗の進軍 
を阻止するものに對しては、飽くまで斷乎たぞ破邪 P 正の刻5:以て打破しなければならぬのは當然 
であるが、この邪破顯正の刦を揮り上げる以前において、われわ•れは皇逍を内容とし、日本精神を 
彈丸とする强烈なる思想戰を何故に果敢に展開しなかつたのであるか。 • 

すでにわれわれはドィッの第五部陕の活躍において、第五列の强みが、ィギリスのそれの如く、 
金で？{<.はれたスパィにあらずしで、その思想的共呜者たる事實にあることを見て來たのであるが、 
ナチス思想にしてすでにかくの如き共嗚者 ありと するならば、世#を光 被する 皇道主義においで、 
何故に挺身的なる支持者を奥び<1なかつたのであるか、それはわれわれが軍：要にして竞袭深き思想 
戥の鬨爭戰術を知らなかつ，たがためであらぅか。その準蓆に缺くるところあつたがためであ IO ぅ 


しかり、口を開けば、直ぐに皇道宜缶を - S - ふ日本に於て、我が思想戰の眞の意義がいさ、かも自 
覺されず、その準備と硏究は皆無といつてもょい狀態にあつた。 

この點、文武官民の如何を問はず、深刻に反再して見る必要があるであらぅ。それが證據には IH . L .. 
想戥に關する日本主義的濁创に滿たされた一册の硏 I ;九 ff もなく、また、か、る篤志な W 究に何等の 
援助の手もさし延べられてはゐないではないか。だから、一二千年來萬邦無比なる皇國の下に ありな 
がら、その换萵嵘府において、最高の敎養を受けたる有爲の靑年學徒が、數半前になんと叫び、如 
何なる實踐をなしてきたか。一我等の祖國勞農：ーシャを諧れ！|驚くべし、これが彼等の心からな 
る叫びであつた。 

われわれは日本 0 輝かしき皇道宣布において、 CI シア人の中に、支那大陸に、自ら起たしめ「我 
等の祖國日本を 護れ！ J と絕叫する ものを一人と雖ども 持ち 得なかつたのは、 何故で あらぅか！ 

「日本戰爭學 J の著者は、同書の執筆を畢るに當つてこの問題につ v > て、かくの如く實に深刻な 
る批判と反省を促してゐられる。そして、最後に — J 

璁力戰と官；傅蛾 二六五 
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日く「日本の皇道宜布或は日本精神の宣布なるものは如何にして効果あらしめるべきでありませ 
ぅか。その日本精神が日本國內に事莨の中に、充ち滿ちて居る——政洽經濟、法制文敎に至るまで 
最早國體の明徵、日本精神の實現は叫ばぬでもょ v ' 狀態にまでなつてゐるでありませぅか。」 

「この國内改新、國體明徵の實を舉げてゐなければ、右に述べた1.想攻勢はその實賴を收め得べ 
くもない。のみならず更に消極的なる思想防衛さへ出來難い。.| ( E 香五二九 H ) と。 

思想戰、經濟戰、武力戰、その他嫌力戰における勝利への鍵は、かくて國內髖制の總力戰的再編 
成の過程にその一切が握られてゐることを知らねばならない。 

故に、われわれは何等の遲疑することなく、逡巡することなく、自らのなすべきこと——臣道 K 
踐 I を果敢に斷行せねばならぬのである'」 

第八節空 SS 下の後方攪亂と精神力 

私は最近ィギリス內務省の發行せる一爆轚に對して如何に家庭を護るべきか J といふ英當局が一 
般市民.に與ぇた パンフレットと H ス•エベ リン •トーマス 氏の小冊子 一 戰時紀律必^%本 一 (wvey 


InauHQui ff - .tothe War Kegullltior o とでも題すべきものと、更に碑 52 佑治氏著-倫^防空戰綠一 
の三軎を讀了して、空襲下における後方授亂と闻民の精神力等の問題について、色々考へ硏究する 
機會に惠まれたので、 C の問題を俎上にのせてみたい。 

クラウゼヴィッッは、その「戰爭論 I において、戡略上における)卓隊の精神的要素を相當萵く評價 
してゐるが、今日のごとき國家總力戰の戰爭形態をいまだ豫想し得なかつたクラウゼウィッッは、 
戰爭における精神的要素のモーメントを、竹帥の才能、軍隊の武德、軍に於ける國民精神の中に見 
出し、大略次のごとくに述べて；<2る f 精神的諸力として特に顯著なる作用を呈する二性情があるし 
ri 力と堅忍の精神である。膽力は迫り來る危險を起越し、ょく獨自なる活動の原理となるもので、 
戰爭に於ては空間的、時間的及び物質的數量の計算ょり生ずる成功率以外に、^力が窗らす成功率 
があるのを認めねばならない。故に膽力は將帥たる第一條件とも言ふべく、膽力なくしては卓越し 
たる將帥は不可能事に屬する。叉堅忍は戰爭に於ける無限の艱難、辛苦、窮乏を打破し、赫々たる 
成果を獲得する唯一の途である。肉體的精神的に虚弱なる人物が、稍々もずれば之等戰爭の困難に 

總力戰と官；傳戰 二六七 
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二六八 


壓倒されてしまふに反し、唯强烈なる意志力を有するもののみが、^後の目的を逮成しぅるもので 
ある。」と。 

クラゥゼゥィッッが問題にしたるは、結局軍隊内に於ける阐民精神力の問題であつて、國民一 S 
の精神力の問題を直接その對象としてゐるので!±なかつた" 

しかし、空軍の念速なる.進步と發達にょつて、前線銃後の差別が撤回され、戰爭の方法が著るし 
い變化をなした As ., 日においては >■ 直接戰閊に參加しない如くに見える一般_民も事實戰爭中にあり 
ては、老弱男女を問はず、常に砲煙彈雨にざらされつ、あるのである。少くとも、國内の I 般住民 
が空襲にょる攻取から直接保護されることが出來なくなつた今日の戰爭において、一般國芜の武裝 
と訓練が必要であることは無論であるが、それと同時に、一般_民の精神力が戰爭における重要な 
る要素となり、從つて、勝敗を左右する有力なる動因となることは論を俟たないであらぅ。何故なら 
國内の一般住找をも總力戰は、將兵と同様に、軍隊的組織への編入を要求し•つゝあるからである0 
英國空裉司令官ガ a I ド杼：木は空軍學校卒業生に對して、次のごとき興'味ある訓示を與へてゐる 
:海の提督、^の司令官の心得べきことは敵の海陸谞自體の力、.' , |£置、士氣苕であり、その萆8^ 


はこれの繫滅にある， • 

然るに空軍司令官の目的は敵の銃後の揋亂にある e 

このためには、先づあらかじめ、敵國民の政治、社妗、經濟上に對する知識を有たなければなら 
ない。 

さぅ して 常に心得べき ことは、 局所擊滅に あらずして、 全面的な組織の破壊で あると いふ ことで 
ある。 

その方が經濟的であり、且つはるかに効果的であるからである。 

又、現代の戰爭に於ては、蕺後平和に復した後の利益も考へて置かねばならない"即ち將來の市 
場を全滅せしめることは、^いことでないからである。 

この意味に於て空製にょり故大の効果をあげんとせば、その前に、更に十二分に、敵の政治、社 
f ?、 經濟上の知識を得て置かねばならな v > ことになる。 

即ち、先づ、國民の生活力を維持する物資の配給系統や貯藏所を知つて置く必要がある L 
その調査が出來たなら、今度は敵の國民生活の心纗部たる一これをやられたなら全體の組織がこ 
璁力戰と宜傅戰 二六九 




第 A 節空襲下の後方攫舐と相神カ ニ七0 
はれる.|といふ®域を探さなければならない。 

さうして最後にその國の國際的な經濟關係までを調べる。 

これ等は一應戰鬪と關係がないやうに見えるが、$は最も.1:大な空 II 上のヒントを與へるのであ 


る J 云々 . 

ガ U - ド將軍のこの言はぃ空軍の任務を述べ■くして餘りある至言であるが、字•軍の役割が壤滅 
にあらずして、組織の搜亂にあり、か、る時代にあつての空軍の戰法が、先づ國民生活の破壞をそ 
の重要なる目的となつてお'り.、そのために、第一に政府機關を破壞すること、笫二に市民生活の紐 
梭機關の壤減に向けられることは、0前の大戰において、すでにわれわれの體驗し、或は0擊し〇 
、ある事1$である。 

n ンドンに繰返されるドィツの執拗なる空襲と 爆擊が 、敵の a 岡 力がその對象となつて ゐ るょ0 
も以上に、敵の民族の組错力 I 一般市民の精神力の破壤に注がれてゐることは、火をみるょりも 
あきらかなことで、ィギリス參謀の智將フラー将革が 「重爆 彈は、民衆を地下に逐ひこむため、燒 
夷彈は民衆を：®外に逐ひ出すため、毒ガス彈は戶外で民衆を抑へるため、遲發禪は氣力の回復を 妨 



げるために、雷される！も S で、—は民 S 恐—に—精神的打 f 狙つてゐるのだ 
と、いつてゐるのも®味ある解釋である。 . 

5 彈の偉力、人間へ es 、 1 の如き人間社 S — は、1 "1 聞き、深刻に 

靈した人々にょつてこそ、はじめて想像し得られる處である一と一倫敦防1線」の著者碑部氏 
は語つてゐるが、一日百五十トンから、多き Ji « 三百トンの强力 i や、義彈の連日連夜の：トイ 
ッ空軍 S くこ— 知—執抛—に對して、今然として、その組織の混—来たさ 
ず、 精神的 — S 少 1 イギリス Is しては、—に 一 £—1— る—ものが 
ある。 I 、空爆に對する防 f 死？くりかへす4の—1抵抗力に、いまさら S する次 
第である.が、イギリス國民に、か、1の基礎となつてゐ—のは、果してなんであらぅ 
か？ 

「_、然4彈が都市の頭上から降り注ぐ時 r - そ、日頃の忍耐、如何1試練に4へ得る、 
然も政府と民衆 Q 1致團結 Q 協力が、絕對に必 f のだと、この靜かな還楚久し振りにお力れ 
て私は 考へた。 勿論强力な 防備は必要であり、完全な避難は要求されてだが防備に件ふ國 K 
總力戰と寅傅戰* 一+一 



笫八節—下 e 後方掩亂と糖神力 一ーセーー 
的期氣、一これが戰爭なんだ 一と 謂ふ氣構へが絕對的に大切で あると云ふことを、今更乍ら心から 
知らされた 感じだつた 0 I (九一頁) と、 r 偷敦防空 戰線 j の 著 奢は、 その痛苦の 骹驗から述懊さ 
れてゐ るが、 ロンドン 市民に、 か i 國民的な勘氣と戰鬭的精神がないならば、いかに 鐵壁の防空 
陣も防空施設も、 たしかに 何等の防衛の 役割を果し得ないであらぅ 0 

われわれはドイツ空軍の勇敢にして執糊なる a ンドン空襲、イギリス全土爆單に感嘆するばかり 
ではなく、イギリス國民とその政府との堅忍不拔の精神力と用意周到なる防禦紐織に 對して、更に 
一層關心を抱くと共に、多くの^訓を學びと ら なければ ならぬであらぅ i 

■に？ る 防衞陣 IQ 施設5 5 ては、 私よりも更 y 適當—人窆れ につ 5 て硏究されつ 
i ある こと X 思ふし、私には到座それを 語る資格は ない が、 空襲に よる銃後の攪亂に對して、い h 
にイギリスにおい て 準備され？ f か、また、8に耐4る精神力は、いかにして養成され、 
又育成されつ、あるかの問題についてのみ、いさ、か硏究してみたい士&ふ3 

イギリス政府當局は、.イギリス固民にいかなろ呼びかけをなすことによつ て、 彼等 國民の戰爭不 
安を一掃し、かつ、その戰闘的精神を嚣したか、といへば、それは先づ第 I S 5 恐るべき事 




態に對する明確なる認識を國民一般に要請せる點にありと、私は考へるのである。 

ィギリス當局は、次のごとく國民に訴へて ゐる U 

【現在英帝國が如何なる立場にあるかを想起すべきである I 獨ボは自_の領土、若く li ノールゥ 
エィ、デンマーク、オランダ、ベルギー及びフランスの各地から、次々に又は一齊に英本土攻略の 
作戰に移るであらぅ。だが、我と彼との [ 5 ]] には英佛海峽がある。しかも我が海軍•はこの海上に界臨 
してゐる。從つて我が英帝國は獨軍の蹂躅に委せた諸阈とは自らその事情は異り、か、る苦慘をな 
めるべき地位に©かれてゐない。我が戰綵は簡單に轚破されるものでない」我々には精銳なる陡箪 
と空軍がある。だがこれは鉍後の切り札である。しかも充分の先見と大賴なる計跖において殽も tit 
重にこの切札を使ふべきである 

併し乍ら記惊すべきことは、我が阔防線は常に難攻不落のもの.と考へてはならぬことである.」こ 
れこそフランス軍がマヂノ綵において天下に示した失敗である」如何なる防備といへどもこれを抜 
き、又は包阑する方法はある.」同時に又敵：承のこの攻擊を食ひ止めて、困:^に陷れ、これを® fiii す 
ることも出來るのである e 我が海軍は敵:^の艦船を轚沈し、その交通を遮斷することは出來るが、 
總力戰と K 傅戰 二七三 




第八節空»下の後方檯亂と«神力 - l-tp 
何處に於ても常に直ちにその眞 H を發«するといふ If にはゆかない、中には敗北■の運命を喫するも 
のもあるであらぅ。我が空軍も亦敵上陸軍の飛行？1することが出來るが、®:において劣つた 
場合、却つて轚破さる-運命に直面するものもあらぅ。我が海軍及び空軍の使命とする處こそドィ 
ッ t 陸の大軍、これに繽く應技軍及びそ0兵站の本道を食ひ止め、大規楨の英本土侵入計畫を挫折 
させるにある。か、る場合敵部隊が上陸せば、これを向ふに廻して立ち向ふのが、我が阈防詨務兵 
の使命とする處である。1 1 前揭穷 P •ニニ三) 

かくて、ィギリス 當局は、英本土に二百萬の正規軍のほかに、百九十五萬の地方國防義勇軍の褊 
成に成功した。 

同書は、なほ續いて、次のごとく述べてゐる" 

I 吾々 は獨軍の大規模なる英本土上陸はあり得るとは思はない。ィギリスの準備、ことに費軍 
が占めてゐる重大なる役割は、獨萆參謀本部をして相當の考 ft を拂はしめてゐるものと確信する」 

蜀 •■!£ の英本土ヒ陸は如何にこれを過小ノに見擯つても、敵上陸部隊にとつてビァ--ックではあり得 






1 ノ失敗せばヒットラーの自國及び他®に對する威信は立. € に失 m するであらぅ"從)て^奥^ 
の參加者は我がイギリスの國防作戰におレて旣にその職資を盡してゐるものと、合理的に信じて可 
なりである。 

吾々 が獨軍の 侵入に對し3固不抜、 fl なる準備を爲せば？だけに、その上陸作戰は機 
會を失ひ、たとへドイッがこれに着手してもその成功の機#は少くなるであらぅ」」云々……と。 

( P .ニニ三——四) 

そこで敵軍ドイッ e 英本土上 SS さて海空兩道から S くる f 軍5する1され得る 
狀態を述べ、また、それに對して、 v ' t ) <詳細なる搫退の戰術を傳授してゐるが、か X る大膽率 
直なる訴へと徹底せる認識を國民に要請してこそ、却つてイギリス國民の精神的安定と當局への信 
賴は增大されたことが想像し得られるのである， 

わが國朝野 Q 名士がなさ S 講演 SS 、 これ5きかへ餘り y も安價な樂觀主義に滿たされ 

てはゐないか。事態 li イギリスの如く急迫してゐるとは、勿論思はな v ' が、國民の精神的な眞の協 

力と安定をかち得るには、國際的軍事的立場における自阈の利逋得失の陰蔽にあらずして、却つて 

\ 

總力戰と宣傅戰 一一七五 




笫八節空貉下の後方攆亂と粞神力 一一七六 
眞相の親切克明なる解說にあることを知らねばならない I 勿論、それには一定の限度もあり、その 
表現の技術的方法も十分考慮されねばならぬが、 M 國と運命を共にせんとする決意を抱くものにと 
つて、 ill 國の危急存亡の狀態が、常に明白に訴へらるべきであることは當然であるといはねばなら 
ぬ。 ヒットラ—もこの 手段を使ひて ドイッ 國民の協同 15 觀念の形成に成功したのであるが、 イ ギリ 
スにおける今一つの成功は、か、る事實の求訴によつて、 ヒットラ— がその！一内組織においてなし 
たると同様なる、全英國民の精神的武裝であり、.又國防軍百九十五萬の建設による物質的紐織的武 
裝である'」ここにおいてわれわれは國民の精神安定と闘爭心も、結局はその背後に紐織的物質(武 
力：> 的保證によつて、より多く安定性が與へられるものであるといふ事實を知らねばならない。 

イギリス 當局は、かくの如く獨軍の對英上陸總攻擊を豫見し、獨軍がいかなる行動に出るであら 
ぅかを：車事的に推測しつ X 、義勇軍と國民防衞の任務を斷ぇず說きつ V あるが、敵軍による銃後の 
授亂戰術に對しては"叉次の如く豫想し、そして、次の如く種々對策を講じつ、ある，」 

イギリス當局は、ポーランド、オランダ、ペルギーが一梭にして獨軍の鐵締の下に蹂蹦されたの 
は、一にその市民が聱谔措く處を知らなかつたためである、と袢吿を發し、獨軍の侵略に直面して 



斷じてか i る驚愕、我を忘れる が 如さ ことがあつ てはならぬ、 と 锻茧に戒吿し、避難の命令のある 
まで、かくの如き醜態を斷じて晒すべきではないと、衩へてゐる。 

そして鈇後 b 攪亂をなす第五列と落下傘部隊に対しては、次の如き周到なる指令を發してゐるこ 
とは、特に注目さるべきである。 

「ドイツが我が銃後國民を搜疏し、恐慌を起さしめるべく、 ドイツは 必ずや流言を飛ばし、事 S 
相反する事項を發するであらう。か、る場合市扰は以ドの聞令に基いて行動すべきである。 

流言を信じ、 これを 更に流布する勿れ、若し危機に際し何等かの P 1 令を受けた場合には、 この 司 
令の眞僞を充分確かめょ」市民はその ？? * rv と ^防團監視係; i 見て知る ことが 出來るであらう。沈漕 
であればか i る - PJ 令を發する陸軍!}?校が、イキリス人なりや僞將校なりや立ち所 rc 判るであらう。 

若し自信なき場合に打释官若しくは監視係に尋ねょ。市民はその常識を働かすべし。(中略：> 
.若し敵軍の落下傘部隊が極めて近くに着陸した 場 <=、敵落下傘隊 M は直ちに勇猛果敢な攻琨に移 
る ものと 思つては ならない。彼等は 土地に全然不案内で あり、 何等の食|§ もな く、 M 僚の安否 さへ 
知らぬ」從つて彼等は食糧を求め、交通機關の提供を要求するかも知れぬ。彼等はその着陸地、同 
總力联と官：傅戦 • 二七七 



笫八節空！！！下の後方攫 «. と精神カ ニ七 八 
僚の安否、及び我箪駐屯地の梭樣に〇いて報吿を受けることを强要するかも知れぬ。 

か、る場合獨軍に對して何物も與へてはならぬ。何事の情報も與へること勿れ。その食糂と自轉 
車と地圖とは直ちに隱せよ。敵がガソリンを所有してゐるかどぅかを確かめよ。市民にして若し自 
轉車、オートパィ等を W - 有してゐたら、これを使用しない時には、他人の使用不可能の狀態として 
置くこと。 

若じ自動車倉庫の所有者である場合には、ガソリンのストック及び他人の自動車を保護すること 
に專念せよ。敵侵入軍の最も困難とする處は交通機關とガソリンの入手であることを常に念頭に置 
くべきである。 J 云々……5こ一三五—七) 

と、詳細かつ具體的なる指示をなし、最後に、敵落下傘隊 g 又は第？ T . 部隊は、組織ある抵抗に對 
しては斷じて無力であり、彼等はこの組織を破壊し去つた時にのみ始めて成功するものである、と 
結んでゐるが、ィギリス市民の精神的安定と國民的覇氣とは、必ずしも懸聲のみによる.激勵や口頭 
禪式な信念によつて生れるものでないといふことを、われわれは學ばねばならない。 

われわれ人間が自殺する時、或は失？！ K . する場合は、生きる方法を見失つた時である。戰爭におい 



て、その戰鬪的氣力を失ふ時も亦、戰鬪の方法(戰術)を發見できない場合、適當にその方法が指 
示されない時に多いといはねばならない。 

國民的覇氣と戰鬪的精祌の育成は、かくて、全國民に自國の運命と客觀的情勢に對する理解の撤 
底であり、同時に、その敁後の一人に至るまで戰闘の方法を指示し、且つ訓練し、指導する机織を 
持つことにあるといふことを知るべきである。 

なほ、長期戰であればあるほど、爆擊がひどければひどいほど、精神的緊張が必要であり、それ 
に比例して、娛樂と慰安にょる精神的遲緩が必要であることは、ロンドンの長期に亘る空襲と爆擊 
にょつて如 K に敎へてゐるところであ名。ロンドンではこの猛烈なる空襲下にあつて平常通り、盛 
り場の玉ころがしも、空氣銃遊びも、映窬館も、剌場も開かれており、音樂脅も催され、ダンス • 
パーティも開かれ、 K ポーッも男女共に樂しんでゐるし、ゴルフも森の彼方からドィ .'> 機の爆音が 
迫るまで按けられ、獨機が來ると、森の繁みに隧れ、去れば又ノコ <と出て來てクラブを揮つて 
ゐる、と傅へられてゐるが、娛樂に對する短見泼薄なるわが國一般の見解と、わが當局の娛樂政策 
に對する戥時再編成が、今少し眞劍に、かつ切實なる問題として考慮されねばならない。 

總力联と茛傅戰 二七九 





笫八節空典； 卜の後方攪亂 と稱神 カ ニ八 〇 
.ドィツの K . D.F ( 歡喜力行阑 ) のほ條には吾人が肉體的にも、精神的にも健全な ことは、 
一!家に対する各自の#聖な袭務である。一と說かれてゐるが、戰時下の國民の戰闘的精祌の W 成に 
對して、政府當局にその葙技.があると同様に、適 *.;*3 なる娱樂と慰安を與へることに依〇て、 g 民を 
精神的にも肉體的にも健全ならしめ、かつ永續性ある抵抗力を養成することにも、わ：!當局は多大 
なる關心と共に、進んで多大なる物質的锅牲をも拂ふべきである。 

空軍の偉力を新に附け加へた現在の璣爭の新樣式が、敵の一般阈找の神經と精神に対する直接攻 
轚にょつて、勝利の手段を發見しょぅとしてゐることは、最早何等の疑ひも抱き得ない a 從つて、 
その戰術の狙ひどころは、あらゆる形式、あらゆる手段2:以て、敵軍並に敵國民の恐怖を確 S - に起 
すことにあり、敵國を一時的にも劾榣と狂亂に陷らしめんとする戰法は益々過酷を極めるであら 
ぅ° . 

されば、阔防の安全 fk は、その阈戾の精神的安全性に依つて決定され、國民の精祌的安全性は、 
.國民的 SSM と攻擊的精神の吒盛さの中にあり、しかも、般も大切なることは、國民的锁氣と攻擊的 
精神の育成は、結局 S 政者の京中にその死活の鍵が掩ぎられてゐること、解り易くいへば、坟府當 


局の政策の淹劣にょつて「どぅでもなる j といふことを知るならば、今更ながらその*庄の m 大さ 
を痛感しなければならない。ィギリスのあの棰惡なる外部的條件と困難の中にあつて、あれほど强 
靱にして簕氣ある戰鬪的精神を依然として確保し0-1あることを！へば、このことを飽くまで斷言 
するを渾らぬであらぅ。 

第九節國內宣傳活動の再編成 

一、國民の精神的協力と情報局の任務 

客年の十一月、極めて未熟なる拙著 「ドィッ 的澉略とは； I 戰爭と謀略•宣傳——の硏究に關 
する一霄を公にした頃、丁度わが情報局は、新しい官制を得て漸く生誕せんとしつ、あつたので、 
私はその貧しい著齊の扉に「この齊をあらたに生まれんとずる倩報局に捧ぐ-と許いたほどであつ 
た U それから旣に半歲が、私自身にとつてばかりでなく、實にわが情報局にとつて空しく過ぎ去つ 
たのである。 

戰時 におけ. る賁重な半ヶ年が、情報局のために空しく過ぎ去つた、といふのは、内閣情報部から 
練力 1« と宣傳戰 二/\一 



第九節國內寬傅活勘の再锔成 二八二 

情報局へと、官制とその機構の上 fc 大なる推移と變革があつたにも拘らず、また、新に生れた情報 
局は、直ちに新鮮なる精力を以つて强力な宣傳活動を展開し得る内外の客觀的笊勢に惠まれてゐた 
にも拘らず、すくなくとも私の眼には、絕好の條件を空しく逸し去り拱手傍觀の fe 度を以て、この 
半ケ年を無爲に過したとしか思へないのである。 

現在情報局が宣傳分野において內外に打〇べき手は澤山あるが、對外宣俾と軍事宣傳は暫く別と 
して、私の見解に誤りなくば、今日鷇も緊急缺くベからざる仕事は、總力戰態勢整備のための國內 
宜傳であり、 架 戰完遂と 東亞 共榮圈確立のためのわが國戾の覺悟と戰鬪的精神の昂揚及び阐結のた 
めの心理的協力とでなければならない筈であ之。 

近來稀なる快著といふべき|戰ふ日本經濟 J の著者西谷彌兵衞氏は I ドィツ經濟の成功は、その 
統制が資本家の自由的活動に俟つ自主的統制にあつたがためではなくて、戰爭經濟における主 Is と 
しての戰爭目標が明確に而し.て嚴格に指示されてゐる ことが 注目されねばならぬ」といみじくも释 
吿をされてゐるが、ドィツ統 M 濟の成功は、たしかにナチス•ドィツの戰爭目的が國民の最後の 
1人に至るまで澈底的に理解され、また龄格に明示されてゐたためであるが、他の一つ.«、ドィツ 


においても筋肉勞働者も苦通人も割一的な食极の配給が當初行はれたために、筋肉勞 _ 者から不平 
が起つた。その時直ちに內相をしてラヂォ放送をなさしめ一筋肉勞働者が北 U 通人と同じ配給量では 
困ると云ふ聲がある由であるが、成•るほどこれは道理である。政府も目下非常に多忙であるので、 
そこまで手が Jta かなかつたのであるが來週から早速改め^事とした。」と、勞働者の云ひ分を間焚 
を入れず採用し且つこれを是正したのである。 

また、天候の急變によつて外氣溫度が下降すれば、早速パク—の配給骨••を一週 r . li 一人八〇瓦を百 
瓦に增し、これを放送宜傳する。かくてドィッ國民は外氣溫度の變化につけても政府は阈民の健除 
をこの戰時の物資不足の折にも心配してくれる、これなら大丈夫だと云ふ信賴を更に增すのであり 
また誤れる配給量是正によつて、却つてその信賴を增し、國民の不平を鬱積せしめないよぅしたの 
である。政府は戰時下における各！一民の忍苦報國の精神 5 r ' 濫用してはならない' 

ドィッ國民の政府當局に對するか、る信賴と感謝と感激の念を抱かせること、經的統制における 

國民の心理的協力をいみじくも獲得する術-即ち、宜傳を心得てゐたからこそ、©格なる經濟統 

制、食糧統制に成功し得たのである。 

練力戰と寅薄轵 二八三 



第九 節 國內官 ：傳 活動の再 01 成 一一八 a 

% 

從來 までの 日本の統制が成功しなかつたのは、 m に 官僚的統制の不手際の みにあるのでなく 、 a 
爭目的の重大なる意龚の不撤 底と、 か、 る 心理的協力を機敏に把握し得なかつた ことにあると、私 
は思つてゐる。しかも、 この 仕事を 成功 的になし遂げ得る のは、 商工 ^や 内務省では なくして、 實 
は宣傳省であり、わが國に於て は情報局でなければならない。 

國民の精神的 安定と政府への ft 賴な くして、また 戰爭 目的の偉大なる (€ 命に ついての 感激と昂奮 
なくして、 果して戰闘的精神の昂揚が あり得るであらうか？しかも、か^,る精神的安定と信賴と 
感激を 得る根撺な るものは、 けだし W 民戰時經濟の確 保であり、物動計芄 への 信賴、經旖 統制への 
信賴と 心理的 協力に よつて 始めて 發生 するのである。 

わが情報局はか、 る 軍： 大なる 仕事の遂行に ついて果していかなる役割をなしたであらうか！商工 
竹や内枝 ^のこ^ 仕事に対して、 いかなる 協力と援 m をな したで あらうか！國民の戰時下における 
傲妙複锥 なる 動向を察知し、また把握す るの It 、 また それが出來る 人物を 甲意しなければならぬの 
は、 どこよりも 先づ 情報 局で なければならぬ。 

二、:5:婢乎段を再檢 /- J - せよ！ 



私はいま情報局の過誤と怠 t # と 無能の5¢例を、いち <ここ に列舉 することを 好まぬ し、また、 
紙上に公表すべからざるものも多いので、その罪過を ここにこれ 以上追究し ょうとは 思はぬが、* 
重な半ヶ年を空しく逸し去つたといつた私の批判があながち暴言でな v > ことがわかつてくれたで あ 
らう。 • 

ゲッベルスの毒舌を借用するならば、彼等(情報局}はこの意味からいへば、何も考へて ゐない 
のであり、また、その程度で It 、 物を考へてゐた などと いふ ことは 困難で ある、とい ふべき かも知 
れない。 

情報局の宣傳活動のか、る不敏と無能は、しからばいかなる缺陷にょつて起るのであらう か？ 
その紐織の不備か！人材の貧凼か！私をして卒直に云はしむるなら、そのいづれにもあるので 

ある■し 

例へば、情報局は今日なほナチスが持つてゐる|黨の耳 j であり|國内見張所|であり、また國 
內密偵 (or.wldigsstele とも云ふべき國屄の眞の聲、その不平不滿を正確卒 E に聞くべき機 
關を持つてはゐない。もし、すでにある.たらその活用があまりにもだらしないといひ得るであ 
總力戰と實惇戰 二八五 




笫九節 0 內宣傅活励の再轵成 二八六 
らう。 I 例へぱ「下意上達 I の機關たる隣組常 侍の活用 も「政府の耳 J として役立てしめねばな 
らぬ。 —— 戰時にあつて必要なる政府の態度は、その毅然たる镀格さであると同時に國民に接する 
彈力性で あり、 柔か味である。そして、また、正直な國民を保護し、その希望も當然なる=%合は間 
髮を人れず實現せしむる ことにょ つて、その政治を謳歌せしめ、積極的に協力せしめることにある 
ことは多く說明の要もないであらう。 

だが、國民の心理的動向を早くも察知するといふことは、今日もなほ倩報局に行はれてゐる I 新 
聞の切拔一をもつてこれを輿論と考へ、或ひは地方官鹿の形式的報吿にょつて出來るものではなく 
それを成功的になし遂げるために、ナチスの如旁-前記の組織と共に、この持咮の仕 -- ffK : 適應する人 
材の莽成訓練でなければならぬ。 

しから ぱ、この！：練と養成が現在の情報局においてな し 得るで. あらうか！ お氣の毒ながら、ス 
ィもアマィも解る こと K : 遲鈍な る官僚 諸君には かうした 下世話の仕事は、至極不问きのやうに .& は 
れてならない5 

.ゲッベルスもいふやうに、宣傳の仕事は必ずしも正確なる科^の分野に辑するものではなく、む 




しろ本能の問題である)また、三段論法をもつて解釋できるょぅな形式論理ではない。この仕事に 
は一種 Q 天才が必？あり、起謹 s ® t いふべきものを理解する能力がなければならない。 
この力.テゴリに%す.る人物が今日の淸報局に幾人おられるか疑問を抱かざるを得ないのである。 

次こ、私の極めて不可解に！はざるを得ないのは、わが情報局が阈內宜博の手段として、いかな 
る手段形式に產墨かれて、そ§©を？れてゐるかと-^ふ問題である J 

ナチスの 宣傳方法にこれ暴ぶならば、宜俾手段 t て、先づ第 一•に、ラヂオを、第二に演說を 
第三に新聞を、第四に街頭を、笫五にスローガンをあげねばならない' 

三、蕺時宣傳の最善の武器としてのラヂオ 

ゲッベルスは、ラヂオをナポレオンの比吩に眞似てーラヂオは第八の威力なり」といひ、十九仗 
杞における新聞の威力は、二十世紀に 至り、 その威力と王位をラヂオに讓らねばならない、と考へ 
たほどに、ラヂオの宣傳力を軍：大視したが、わが倩報局は宜傳におけるこの革命的武器(ラヂオ) 
の活用に對して 餘 りに冷淡で あり、 無關心である。ラヂオの所管が今日なほ遞信省にゆだねられて 
ゐることに依？も、そ Qits 度が十分推察し得るのであ今偉大—國民的■と S 
總力職と宣傳联 ニム 




笫九節國內寛 薄 活動の再 ffi 成 二八八 

における sf is 平 §5 しめ、 そ Qis 神的 si しめ得盖上？段は 
ラヂォであり、政府とそ S 苦を共に V しめ、 政治と M 民と Q 間に あ？ そ Q 仲介者た f のは現 
代にあつては ラ ヂォ以上に有効なるものは殆んどない といつてよい。 

故近放送フ a 中政府の時 fuj なるものが僅に數十分編入されるに 至つ たが、政府の時 pu l j 即ち、 倩報 
局の時間と して 旣に餘り短く、 しかもその放送たるや無味乾燥にして、もとよりホーホ—郫のあ3 
辛 棘なる 反 ^ や譜 li もなければユ—モアもなく、伊藤總裁始めその他まことに興練索然たるお說敎 
に 始まり、 お說敎に 終つ てゐンて 今次 大戰におけるドィッやィギリスのラヂォ宣博戰を少しでも硏 
究 され、これを 壽 にされるならば、今少し智慧と妙案が浮ばない のが不 S であり、一 政府の争 
問 一における 放送形式を始め、放送 全ブ n の褊 成に對して、全面的な再檢討、再編成の必要を直ち 
に考慮すべきではなから ぅか！ ラヂォの戰時宜傳の武器と しての、その評價と活用に對して、わ 
が情報局の再認識こそ、 むしろ 必要 缺くベからざる ものでは なからぅか0 
^二は演說であるが、ナチスは #• 物や新聞よりも演說を宣傳 における 重要な 名中心と L た V 、た 
しかに大衆に直接 訴 へる演 說の方が 遙にその把握 力と 感銘は大である 0 


なるほど、大衆の數から考れば #• 物や新聞よりも一時に瘦#する數は小\ く、新聞や «•• 物が一時に 
何萬、何十萬といふ相乎を持つに反して、龆衆は^外においてもせいぜい數千數萬に過ぎない C し 
かし理論が直接訴へて、その効果と反響を生する點 ic いたれば^:說は新問^物にまさること數段で 
ある。しかもその感銘と反饗は直ちに、人の n から口へと擴まりその俾搖力も確 ifi -1' c して速力も M 
いことは說明するまでもないが、この演說についてわが倩報局の認識、さらにその技術的考堪につ 
いても再考を促すべさもの、多いのは極めて遺憾なことである。とくに、後者のその技術と演說# 
場(野外、屋内たるを問はず〕の鞲成における工夫の足らな. S のは、演說が戯曲における演出と同 
桡に一種の演出が必要であり、從つて、舞臺効果 i-c 深共な注意を拂はねばならぬといふ極めて常識 
的なるこの一事をすら知らないからである a 

だから、戯曲家や舞裏監# のごとき 文化技術^.が、情報 局にとつてなによりも まさりて ■必要なる 
存在であるのに、わが國の愦報局にその人あるを知らないのは、果して私の猱聞なるせいであらぅ 
か！ 

ヒットラー が、かの ミュンヘン f ? 談 よりべ ルリンに W りし 際、 ドィッ ^衆の歡迎に笑顏を も 〇 て 
總力戰と苴傅戰 11 八 九 



笫九 節國内 寅 ff 活動の再锔成 二九0 
接すべきか、苦跬の顏で應ずべきかをドィッ宣陴省! t 硏究し、結局苦跬の顏をもつて迎ふることに 
よつて ミュンヘン 侍謎の成果に嫌統は不滿"疋であり、將來樂觀を許さぐる決意を示すべきであると 
決定し、ヒットラ— ij : その如く民衆に應對した v > と W ふ H ピソートが傳えられてゐるが、この一揷 
話は眞僞の;1どは別としても、一阈の ft 領の表^や能：度がいかな名心理的影響を與ふるか - i いふ微 
妙なる fi .* に至るまでドィッ常局が苦心しつ" V あるかを窺ふに足るものである。 

わが國の新聞紙上や雜誌に揭載されたる政府大官のあまり好ましからざる寫眞がしばしば揭載さ 
れてゐるのを見ぅけるが、演說において政府大官が阔民に直接接躲する際においてその一舉手一投 
足が、またその氣魄と熱情が、阔民の琴線に明れて共^共感の感情をかもしだすことの絕大なる影 
響を思へば、演説を始め、宣焯に於ける演技演出の成果に#血をしぼる苦心を拂ふべき!.{、むしろ 
當然ではなからぅか！ 

わが淸報局 1C 、はたしてこの用意と研究ありや？反問したいものである' 
ra -、 W 聞統制の前提條件とは何か？ 

济 - r •の！新聞 一 ico いては、$の審問的領域に%し、とくに多くを言ひたいのであるが、こ •<?: 



には私見の一端を要約して述べる 1 C 止める。 

戰時における阈內宣傳、即ち、國論統一の If 大なる役- M 5: 占めるものは、いふまでもなく新聞で 
ある0 

私は本#の第ーニ章-ーナチスの外交宣傳戰一において、ドィッの新聞が、作戰と對外對敵宣傳 

との緊密なる協力によつて、ある時は敵國を来制し、ある時は自國の作戰目的を陰蔽し秘匿ずる役 
割を忠茛に果しつ、あることを解明し、わが國の新聞が、意識すると、せざるとは別として、わが 
倩報局の新聞政策の無能と新聞自體の無自覺のために"かへつて敵阈牒報の役 S 1 をすら果す結果を 
招きつ、あるは、贲に心外に堪えない次第であるが、そして、これこそわが國の宜傳政策とその機 
關の貧困と無能とを暴露する以外のなにものでもないのである。しかし、新聞の對外對敵直傳につ 
いての 方策に關して述べることは、他の機食に讓り、國内宣傳の一機關、一手段として新聞の役割 
を、本論における主なる對照として進めよぅ。 

ゲッベルスは「デル•アングリッフ I の社吿において一我々の目的は通信にあらずして、刺戟、 
鼓舞、激勘にあつた。我々が設立した機關(新聞)は、ある程度怠慢なる睡眠者をその微睡からよ 
嫌力戰 と官 -傳戰 二九一 




第九節阈內筧傅活動の； t 保成 一一九二 

び醜し、たゆみ—-活動へ姦 f 5 scf It へ秦あつた-ニデル • k ングリッ 
フ _-! i その名の如く、新聞のモット—も亦攻單がその綱領であつた0」と喝破 L てゐるが、この|語 
こそ、通時宣傅に4ける新聞の役割を、：^も明快に、；^も端的に解決を與へてゐるではないか f 
戰時における新聞が單なる|報道 J を以て滿足すべきではなく、^民の指導 機關で あり、刺激と 
k 舞と.％勵を與える；；.狀大なる鞭の役割を果すべき重大なる使命ある I'c も拘ら ず、 わが國の新聞V 

すでに多/ L ノともこの役割を自覺しつ、あるも-何故に、今日いまだそれが行はれないのであ 

らぅか！—常局(情報局)の新聞政策の缺如か、新聞 Is 賛運動ならびに國—命につい 
ての時局露 Q 不足のためか — Q 5づれにある Q か？と問ふならば、私は敢 St であらぅ。 
新^の m 時態勢への即應がなされないのは、そのいづれにも—^即ち、政府の新聞統制に關する明 
碎毅然たる方針の不 *? 明と新聞社自體の國家宣傳手段としての新聞の使命についての認識不&エ 

1あるのであるが、それ以上に根本的なる問題は、むしろ新聞自體の資本主義的構成と機構 その 
ものにあるのである。 

だから、もし政府がいかに統制の強化と巧妙なる運營によつて、新聞を操縦せんと欲しても、新 





聞機構に 4ける 資本主義的(自由主義的)根據に 一 轚を與 へる 決意がないならば、 新聞統制の實効 
も擧がらなければ、又同時に、阈{永宣馋掸關としてのその兜命を成功的に遂行せ しむる ことは 出來 
ない。新聞機搆における資本主龚的 自由 主 ^ 的夾雒物の3:除 こそ、 新聞改新の根本的な、 そして前 
提的條件でなければならない。 

しから ば、 新聞 機構に おける 夾雜物 1 目 由 主義的資本主 ^ 的經祚 的 地盤とは 何か、といへば、 
いふまでもなく新聞における營戈的な面であり、それは新聞における「販赍|と|齊吿」である0 
新聞の^ 者獲得の版 ^政策と 赍吿爭 奪のための 他紙排轚 の自由 競 爭は、新聞の腌史的使命を喪失 
させ 麻痺せ しめるばかりでなく、 また、 社^の公器としてのその.權诚を失^せしめ、遂に新聞を I 
菡の資笑婦的存在たらしめるのである"故に、新聞をして「販«!-と【齊吿|の商戈性を離悅せし 
め、 何等かの 形式に おいてその經營に 経濟的な 保證をすることが新聞統制と改革の急^である> 
自由主義的資本主義的 新聞の 擴張競爭は、常に他紙棑擊の形態を とりて 進む であら•ぅ。だから も 
しもその 機_ の 上 ic 根本的な是正が なされなければ、この 醜. 惡な る爭 期逊 は、 その形式と程度の^ 
こそ あれ 恐らく無限に 铕けられ るであらぅ。 新聞戈犀に 於ては、いづれの 新聞 も自己の美 f . 1 ? と有利 
總力软と 1 T 傅哦 二 九-- 1 
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笫九節國内苴傅活動の再編成 二九 g 
を主張し宜傳 I 他 紙の 棑擊 を1し0、謓者と廣吿主の瘦得鉸爭に狂奔することにょつてのみ自 
己の存在を} llr くにして主張し維持せんとする。私をして率直に云はしめるならば、 棑轚 i : 必要とす 
る新聞は國家の手にょつて、それをなすべきであり、また、か V る新聞を存續せしめる軟弱なる態 
度と政策を當局に對して抗議すべきであらう。 

f 新聞と v ' ふものは、元來性格のないものではない。それが性格のない人 [ U ] の所有にある場合に 
さうなるの だ。 彼等は新聞を國民に反する目的のために惡用し、それを資本主義的な遊戯にしてし 
まふのだ， I と、ゲッベルスも v ' つてゐるが、新聞の無性格は新聞の資本主義的所有 I 營利の目的 

- のために發 足して おり、 又それ故に 國家宣傳機關 としての、その使命に忠：貫たらうとはしない 

のである。 

ドィツの一ーコラィ著|世界 1 SC 爭に於ける情報勤務と新聞の輿論|中に次のやうな|節が ある C 

f 國民の戰意が旣に衰え、新聞紙が公！媾和5:筆にするょうになつては、取隊の士氣沮喪は止る 
處を知らないであらう。 

國內の事情は I つとして敵に知られないものはない。ドィッの輿論が媾和に傾くと知つたら、敵 t 




勝利への希^を抱き益々戰意を强くするであらう。然るに、政黨の tr 領が公然非戰論を唱へ一人も 
これを反1?するものもなく、フランク•フルタ—•ツァイツング並に社 frM 主黨の新聞が媾和論が 
揭げて何等の處分を受けない如き狀態では如何にして、旺盛な士氣を維接することが出來ょう。た 
>さへ M 心矢の如き兵士がこれに動かされるのは當然である。眞の政治的指導なく、我々の力は杓 
外から分裂されるのは當然である。勝利を得ることは不可能である。」 

たしかに、國內の事情は何ひとつとして敵に知 fe れないものはなく、戰時下の新聞が敵と前線に 
活躍する自國の將兵に向つて編輯する嚴肅なる M 持と心懸けとを怠るならば、實に東-大なる惡影饗 

售 

と事態とを惹き起することになるであらう。 

新聞の取扱ひ方いかんにょつては、一國の.衰亡にも起因することがあり、第一次歐洲大戰で、ド 
イツがあのやうに敗北せねばならなかつたのは、-ーコライの著臀の指摘するが如き新聞の無統制な 
る態度にあつた。 

現在、わが國に意識的に阈を賣る新聞や雜誌はないにしても、自由主義と報導主義のヵラから脫 
却で きず、 結果において大なる過誤を犯してゐるもの必ずしも僅少ならず、また、イギリスのシー 
總力戰と肓 傳戰 一一九五 
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クレット•サービスの^^のわが^にお W てもやぅやく猛烈ならんとしつ、ある時-近英軍の 

■$: 報する英文、邦文 QS パン7レットが公 f _に.ハラ撒かれ1 1 この點 
とくに辟軍：なる袢戒を必要とする，- 

右聞は客觀的眞理 を ^認する ことょり も、先づ笫|に戰爭 の目的を助ける ことで あ. リ 、次に 大切 
なことは、 この 目的逮成のた めの 浮蒙であり敎 W であり鼓舞で あクてしかも、一切の 革命は、 先. コ 
人 [}{] 自身のぅちに行はれ、それから初めて政洽經濟の現象形式を とる もので あり、 わが N の 一大替 
革期に 當つて I 孜 W の再編成をなす國民學校以外に 1 この 仕事をなすは新聞であり、 その資任 
や莨に重大なるものがある。 

客觀的眞理の覽运 S 、 奮的眞理の發見は1まかせ、新聞は雷的 S — 束— 

榮圈— ' r 共同で作. (?• 出す力を S ! 民の中に削造す•ることにある。 . 

戰時宣俾機關 としての 新聞に〇 いてのかゝる 重大なる 使命が認識され、また私の指摘する新聞の 
機構に おける 松本的缺陷 を^ 除すべく、一 n も 早く賢明に して、しかも斷乎たる政策を樹立されん 
ことを 私は わが 倩報局に向つ て 切に希 51 -. するものであるが、そのためにわが情報局は、 - >少し 新聞 




の贲際と表裏に通ずる努力 $: されるか、またはそのヱキ スバートを採用すべき である ことを背吿し 
ておきたい。 

五、宣傳は街頭を占領せよ 

人も知る ごとくナチ K の成功は、突擊除昌に よる 街頭への進出で あり、街頭占領にあつた。しか 
して、突擊隊の街頭の 占領は、 同時に ナチ K 宣博の街頭占領で あつた。 

在來のブル ジ 3 ア社 fr における政治運動は、 ィギリス 式お上品 さを も 〇てなされたため fc 、-^--/- 
スのやぅに街頭運動は、 あまり 好まぬ ところであつた。 

しかし、街頭の意義は、 近代に おいてその政治閊爭に とつて極めて 重大なる意義が あり、また眞 
に滇攸あるものであつた。まさに、街頭は近代的政治の特徵であり、ナチス政治の|つの特色であ 
ると考へられる。 

街頭を •来りとり、 街頭を制覇す ることの出来るものは、 大衆を 乘りとり得るものであり、更に大 
衆を 乘りとり得るものは、 同時に權 力をも 手中に 收め得るものである。 

故に、 ナチ K 突榮隊員に よる 街頭 占領とナチ ス 宜傳に よる 街頭の 占領が、ナチ ス政 權奪取の 成功 
總力联と宣傅戰 二 ^ fc 



第 九 節®內宜傳活動の 再探成 二九 八 
をなさしめたのである。 

街頭における宜傳を奪取し、無用な宣傳を追ひ拂ふこと、あるひは敵性宣傳と對立物を街頭にお 
いて攻擊粉碎することは、宣傳勝利の秘決でなければならない。 

ナチ K はビラ、 掲示に よつて 街頭を占領す ると 共に、屋外に おける 大衆的集合、街頭示威を行 〇 
て 街頭への進出をめざしたが、 この 大衆的集合と街頭示威を、その宜傳功果の威大 なる 點から我々 
はこれ を見直さねば ならぬ。 

大衆的集合と街頭示威による宣傳 S 、 その參加者をその目的に全く^ I せしめ、同じ感情、同じ 
感激、同じ戰鬪的意識に m え立たせるばかりでなく、これに反對する陣營に大なる精神的衝擊を與 
えるものである。ある場合はその敵陣營(反對者)をその示威と壓力によつて m 伏せしめるであ 
らぅ。 

最近わが國に行はれてゐる I 間取引防止 j の運動にしても、これが街頭示威として行はれるなら 
ば、闇取引反對の街頭示威の壓力は、その犯罪者を戰慄せしめるのみならず、その參加者に國策協 
力に對する一層の決意を促さしめるであらぅ。戰時下の國民は、戰爭による强烈な刺激に麻痺せし 


められてゐるのが普通であつて、多少粗暴に見える宣傳形式を撰ぶ ところなければ、その求訴力と 
効果は至つて少くない。 

また：1 Kf 揭出の宣傳形式は、商業主義資本主義的形式の遺物で あつて、この 舊 式な 
宣傳形式に捉はれ、あるひは殆んど この 形式のみに依存する ことは、 宣傳を棄權し斷念す ること^, 
同樣である Q 

わが情報局が出來てから、嶄新な宣傳形式の案出に對して、一體 どれ だけの 努力を拂つたといふ 
のであらぅか！ラヂォ放送による對外宜傳においても、街頭宜悼においても、 殆んど見るべきも 
のを持たない。 

宣傳はそのアィデアの新鮮さと、その形式の嶄新奇拔さによつてのみ成功するもので、從つて、 
宣傳の工夫は、なによりもその形式、手段の創意にあり、ゲッベルスは政治を藝術なり、と 喝破し 
て藝術家陣營よりの物議をかもしたが、政治は藝術なり、とは、宣傳は藝術なり、との 異語同意で 
あり、たしかに宣傳は一種の創作である。 

故に、われわれは r 宣傳 j の仕事は、官僚的事務と事務官から解放す ることが、わが I の 宣傳を 
總力戰 と筧 傅戰 二 t 九 • 
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救ひ、その成功への笫一步なりと信じてゐる。 

宣傳は(とくにその形式の案出は}全く個人的活動による天才的な剖作に%するものである。故 
に、この仕事は新蛘潑剌たる若々しい生命にゆだねられねばならない。靑春の生命の枯渴した一介 
の官僚的事務官の手によつて行はれるならば、花も咲かなければ、莨もみのらぬ M 子をまくにひと 
しく、折角の宣傳活動も徒勞に終る以外にないであらぅ。 

六、ス a - ガンの重要性とその意義 

一切の宣傳活動において最も大切なことは、その目的を^も端的に表すところのスロ I ガンであ 
る。 K に K B — ガンは、宣傳の核心であり、その理念を象徵する美しき花である。忘れやすい大衆 
は、最も强く、最も適切に人の心を捉えるやぅにつくられた|ス n 丨ガン| とい ふ花にだけに魅惑 
を覺え、心を奪はれるのである。 

宣傳が大衆を捉える手段であり、その目檩が大衆瘦得にあるならば、大衆の理解する言葉が必要 
であり、ス ti 丨ガンが大切である。しかも、それ——甘葉とス：一—ガン1は、大衆の生活と共に 
ある言葉であり、大衆の同情を惹き起し、理解しやすい一 Tr 葉が、行動によつて語られねばならな 


いかに美しく飾られた宣傳でも、宣俾者(政府當局)の行動に より、 信念によつて語られない宣 
俾は、針のない釣絲のやうに、何等の組織力も伴はないであらう。宣傳が大衆組織の手段であるな 
らば、大衆が宜傳によつて一步踏み出した時、即ち、大衆の組織と行動化によつて始めて宜傳は成 
功の域に達したのである。だから、宣傳におけるス ロ— ガン も、 決して單なる言葉の原理でなくし 
て、行動の原理が表現され、かつ語られねばならない。 

ナチ•ド V ッの KBI ガンには、®に適切に L て民衆の心を打つ K P — ガンが多く、その苦心の 
跡がうか V *はれるが、それは先づ笫一にヒットラ—總統が、宣傳活動におけるスローガンに對して 
重大なる關心を拂つてゐたためである。「宜傳はやはりスロ—ガンによつて行はれなければならな 
い。宣傳はあくまで、荦莨に不斷に一^それ以外に途はない. 0 |と、ヒットラーは「わが鬪爭」の 
中で、スガンの重要性について述べてゐるが、健忘症で消極的な大衆をその心底からゆり動か 
し、自己の意圖に沿はせるためには、適切なスローガンを繰返し反覆することによつて、大衆は己 
の理念、己の欲求を、民族の聲を具象化されたそのスローガンの中に見出すので ある。 そこで、大 
總力戰 と宣 傅戰 三〇一 




佑九節國內宣傅活動の再編成 H 0 I 1 
衆は I 私が長年探してゐたことを、彼は言葉で把握した。私の願宅してゐたことを表現した人が初 
めて出現した。 I と、吠客雀躍するのである。かくて、空中に浮遊にする大衆の理念は"宣傳(ス 
ローガン)にょつて把握され、この理念は地上に根を下すのである。 

わが政府當局の作製する K n —ガン——臣道實踐や職域奉公等 —— があまりにも抽象的であり、 
大衆の言葉を以て語られない のは、これを 提出す る 當時者自身が このス a I ガンに盛られた ところ 
の意味を行動的に把握せず、また、大衆の言葉を知らないからである。 . 

ゲッベルスは、理念とは民族の意識の深奥に存する意欲なりといつだが、あらゆる政治運動の敢 
初には理念がある。しかし、この理念が、單なる思索の上の理念としてではなく、行動の京理とし 
て把握する者があつて——即ち、偉大なるプロパガンディストがあつて、始めて誰にも理解の容易 
な「ス a I ガン|を以て、その眞髓を要約し、その標語の傘下に大衆を統一し組織することが出來 
るのである。 

この理念は必しも尨大な著菁を必要としない。簡潔なスガンに要約し、民衆の言葉で、誰に 
も解る行動の原理として、繰返し、く n かへし、手を替へ品を替へて宣傳されてこそ、自己の主張 


を了解させ、又自己 § 利な心理的作用を現出し、遂には i を統率し、世？るのであ 


ゎが 國 QK 了ガンが 國民 S する SQ みが語られて、國民自身 S 望 S 成を何等暗示する 
ところな いのは、例へば、職域奉公にょつて何が達成されるかをいさ"*かも表示しない®は、大衆 
を捉える魅惑に缺けてゐるといはねばならない。 

フランス滯在中の淡德三郞氏が「戰爭と人民 I ( 改造四月特大號 ) において一人民を抽象的な槪念 
だけで踊らせることは出來ない。人民は哲雖者ではない。人民は具體的なものを欲する。パンを、 
肉を、衣服を、住宅を、病院を欲する。之を輿へ得ない者、與ふべしとの約束さへなし得ない者、 
況んゃ輿へ f 稱しながら却つて之—?しまつ SI を人民は信賴することは出来ぬ。 

人民戰線がその最大の敵と看做してゐた獨逸に於いてはどうであらうか？ここでも決して人民 
は豐富に與へられてはゐない。とはいへ指雲は、戰後に於ける大衆生活の向上を約束し、資本か 
らの勞 gQ 解 f 約束し、 SS 平和協力を約束してゐる。人民が此の約束に對し信 f もつて 
ゐる限りに於いて、人民は吠然として一切の困苦缺乏にたへるであらう。 


總力職と宣薄戰 
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人民の信賴なくして、戢爭を開始した 佛蘭 西は負けた。大膽にパンと自由に平和を約束す るヒッ 
トラ— をめ ぐつて人民の信賴は益々高まらうとして ゐ る。 ヒットラ— が此の約束を反古にしない限 
りに於いて彼が言明した様な勞働者と農民を基礎とした「人民國家 I が*現され ゆく 限りに於いて 
獨逸の終局的勝利は保證されるであらう。「と、いつてゐるのは正しい。 

東亞共榮圈の確立といふ日本の戰爭目的も、臣道實踐、職域奉公と v ' ふス a — ガンも、か、る具 
體的內容との連關において把握され、單に|東亞の解放 J といふ抽象的な題目、槪念的な K ローガ 
ンとしてではなく、國民の希 tyrj -. や願望と具 S 5 的に結びつけられ、あるひはその希望達成の暗示が投 
げられる時に、始めて國拔はあらゆる犧牲と困苦を惜しまぬ決意を一簷明白にするであらう。 

か、る K a — ガンの重要性とその盛られる理念については、わが國のそれは今一度愼重に檢討す 
る必要があるであらう。 

宣惓は目的への手段であるが、宜俾活動は同時に紐織の過程である。宣俾が組織であり、國民の 
再編成にあるならば、その理念と構想は常に具體的でなければならず、實狀の國家紐織の上から考 
へれば、情報局は企刻院と緊密一體の連關の上に、仕事が進められねばならない。 




卑近な例を舉げれば、-代用食として甘藷を食べょ」とのポスタ—宣俾が行はれてゐる時、市場 
に甘藷の姿が見えられない。それでは國民は當局の今後の宣俾を信用しなければ、又協力しなくも 
なるであらう。また、宣傳それ自身の權威を失 m せしめるであらう。 

そして、 か X る些細な錯誤や失策で も、 それが積み重ねられるに至らば"大衆はその卑近な、 ま 
た端的な®例にょつて、政府の食®政策や物動計脔のやうな重大政策にも次第に不信を投げかける 
やうに な•るであらう。 これは 重大なる問題で.あり、か k る小さな宣傳技術の失策が、戰爭で必要以 
上に神經過敏になつてゐる國民に無用な不安を 輿え、 從つ て、 國民の心理的協力を減殺するのであ 

泰 

る0 

だから、ノースクリフ鄕は、前大戰において英國の宣傳活動を引き受けた時、彼は直ちに英阈の 
戰時政策そのものが、確 S - であるか否か、また、その政策が矛盾してゐるやうことはな v > か、そし 
てその政策が®際に强行されてゐるかを調査すること5:怠らなかつたではないか」 

宣傳實行者に對しては、その®際活動の舞荃においてばかりでなく、國家機構の中にもその地位 
が輿へられることが必要である。 

1¢. 力联 と官； 傅戰 三 0 五 



笫九節國內宣傅活動の再編成 三〇六 
政策といふものは、その政策が成功するかしないかは輿論に依つて決定される。その輿 ir に關す 

る專門家(或は輿論調査 機關 •ドィツにあ〇ては黨の 耳、 ナチス見張所といはるべきもの)の報道 

なしには完全に®施されない。 

宣傳に從毐する人々ば、この輿論の動き、人心の微妙なる動向を刻々と調節打診することも、そ 
の職贵の一つである。そのためには宜滹に從事する人々に、國家の重大なる政策を動かし得る人々 
と同等の威信と權限が與へられてゐないならば 1 %輿論を支配することは愚ろか、輿論を打診し? rl 測 
することにも支障を來すことが多いであらぅ。 

しかし、宣博事務に携はる幹部速が、形式的に、行政上の、あるひは閣内のどんな位置を占める 
かといふことが問題ではなく、 ffi 際に於て、行政內の、或ひは閣内への影響を與へ得る多分の指導 
力と欉限を保有することが問題なのである。 • 

七、嫌力 a の戰士たれ 

現代における ィギリス 最大の軍事評論.：永と v > はれるリデル•ハアトは m 爭は國家の興^といふ 
點から云つて一介の戰略家だけに依つて勝手に行はれるのには、餘〇にも辟肅な大喋である。そこ 


で、戰爭後 Q 平和狀態をも含む大戰略に拔る寶い視界が必要となつて來る 一と、 いひ戰後における 
國民生活 Q 設計と1序の i が、 そ S 略中に ff れ St ぬと述べて t が、この 
仕事 に參 輿し擔當し 得るものは、われわ文化技術者であり、 8 と技術の兩科學者でなければ なら 
ぬ0 

私の「わ.が倩報局に捧ぐるこの一文 I は、 あまりにも非？ S に過ぎ、わかり切つたことを尤もらし 
く云ひ、從つて、卷慢に見ぇるかも知れない。しかし、これらのわかり切つたこと が、 W 際に行は 
れてゐないとしてみれば、また、その反應が贲際に現はれないとするならば、その組織か運^か技 
術 か{百一孝に對する考へ方そのものにか、いづれにか缺陷があるとしなければならない。 

アメリカ 海軍の名戰略家 ： i • J •マィヤ - ス氏は一和戰を決する撺能は爲政老の手中にある。一 
度彼等が、戰爭をやることを決定しても、その資任を陸海軍首腦部に負はせることは出来ない C 國 
家の安危を托された陸海軍は、依然として、爲政者から支持をぅけなけ.ればならぬ。戰爭は誰もこ 
れを愛好するものはなく、また—は殘酷で破壤的であるが、これを理由として、 i に導いた爲 
政者の資任は解除されぬ. 0 I と、いつてゐるが、國家總力戰のたてまえから云つても、また、か i 
辖力敢と宜傅敉 ：■、:•.」 



第 九 節 國內貢 傅 活動の再編成 三0八 
る 道德的な資任感からいつても、爲政者はもとょり、われわれも戰爭目的完遂の ために、文化的 ！ nr 
馏の音血をしぼつて、この嫌力戰に協力し、その勇敢な、かつ光榮 ある 戰士の 一人と ならなければ 
ならない。 

本論を睨稿せんとせし際、私は li からずも改造時局版誌上に里見岸雄氏の-政治に於ける名分と 
ウイット .1 と題する所說を ig んだのであるが、同氏は同論において「思ふに、政治檫語は 莨 淺$:誘 
起するに足る感銘を與へ得なければ、檩語としての政治的價値はない。而して政治檩語が國民に與 
へ得る感銘、誘起力といふものは、その楞語を生み出した政治理念の適切性、並びに政治力に 比例 
するであらぅが、それと共に、德語そのものが、その目的としてゐる内容に應しい正當なる名分を 
帶びてゐる事も、効果の上から見て、確に一つの重要なる要件であると思はれる 0 J と、いひ、ま 
た、他の箇所において「政治がいかに正しくも、その正しさにウイットが伴はなければ、人は徒ら 
に緊張の連棟のみを餘儀なくされるから、短期間ならぱ兎に角、少しく長期に一旦る場合には、事實 
に於て弛緩倦怠の狀を呈する、これは一般に人間の弱點である。此の弱點を補ひ得るものがウイッ 




卜である。……中略……人倩の機微を察する時、ょろしく政府は杖切型の節米猇令を掛けたり、榮 
養學の學說を髙調したりす ^ ばかりではなく、いはゆる政治のゥィットを示すべきだ、 と 思 ふ。 
「國民に轉復米を喰つて莨へない事は、まことに相濟まぬ。然し、かくかく斯様な事情であるから 
しばらく我慢して頂きたい。」かぅいふ人問味のあふれた政府の一聲こそ、贲に百千0號令に勝る 
感激を輿へるのである。云々 i …一と、殆んど 私の見解と變らぬ所見を發表され、私をして益々意 
を强くせしめてゐるが、政治家 爲政著 は、宣傅と國 M の心理的協力を强化するために、か、る點を 
大いに學び反杏しなければならぬ。と同時に、新聞及び雜誌ジャーナリズムは、從來の報道主義、 
批判主義を更に一層かなぐり棄て i 「宣傳略一については阈民學校一年生の氣持になつて、入 
學しなければならない。そして、綜合雜誌や新聞紙が r 宜傳•謀略 I に關する硏究•批判•提言 • 
創案等についての 所 說を どし <揭載し、おくれた る斯學 の發展、鞭撻 ( D 1 ために寄與するところな 
ければならないと願つてゐる。 

總力戰硏究所の研究生をジャーナリズム方面から入所せしめるところ少かつたが、锶力戰硏究所 
は、1宣傳一における璁力戰的認識と硏究を新聞雜誌に深めさせるために、ジャーナリストに対し 
班 力 稍と 寅 庳较 ーーー〇 九 
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笫九節國內宣傳活動の再編成 
今少し門戸を解放すべきであると信ずる。 


三一〇 


忌憚なきこの一文が、わが情報局並びに これに 關心を抱く——新に生れん とする 日本 宣傳 文化協 
會の I 人々に、 何等かの參考に なるところあるならば、 筆者の 轂も幸甚とするところである。 






「宣傳研究」參考書 

(左記麥考寄は小西鐵男氏調査のもの K 本著者の％補せるものである) 

一般的ブ〇パガンダの硏究畫 

Adlerlp: Die Bede&mg der Illsiouensr politipruml 8 nzial 2 Leben, 1904 • 

St - 

Birllsri, A •: Das Wesen der propaglFlo 2 p 

Kltz r cller,: Die l*re$e als werksug der £lsw<lrtigell pcluik, 1918 • 

Gersdorf,w •: ^ 

HilricF.F. X: &0 0^2^ s^ppcp ss. 

總力戰と宣傳戰 三一一 



附錄「實傳硏究，一參考香 

Holtze 510 rfr-F •: W 塞 n uud werts-Tcsffentlichen Meiimng! 18 .9P 
Kulkp,r:Nz:rKMtwicklu 一一 0 ? gichicjuchte derseinuNgen, 1891 • 

1 wurr, 】广 «•: Masse id pur-likulll, 1 9:4. 
pieper,«.: Die P 315 gamF522. 

8 chultze.pfaelzell, p: propagiuu F Agi -sr ition, Kelc r lne, 1923, 
cr lghele, 7 s : J cir rycholcgie d 2 Aufhuifs uml der Musseuverbrech 21 , 1897. 
ssrn-llllbart r K. : 一 ) 5* Iwropigiln r als pcritisches Instrument, 1921 • 
on zlrtes, A.: N ur I ダ chccgie dero:ffelltlichen Meiuung, 1921 • 

Tonnies, F.:«riuwrdero:ffentls*sn Miuung, 1921 • 

CJSSSierlllud, 一 i •: 1 fcr 5 atioi 二 le IcIJiHicH J>ubli,Jue • 一 914 . 

I)eh3me, p : I‘cs forces andgler, 1919 • 

Moyset, H •: 1 、〇 pinion publique, J 910 • 




Iwapon,HP.: De PRCtiosde Popinion sur le gouvernement, 178?° 
Rossi,R : 一 』 suggesteur et la fcule, 15 ycholcgie <lu meneur, 1904 • 
Tarde, p: r o-Dinion et la fmile, 1901 • 

Augell,z: The J • 一一 blic Miml, 1927 • 

Bernays, wr:Q rystalliz s- g Public Opinion, 192 ?- 
Christenien, A.: Politics ami c3wrM 0 rality, 1915 • 

Comvuy, M •: The crsvll iu Peace ami AVar, 1915 • 

5 glI, pF •: I^ooking Forward 》 192? 

Kydd, 8 .: A Sketch of the Gronth of Public Opinion, 1888 • 

一あ Bon : The Crowd, 1920 • 

1 zee. L L •: Publicity, 1925 • 

Lippi, \<: Public Opinion, 1922 • 

Iipsky,>: Man tre Puppet, 192 /?• 

總力 « と宣傳 « 



附錄「官傳硏究 J 參考箐 

liOng, J,G: Public Kelation, 1924 • 

Jiowell, A. r : Iwublic Opinion in Wur ami Peace, 1923 • 
sc Dot gall, \<: The GroupMiml, 1920 • 

Me Dougsll,W •: An Illtr E- uchioIl to Social psyc r lcjjy, 1908 • 

Mackinnon, \<A.:Historycf Civilization ami public opinion, 

Martin,KD •: Thewehavior of C3WF1 92 p 

£)uiett, ppand Casey. R-: prhlcipls of Publicity, 192 F 

KUsi U| \<§ # d Bonner! p W.: PnbUdcityt 1926. 

r039,wa. : Social Control• 1901/ 

salmon, rs. : 、 nlezewspap:r ami Authority, 192 ii. 

Wallas,p:K u5all Nature Sul Politics, 1908. 

Weeks, A. !>•: Control of the socialsiml, 1923 • 

Wilder, K, F ami Buell,K. L: Publicity, 1923 • 





K arwood r awrsce Childs. propI\iJam r AJUl Dlctatorshlp= 
Fritz Morstein Marx.Gctat IVopagamla 一一一 Germany, 
Arnold F. zurdlcr. Btat prolsgamlaill Italy. 

Bertram w. Maxwell.cctat lpollagHmla in sovietwu 2 ir 
Gcebbels : 8 iguale der 1 5 veil Zeit (Miillchell) 

Monucps: Hitersm, the Fist iu Geriy 

Kei 二 en : History ofzatioualsos aui{*2ethi) 

Kaudbuch f dr <12 Deuffchews.ch 2 1986 1 ss 

Klus.krllger: Verfussuug Vcnvaltvng in l)rltteu nelcr 

The spirFaml Htroaure Germau Fascism ( 一 JriE-y) 

Joachim Roicheuau : This man Goebbe. 一 s 

lJe 3 ays,KlwaE-rpropagaaml? 

sddle, ン VUUani \V • 一 - ropagamla ami education. 
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附錄 r 宣傳硏究」參考害 

Dodge, Kaymn3 二 • The psychology of propnga 21 ? 

Dood, Leoniml ノ < p3pagam r 

Grabowsty, Adlllf. B01chewi8mp 

aadl§ovsky. Huge? JVC * 空 ms-umlzutiolsle Macht. 

Lambertfws. I ざ pagamla 

L 导 ley, Frederick E. The IVOPHgampiace. 

Lumley, Fre<lerjckwMeaH8 of social control. 

senge, Jchil. Deutsche propagamF 
Koge 301 1 , R Propaganda iu the next war. 

Stern, Rol^ert, Kilgar. Die IwropRgamla als P01itish2 Instrument. 
Stuart, CamubelL Secrets of crewesoutte. 



s aullscc chll 211 er: secs tser vice 
Hums Gmcht: Die Ffiiisto Kclc 三 ic 

大飪のブ □ パガンダ硏究書， 

liaudrillart, M. A. : Notre. pr-s>agamlrl 91 今 r* 
iiashwitz,«• : 一 ) er Masssemvhll, J 924 • 

Kaas, A •: Die Propagamla im Auslaml, 191 ?• 

11 artmann,P •: Frissuche Kulturarbeit am Khein, 1921 • 

«erkhoffw 」 DerwrieoqKo^n-fce deutsche wiseuslsfu 1922 • 

1 aulendorff : 》 1 2 .151*>5-115§ 的 2 ご 1919. 

MBlnam, K •: Wie wir belogerwus-en, 1920 • 

一一 uhlmaurP. M •: Kulturp3dagau? 1919 • 

schCJuem 25 , R: s® <CD 
斑力戰と實傳載 三一七 



附錄「實傅硏究，一參考齐 三一 

1924. 

stcelpllagalf P : 一〕 iezachkrie^-pspuga-lda der Alliierteii gegeu Deusrchlau 
W iehler.: Dectsche wirsrcll fifsrpropagans-im Wei tkriegy 1922. 

Kaiulrillarty M. A.: Une ounpague fllncs.sef 1 917 • 

Granx, r :liexfuusss iiouvelles de la grande guerre, 1919 • 

Hallay*> : 1 wcjlilliol 二 一一一 emamle flfondeut uvcnuelTe- 19H-1 8 , J 919, 

Hau&ietsTonneler: A tmvers lea ligues iniea, 1922. 
pre N zolilr-p : Dopoc 41 poretto 二 919 • 

Berllstorff,p: My Three Years in America て 1920 • 

BlullkenhcrrlL : Adventures in Propaganda 二 919 • 

113 wnrigg • 一 ). ： 1 -Uuscretioll of theza\,al Cancor, 1920 • 
w ir M •: w islmrkf 1 898 • 




H- - ^<^2^ SBW« _so==^ o^- ss w=-.^»c- sw©- 
Creel,G.: How'VVe Advertised America, 192 ? 

Creel, G.: The >Var, the NVorld and will, 192 0. 

lAsswell-H. D.: The 8 tats of Icseavch oil International P3pa 

Lasswell, K.D. : 一 - 3pagamla TechE.pue in the World 矣弓 1927 . 

Steed, H. ^. : Through Thirty Years, 1924 • 

Stuart, C.: Secretsof creweKouse, 192 ® 

MVliitehouae, V. B •: A Year as a Government Agent, 192 0. 
s. p Peterson.: P 3 pagamla For war. 

道徳統制ブ〇バガ A ダ硏究窖其他 

Ziehen. A.: Die p x ycholcgie grosser Heeriihrer, 191 R. 

0 aspeallo, W •: Ksss.lle PHychlsgie miliES imlivSIHelle et collective, 1902. 

辖力戰 fc 宣傅戰 三ープ 



• 總力戰と®:傅戰 

cavett A •: f/Art ile 8nB5mler, 1921 • 
iaH-H. a •• Morale, 1918. 

Hall,pS •: senile, 1920 • 

ン layer- r: ra psychologic du suslaudemeut, 192 a. 

Kchau, w. •• Le parfait* capit s. ne, 1 744 • 

• >1— r Q:- rl—^7 0 ^. 

Au<lrewsf rp: Military Ma-lpower, 192 p 

(MlliHh— J. and Lynch, \<: The Man 5* the Rsuks, 1917 • 

GulierrJL: Moral* and Morale, 1919 • 

Hocking, W. K.: Morale ami its Enemie こ 918. 

House, F. N.: Jmlustisal Morale, 1924 • 

Mu 籍一一 , w. R : a pilgical —ill cf the G— \Var, Is. 

siller. A, H.: ^ 婆一望一一一 ?1920 • 



MIn,« r : 一一 leAlalmgslellt cf Me=i 921 • 

peteilu J.: 一 ^ , chclogy cfsumuilcn Meuhl & e Ar 5 y, i 919 • 

ブ〇バガンダの歷史的硏究謇 

Khbillgli T. : Napclsn,Englaml un<l die Prense, 1HCU-18UCC, 1914 • 
5 rivier, A. : NapoleonJcumauBtef 191* 

Angell,N, : 1 watriolism under Three Flaira, 1908 • 

Martin, B, 1 (•： The Trinmph of Lord Palme 2 tor.1 92 ， 

IVs -ク M • ，一 •: 0hri&sl s i*.sl8 Sul orientalQiviligHtiouf 1 924 • 
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我國の宣傅並に總力戰研究參考書 


宣傳理論參考書 


谷 孫六氏著「宣傳時代相一 
新田宇一郞氏著「新聞の現在及び將來 I 
新田宇一郎氏著「新聞齊吿の硏究」 

小野秀雄氏 著 一日本新聞發達史 I 
小松孝彰氏著 I 戰爭と.&想宣傳戰 J 
小山榮三氏著一宜傳技術論 J 
外 fiF 省論査部.編 I 獨の宣傳組镦と其の實際| 
粟屋義純氏 著一戥 爭と宣薄 I 


(春秋社) 
(第一書房) 
(六合社) 
(大每•東日版〕 
(春秋社) 
(高陽書院} 

C 日本一:際協侍} 
辻) 




水野正央著 
高梨菊次郞氏著 
小山榮三氏著 
板倉卓造氏著 
朝日新聞者編 

ドク ，— •w_7 オン•クリ—ク II 

東域忠男氏譯 
刀禰館正雄著 


光行 壽氏著 r 獨逸靑年運動硏究 


松本穎樹編 
同盟通信社調査部編 
小西鐵男氏著 


ドイツ的戰略とは」 U 戰爭と謀略宣傳 
國家宣博とジヤ—ナリズム統制一 


國際紛爭史考 I 
日■本外交秘錄一 

英國の宣傳戰略と戰術 I 
新聞經營硏究 I 


防諜科學 I 
國際宣傳戰一 
プロパガンダー 


(名古屋新聞社出版部) 
(野田書房) 
(三省堂) 

(中央公論社) 

(朝日新聞社) 

(刀江書院) 
(三省堂〕 

(日英 .S 
(モダン日本社) 

(高山書院) 

(平凡社) 


ジ ml ジ•アストン著 
隅井 幸次譯 


英國の機密室 I 


(誠文堂) 


嫌力戰と宜傳轵 


n 二三 




我國の宜傳並に珐力戰硏究參考 fr 

ハン^スト *2/ ユナイダ1 

木甚浪夫氏譯丁ン丨クレツト-サ丨ビスー 

大江專 I 氏 E I 世界プ P バカンダ戰 - 
光行 專氏著 I 新體制下の新聞構想 I 
小 松 淸氏著 「フランスより還る一 

同 氏著「沈默の戰士 I 

ーフラン耽れたり一 


アンドレ•モ —CT 著 

高野野一郎譯 
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